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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　厳しかった冬がようやく終わり、南の空に浮うかぶ太陽は暖かな日差しを投げかけている。風はいくぶん強いが、身を切るような寒風ではなく、枯かれ草くさのあいだから草の芽をゆり起こす柔やわらかな春風に変わっている。

　なだらかな丘おかの斜しや面めんを登りながら、ファーラムは深く息を吸いこんだ。春の息吹いぶきを胸いっぱいに溜ためると、ゆっくり吐はいてゆく。そうすると、まるで身体からだのなかが洗われたような爽そう快かい感が後に残るのだった。

「遅おそいわよ！」

　突とつ然ぜん、声をかけられ、ファーラムは自分の前を歩く少女の姿をぼんやりと見つめた。

「分かったよ、ミルシーヌ。すぐに追いつく」

　ファーラムはにっこりと微笑ほほえんで、少しだけ足を早めた。

「いったい何度、同じことを言わせるのよ」

　ファーラムが来るのを待って、ミルシーヌはくるりと背中を向けた。

　根元と先のところを革かわ紐ひもで結び、棒のように背中に垂らした栗くり色いろの髪かみが踊おどり、ファーラムのすぐ目の前を横切った。矢や筒づつと小しよう剣けんを腰こしに吊つるし、左手に長弓を握にぎっている姿は、すでに一人前のクユ族の狩かり人ゆうどだ。

　ミルシーヌは十七歳。ファーラムと同い年だが、小こ柄がらなのでふたつぐらいは年下に見える。

　頭からすっぽりかぶって肩かた紐ひもと幅はば広ひろの帯で留めるクユ族特有の衣服に身を包み、袖そでと裾すその先から伸のびるしなやかな手足は惜おしげもなく春風にさらしている。

　年とし頃ごろの娘むすめなのだから、腰や胸などもう少し豊かでもよさそうなのだが、いつも山野を駆かけまわっているためか、ミルシーヌは無む駄だな肉が少しもない引き締しまった身体をしていた。

　ファーラムもクユ族の若者にしては華きや奢しやな身体つきだが、ミルシーヌとは違ちがい、野外で鍛きたえたのではなく、食を節しているためだ。ファーラムは集落の外どころか屋や敷しきの外に出ることさえあまりない。今、遠出しているのは、ちょうど二十日ぶりのことである。

　そのときも、ミルシーヌに連れ出された。今日とは違い狩かりではなく、雪の下から芽を出したばかりの山菜を摘つむためだったが。

　小川に流れていた雪解け水の冷たさを思い出し、ファーラムは小さく身み震ぶるいをした。

　ふと気がつくと、ミルシーヌがファーラムの方を振ふり返っていた。

　またも遅おくれてしまっていたのだ。ファーラムはさっきと同じ微び笑しようを浮かべながら、幼なじみの少女のところまで急ぎ足で歩く。

「そんなにゆっくり歩いてたら、獲え物ものが逃にげてしまうでしょ」

　ミルシーヌは眉み間けんに皺しわを寄せながら、責めるように言う。

「こんなにいい日和ひよりなのに。狩りなどやめて、のんびりしてればいいじゃないか」

　そう言って、ファーラムはびっしりと枯草で覆おおわれた地面に腰を下ろした。

「そんなことだから、みんなに笑われるのよ。クユの族長のただひとりの男孫だというのに、狩りも漁もしないで、館やかたで学問ばかり。いくら貴族の保護を受けているったって、わたしたちはしょせん蛮ばん族ぞく。カストゥールの市民には、なれないのよ」

　ミルシーヌの言葉を、ファーラムは曖あい昧まいな笑いで受け止めた。

　その笑え顔がおに、ミルシーヌは不安そうな表情をかいまみせた。

「それとも、もうひとつの噂うわさどおりに……」

　ミルシーヌは喉のどのところまででかかった言葉をあわてて飲みこんだ。もしも、口に出してしまったら、ファーラムがその言葉を肯こう定ていしそうな気がしたから……

　ファーラムが族長の孫ではなく、魔ま法ほう王国の貴族の隠かくし子だというのだ。

　ただの噂である。が、完全に否定できない理由もある。カストゥールの貴族たちが代わる代わる訪おとずれ、彼に学問を教えていること。ときには、貴族たちの館に連れてゆかれることもある。

　いかにクユ族がカストゥール王国に忠誠を誓ちかっており、王国に反はん抗こう的な他ほかの蛮族より厚こう遇ぐうされているとはいえ、市民の資格を与あたえられているわけではない。奴ど隷れいよりすこしましという程度なのだ。族長の一族とはいえ、特別待遇を与える必要などないはずだ。

　──カストゥールの貴族たちが行う魔術の実験に供されているのではないか？

　そんな噂もある。

　集落の人間の多くは、こちらの噂を信じているようだ。貴族たちがクユ族の人間を魔術の実験に使うのは、例のないことではなかったからだ。クユ族を保護している拡エン大ハ魔ン術サ師ー一門は、人間の精神と肉体に秘ひめられた潜せん在ざい能力を引き出す魔術を研究している。

　王国の貴族や市民たちより強きよう靭じんな肉体をもつ蛮族は、格好の実験材料なのだ。

　ミルシーヌも最初は、こちらの噂を信じていた。だが、近頃はどうも違うような気がしている。

　実験材料にしては、ファーラムは多くの自由を与えられているし、大切に育てられてもいる。なにしろ、ミルシーヌは族長に命じられ、幼い頃はファーラムの遊び相手を務め、最近では彼の身の回りの世話から、護衛役まで任されている。

　当然、多くの時間をファーラムと一いつ緒しよにすごすことになる。だからこそ気づいたのだが、彼はクユ族の人間とは、人種が異なっているような気がする。肌はだは白いし、髪も鮮あざやかな白金色プラチナだ。クユ族の者は、肌の色は浅黒く、髪も栗色か薄うすい茶色である。ミルシーヌなど、その典型だった。

　長年の従属のあいだに、カストゥールの血もかなり混ざっているから、ときどき現われる肌の色であり、髪の色である。しかし、ファーラムほど鮮やかなのは、見たことがない。

　いろいろ考えてみると、ファーラムがカストゥール王国の貴族の隠し子だという噂のほうが真実のような気がしてくる。もしそうなら、いつかは彼はクユの集落を出て、カストゥール王国の都市で暮らすことになるだろう。

　そのことを思うと、ミルシーヌの心は暗く沈しずむのだった。

「笑いたい者には、笑わせておけばいい」

　ミルシーヌが無言でいるのを誤解したのか、ファーラムは今度は明るく笑いながら言った。

　集落の若者たちが、ファーラムを馬ば鹿かにしていることは、彼も知っているのだ。彼らから見れば、やたら背が高いだけで、体力のないファーラムは頼たよりなく思えるのだろう。

　クユの男たちは自分たちが優すぐれた狩人であり、勇ゆう敢かんな戦士であることを誇ほこりに思っている。彼らはたとえ小しよう剣けん一本でも、猪いのししや熊くま、狼おおかみなどに立ち向かってゆく勇気を持っている。

　そんな部族を治めてゆくのであるから、族長たる者、誰だれよりも勇ゆう猛もうでなければならないと考えられている。実際、ファーラムの父は、集落の馬を狙ねらって襲おそってきた鷲グリ頭フ獅オ子ンと差し違えて、命を落としている。その知らせを聞いたファーラムの母は、夫の後を追って自らの命を絶っている。

　そんな勇者の子でありながら、弓でもなく剣でもなく、カストゥール王国の学問ばかりをファーラムに押しつける族長ウバルに不満を言う者もいる。

　ミルシーヌは、その一番手かもしれない。族長にはファーラムの護衛を命じられているが、本心を言えば、自分が守る必要がないような強い男になってほしいのだ。

「あなたは背だって高いし、村一番の狩かり人ゆうどになれると思うわ」

　ミルシーヌはファーラムをじっと見つめながら言った。

　鍛きたえれば、ファーラムは立派な狩人になるはずだ。そして、それは彼がクユの男であることの証あかしともなる。

「さあ、どうだろうね」

　ファーラムは気のなさそうな返事をして、服についた枯かれ草くさを払はらいながら立ち上がった。

「なれるわよ！　狩かりに必要なのは、自信と勇気だけ。獲え物ものを仕留めるまで、今日は帰さないからね」

　そう言って、ミルシーヌは弓を差しだすような仕草をした。

「弓は扱あつかったことがないから」

　ファーラムは困った顔をして、首を横に振ふった。

「剣ならすこしは訓練しているから、これで獲物を倒たおすとしよう」

　ファーラムは腰こしに吊つるした小剣を抜ぬいて、珍めずらしい物でも見るような目で、輝かがやく刃はを見つめた。

「そんなもので倒せる獲物なんているわけないでしょう。熊と真正面から戦うなら別だけど」

　ミルシーヌは思わずため息をついた。

「獲物は取れなくてもいいから、せめて弓ぐらい引けるようになってよ」

「今度、練習しておこう」

「信用できないわね。手て頃ごろな獲物が見つかったら、あたしの弓を貸して……」

「どうしたの？」

　ミルシーヌが途と中ちゆうで言葉を切ったので、ファーラムは怪け訝げんに思い、尋たずねた。

「静かに！　向こうの丘おかの麓ふもとで何か動いたわ」

　ファーラムは振り返って、ゆっくりと背後の丘を見み渡わたした。

　このあたりは瘤こぶのような小さな丘が連なる丘きゆう陵りよう地ち帯たいであり、夏になれば一面、緑の草に覆おおわれる。この豊かな牧草を求めて、野生馬や野牛の群れが温暖な土地から移動してくる。馬は捕とらえて飼い慣らし、牛は狩って食料とする。また毛皮や角からは、衣料や細工物を作ったりする。

　だが、春先のこの時期は、獲物はあまり多くない。温暖で雪の少ない地方へ移動していたり、巣穴のなかで冬とう眠みんしていたりするからだ。

「何が動いたんだい？」

　ファーラムの目には、動くものは何も見えなかった。

「行くわよ」

　ミルシーヌは小声で囁ささやくと、丘の斜しや面めんを斜ななめに登りはじめた。

「そっちは逆……」

「まっすぐ向かっていったら、見つかるでしょ。相手の位置は確かめたから、この丘を越こえて迂う回かいして近づくのよ。さいわい、逆風だしね」

　ファーラムの目にはまだ獲物の姿は捉とらえられていなかったが、ミルシーヌの言葉を疑う気はなかった。彼女の視力が並はずれて優れていることは、十分に承知していたから。

　クユ族を保護しているカストゥール王国の拡大魔術師たちは、視力を増ぞう幅ふくさせる呪じゆ文もんを使うが、きっと彼女には不要だろう。

「姿勢を低く！　大きな音を立てないように!!」

　前まえ屈かがみの姿勢のまま、ミルシーヌは器用に丘を降りてゆく。ファーラムは彼女を見習いながら後をついてゆくが、遅おくれないようにするのは、かなりの苦労だった。

　ミルシーヌは丘をいったん越えてから、丘の輪りん郭かくをなぞるように後あと戻もどりをはじめた。丘の稜りよう線せんを利用し、獲物に姿を見られないように接近しようというのだ。

　ミルシーヌはまったく無口になり、狩りに集中しているようだった。

　ファーラムは彼女の後ろ姿を追いながら、わずかに笑えみを浮うかべる。彼女はまさにクユ族の狩人だった。

　自分たちのいる丘から右みぎ隣どなりの丘までのわずかな平地を、ミルシーヌは素す早ばやく移動した。ファーラムも、あわてて彼女の後を追う。いつのまにか、彼の額には玉のような汗あせが滲にじんでいた。吹ふき寄せる向かい風に、その汗がこめかみの方向へと流れだしてゆく。

　ファーラムが追いつくのを待って、ミルシーヌはふたたび小走りで進みはじめた。山やま猫ねこのように俊しゆん敏びんな足さばきだった。しかし、しばらく進むとその動きが突とつ然ぜん、ゆっくりになった。ファーラムの動きも、彼女の影かげのようにゆるやかになる。

「見て……」

　ミルシーヌは囁くように言い、向かい側に見える丘の麓を指さした。

　今度は、ファーラムの目にも見えた。

　彼女の指先が示す方向には、一匹ぴきの大おお猪いのししの姿があったのだ。ファーラムたちに斜め後ろを向けているが、長く鋭するどい二本の牙きばがわずかに湾わん曲きよくしつつ下した顎あごから突つき出ているのが見える。

　大猪との距きよ離りはだいたい五十歩ほど。遠目に見ても、かなりの大物だと分かる。体高は大型犬と同じくらいだろう。体重にすれば、その三倍ぐらいはあると思われた。

　大猪は鋭い牙と固い鼻、それから前足とで、さかんに地面を掘ほり返している。餌えさを探しているのだろうか、それとも巣穴を掘ろうとしているのだろうか。

「大物だね。しかし、大物すぎて、わたしの手には余ってしまうよ」

「ちょっとね」

　ミルシーヌは苦笑いを浮かべた。

「あなたの引いた弓じゃあ、あの分厚い毛皮を射い貫ぬくこともできないでしょうね」

　ミルシーヌは腰に吊るした矢や筒づつから、一本の矢を取りだした。矢や尻じりを同じく腰に吊るした小さな壺つぼのなかに差しこみ、ゆっくりとかきまわす。どろりとした液体が付着し、銀色の矢尻が濃こい茶色に染まる。

　クユ族の狩かり人ゆうどが大物を狩かるときにだけ使う矢毒である。クユの言葉でムラクという草の根を丹たん念ねんに煮に詰つめて作る猛もう毒どくだ。

「あの獲え物ものは、あたしが仕留める。クユ族の狩りがどういうものか、よく見てるといいわ」

　ミルシーヌはそう言うと、ぽんと飛びだした。それまでの慎しん重ちような行動が噓うそのような大だい胆たんさだった。無造作とも思える足の運びで、するすると大猪に近寄ってゆく。口笛でも吹いているのではないかという軽かろやかさだった。

　ミルシーヌは猪から三十歩ぐらいのところまで距離をつめると、ぴたりと立ち止まった。それから、弓に矢をつがえて弦つるを引き絞しぼった。彼女は空に投げた果くだ物ものが地面に落ちるあいだに、三本の矢を放ち、すべてを命中させることができるのだが、今は力ちから一いつ杯ぱいに弦を引き絞り、慎重に狙ねらいを定めている。

　大猪は、まだ彼女に気づいていない。あいかわらず、地面に穴を掘りつづけている。すでに猪の頭が隠かくれてしまうぐらいの深さになっている。

「見ていて、ファーラム。一いち撃げきで仕留めてみせるから……」

　風に乗って、ミルシーヌの声が聞こえてきた。

　驚おどろきのあまり、ファーラムはその場から立ち上がっていた。獲物が気づいていないというのに、自分から声をあげるなど、彼の常識では考えられないことだったから。

　案の定、大猪はびくりと動き、穴から顔を出すとミルシーヌの方を振り返った。

　逃にげだすのでは、と思ったが、大猪はそんな素振りは見せなかった。むしろ、威い嚇かくするような鳴き声をあげて、前足をかきこむような動作を繰くり返す。二本の牙は、ぴたりとミルシーヌに向けられていた。

　逃げられないと分かり、戦う決意をかためたのだろうか。大猪は肉食ではないので、人を襲おそうことはめったにないが、その牙の一撃をまともに食くらえば、大おお怪け我がをするのは目に見えている。

　一撃で仕留めるとミルシーヌは言ったが、失敗すれば間ま違ちがいなく彼女は危険にさらされる。狩りのとき、大切なのは勇気であることを身をもって教えようとしているのだろうが、ファーラムにはいささか無む謀ぼうなように感じられた。ひとりで狩りをしているときには、彼女とてこんな危険は犯おかさないはずだ。

　そうまでして、ミルシーヌはファーラムの奮起をうながしたいに違いない。

　だが、結局それは無む駄だな努力にしかすぎないのだ。ファーラムは狩人になることはできない。たとえ、彼自身がそれを望もうとも……

　ミルシーヌと大猪は、睨にらみあったままぴくりとも動かなくなっていた。いつのまにか、風も止やんでいる。

　周囲は物音ひとつせず、ファーラムも知らず知らずのうちに息をひそめていた。太陽の光を浴びて枯かれ草くさの乾かわいた匂においがふと意識された。

　緊きん張ちように耐たえかねたのか、大猪が鼻を鳴らしながら、ぶるんと一回、首を振った。

　それが、合図であったかのように、短い気合いの声とともに、ミルシーヌは矢を放った。

　必殺の一いつ矢しであったと彼女は思ったに違いない。ところが──

　矢が大猪に命中するまでのほんの一いつ瞬しゆんのうちに予期しないことが起こった。横よこ殴なぐりの突風が、枯草で埋うもれた丘おかの斜しや面めんを駆かけ下りてきたのだ。

　ミルシーヌの表情が変わったのを、ファーラムは見み逃のがさなかった。同時に彼は動きだしていた。全力で、ミルシーヌの許もとへと走る。

　ミルシーヌの矢は、大猪の右目を貫つらぬいた。だが、それは彼女が狙ったところではなかったはずだ。一撃で仕留めるのなら、眉み間けんを貫き、脳を射貫かねばならない。

　苦痛の悲鳴を大猪はあげる。それはやがて怒いかりの雄お叫たけびに変わっていった。

「ファーラム！　来ないで!!」

　ファーラムが駆け寄ってくるのに気づき、ミルシーヌは必死の声で叫さけんだ。弓はその場に捨て、腰こしから小剣を抜ぬいている。

　もう一度か二度は矢を射る余よ裕ゆうはあるだろう。だが、速射になるので、強い矢は射られないし、正確な狙いもつけていられない。

　手負いの大猪は、哮たけりたってミルシーヌに向かって突とつ進しんをはじめた。ミルシーヌは小剣の刃はを前に突つきだしながら、腰を落とした。

「下がるんだ、ミルシーヌ！」

　ファーラムの声が背中から聞こえたが、振り返っている余裕などあるはずがなかった。三十歩ほどの距きよ離りなど、この大おお猪いのししならば一瞬で駆け寄ってくるのだ。

「来ないでって言ってるでしょ！」

　ミルシーヌはなかば怒りの声をあげていた。

　ファーラムが自分を助けに来てくれるのは嬉うれしいが、正直言って足手まといだ。それに、彼に万が一のことがあれば、ミルシーヌは族長の命令を守れなかったことになる。ファーラムを危険な狩りに連れだしたことも含ふくめて、すべての責任は自分にある。命を差しだしても、償つぐなえるような失態ではない。なにより、ファーラムを失うことは、彼女自身にとって耐えがたいことだった。生まれた頃ころから、姉きよう弟だい同様に育ったのだ。クユ族の人間にとって、親や兄弟、そして伴はん侶りよを守ることは絶対の掟おきてであった。

　その思いに心が乱されそうになり、ミルシーヌはあわてて頭から雑念を振り払った。

　とにかく、命に代えても大猪は倒たおす。

　ミルシーヌはそう心に誓ちかい、かたく小剣を握にぎりしめた。

　そのとき、背後から詩歌のように響ひびく不思議な言葉が聞こえてきた。

「エルア・マゥナ・ルラ・マティ……」

　よく聞き取れないが、そんな音に聞こえた。

「ファーラム？」

　わずかに首をまわして、ファーラムの様子をうかがった。

　ファーラムは両手を複雑に動かしながら、不思議な言葉を唱えつづけていた。

　ミルシーヌには言葉の意味は分からなかった。だが、その音には聞き覚えがあった。カストゥール王国の貴族たちが呪術を使うときに唱える言葉……

「上ハイ位・エ古ンシ代エン語ト！」

　ミルシーヌはこれ以上はないほど、いっぱいに目を見開いた。突進してくる猪のことも、瞬間、忘れるほどに狼ろう狽ばいしていた。

　ファーラムが魔ま法ほうを唱えようとしている。カストゥールの貴族のように。

「……ヴァナ・フレイム・ヴェ・イグロルス！」

　真上に差し上げていた両手をまっすぐ前に突きだし、ファーラムは一ひと際きわ、高く上位古代語を唱えた。

　ファーラムのふたつの手のひらのあいだに、小さな赤い輝かがやきが起こったかと思うと、まるで矢のように宙を走った。

　ミルシーヌのすぐ脇わきを通りすぎ、赤い輝きは突進してくる猪のすぐ目の前の地面に突き刺ささった。

　と、その瞬間。

　まばゆい真しん紅くの光が輝き、すこし遅おくれて轟ごう音おんが轟とどろいた。ファーラムの手から放たれた輝きが炸さく裂れつし、真っ赤な炎ほのおを噴ふきあげたのだ。

　爆ばく風ふうの余波がミルシーヌにも襲おそいかかってくる。空いた手で顔を庇かばいながら、ミルシーヌはその場に屈かがんだ。

　それでも、小剣は手放さない。大猪が突進してくるのに備え、剣先は正面に向けたままにしておく。

　炎の爆発は、すぐに収まった。

　爆発の中心近くの地面は、真っ白な灰で埋もれていた。そして、仰あお向むけにひっくり返ったまま、白はく煙えんをあげている大猪。

　即そく死しだったのか、すでにぴくりとも動かなくなっている。褐かつ色しよくの毛皮は炭化し、黒と灰色の斑まだらになっていた。片目に突き刺さっていたはずの矢は、影かげも形もなくなっている。燃えつきたのか、それとも爆風で吹ふき飛ばされたものか。

　ミルシーヌは全身を震ふるわせながら立ち上がった。小剣を腰の鞘さやに戻もどそうとしたが、なかなかうまくいかない。

「怪我はないかい？」

　背後から、ファーラムが声をかけてくる。間ま違ちがいなくクユ族の言葉だったが、ミルシーヌには、聞きなれない言葉のように感じられた。
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　前まえ髪がみが焦こげて縮れ、顔を庇った手がすこしひりひりしているぐらいで、たいした傷は負っていない。

　だが、心が焼ききれてしまったように、何も考えられなくなっていた。

「ファーラム、あなたは……」

　喉のどから絞しぼりだすようにして、ようやくミルシーヌは声をあげた。その声も、震えていた。

　ファーラムが心配そうな表情を浮うかべて、ミルシーヌのそばにやってきた。

　ファーラムのほうが頭ひとつ半ほど高いので、そばに寄られると、ミルシーヌは見上げるしかなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　微笑ほほえみながら、ファーラムは声をかけてくる。

　その微笑みに救われたように、ミルシーヌはようやく平静を取り戻した。

　頭が働きはじめると、様々な思いが浮かんでは消えていった。ファーラムが狩りや戦い方ではなく、カストゥールの学問ばかりを学んでいたことは知っていた。だが、ただの学問ではない、あの魔法王国の最高の文化であり、武力でもある呪術を学んでいたのだ。それは今日、初めて知った。そして、そのことが示すのは……

　頭のなかで、ひとつの結論が形をなそうとしたとき、ミルシーヌは激しく身を震わせて、その考えを追い払はらった。

　と、怒いかりにも似た感情が、むらむらと湧わきあがってくる。

「余計なことを！」

　ミルシーヌは叩たたきつけるように、ファーラムに言った。

「神聖な狩りに呪術を使うなんて！　獲物はただ殺せばいいんじゃない。探して、見つけて、追いかけて、そして自らの手で仕留めなければならないのよ。獲物たちは、大地母神がわたしたちに与あたえてくれる恵めぐみなのだから。邪じや悪あくな呪法で倒たおされたりしたら、獲物だって大地に還かえることができなくなる……」

「それは、すまなかったね」

　ファーラムは寂さびしそうな表情をふと見せただけで、一言も弁解をしなかった。しようと思えば、いくらでもできただろうに。

　あのまま大猪と小剣で渡わたりあって、無事でいられたとはミルシーヌも思っていない。大怪我をしたか、悪くすれば命を落としていたかもしれない。

　だが、それは最初の一いつ矢しで仕留め損そこなった自分の失敗なのだ。狩人たる者、獲物に殺されることは、いつも覚かく悟ごしなければならない。カストゥール王国の貴族たちのように、一方的な殺さつ戮りくを求めるのは、神の子たる人間が行うべき行こう為いではない。

「……集落に戻りましょ」

　ミルシーヌはそう言って、くるりとファーラムに背を向けた。

　激しい感情は過ぎ去り、虚きよ脱だつ感が心に残っていた。

　ミルシーヌはファーラムを振り返ろうともせず、急ぎ足で集落への道を戻りはじめた。背後には、ファーラムの足音が続いている。

　ファーラムがそばにいる。

　それが物心がついてからずっと、ミルシーヌにとっての日常だった。そして、それはいつまでも続いてゆくのだと思っていた。

　しかし、その日常が、陽炎かげろうのようにおぼろげなものであることを、ミルシーヌは今、思い知らされていた。
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　ファーラムたちが集落の近くまで帰りついたとき、集落の様子はあきらかに普ふ段だんと異なっていた。

　すでに日は暮れ、夜の闇やみが空と大地を支配している。ファーラムたちを照らしているのは、中空に浮かぶ半月の光と、無数にまたたく星々の輝かがやきだけだった。

　そんな夜の闇を背景として、クユの集落はその全景を明々と浮かびあがらせていた。まるで収しゆう穫かく祭さいの夜のようだった。だが、集落を照らしだしている明かりは、盛大に焚たかれた篝かがり火びの炎ほのおではなく、冷たく青白い魔法の光であった。

「いったい、何が……」

　ミルシーヌは不ふ審しんに思い、自然、急ぎ足になった。ファーラムは、一いつ瞬しゆん、表情を強こわばらせたものの、その後は何事もなかったかのように平静を装よそおっていた。ただ、歩調だけはミルシーヌに合わせる。

　集落の間近まで来ると、金属製の鎧よろいに全身を包んだ戦士たちが等間かん隔かくに並んで、集落の周囲をぐるりと取り巻いているのが分かった。

　ミルシーヌは怪け訝げんそうな表情を浮かべ、ファーラムと顔を見合わせた。

「あれは、近衛このえ兵？」

　戦士たちが身につけている鎧の左胸には、世界の真理を表わすという逆三角の紋もん章しようが描えがかれている。この紋章を着けることを許されているのは、魔ウイツ法チキ王ングの名めい称しようで呼ばれるカストゥール国王直属の文人、武人たちだけである。

　近衛兵たちは〝強制ギアス〟の呪じゆ文もんと〝精マイン神ドコン支トロ配ール〟の呪文をかけられ、魔法王その人だけに絶対服従を強しいられている。付エン与チヤ魔ン術タ師ーたちが創つくりだす魔法像ゴーレムや魔法人形パペツトといった魔ま法ほう生物たちと同種の存在なのだ。

「よく知っていたね」

　ファーラムは、意外そうに言った。

「食料を納めるため、去年の収穫祭のあと都へ行ったでしょ。そのとき、彼らが王城を警護しているのを見たのよ。でも、おかしいわ。近衛兵の役目は、魔法王の護衛のはず。それなのに、どうして蛮ばん族ぞくの集落なんかに……」

　ミルシーヌは眉まゆをひそめながら、不安げにつぶやいた。

　ファーラムは何も言わなかったが、ミルシーヌが抱いだいた疑問の答は分かっていた。彼女が言うとおり、近衛兵の使命は魔法王の護衛なのだから、彼らがいる以上、魔法王その人がクユの集落を訪おとずれているということだ。

　ファーラムには、なぜ魔法王がこの集落を訪れたかの理由も分かっていた。

「いよいよ、というわけか」

　ミルシーヌに聞かれぬよう、ファーラムはそっとつぶやいた。

「クユ族の者です。狩かりのため、外に出ておりました。どうかお通しを」

　集落の入口に着くと、ミルシーヌは地面に座り、入口の警護をしていたふたりの近衛兵に向かって、深々と頭を下げた。

　ミルシーヌはファーラムも、当然、自分に倣ならうと思っていた。子供でも知っていることだと思っていたからだ。だが、ファーラムは地面に座るどころか、頭を下げるような素振りさえ見せなかった。

　ただ、

「通らせてもらうよ」

　と言っただけだ。

　ミルシーヌは目を見張って、ファーラムを見上げた。

　正当な理由があれば、いや、たとえそんなものがなくても、上位階級の人間は下層階級の者をどのようにも処しよ罰ばつできる。近衛兵はカストゥール王国の貴族に準じる地位にあるのだから、市民や奴ど隷れいに対して生せい殺さつ与よ奪だつの権限を握にぎっているともいえる。

　もっとも、彼らは魔法により心を殺されているので、楽しみのためだけに命を奪うばうようなことはしないだろう。だが、怪あやしい人間と判断したら、容よう赦しやなく剣けんを振るうはずだ。そして、ファーラムの行動は、ミルシーヌの目から見ても十分に不可解で、怪しいものだった。

　ミルシーヌは近衛兵たちの動きに注意した。もしも、彼らがファーラムを殺そうとするなら、我が身と引き換かえにしても、彼を守らなければならない。

　しかし、近衛兵たちは剣を抜ぬこうとさえしなかった。それどころか、ファーラムの前に片かた膝ひざをつくと、機械的な動作で畏かしこまり、抑よく揚ようのない声で、

「どうぞ、お通りください……」

　と言った。

　ミルシーヌは驚おどろいて言葉を失った。

　もっとも、心のなかではファーラムの行動や近衛兵の態度に納なつ得とくしている自分がいることにも気づいていた。

「やっぱり、そうなのね……」

　ミルシーヌは、胸の奥でつぶやいた。その思いが引き金になって、絶望が胸いっぱいに広がってゆく。

「さよなら、ファーラム」

　ミルシーヌは別れの言葉を告げると、自分の家に向かって走りはじめた。

　いつもなら、ファーラムを館やかたまで送りとどけるところだ。そうでなければ、護衛役は務まらない。

　しかし、今日はその必要はないだろう。そして、おそらくはこれからずっと。一言の相談もしていないのに、ふたりの近衛兵がファーラムの左右をかため、並んで歩きはじめていたから。

「さよなら、ミルシーヌ」

　ファーラムの声が背中から聞こえてきた。

　ミルシーヌは顔だけを振ふり返らせて、ファーラムを見た。

　だが、そのときにはすでに、ファーラムは彼女の方を振り返ってはいなかった。近衛兵を従えて歩く姿は、もはやミルシーヌが知っている気弱で優やさしいクユ族の若者ではなかった。高貴ではあるが、冷れい淡たんな印象を受けるカストゥール王国の貴族の顔であった。




　ファーラムはふたりの近衛このえ兵を引き連れて、族長の館へと戻もどった。

　族長の館の周囲にも、十人あまりの近衛兵が警護をしている。近くの家々からは、不安そうに事の成り行きをうかがっている人々の姿が見えた。

　ファーラムは人々の好こう奇きの視線を感じながら、館の中へと入った。ふたりの近衛兵はくるりと背を向けると、元の管かん轄かつである集落の入口へ戻りはじめる。

「おお、ようやくお帰りになられたか」

　ファーラムを出で迎むかえたのは、族長のウバルであった。その顔には、安あん堵どの表情がありありと浮うかんでいる。

「良かったな。これで、クユ族五千人の命が救われた」

　ウバルの隣となりにいた男が、そう言って皮肉めいた笑いを浮かべた。

　その男は一目でカストゥール王国の貴族だと分かる服装をしていた。

　金銀や宝石などで装そう飾しよくされた緑色の長衣ローブをまとい、右手には奇き妙みようにねじれた木の杖つえを持っている。その先せん端たんには巨きよ大だいな水すい晶しよう球がはめこまれ、天てん井じよう近くに浮かぶ魔ま法ほうの明かりを反射して、鋭するどく輝かがやいていた。

　男の名はリハルトベルーガ・アズモウル。長衣の色が示すとおり、四エレ大メン魔タリ術ス師ト一門に属する魔術師である。もっとも、ベルーガは四大魔術師一門から追放されているので、本来なら緑の長衣を着る資格はないのだ。

「ファーラムシア様、奥の部屋で魔法王がお待ちです」

　まるで奴隷が主人に対して取るような慇いん懃ぎんな態度で、ベルーガはファーラムに頭を下げた。

「そうか」

　ファーラムは、軽く会え釈しやくをして、奥へ進んだ。

　三歩下がって、ベルーガが続く。

　族長のウバルはベルーガからさらに五歩下がって、上体を直角に曲げるような姿勢のまま恐おそる恐る進んだ。このクユ族の族長は齢よわい六十を超こえる老人である。しかし普段の姿勢は壮そう年ねんの男と少しも変わらないのだ。

　扉とびらの前に立つと、ファーラムは短く上ハイ位・エ古ンシ代エン語トを唱えた。

　すると、樫かしの一枚板で造られた扉が、音も立てずに奥へと開いた。

「おう、戻ってきたか。狩りに行っていたそうだが、獲え物ものは捕とれたのか？」

　部屋に足を踏ふみ入れると、大きな声が彼を出迎えた。

　その声が合言葉であったように、ファーラムの背後では開いたときと同じく、扉は何の音もたてずにぴたりと閉まった。

　ファーラムは声の主に視線を向けた。

　族長の館のなかで、ここだけはカストゥール王国の様式に統一された部屋のいちばん奥に、重厚感漂ただよう玉スロ座ーンが置かれていた。そして、ひとりの男がどっかりと腰こしを下ろしている。魔法王だけに着用が許された紫し紺こんの長衣に身を包んで……

　第百五十二代魔法王メルドラムゼー・パルサノスその人であった。

　玉座の前には、縦長のテーブルが置かれ、そのまわりには異なった色の長衣を着た男たちが座っている。皆みな、カストゥール王国の貴族であり、魔術師たちだ。それぞれが得意とする魔術の系統は違ちがう。共通しているのは、彼らが所属している魔術師一門のなかで軽く扱あつかわれていたり、追放されたりした不ふ遇ぐうの者であるということだ。そして、全員が極きわめて優ゆう秀しゆうな能力の持ち主である。

　ファーラムはその場で片かた膝ひざを落とし、左手を胸に当てながら、深く頭を下げた。

「魔法王には御ご機き嫌げんうるわしく……」

「ここはカストゥールの王城ではない。儀ぎ礼れいにこだわる必要はないぞ」

　豪ごう放ほうな笑い声が返ってきた。

「それでは……」

　ファーラムはゆっくりと立ち上がり、部屋のなかの一同にかるく会釈をした。

　魔法王を除いた全員が椅い子すから立ち上がり、ファーラムに挨あい拶さつを返した。

　ファーラムは空席になっていたテーブルの左奥の席に進み、ゆっくりと腰を落ち着けた。

　彼が座席に着くのを待って、一同がふたたび着席する。

　ベルーガも、ファーラムの斜ななめ向かいの空いていた席に腰を下ろした。

　ウバル族長はこの部屋までは入ってこない。扉のすぐ外で畏かしこまっていることだろう。五千人もの部族の長であっても、カストゥール王国の市民階級にさえ列せられないのだ。

　部屋のなかは一時、静せい寂じやくに包まれた。一同のあいだに、緊きん張ちようがみなぎっているのが感じられた。

　ファーラムは微笑ほほえみを浮かべて、カストゥール王国魔法王であり、実の父でもある男にうなずきかけた。

　その無言の呼びかけに答えるように、長く伸のばした金色の髪かみと、それに劣おとらぬぐらい長い顎あご髭ひげがゆっくりと動きはじめた。

「時が来た」

　右手をかるく掲かかげながら、厳おごそかな声でラムゼーが言った。

「五千年の歴史を誇ほこる我がカストゥール王国は変革を迫せまられている」

　部屋に集つどった貴族たちはその言葉に深くうなずいた。

　偉い大だいなる魔法の王国カストゥール──

　その歴史は四千年とも、五千年ともいわれている。世フオー界セリアを創造した神々が大戦により滅ほろび去ったあと、荒こう廃はいした大地に興おこった人類最初の王国。

　王国の創設期は、なかば神話であり、なかば伝説でしかない。

　物質界と呼ばれるこの大地において、人間は非力な生き物でしかなかった。竜ドラゴンや巨ジヤイ人アントといった世界と同時に誕生した太古種族はもちろんのこと、神々の大戦のために異界より召しよう喚かんされた妖よう精せい族、精せい霊れい族。神々が創造し、精霊力や魔ま力りよくを与あたえた幻げん獣じゆうや魔獣たち。いや、人間と同時に創つくられた動物や植物にさえ、人間よりも強い生き物がたくさん存在していた。

　ただひとつ、人間が他ほかの種族と異なっていたのは、神と同じ姿を与えられていたことだ。

　神々の偉大さを讃たたえ、その奇き跡せきの力を支える役割を担になうために。そして、人間は神々のみが知っていたいくつかの秘密、知ち恵えと技わざとを伝授された。

　そのなかのひとつに、魔ル法ー語ンと称しようせられる特とく殊しゆな言葉があった。

　魔法語は三種類に分かれている。

　そのひとつは、神を礼らい賛さんし、その奇跡を懇こん願がんするための言葉。

　またひとつは大自然の法則を司つかさどる異界の存在、精霊と共感し、この力を操あやつるための言葉。

　そして最後のひとつは、もっとも強力な魔法語。万物の根源物質であり、万ばん能のうなる基エネ本ルギ力ーであるマナ。これを自在に操ることを可能ならしめる上古の言葉。

　神々の大戦が勃ぼつ発ぱつし、神々がその肉体を失い、その保護を失った人間は、滅めつ亡ぼうする一歩手前まで追いこまれた。

　この暗黒の時代において、人間が強大な他の種族に対たい抗こうしてゆくには魔法語を操るしか方法がなかった。何より、無限の可能性を秘ひめた上古の魔法語を。

　しかし、神々が人間に伝えたのは、上古の魔法語の基本の基本でしかなかった。

　ここに十人の偉大なる賢けん者じやが登場する。彼らは集い、上位古代語と名付けた魔法語の研究を開始した。基本となるひとつの魔術、発展となる八系統の魔術、それらを統合した究極の魔術。合わせて十系統の魔術が体系化され、非力な人間は強大な力を得た。

　この十人の大賢者の研究の開始が、カストゥール王国の建国とされている。

　だが、三千年とも四千年ともいわれる暗黒時代において、カストゥール王国はたびたび滅亡している。強大な他種族との戦いくさに敗れ、魔法文明の結けつ晶しようともいうべき都市を破は壊かいされたためだ。だが、人間は不死鳥のごとく甦よみがえり、王国を再建してきた。

　記録に残る最後の大破壊は、単サイ眼クのロ巨プ人ス族との戦によるものだ。

　それから、二百年後に大アレク陸ラストの中央山地に興った王国が今日まで一千年あまり繁はん栄えいを続けている。現在では、大陸各地に数十の都市を建設し、異種族との戦にも敗れぬだけの力を保有している。

　カストゥール王国の貴族、市民たちは、王国は安あん泰たいであり、この繁栄は永遠に続くと考えている。だが、表面的な繁栄の裏に、衰すい退たいの兆きざしを見み出いだしている者もいる。

「……世界と同時に誕生した太古種族、神々により創造されたままの能力を有する古代種族、その数が減少傾けい向こうにあることはもはや明白である」

　魔法王ラムゼーはそう言うと、陰いん鬱うつな表情を浮うかべた。

「永遠の生命を有していたはずのエルフたちは、千年あまりしか生きられなくなっている。ドワーフ族は精霊魔法を操る能力を失い、巨人や竜たちでさえ、知恵と力、さらには彼かの種族固有の魔法を失いつつある。そして、これは我等、人間についてもいえることなのだ」

　ラムゼーの言葉は続いた。

　魔法を操る人間の数が減少傾向にあるのだ。その象しよう徴ちようともいえる事実が貴族と市民とに階級が分ぶん裂れつしたことである。

　それは、三百年前のこと。王国の人口が増加するとともに、魔法を操れぬ人間の割合も増えてきたのである。五百年前は、魔法的能力の欠けつ如じよした人間は五人に一人しか存在しなかった。だが、それからの二百年のあいだに、その比率は逆転し、現在ではその格差は一対五十にまで拡大している。

　また、都市以外の場所に住む蛮ばん族ぞくと呼ばれる人間の増加も問題とされている。彼らはかつての太古種族や古代種族の代わりにカストゥール王国に対して戦を挑いどんでいる。蛮族たちは、原始的な魔法文化しか持ってはおらず、カストゥール王国の敵ではない。蛮族たちの多くは滅ぼされ、あるいは奴ど隷れいとしてカストゥール王国に連れてこられた。

　比ひ較かく的賢明な蛮族の部族たちは、カストゥール王国に従属を誓ちかい、食料を納めたり、労働に従事したりしている。その代だい償しようとして、彼らは生存する権利と王国の庇ひ護ごを保証されている。

　だが、反抗的な蛮族たちは大陸各地に潜せん伏ぷくしている。そして思い出したように、カストゥール王国の都市や王国に従属している蛮族の集落に襲しゆう撃げきを加えている。

「我々、カストゥールの貴族は人間という種族の古代種である。一方、市民や蛮族たちは人間の下位種といえよう。大陸全土で太古種族、古代種族たちが衰退している事実を見るに、我々、人間だけが例外でいられるとは到とう底てい、思えぬ。ここ百年で貴族の絶対数も増加していると指し摘てきする、愚おろかな楽観主義者もいる。だが、問題になるのは貴族の絶対数ではない。市民階級や、蛮族との構成比率なのだ……」

「まったくもって、陛下のお言葉どおり」

　斜ななめ向かいで、我が意を得たりというように、ベルーガがうなずく。

「百年先では遅おそすぎましょう。今こそ、行動に移すべきとき。その先頭に立ちうるのは、偉い大だいなる先見性をお持ちの魔法王メルドラムゼー陛下しかおられません」

　あからさまなベルーガの追つい従しようの言葉に、部屋に集つどった一同のあいだには、苦く笑しようを洩もらす者がいた。

　だが、メルドラムゼーは表情を変えずに、力強くうなずいた。

「そう、百年先では遅い。いや、三十年先でも間に合わぬだろう。今こそ行動せねば、カストゥール王国は滅亡し、二度と再建されることはないであろう」

　魔法王のその言葉には、全員が賛同の意を表わした。

「王国の繁栄に溺おぼれ、魔法文明の担い手たる貴族たちも堕だ落らくしている。基ソー本サ魔リ術ーはおろそかにされ、八つの系ブ統ラ魔ン術チの至高とされる統ウイ合ザー魔ドリ術イを操あやつる者もいなくなった。系統魔術の研究を目的として組織された一カレ門ツジが派は閥ばつ化し、権力争いのための集団と化したためだ。そして、諸君らのごとき優ゆう秀しゆうな魔メ術イ師ジに対して、家いえ柄がらの低さのみを理由に不当な評価しかくだしていない……」

　魔法王はそこで言葉を切ると、ゆっくりと玉座から立ち上がった。

　それを待ち構えていたように、全員が椅い子すから腰こしをあげた。

「だが、最初にも言ったとおり、時は来たのだ！」

　威い厳げんに満ちた声で宣言し、魔法王ラムゼーは拳こぶしを振ふるった。

「わしは諸君ら有能でありながら不ふ遇ぐうであった魔術師を召しよう集しゆうし、統合魔術の研究を再開させた。そして、諸君らはふたつの偉大な成果を示してくれた。ひとつは無限の魔ま力りよくを供給する魔法装置を完成せしめたこと。これにより、我等は己おのが精神の限界を超こえた魔術をも行使できるようになる。そして、いまひとつは我が子ファーラムシアを完全なるアーク魔術師メイジとして教育してくれたことだ。ファーラムシアは統合魔術師一門の門主となり、そして我が王位を継けい承しようする者となろう」

　いつもは冷静な魔術師たちであったが、魔法王の言葉に酔よいしれたように歓かん声せいをあげた。それも当然だろう。ここ何十年もの努力が、ようやく実を結ぼうとしているのだ。

「近く、新たな魔法王を選定する王国最高会議が召集され、選帝公たる魔術師一門の門主たちが一同に会することになる。この会議の席上で、わしは諸君らの成果を披ひ露ろうし、同時に魔法王の位を譲ゆずる意志のないことを宣言する。統合魔術を発展させ、無限の魔力を効果的に扱あつかうには系統魔術の一門を解体し、魔法王のもとに強力な集権体制を敷しかねばならぬ。我が提案に反対する者もいよう。門主たちの多くは、権力欲に取りつかれた亡もう者じやどもだからな。会議は決けつ裂れつし、戦いくさが起こることになる。だが、その戦に勝利するのは我々だ。そして、カストゥールは完全無比なる王国として、永遠の繁はん栄えいを約束されるのだ」

　魔法王は力強い言葉で締しめくくり、解散を宣言した。

　そして、満面に笑えみを浮うかべて、ファーラムのところにやってきた。

「突とつ然ぜんのことで、驚おどろかせたか？」

　ラムゼーは陽気な口調で、声をかけてきた。

「そろそろだろう、と予期しておりましたので、それほどには……」

　ファーラムは真ま面じ目めな顔で答えた。

　そう、彼はこのことを予期していた。三十年と決められた魔法王の在位期間が間もなく終わり、王位継承会議が開かい催さいされることを知っていたから。会議の席上で行動に出るのなら、本格的な準備を始めねば間に合わない。

　どう考えても、反対する一門が出る。戦になるのは必至だろう。先手を取れるかどうかで、戦の勝敗は大きく左右される。この原則は蛮族同士の戦いでも、魔術師同士の戦いでも共通に作用する。

　今、考えてみれば、ミルシーヌの目の前で魔法を使ってみせたのも、このときが近づいているのを意識すればこそだろう。

　あの火フアイア球ボールの呪じゆ文もんは、彼女の危機を救いはしたが、同時に彼女への決別の挨あい拶さつともなったはずだ。

　まだしばらく、この集落に留とどまるつもりであれば、あのとき魔法を使うのに躊躇ためらいを覚えたはずだ。自分がカストゥールの貴族ではなく、クユの集落の若者でいるあいだは、ミルシーヌと対等に接することができる。まるで実の姉のように振る舞まい、ファーラムを一人前のクユの男に鍛きたえようとする彼女が、ファーラムには何より愛いとしいのだから。

　だが、もはやクユの男には戻もどれない。

「かわいげのない奴やつめ。おまえが驚いた顔を見るのが楽しみで知らせなかったのだぞ」

　魔法王は豪ごう快かいに笑うと、ファーラムの肩かたを二度、三度と強く叩たたいた。

「おかげで会議を開くのが、半日も遅おくれてしまったわ」

「それは、申し訳ありません……」

　ファーラムは素す直なおに頭を下げた。

「謝ることはないぞ。それよりも、このような下げ賤せんの地で、よくぞ辛しん抱ぼうしてきた」

　物心ついたときからこの集落で暮らしてきたので、別に辛抱していると思ったことはないが、ファーラムはあえて口には出さなかった。言ったとて、理解してもらえるはずがない。

「魔法王の御ご子息が蛮ばん族ぞくの集落で暮らしているとは夢にも思いますまい」

　ラムゼーとファーラムの会話に入りこむ隙すきをうかがっていたのか、山やま吹ぶき色の長衣に身を包んだ男がそう声をかけてきた。

　エルヴォーク・ドルロス。この席に集つどった魔術師たちの地位が一様に低いなかで、彼だけは創クリ成エ魔イ術タ師ー一門の門主の地位にある。二十年ほど前に、門主の地位をめぐって、創成魔術師たちが内部抗こう争そうをはじめたとき、ラムゼーが魔法王の権限を利用し、強ごう引いんな介かい入にゆうを行い、統合魔術会議の一メン員バーだった彼を門主の地位に据すえたのだ。

　この介入に異議を唱える者も多かったが、魔法王ラムゼーはまるで意に介さず、反対意見を封ふうじたそうだ。

「さすがのレイブラシルめも、気付かなかったようですな」

　そう言って、エルヴォークは含ふくむような笑い声をあげた。

　それまで笑みを湛たたえていたラムゼーの顔が一いつ瞬しゆんにして不ふ機き嫌げんになり、エルヴォークに背を向けるように、ファーラムと肩を並べた。

　不興を買ったことに気がつき、エルヴォークは額に汗あせをかいた。謝れば、自分の非を認めることになるので、その場からそそくさと退散する。

「……創成魔術師の門主の言葉どおり、ふたりいたおまえの兄たちは精チ神ヤ魔ー術マ師ーの門主レイブラシルに暗殺された。わしが王位の世せ襲しゆうを考えていることに気付きよったらしい。いや、気付いたのは、おそらく召コン喚ジユ魔ア術ラ師ーの門主アズナディールであろう。愚おろか者のレイブラシルめに、わしの考えが見み抜ぬけるはずがないからな。ともあれ、おまえの兄たちには気の毒をした、そして我が妻……、おまえの母にもな。だが、わしにはおまえが残った。おまえは、わしの偉い業ぎようを引き継つがねばならぬ。わしがこれから改革するカストゥール王国を、さらに発展させることこそ、ファーラムシア、おまえの役目なのだ」

「心得ております」

　笑みを浮かべて、ファーラムはうなずいた。

「ところで、父上……」

「おお、父と呼んでくれるか。それでよい。王国の古き儀ぎ礼れいになど従う必要はない。申したいことあれば、何なりと申してみよ」

「母と兄たちを暗殺したレイブラシルへの報復、いかがするおつもりなのでしょうか？」

「もちろん、許しはせぬ。来るべき戦のおり、かならずや滅ほろぼしてみせよう」

「その件について、わたしに考えがございます。兄たちを殺した憎にくき男。できますなら、我が手で葬ほうむりたいと思うのですが……」

「ファーラムシア、おまえ自身がか？」

　怪け訝げんそうな表情で、ラムゼーは問い返してきた。

　ファーラムは、

「はい」

　と返事をし、具体的な方策を父に語った。

　ファーラムが語るにつれ、疑問の視線を投げかけていた魔法王の表情が、納なつ得とくの表情に変わっていった。

「……よくぞ、考えついたものだな？」

「過去の記録を調べておりましたら、先例がありました。四百二十年前の最高会議における事件です。当時は大きな事件であったようですが、今では誰だれも覚えてはおりますまい。そのときの会議に列席していた死ネク霊ロ魔マン術サ師ーのアルヴィンスでさえ、忘れていることでしょう。ましてや、レイブラシルごときが知るはずがありません」

「なるほどな、その手を使えば、おそらく成功するだろう。だが、多少なりとも危険はある。戦に勝てば、復ふく讐しゆうは果たせるのだ。無理をする必要はないと思うが……」

「いえ、この手で母の仇かたき、そして兄たちの仇を取りたいのです」

　ファーラムはきっぱりと言った。

　ラムゼーはまだ納得できない様子だったが、ファーラムの決意が揺ゆるぎないことを看破して、

「分かった、やってみろ」

　と言った。

「だが、ひとりで大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だと思います。ですが、万ばん全ぜんを期して、優ゆう秀しゆうな戦士をお付けください」

「優秀な戦士か。それならば、適任がおるわ。レパースを付けてやろう。おまえも、知っておろう」

「はい、よく存じております……」

　ファーラムはかるく頭を下げて、魔法王である父に感謝の意を表わした。その戦士の名は知っていた。いや、忘れられるはずがない。その戦士は、ファーラムにとって異腹の兄にあたるのだから。

「だが、それほどまでに、おまえが兄の仇を憎んでいたとは、な」

　不思議なものでも見るように、ラムゼーはファーラムをしげしげと眺ながめた。

　だが、そんな視線は気にもならなかった。

　とにかく、精神魔術の門主レイブラシルは、自らの手で倒たおさねばならないのだ。ファーラムにとっては十分な理由がある。

　だが、その理由は父に語るつもりはない。語ったところで、理解されるはずがないからだ。

　ミルシーヌならば理解してくれるだろう。いや、クユの集落の者ならば、誰であれ理解してくれるに違ちがいない。

　親、兄弟は命をかけて守らねばならぬ。

　クユ族には、こんな掟おきてがある。そして、掟はこう続くのだ。

　親、兄弟を殺されたなら、自らの手で復讐を果たすのだ、と……

　クユ族の男として行動するのはこれが最後だ、とファーラムは自分に言い聞かせた。これからは、カストゥール王国の貴族、それも至高の魔ま術じゆつ、統合魔術の門主として振ふる舞まわねばならないのだから。




　干した藁わらの上に薄うすい毛布を敷しいただけの粗そ末まつなベッドに腰こしを下ろし、ミルシーヌは茫ぼう然ぜんと部屋の壁かべの一点を見つめていた。

　彼女の部屋には、南の山に棲すむ大地の妖よう精せい族ドワーフとの交易で手に入れた高価なランプも置かれていたが、今はそれに灯あかりを点つける気にもならない。

　もう夜なのだから、部屋のなかは真っ暗でもいいはずである。だが、窓の外には煌こう々こうたる魔法の明かりが輝かがやいており、その青白い光が部屋全体をぼんやりと浮うかびあがらせている。

　先刻から、外が騒さわがしくなっていた。がしゃがしゃと重い金属音が聞こえるのは、近衛このえ兵たちが移動をはじめているからだろう。

　そのとき、隣となりの部屋からミルシーヌを呼ぶ声が聞こえてきた。

　母の声だった。

「族長様がおいでですよ」

　声はそう告げていた。

「族長……、おじい様が……」

　いったい何事だろうと思って、ミルシーヌは立ち上がろうとしたが、その前に部屋の扉とびらが開いて、族長が部屋に入ってきた。

　明かりの関係か、族長の表情には疲つかれが感じられた。カストゥール王国の貴族たちを迎むかえて、緊きん張ちようしていたためかもしれない。

「ファーラムが……、いやファーラムシア様が行ってしまわれたよ」

　族長ウバルは後ろ手に扉を閉めると、挨あい拶さつもなしに、そう切り出した。

「ファーラムが、行った……」

　立ち上がろうと腰を浮かせていたミルシーヌだったが、族長のその言葉に、ふたたびベッドに腰が落ちた。

　今まで我が慢まんしていたものが、ぷっつりと切れたようで、涙なみだが頰ほおを伝って流れ落ちた。

　ファーラムとの別れが、これほどまでに辛つらいとは自分でも思いもしなかった。

「この日が永遠にこないことを、わしも願っておった。わしにとって、殿でん下かは本当の孫も同然だったからな。おまえと同じように」

　そして、族長は本当の孫はファーラムの身代わりとなって王都で暗殺されたことを、ミルシーヌに告げた。

　族長にとって孫であるなら、ミルシーヌにとっては実の従兄いとこにあたる。ミルシーヌの母は族長の実の娘むすめだからだ。族長にはもうひとり娘がいたが、今は魔法王付きの侍じ女じよとなっている。

　従兄が殺されたと聞いても、なぜか悲しみは湧わいてこなかった。むしろ、そのおかげでファーラムが殺されずにすんだという安あん堵ど感さえ覚える。

「族長……」

　族長の手が優やさしく髪かみに触ふれるのを、ミルシーヌは感じた。

　涙を隠かくそうともせず、ミルシーヌは顔をあげた。

「殿下はお優しい方だ。カストゥール王国の貴族として生きてゆくのは、さぞかし辛かろう。わしが若ければ、たとえ奴ど隷れいに身を落としてでも、殿下のそばで仕えさせていただくのだがな。おまえの従兄のレパースのように……」

「レパース？」

　そんな従兄がいることは初めて知った。

「いるのだよ。ラーラが産んだ子供だ。メルドラムゼー様の御お子こでもある」

「ラーラおばさまの……」

　ミルシーヌは驚おどろき、同時にわずかに頰ほおを紅潮させた。十七歳という年ねん齢れいはもう子供ではない。

　族長の言葉がどういうことかぐらいは、彼女にも分かる。

　欲望のために侍女と関係を持つ。貴族ならば、それぐらいのことは当然だと思っている。蛮ばん族ぞくの女を狩かりだし、性的な虐ぎや待くたいを加える貴族たちがいるという噂うわさを聞いたことさえある。

「そう、ラーラの息むす子こは、ラムゼー様の護衛を務めている。強制の魔法も精神支配の魔法もかける必要のない忠実な近衛兵として、な」

「ラムゼー様のおそばで……」

　なぜ、族長がわざわざ部屋を訪ねてくれたのか。そして、なぜ、こんな話を持ち出したのか、ミルシーヌには理解できたような気がした。

　ミルシーヌの心のなかで、いくつもの感情が渦うず巻まき、せめぎあいはじめた。だが、それもしばらくのことで、ひとつの感情が他を圧あつ倒とうしてゆき、ミルシーヌの心いっぱいに広がった。

　その思いをかみしめながら、ミルシーヌはゆっくりと立ち上がった。

　そして、族長の、祖父の顔を見つめた。

「族長様、わたしからもお願いします……」

　ミルシーヌの言葉に、族長は深くうなずいた。そして、その老いた目にわずかに涙を浮かべながら、ミルシーヌを優しく抱だきしめた。

「何があろうと耐たえるのだぞ。そして、クユの誇ほこりを忘れるでないぞ」
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　薄うす暗ぐらい広間に、銅ど鑼らの音が鳴り響ひびいた。

　最初に大きくひとつ、次いで小さく何回か連打され、ふたたび大きく二回、打ち鳴らされた。

　巨きよ大だいな青銅の円えん盤ばんから発せられた轟ごう音おんは、広間の隅すみ々ずみにまで響きわたり、窓ひとつない室内の澱よどんだ空気を激しく震ふるわせた。

　広間のほとんどは、巨大な円えん卓たくによって占しめられていた。円卓の外周は壁かべから数歩と離はなれていない。その幅はばは両りよう腕うでをいっぱいに広げたほど。

　円卓に囲まれた空間には何もなく、磨みがかれた黒曜石の床ゆかの上に、青白い光を放つ魔ま法ほうの光球がまるで光ウイルの・オー・精ウイ霊スプのように浮うかんでいるだけだった。

〝沈ちん黙もくの間〟と呼ばれるこの広間全体を照らすには、その光球はあまりにも小さかった。室内にあるすべてのものが、まるで幻げん覚かくの魔法の産物であるかのような印象を受ける。

　それにしても、奇き妙みような造りの広間だ。正十角形に仕切られた壁には、それぞれ両開きの扉が設けられている。分厚い木製の扉だった。補強のために、鉄の板が何本も横に渡わたされ、巨大な鋲びようが紋もん様ようを描えがくかのように打ち付けられていた。その扉のすぐ脇わきには、先刻打ち鳴らされた青銅製の銅鑼がひとつずつ据すえおかれ、そこに男がふたり張りつくように控ひかえていた。ひとりは半はん裸らの男で、銅鑼を打ち鳴らすための巨大な撥ばちを手にしている。もうひとりは白に金糸の刺し繡しゆうの入った短チユニ衣ツクを着ており、象ぞう牙げ色の羊皮紙を両手で支えるように保持していた。

　扉とびらと同じ配列に、円卓には十の座席が設けられていた。荘そう厳ごんな装そう飾しよくを施ほどこされたそれぞれの椅い子すには、重厚感のある長衣ローブをまとった人物が、思い思いの姿勢で腰こしを下ろしていた。ただし、いまだ空席となっている座席がふたつあった。

「カストゥール国王、拡エン大ハ魔ン術スの門主、メルドラムゼーⅠ世陛下、ご到とう着ちやくにございます」

　銅鑼の音の余よ韻いんはまだ室内に残っていたが、そのくぐもった音をかき消すように、高らかな告知の声が響いた。

　銅鑼を打ち鳴らした男も、告知を行った男も、同じ扉に控えている人物だった。その扉の前に設けられた座席は、空席であるうちのひとつである。

　告知の声が終わると同時に、両開きの扉がゆっくりと左右に開きはじめた。ふたりの男が一歩ずつ扉から離れ、恭うやうやしく頭を下げる。開いた扉の隙すき間まから、真っ白な光が溢あふれだしてきた。そして、扉が開くにつれて、まばゆいばかりの光を背景に、影かげ絵えのように三つの人影が浮かびあがった。

　扉が完全に開ききってから、三人の人物はゆっくりと広間の中に進みでてくる。彼らの背後で、扉はふたたび閉まりはじめ、目を眩くらませるような光も次し第だいに薄れていった。

　広間の明かりが勝まさるようになって、ようやく、三人の姿形が影絵から実体をともなったものへと変化していった。

　中央にいる人物は紫し紺こんの長衣に身を包み、ミスリル銀製の王おう冠かんを戴いただいている。魔ウイ法ツチ王キングメルドラムゼーである。

　鷹たかのような目で、円卓に着席している人々を見回しながら、左手で胸のところまで伸のびた顎あご髭ひげに手を当てる。それから、いかにも面おも白しろくなさそうに魔法王は鼻を鳴らした。

　彼の左右に控えるのは、ともに若い男だった。左側にいる若者は、紫紺の長衣を身にまとっている。そして、頭には略式の王冠を載のせていた。

　右側の男は、市民階級の者が身につける短衣に身を包み、巨大な大たい剣けんを手にしていた。そして、その野蛮な武器を扱あつかうに十分な、発達した筋肉の持ち主だった。

　三人の姿を見て、円卓についた人々の間からざわめきが洩もれた。と、ひとりが椅子を蹴けるように立ち上がり、魔法王に指を突つきつけた。

「いったいどういうことかな、魔法王メルドラムゼー。この沈黙の間には、伴ともの者を連れて来てはならぬのが慣ならわし。それを魔法王自ら破るとは非常識にもほどがある。しかも、ひとりはあきらかに蛮族の男ではないか。ここはカストゥール王国のもっとも神聖な場所。卑いやしき身分の男が、来るべき場所ではないわ！」

　男は銀色の髪かみをした壮そう年ねんの男であった。

　その髪をすべて後ろに流し、広い額がことさら強調されて見えた。

　その眉み間けんのあたりに、深い縦皺じわが刻まれているのが、男の怒いかりの激しさを表わしていた。糸のように細い目が、鋭えい利りな刃は物ものの鋭するどさで魔法王ラムゼーに向けられていた。

　アズナディール・ロンヴァビル。

　召コン喚ジユ魔アリ術ングの門主にして、次期魔法王と目されている人物である。

「ディール公、無礼ですぞ。仮にも相手は、魔法王なのですぞ」

　反論に立ったのは、山やま吹ぶき色の長衣をまとった初老の男である。創クリ成エ魔イ術トの門主、エルヴォークだった。

　ラムゼーの使い魔めが、と誰だれにも聞こえぬようにつぶやきながら、アズナディールは敵意のこもった視線でエルヴォークを睨にらみすえた。

「……今は貴公の言うとおりだ、創成魔術の門主よ。だが、魔法王メルドラムゼーの任期はつきようとしている。今こ宵よいは、次なる王位を選ぶための会議ではなかったのかな」

「ディール公の言うとおりだ。それゆえ、わしは選帝公であり、王位継けい承しよう権者でもある貴公らを召しよう集しゆうしたのだからな。遠路はるばる御ご苦労であった」

「移送の扉を使えば、一いつ瞬しゆんの旅。苦労なぞあるものか」

　アズナディールは、自らの席に腰を下ろした。

「それよりも、急ぎ会議を始めていただきたいな。時間は魔マ力ナと同じく貴重なものなのだぞ」

「まったくだ」

　ラムゼーは薄うす笑わらいを浮うかべて、王位継承会議の開会を宣言し、自らの席に着いた。

「まず貴公らに紹しよう介かいせねばならない男がいる。ここにいる若者なのだが……」

　魔法王の言葉に応じるように、彼の後ろに控ひかえていた紫紺の長衣の若者が、円えん卓たくのそばまで進みでた。

「我が息むす子こ、ファーラムシアである」

　魔法王は威い厳げんと誇ほこりをもって、ファーラムを紹介した。

「息子だと!?」

　その言葉に、碧へき緑りよくの長衣を着た男が立ち上がって、叫さけぶように言った。

　この男がレイブラシルか、とファーラムは驚きよう愕がくの表情を浮かべる小太りの男に、冷ややかな視線を投げかけた。

「初耳だな。魔法王には、もはや御子息はおられぬものと思っていたよ」

　アズナディールはさすがに動じた様子はない。ファーラムにも一いち瞥べつをくれただけだった。

「今、貴公の目に見えているとおりだ」

　ラムゼーは、短く答えた。

「わしには二人の息子がおった。その二人が二人とも、幼少の頃ころに不思議な死を遂とげた。これがいかなる理由によるものか、今はあえて問うまい。幸いなことに、三人目の息子であるこのファーラムシアは、無事、育ってくれた。王都以外の場所で育てたので、皆みなに披ひ露ろうが遅おくれてしまったがな」

「それは、なにより。見知りおこう」

　アズナディールは皮肉めいた笑いを浮かべながら言った。

「そうしてやってくれ」

「だが、カストゥールの王位は世せ襲しゆうではない。魔法王としては、残念なことだろうがな」

　辛しん辣らつさを取り戻もどしたアズナディールの言葉に、ラムゼーは嘲ちよう笑しようを浮かべただけだった。

　それを見て、アズナディールの顔がふたたび険悪なものになった。

「貴公の言うとおりだ。カストゥールの王位が世襲でないことは、いかにも残念なことだ。わしの偉い大だいな業績を引き継つぐべきは、このファーラムシアをおいて他ほかにはないと思っておったからな」

「偉大な業績だと？　メルドラムゼーよ、おまえがどのような業績を残したというのだ」

　魔法王に対する敵意を隠かくそうともせず、アズナディールは笑い声をあげた。

　彼の向かいに座っていたレイブラシルも、薄笑いを浮かべている。

「我が業績はふたつある」

　メルドラムゼーはゆっくりと右手を上げると、指を二本、立てた。

「聞いたことがない」

「当然だよ、ディール公。公表した覚えが、わしにはないのだからな」

「では、今、この場で公表するがいい。魔ま法ほう王メルドラムゼー陛下の偉大なる業績とやらをな」

「よかろう……」

　うなずいて、メルドラムゼーは椅い子すから立ち上がった。

「ひとつめは、ある魔法装置を建造したことだ。その魔法装置は無限の魔力を供給する……」

〝魔力の塔とう〟と名付けた、と魔法王ラムゼーは続けた。そして、その魔法装置の機能を語ってゆく。その魔法装置は大地から風から光から闇やみから、ありとあらゆる自然の力を魔力に変へん換かんし蓄たくわえる。そして、その魔力は特とく殊しゆな水すい晶しよう球を介せば、誰もが使うことができる。

「巨きよ大だいな魔晶石だと思ってもらえばいい。魔晶石を使えば、術者は自らの精神を消しよう耗もうさせることなく、魔術を発動させることができる。ただ、魔晶石に蓄えられる魔力には限界があった。魔力の塔はその限界が取り払はらわれたものにすぎぬ」

　ラムゼーの口調は淡たん々たんとしていたので、その言葉の意味が理解されるまで、しばし時間が必要だった。そして、理解されてゆくにつれ、沈ちん黙もくの間はその名を裏切るかのごとく騒そう然ぜんとしはじめた。

「無限の魔力ですと……」

　付エン与チヤ魔ン術トの門主ブランプナスが立ち上がり、呻うめくように言った。彼はこの最高会議の長老ともいえる人物で、その公明正大な人ひと柄がらには、全員が敬意を払っている。

「もしも、それが真実ならば、カストゥールの歴史上もっとも偉大な発明といえましょう。魔力が無限に得られるならば、今まで実行不可能とされていた大魔術も現実のものとなりましょう」

「このラムゼー、あなたには噓うそは申しませんよ」

「だが、わしには信じられぬのだ。ラムゼー王は拡大魔術の門主。魔法装置を開発するのは、我等、付与魔術師の役割であるはず……」

「もっともな疑問ですな。その疑問に対する答こそ、わしの第二の業績なのです……」

　そして、ラムゼーは統ウイ合ザー魔ドリ術イを復活せしめたことを厳おごそかに宣言した。

「我が息子ファーラムシアこそ、この統合魔術の奥おう義ぎを極きわめてゆく者。統合魔術の門主なのだ。それゆえ、魔法王を継けい承しようさせるに、世襲を云うん々ぬんする必要はなかったのだがな」

　自嘲的な笑いを浮かべ、ラムゼーはアズナディールを一瞥した。

「無限の魔力を供給する魔法装置、統合魔術の復活、いずれも偉大なる功績です。このブランプナス、心からの賛辞を贈おくらせていただきましょう」

「……ラムゼー王の業績は、たしかに認めずばなるまい」

　これ以上ないというほど渋しぶい表情で、アズナディールは円卓をこつこつと指で叩たたいた。

「だが、魔法王たる者、王国のために尽つくすのは当然のこと。それに業績というなら、わしとて劣おとるものではないぞ。強大な魔神族の棲すむ異界を探さぐりあてたのだ。数百年ものあいだ敵対してきた巨人族を滅ほろぼし、巨大な都市をいくつも造った。奴ど隷れいたちも使わず、魔力も消耗せずな」

　そのアズナディールの言葉に偽いつわりはなかった。それゆえ、次の魔法王には召喚魔術の長こそがと囁ささやかれていたのである。

「誤解しないでもらいたいな、アズナディール」

　メルドラムゼーは哀あわれむような視線を、召喚魔術の門主に向けた。

「わしは議論をするつもりはないのだよ。魔法王の位は貴公に譲ゆずるつもりはない。わしはこの命尽きるまで、王位に留とどまりつづける。そして、わしの次に王位を継承するは、我が息むす子こにして統合魔術の門主ファーラムシアである。これは提案ではなく決定だ。この決定に不服の者は、戦いくさをもって異議を唱えるがよい」

「気でも狂くるったか、メルドラムゼー」

　どちらかといえば色白の顔を真っ赤に紅潮させて、アズナディールは立ち上がった。

「わしは正気だよ。このまま古き慣習に囚とらわれていては、このカストゥール王国は衰すい退たいし、やがて滅めつ亡ぼうする。無限の魔力と統合魔術をもって、わしは王国を変革する。貴公では力不足だよ、アズナディール。聞けば魔神族の異界を見つけだしたのも、ただの偶ぐう然ぜんだそうだな」

「おのれ！　ラムゼー!!」

　アズナディールは激げき昂こうし、円えん卓たくに力ちから一いつ杯ぱい、拳こぶしを叩きつけた。

「よかろう、貴様の望みどおり、戦をもって異議を唱えよう。我が数千の魔神軍団がこの王都を近日、焦しよ土うどと変えることを宣言するぞ。わたしに賛同する者は、今、この場でその意志を表明せよ。魔法王に与くみする者はもちろん、中立を唱える者も、王国に対する反乱とみなすぞ」

　アズナディールの言葉に、門主たちが顔色を変えた。彼が支配する魔神どもは、現在のカストゥール王国において、もっとも強力な軍団だったからだ。太古種族として、古こ竜りゆうに匹ひつ敵てきするほどの力を誇ほこっていた氷の巨人族も、彼の魔神軍団によって滅ぼされたのだ。

「魔法王、ディール公の意見に賛成するものではありませんが、あなたの決定は強ごう引いんにすぎます。思いなおしてはいただけまいか。千年もの長きに亘わたって続いた慣習を変へん更こうするのです。早急に結論を出すことなく、時間をかけて討議すべきだと思うのですが」

　ブランプナスが穏おだやかな口調で進言した。

「戦となれば、いずれが勝者となっても、大きな損失が出ます。都市は破は壊かいされ、多くの貴族、市民たちが命を落とすでしょう」

「わしの決定に従えば、争いにはならぬ」

「しかし、魔法王……」

　ブランプナスはその先を続けようとしたが、魔法王の表情が微み塵じんも動かないのを見て、すべてをあきらめたように首を振ふった。

「異議ある者はその旨むねを宣言し、ただちにこの沈黙の間より退出せよ。戦の開始は、貴公らがこの広間から出た瞬しゆん間かんであると思え。中立を守る者も、そう宣言し、退出せよ。わしはディールとは違ちがい、中立を守る者を攻こう撃げきしたりはせぬ。戦の後には現在と変わらぬ境きよう遇ぐうを約束しよう。さあ、門主たちよ。それぞれ、自らの意志を表示し、この沈ちん黙もくの間より去るがいい。会議はこれにて解散ぞ」

　魔法王は激しい口調で、宣言した。

　そして、彼はカストゥール王国を支配してきた各魔ま術じゆつの門主に対し、ひとりひとり問いただすような視線を向けた。

　アズナディールが荒あら々あらしく席を立つと、自分の座席の後方に設けられた扉とびらへと向かった。撥ばち持ちが大おお慌あわてで銅ど鑼らを連打し、呼び出しが彼の退出を宣告する。

　アズナディールに追つい随ずいするように、精チ神ヤ魔ー術ムの門主が魔法王と敵対することを宣言し、沈黙の間から去っていった。

「わたしはディール公の味方をするものではありませんが、古き慣習に従いたく思います。恐おそれながら異議を唱えさせていただきましょう」

　ブランプナスが魔法王にかるく頭を下げてから、ゆっくりと背を向けた。

　その言葉は残りの門主たちに、少なからず動どう揺ようを与あたえた。付与魔術の門主は偉い大だいな魔法の宝物をいくつも保有しており、その宝物の魔力がいったいどれほどのものか、正確に把は握あくしている者はいないのだ。加えて、彼が支配している都市レックスは、空中に浮うかぶ巨きよ大だいな要よう塞さいである。難攻不落といってよい。

　ブランプナスの去就を見て態度を決めたのだろう。基ソー本サ魔リ術ーの門主が魔法王と戦う旨を宣言した。

「わたしは中立を守りたいと思います。魔法王の考えには賛成できませんが、戦いくさをするつもりはありませんので……」

　幻イリ覚ユー魔ジヨ術ンの女性門主メルフィエスが、悲しそうに首を振りながらゆっくりと席を立った。

「アズナディールの魔神軍団に攻せめられたときには、遠えん慮りよなく援えん軍ぐんを求められるがよい」

　魔法王はそう言葉をかけて、幻覚魔術の門主たる少女を見送った。

　創成魔術の門主と四エレ大メ魔ン術トの門主は魔法王に味方することを宣言した。

　最後に、死ネク霊ロマ魔ンシ術ーの門主が中立を申し出て、広間から去っていった。

　その死霊魔術の門主、アルヴィンス・デラクロスは不死性を得た存在となっている。〝生命なき王〟と呼ばれる負の生命で生きる不アン死デ生ツ物ドとなっていたのだ。

「わたしはここ数百年のあいだ、門主の地位にあったが、今回の王位継けい承しよう会議がもっとも面おも白しろいものだった。わたしには無限の魔力などもはや不要のものだ。そして、ディール公とは違い、自らが魔法王となる野心もない。貴公ら定じよう命みようの者の争いを拝見させてもらおう。久しぶりに楽しいときが過せそうだ。これほどの大きな戦は、このカストゥール王国の歴史、はじまって以来だろうからな」

　死霊魔術の門主のうつろな笑いが、死神の声のように響ひびいた。だが、王国を二分する大戦のはじまりには、相応ふさわしいものであったかもしれない。

　そして、ファーラムシアにとっては、まさに戦をはじめるときであった。




　　　　４




　精チ神ヤ魔ー術ムの門主レイブラシル・コストラルダは蒼あおざめた表情で、〝移送の扉〟から姿を現わした。この扉は異なる空間を直接結ぶ魔法装置で、カストゥール王国の王都ラシッドから、彼が太守として治めている都市ナハルまで、歩けば何週間もかかる距きよ離りを、一瞬で移動できるのだった。

　扉の番人である奴ど隷れい兵が、主人の帰き還かんを見て、ぎこちない動作で頭を下げた。精神支配を受けている者独特のぎこちなさである。

　レイブラシルにしてみれば、今日の会議は予想もしない展開となった。彼はこの会議が始まる前、召コン喚ジユ魔アリ術ングの門主アズナディールの訪問を受けた。アズナディールは、次期魔法王には自分を推おすことを確かく認にんしにきたのであった。

　自分が魔法王となったときには、宰さい相しようとしての地位を、アズナディールは約束してくれた。

　レイブラシルが門主となっている精チ神ヤ魔ー術マ師ー一カレ門ツジは、昨今、王政の主流から外れている感があったので、アズナディールの申し入れは願ってもないことだった。もちろん、ふたつ返事で了りよう承しようして、協力を誓ちかった。

　だが、王位継承会議があんな結果になろうとは予想だにしていなかった。メルドラムゼーが息むす子こに王位を継承させたがっていることは、昔から知っていた。だからこそ、警告の意味もこめて、ラムゼー王の三人の息子を抹まつ殺さつしたのだ。

　だが、そのひとりは、どうやら身代わりだったようだ。それとも、息子というのは偽いつわりで、どこからか養子でももらったのだろうか？

　最高会議で魔ウイツ法チキ王ング自ら戦を宣言するなど、過去に例のないことだ。魔法王から突とつ然ぜん、去就を迫せまられ、ディール公との約束を信用することにしたものの、それがはたして最良の方策だったのか、疑わしく思えた。

　アズナディールの魔神軍団は強力無比にして無む慈じ悲ひな殺さつ戮りく者である。敵にすればこれほど恐ろしく、味方にすれば頼たのもしいものはない。しかし、魔法王がもし無限の魔力を得たのだとすれば、彼の力も決して侮あなどることはできない。

　とにかく、一門の有力貴族を召しよう集しゆうしなければならない。今日の会議の報告をして、戦の準備をはじめねばならないのだ。

　レイブラシルは、額に流れる冷たい汗あせを長衣ローブの袖そで口ぐちで拭ぬぐいながら、側近を呼んだ。

　門主の早すぎる帰還に、驚おどろきの表情をあらわにしながら、側近が姿を現わした。たっぷりと太った身体からだを揺ゆさぶりながら、レイブラシルのところまでやってくる。

「いかがなさいました？　今日は新しい魔ま法ほう王を決める重要な会議とうかがっておりましたので、長引くものとばかり思っていたのですが……」

「わしもそのつもりであった。だが、話が途と方ほうもない方向へ進んでな。くわしくは後で話すが、一門に属する貴族をただちに召集しろ。この都市から離はなれている者も、すぐに呼び出すのだ。いいな、急いでだぞ」

　レイブラシルのあわてように、側近は不安をつのらせた。

　最高会議で何か事件が起こったのだろうか。この場で理由を問いたい衝しよう動どうにかられたが、急げと言われて、それに反することができようはずがない。側近は、その衝動を胸のうちにだけ抑おさえておくことにした。

「門主様のお言葉どおりに……」

　深々と礼をして、側近は主人の命令を実行するために、その場から立ち去ろうとした。

　と、レイブラシルが彼を呼び止めた。すでに二、三歩進んでいたが、その場で立ち止まると振ふり返って門主の言葉を待った。

「言い忘れておった。すべての移送の扉とびらを封ふう印いんし、出入りができぬようにしておけ。都市の入口も閉ざし、すべての出入りを禁止せよ。対魔法の結界を張ることも忘れるな。それから、一門の貴族、市民階級の全員の調査を行え。怪あやしい者は魔法を使って、心を隅すみ々ずみまで探査しろ。どうやら、魔法王に内通している者が一門のなかにいるらしい。そやつらは見つけしだい、地ち下か牢ろうに監かん禁きんしろ。抵てい抗こうする者は、殺してもかまわん」

　御ぎよ意いと答えて、側近はふたたび振り返ろうとした。だが、彼の視線の先で異変が起こり、その動きがぴたりと止まった。

「門主様……」

　あんぐりと口を開けて、たった今、主人が戻もどってきたばかりの移送の扉を指差した。

　何事かと、レイブラシルは扉を振り返る。

　見れば、移送の扉が開きはじめている。この扉は王都ラシッドの〝沈ちん黙もくの間〟にだけ繫つながっている。それが開くということは……

　レイブラシルは、いろいろと思し索さくを巡めぐらせながら、扉が開くのを待った。

　いつものようにまばゆい光が溢あふれだし、扉の中から人ひと影かげが現われた。その数はふたつ。魔法王メルドラムゼーが交こう渉しようにやってきたのかもしれない、とレイブラシルは用心深く人影を観察した。

　扉は完全に開ききり、人影がまっすぐ前に進みでてきた。

「おまえは……」

　光が収まりはじめ、ようやくレイブラシルは、扉の向こうからやってきた人物が誰だれかを知ることができた。

　姿を現わしたのは、魔法王の息子と紹しよう介かいされた人物だった。今まで密ひそかに育てていたぐらいなのだから、もちろん初対面である。確か、ファーラムシアという名前だった。女のような名前だと、レイブラシルは密かに思ったものだ。

　若い貴族の隣となりには、やはり沈黙の間で見かけた蛮ばん族ぞくの護衛の姿があった。

「何用だ、魔法王の息子よ。交渉があるならば、魔法王自らが出向いてくるべきではないか」

　若造めがと心の中で吐はき捨てながら、恫どう喝かつするような強い口調で、レイブラシルはファーラムに問いただした。

「交渉であるならば、父が出向くのが本筋でしょう。しかし、あいにくとわたしは交渉しにきたのではありません」

　レイブラシルの恫喝など意に介した様子もなく、魔法王の息子はそう返事をした。

　穏おだやかな話し方ではあるが、それがかえって癪しやくに障さわった。

「ならば、何用だというのだ！」

　レイブラシルは若者を激しく怒ど鳴なりつけた。相手を怯おびえさせれば、交渉は有利に運ぶものだ。

　魔法王の息子は色白で、女性的な柔やわらかさが感じられた。娘むすめたちに、もてはやされそうな容姿をしている。もっとも、そういう娘どもに限って、夜の相手には蛮族の男がよい、などと平気な顔で言ってのけるのだが。

　ファーラムシアを護衛している蛮族など、その役目にぴったりの肉体の持ち主だ。もし、譲ゆずり受けられるものなら譲り受けたい。きっと高値で売れることだろう。

　俗ぞく物ぶつ的な考えが浮うかび、レイブラシルは薄うす笑わらいとともに、それらを頭の片かた隅すみへと追いやった。

「何用かとおっしゃられる……」

　若者は心外だというように肩かたをすくめた。そして、護衛の男に向かって、目で合図を送った。

「分かりませんか、精神魔術の門主どの。わたしは戦いくさをしに参ったのですよ」

「戦だと！」

　レイブラシルが驚おどろいて声をあげたのと同時に、蛮族の戦士が動いた。背中に隠かくし持っていた大たい剣けんを、いきなり引き抜ぬいてそれを振りかざしたのだ。

「若造が、小癪なことを！」

　怒いかりの叫さけびをあげ、レイブラシルは走りよってくる蛮族の戦士に向かって〝精神支配〟の呪じゆ文もんを素す早ばやく唱えようとする。精神魔術師であるレイブラシルが、もっとも得意とする魔法だった。

　精神魔術師に向かって、よりにもよって蛮族の戦士を差し向けるとは、致ち命めい的な失敗である。魔法に対して乏とぼしい知識しかない蛮族たちは、魔法に抵抗するための方法さえ知らず、いとも簡単に術中にはまるのだ。

　この愚おろかな魔法王の息子は、自らが連れてきた刺し客かくの手にかかって死ぬことになる、とレイブラシルは心の中で嘲ちよう笑しようした。

　十五年前に果たせなかったことが、今いま頃ごろになって実現しようとは。

「……フェルデ・エスケル・ミア・ローファ！」

　レイブラシルの呪文は完成した。

　最高の精神魔術師が唱えた呪文である。蛮族の男などに抵抗されるはずがなかった。

　レイブラシルは、自分の勝利を確信していた。

　ファーラムシアは、レイブラシルよりも一いつ瞬しゆん、遅おくれて行動に移った。

　透すきとおるような声で、上位古代語を唱えながら、右みぎ腕うでを弧こを描えがくように動かしてゆく。

　当然、レイブラシルより、呪文の完成は遅れる。すでに、レパースはレイブラシルの魔ま法ほうの影えい響きよう下かにあった。呪文の言葉から、レイブラシルが唱えた魔法が、精神支配であることはすぐに分かった。そして、それこそがファーラムの狙ねらいだった。

「……ミズィ・マゥナ・オルセ・デ・ロット！」

　ファーラムの呪文も完成した。

〝魔力解除〟の呪文である。レパースの精神を支配していた魔力が、ファーラムシアの呪文の魔力と相そう殺さいされ、一瞬にして消しよう滅めつした。

　魔法の影響から脱だつしたレパースは、ふたたびレイブラシルに向かって、斬きりかかってゆく。

「こんなことが……」

　自信をもってかけた魔法が、いとも簡単に打ち破られたことにレイブラシルは衝しよう撃げきを覚えた。目の前にいる若者の魔力のほうが、精神魔術の門主である自分を上回っていたというのだろうか。

「そ、そうか、無限の魔力！　貴様は無限の魔力の支し援えんを受けているのだな!!」

　レイブラシルは、叫んだ。

　そのときには、蛮族の戦士はすぐ目の前まで迫せまっていた。

　怒りと憎にくしみ、恐きよう怖ふと絶望とが精神魔術の門主の心をいっぱいにする。蛮族の剣を避よける余よ裕ゆうも、次なる魔法をかける余裕も、レイブラシルには残されていなかった。

「レイブラシル様！」

　側近があげた悲痛な叫びが、精神魔術の門主の聞いた最後の言葉となった。

　肩から胸のあたりまで、ざっくりと大剣で斬り下ろされ、精神魔術の門主レイブラシルは、天てん井じように届くかというほどに、高く血しぶきを噴ふきあげながら仰あお向むけに倒たおれていった。

　床ゆかに落ちるより先に、おそらくレイブラシルは息絶えていたことだろう。

　レイブラシルの長衣は流れでた血で真っ赤に染まり、幻イリ覚ユー魔ジヨ術ニス師トの一門の者のように見えた。

　血の海のなかで動かなくなったレイブラシルを見下ろしながら、ファーラムシアは哀あわれむような光をその目に湛たたえていた。

「戦の開始は、沈ちん黙もくの間を去ってすぐだと父は宣言したはず。扉とびらを封ふう鎖さするのが遅れた、あなたが愚かだったのです。他ほかの門主たちは、沈黙の間から戻もどると同時に、移送の扉を閉ざしているというのに……」

　ファーラムは主人の変わり果てた姿を見つめながら、茫ぼう然ぜんと涙なみだを流している側近らしき男に声をかけた。

「あなたが見たありのままを、精神魔術師一門に報告しなさい。精神魔術の門主レイブラシルは、魔法王メルドラムゼーの息むす子こファーラムシアに成敗されたと……」

　そして、ファーラムはレパースに向かって、王都に戻ろう、と声をかけた。

　レパースは無言でうなずき、レイブラシルの死体に短く黙もく禱とうを捧ささげてから、ファーラムのところへと戻ってきた。

　ファーラムにとって腹はら違ちがいの兄にもあたる屈くつ強きようの戦士は、返り血を全身に浴びて、赤く斑まだらに染まっていた。

「御ご気分はいかがでしょうか？　気分が悪いようなら、吐はいてしまわれたほうが、楽になると存じますが……」

「ありがとう、レパース。あまり気分はよくないが、思ったほどではないよ。先日、狩かりのとき、大おお猪いのししを殺したが、そのときよりましかな」

　ファーラムは答えて、かるく咳せき払ばらいをした。初めて見る凄せい惨さんな光景に、吐き気は覚えるが、ここで醜しゆう態たいをさらすわけにはいかない。精神魔術師たちには、冷れい酷こく無比な男であるとの印象を与あたえておいたほうが、後々、役に立つことだろう。
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「とにかく、これでクユ族の掟おきては果たせたな。わたしにとっては、母とふたりの兄の仇かたき。おまえにとっては、従弟いとこの仇となるかな」

　ファーラムの身代わりとして、ひとり息子の忘れ形見を父ラムゼーに捧げた、族長の無念も晴れたことだろう。

　しかし、それにしても……

「この王国で無事、生きてゆくには、一瞬たりとも気を抜ぬいてはいけないな」

　ファーラムは独り言のようにつぶやくと、開いたままになっていた移送の扉へと足を踏ふみ入れた。




「どうやら、成功したようだな」

　移送の扉から姿を現わしたファーラムたちを出で迎むかえたのは、魔法王ラムゼーと創クリ成エ魔イ術トの門主エルヴォークだった。

　撥ばち持ちや呼出したちもすでに去り、沈黙の間に残っているのは、魔法王メルドラムゼーとエルヴォークのふたりだけになっていた。

　ふたりは魔法王の座席がある一画で、これからの対策を相談している様子であった。

「……御無事で何よりです、ファーラムシア様。御自身で提案されたこととはいえ、まことに見事なお手て際ぎわ、このエルヴォーク、深く感心いたしました。まあ、欲を言わせていただければ、レイブラシルではなく、アズナディールめの命をお取りいただきたいところでしたがな」

「あの男には、小細工など通用せんよ。野心的ではあるが、決して無能ではない。それに、最大の敵を最初に葬ほうむってしまっては、後の楽しみがなくなるというものだ」

　魔法王は豪ごう快かいに笑った。

　そして、円えん卓たくを二度、乗り越こえて戻ってきたファーラムの肩かたを軽く叩たたいて、その労をねぎらった。

「御苦労であった。これで精神魔術師一門は、組織的には戦えまい。門主の地位をめぐって、内部抗こう争そうでも起こってくれればこちらにとって好都合なのだがな」

「可能性はあると思いますが、さて、どうでしょうか？」

　ようやく気が休まり、ファーラムは深くため息をついた。魔ま法ほうをひとつ使っただけだが、ファーラムは自分がかなり疲ひ労ろうしているのに気がついた。

　レイブラシルはファーラムが無限の魔力を使ったと思ったようだが、あいにくファーラムは自分自身の力にしか頼たよっていない。そして、相手はまがりなりにも精神魔術師一門を統すべる門主の地位にある男だ。その魔力が、低かろうはずがない。ファーラムも全力で〝魔力解除〟の呪じゆ文もんをぶつけねばならなかったのだ。

　魔ま晶しよう石の力を借りることなく魔法を使うと、術者はひどく消しよう耗もうするものだ。

　このままの状態では、もう一度、魔法が使えるかどうかさえ疑問だった。

「青い顔をしておるな。今日は、休んだほうがよかろう」

　ファーラムの様子に気付いたらしく、メルドラムゼーがそう声をかけてきた。その言葉には、父親らしい思いやりが感じられた。

　ファーラムはそれを嬉うれしく思う。カストゥール王国の貴族たちは、家族に対する愛情が欠落している人間が多い。蛮ばん族ぞくと接することの多かった父は、彼らの暮らしから家族の大切さを学んだのかもしれない。もっとも、それが、王位を息子に譲ゆずりたいという欲望になったのかもしれないが。

　ファーラムは、別に魔法王の位にこだわっているわけではない。だが、それが父の望みであるなら、喜んで王位を継けい承しようするつもりだ。

　ファーラムは父の勧すすめに従い、部屋に帰ることに決めた。

「レパースよ。今日からは、わしではなく、ファーラムの護衛を務めるがよい」

　魔法王は、手て拭ぬぐいで返り血を拭っていたレパースにそう命令した。

「畏かしこまりました」

　レパースは手の動きを止め、深く頭を下げる。

「よろしいのですか？」

　父の決定に、ファーラムはすこし驚おどろいた。

　ファーラムにとっては異腹の兄にあたるこの戦士に父が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおいていることを知っていたからだ。

「かまわぬよ。わしには忠実無比なる三千の近衛このえ兵がいる」

「分かりました」

　ファーラムは素す直なおに父の好意を受け取ることにした。どうせ護衛の戦士をつけるなら、精神支配の呪文で心を殺された戦士より、血を分けた兄のほうが頼りがいがある。

「それではこれにて……」

　父王とエルヴォーク公に別れの挨あい拶さつを送り、ファーラムはこの広間にやってくるときに使った移送の扉とびらを開こうとした。

　この移送の扉は、同じ建物の別の場所に通じている。この沈ちん黙もくの間があるのは、魔法王の居城の地下深くである。もっとも、階段などはなく、この広間に入るためには、移送の扉を使うしかない。強力な結界が部屋の外がい壁へきにかけられているので、瞬しゆん間かん移動の呪文などを使って、なかに入ることもできない。この扉をくぐれば、王城の最上階にある魔法王の執しつ務む室に出るのである。

　移送の扉を開くための合言葉を唱えようとした、ちょうどそのとき、言い忘れたことがあったらしく、父が呼び止めた。

「何でしょう？」

「門主たちへの披ひ露ろうが終わったからな。おまえは、皇太子の部屋に移るがよい。わしの私室の斜ななめ向かいの部屋だ。必要なものはすべて取りそろえてあるから不自由はあるまい。もしも、入り用なものがあれば、何なりと申すがよい」

「分かりました」

　ファーラムはうなずいた。

　昨日までは、王城の中庭に建てられた近衛兵の宿舎を仮の住まいとしていたのだ。

　こうして、カストゥール王国の暮らしに慣れてゆくのだろう。

　ファーラムはそのことを寂さびしく思いながら、移送の扉を開くための短い呪文を唱えて、しばらく待った。

　扉が開くにつれ、まばゆい光が溢あふれだしてゆく。その輝かがやきが最大になったとき、ファーラムはその光のなかへと足を踏ふみ入れた。

　魔力が全身を包む感覚があり、ファーラムは魔法王の執務室へと場所を変えていた。

「お部屋まで御ご案内しましょう」

　ファーラムの後ろに控ひかえていたレパースが、そう言って、ファーラムの前に回った。

　皇太子の部屋は、執務室からさほど離はなれていない場所にあった。

　この区画には魔法王自身の私室をはじめ、魔法王の家族の私室。さらには、身の回りの世話を務める侍じ女じよや奴ど隷れいの部屋。それから、近衛兵の詰つめ所しよなどがある。

　メルドラムゼーは妻とふたりの子をレイブラシルの陰いん謀ぼうで失っているので、唯ゆい一いつの肉親はファーラムだけだ。

「こちらの部屋です」

　レパースは豪ごう華かな両開きの扉の前で立ち止まり、恭うやうやしく礼をした。

「誰だれもいないときは、わたしに礼は不要だよ」

　ファーラムはいちおう言ってみたが、レパースが従うはずのないことは、最初から分かっていた。

「すでに、部屋付きの侍女が待機しているはずです。御用はすべて彼女にお命じください。近衛兵は扉の前に常時ふたりが詰つめております。また、お出かけのときには、四人の近衛兵が護衛を務めます。もちろん、わたしも同行いたします。普ふ段だんは、詰所で待機しておりますので、必要があれば何なりと御お命じください」

「そうさせてもらうよ」

　ファーラムはため息をつきながら答えた。

　やはり、レパースは兄としてではなく、奴隷兵としての立場を貫つらぬくつもりのようだ。

「在室中はくれぐれも扉に鍵かぎをかけていただきますよう。取り次ぎは、部屋付きの侍女に任せて、絶対に御自身では出られませぬよう」

「いろいろと面めん倒どうなのだな」

「御おん身みのためです」

「分かったよ、おまえの言うとおりにしよう」

　ファーラムは苦く笑しようを浮うかべながら、答えた。

　部屋にいても、気を抜ぬくことはできそうにない。おそらく、部屋付きの侍女は、その役目を解かれるまで、一歩も部屋から出られないのだろう。完全にひとりになれる時間がないということは、ファーラムにとっては窮きゆう屈くつだった。

　統合魔術師になるための学問に明け暮れていたとはいえ、クユ族の集落では、まだいくらか自由はあった。ミルシーヌに連れ出されて、山菜摘つみや狩かりに出かけた記き憶おくがまざまざと甦よみがえってくる。

「今日は御苦労だったね」

　ファーラムはレパースに一声かけてから、扉を開けて、部屋のなかへと入った。

　室内は魔ま法ほうの明かりに満たされていた。

　壁かべや天てん井じようのところどころに、魔法の明かりを創つくりだす魔法装置が設置されていて、そこから青白い光が発せられているのだ。

　クユの族長の館やかたで与あたえられていた部屋とは、まるで大きさが違ちがう。族長の館の部屋を全部合わせたより、広いのではなかろうか。別室もあるようで、四方の壁にはいくつか扉もついていた。

　家具、調度品はすべて整えられ、部屋のなかは隅すみ々ずみまで片付けられ、掃そう除じもゆきとどいている。すでに、侍女が部屋に詰めており、仕事をしているのはあきらかだ。

　ファーラムは侍女の仕事ぶりに満足した。これなら、うまくやっていけそうだとも思う。

　そのときだった。

　奥の扉とびらが開いて、人ひと影かげが姿を現わした。

　若い女性だった。いや、まだ少女というべきだろう。背は高くないし、身体からだの線は細く、女性的な柔やわらかさがまだ感じられない。浅黒い肌はだから、蛮ばん族ぞくの出身であることは明白だった。カストゥール王国の人間は市民階級にいたるまで、総じて肌が白い。

　娘むすめはファーラムに気がつくと、扉のところで硬こう直ちよくしたように動かなくなっていた。それから、思い出したかのようにその場で畏かしこまる。

「無理もない」

　ファーラムはため息まじりに思った。

　彼女にとって、ファーラムは絶対的な主人である。ほんの少し機き嫌げんを損そこねただけでも、侍女をせっかんしたり、ときにはその命さえ奪うばってしまう貴族もいるのだ。

　警けい戒かいするのは、当然だろう。

　ファーラムは笑えみを浮かべたまま、娘のところへ歩みよっていった。

　部屋の主人として最初にすべきことは、彼女を安心させてやることだ。

　そして、二番目は寝しん室しつに案内してもらって眠ねむることである。

　娘は薄うすい絹の一枚着を身に着けていた。だが、そんな薄絹では、肌を隠かくせようはずがない。腰こしには小さな下着を着けているが、胸の双そう丘きゆうはその頂の薄紅色の蕾つぼみまであらわになっている。

　髪かみは後頭部で結ゆいあげ、余った部分はひとつにまとめて背中に垂らしている。その髪は駿しゆん馬めの毛色のごとき美しい栗くり色いろであった。

　ファーラムが、娘のすぐそばまでやってきたときだ。

　娘が躊躇ためらいがちに顔をあげた。

　その途と端たん、ファーラムの笑みが凍こおりついてしまった。

「まさか！　そんな……」

　ファーラムは絶句し、信じられないというように、何度も首を横に振ふった。

「お帰りなさいませ、御主人様」

　娘はもう一度、お辞じ儀ぎをして、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ミルシーヌ！　どうして、ここに!!」

　間違いなかった。髪型と服装が違うだけで、女性が別人になることを、ファーラムは初めて知った。だが、声は変わりようがない。

　目の前にいる娘は、ミルシーヌなのだ。

　ファーラムはもう一度、どうしてと繰くり返した。

「見てのとおりです、御主人様。わたくしは、御主人様がこのお部屋に居られますあいだ、身の回りのお世話をいっさい……」
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「そんなことは分かっている」

　ようやく衝しよう撃げきから立ち直り、ファーラムはミルシーヌの肩かたをつかみ、その顔を見下ろした。

　ミルシーヌは微笑みを浮かべたまま、ファーラムを見上げた。

「なぜ、侍じ女じよになどなった。魔法王の命令なの？　それとも、ウバル族長の？　それなら、わたしのほうから……」

「いいえ、違います」

　ミルシーヌは、ファーラムの言葉を遮さえぎり、きっぱりと言った。

「これは、わたくしが望んだことなのです」

「望んだ？　なぜ……」

　ファーラムは混乱していた。ミルシーヌの気持ちがまるで理解できなかった。

「ミルシーヌ、君は知らないだろう。ここには、どんな自由もない。部屋付きの侍女になれば、部屋から一歩も外へ出られないのだよ。薬草を摘みに行くことも、狩りに行くこともできないんだ」

「知っているわ！　すべてを理解したうえで、あたしはここに来たの」

　感情がたかぶってきたのか、ミルシーヌの口調はファーラムがよく知っているものに変わっていた。薄茶色の目が、涙なみだで潤うるみはじめている。

「……ミルシーヌ。お願いだから、わたしの言うことを聞いて。君はこんな呪のろわれた王国に来るべきではないよ。君はクユの集落で暮らしてこそ、輝かがやいて生きてゆくことができる。誇ほこり高いクユの狩かり人ゆうどとして……。そして、クユの勇者と結けつ婚こんし、健康な子供を産むべきだ」

「あなたの言うとおり。ここには、たしかに何もないわ。草原も森も、自由さえも。でもね……、でも、クユの集落にはなくて、この王国にだけ存在しているものがひとつだけあるの……」

「魔ま法ほう文明？　それとも豊かさ？　そんなものにどんな価値が……」

　ミルシーヌが自分をじっと見つめているのに気がつき、ファーラムは言葉を途中で切った。

「ミルシーヌ、まさか……」

「そのとおりよ」

　ミルシーヌは泣きそうな表情でうなずくと、ファーラムの胸に飛びこんできた。

「カストゥール王国には、この部屋にはあなたがいるわ。あたしには、それだけで十分……」

　ファーラムは言葉を失い、ただミルシーヌの背中に手を回した。

　ミルシーヌも遠えん慮りよがちにファーラムを抱だきかえしてきた。

「自由を失ったのはわたしだけじゃない。ファーラムだって、同じはずよ」

「わたしは、カストゥール王国の人間だもの。魔法王の息むす子こ、統合魔術の門主……」

「あたしにまで噓うそをつかないで。あなたにだって、クユ族の暮らしが染しみついているはずよ。草原と森、川と海、大地と空を愛し、それと共に生きてゆくクユ族の暮らしが……」

　ファーラムは、ミルシーヌの言葉をただちに否定しようと思った。

　だが、できなかった。

　カストゥール王国の貴族の子として生まれても、育ったのはクユの集落であり、それを取り巻く大自然なのだ。そこへ帰ってゆきたいという思いは、心のどこかに隠かくれている。

「族長が言ってた。あなたは優やさしすぎるって。この王国で生き抜ぬくのはたいへんだろうって」

「そんなことはない。わたしは、覚かく悟ごしている。幼い頃ころから分かってたんだもの。この王国こそが、わたしの暮らすべき場所だと……」

「でも、きっと魂たましいは帰りたがっている。クユの集落へ」

　そうかもしれない、とファーラムは思った。

　全知全能であるべき統合魔術師が自分の心にさえ気がつかなかったとは。そして、それを蛮ばん族ぞくの娘むすめに見抜かれているとは……

「どこが、完全なるアーク魔術師メイジだ」

　ファーラムは心のなかでつぶやいた。

「認めるよ、ミルシーヌ。君の言うことは正しい。だが、わたしはカストゥール王国の皇太子なんだ。ここから逃にげだすわけにはいかない」

　ミルシーヌはこくりとうなずき、ファーラムを抱く手に力をこめた。

「分かっているわ。だから、あたしがここに来たの。あたしが、あなたの草原になるわ。森になり、川になる」

「ミルシーヌ、それでは君が犠ぎ牲せいに……」

「いいえ、ファーラム。あたしは犠牲だなんて思っていない。だって、あたしにはあなたが必要だから。あなたがいなくなって、あたしはそのことに気付いた」

　ファーラムはミルシーヌを離はなすと、怯おびえたような表情で周囲を見回した。そして、誰だれもいないことを確かく認にんして、ほっと息をついた。この部屋はあらゆる魔法から守られている。今の会話は、誰も聞いていないはずだ。

　誰にも聞かれてはならない。もしも、このことが知られたなら……

　ファーラムはその不安を頭から振ふり払はらうと、ミルシーヌの肩を抱き、胸に引き寄せた。

「ミルシーヌ、誇り高きクユの狩人。そして、わたしの……」

　ファーラムはミルシーヌの耳元に唇くちびるを寄せ、彼女にしか聞こえぬようにその言葉を囁ささやいた。

「ああ、ファーラム。わたしもよ……」

　ミルシーヌは喉のどが詰つまったように、何度となく言葉を途と切ぎらせたあとで、やっと言い返してきた。

「でも、いいね。このことは絶対に秘密だよ。わたしがクユの男でいられるのは、この部屋で君とふたりでいるときだけなのだから」































　ほとほと呆あきれかえることに俺には現状がさっぱり理解できなかった。普ふ通つうの感性を持っている人間ならば、きっと今の俺の立場と脱だつ力りよく感にシンパシーを覚えてくれることだろう。そしてともにこう言ってくれるに違ちがいない。

「なんだ、これ」

「何か言った？」

　俺の隣となりでハルヒが場に似つかわしくないスマイルを浮うかべている。凶きよう悪あくなまでに嬉うれしそうな、常識を一いつ切さい無視して突つっ走ろうとしているときの笑えみである。こいつがこんな笑顔になったが最後、俺たちはどこまでもこの無む軌き道どうな女に付き合って行くところまで行ってしまわねばならないのである。乗った電車の行き先が生徒指導室とか予備校の浪ろう人にん生せいクラスとかになっていないことを祈いのるしか手だてはない。

　だが、まあ今は祈っている場合でもなさそうで、

「何も言ってねえよ。というか、しばらく何も言いたくない」

　俺のコメントはこれだけだ。

「あっそ。じゃ黙だまってなさい。ここはあたしに任せて、あんたは脇わき役やくになってればいいわ。こういう交こう渉しようごとにあんたは向いてないからね」

　こいつに俺の向き不向き及および進路を勝手に決定されたくはないが、とりあえず俺は口を貝にすることにした。確かに誰だれに何を言えばいいのか解わからんし、下手に適当なセリフを口にして事態を悪化させることだけは避さけたいと思ったからで、しかし誰だっていきなりこんな所で突っ立っている自分を見つければ、俺と同じような心境に陥おちいるだろう。

　そう、突とつ如じよとして自分がどこかの城の王宮に駆かり出され、目の前にやたら恰かつ幅ぷくのいい王様みたいなおっさんが玉座に身を沈しずめているのを目まの当たりにしていたらな。

「勇者ハルヒよ」

　と、そのダイヤのキングそっくりのおっさんは重々しく渋しぶい声を放った。

「世界を救えるのは生まれながらにしての勇者にして、太古から連綿と受け継つがれた伝説の大勇者の血を引くおぬしだけなのだ。どうか余の願いを聞き入れ、この美しい世界を恐きよう怖ふと災さい厄やくによって支配しようとする邪じや悪あくな魔ま王おうを倒たおしてはくれまいか」

「でさ、おっさん」

　ハルヒは脇に控ひかえる宰さい相しようみたいな爺じいさんに「陛下」と呼ばれていた王様野や郎ろうに軽々しく言ってのけた。

　どうやら中世風絶対王政を敷しいているらしいが、この国には不敬罪はないのだろうか。そろそろ衛兵が出てきてハルヒを牢ろう獄ごくにぶちこんでもいい頃ころ合あいだ。ただし独どく房ぼうにしてくれよ。俺まで入りたくないからな。

　ついでに言えば、長なが門とと朝あさ比ひ奈なさんと古こい泉ずみだって入りたくはないだろう。こうやって一列に並んでいるからと言って、連座制でお縄なわになるのは勘かん弁べんして欲しい。

「世界を助けてくれってのは、そうね、納なつ得とくしてあげなくもないわ。あたしに依い頼らいするのももっともなお願いだと思うからね。その点は誉ほめてあげる。あなた、いい人選したわよ。このあたしとあたしが率いる連中は、どんな依頼でも秒単位で解決できるからね。ちゃんと実績もあるわよ」

　このセリフを即そく座ざに全消去し、なかったことにしてくれと思いたくなるくらいのデマカセだらけだ。

　俺の左隣で、ハルヒは見事に姿勢良く、そして威い勢せいも良く、びしっと右手人差し指を玉座のキング氏に突きつけて、

「でもね、労働には対価が付き物なの。その支配欲に取り憑つかれた魔王とやらをぶちのめしたとして、あたしにどんな得があるわけ？　なんとなくだけど、誰が支配しようが税金納める先が変わるだけって気がするんだけど」

　達者に回る口だよな。俺は生き生きとした顔から目を転じ、ハルヒの衣い装しようをさりげなく観察した。

　勇者ハルヒよ──、なんてこいつに向かって呼びかける奴やつがいたら、通常の俺は気の毒な思いを押し隠かくしながら救急車を呼んであげるか即座にその場を離はなれるかするだろうが、この場においてはさすがにそれは無理だった。なぜなら、今のハルヒの格好はどう難なん癖くせつけるとしても「勇者」っぽかったからである。想像していただきたい。何でもいいから西洋中世世界ベースのファンタジーＲＰＧに出てくる勇者的な衣装をな。だいたいあってると思うぜ。それが今ハルヒがまとっている衣装なのだ。

「おお、勇者ハルヒよ」

　さっさと城から叩たたき出せばいいのに、王様はなおもハルヒの相手をするつもりらしい。

「悪なる魔王を倒し、世に平和をもたらした暁あかつきには、そなたの名は英えい雄ゆうとして地の果てまで轟とどろこう。その栄えい誉よだけでは足りぬと申すのか」

「そりゃ、申すわよ」

　ハルヒは指を鼻先で振ふった。

「栄誉賞のメダルなんか、煮にても炒いためても食べられないからね。せいぜいオークションで転売するくらいが関の山だわ」

「勇者ハルヒよ。ならばそなたを王宮に迎むかえ入れよう。我が娘むすめである姫ひめと結けつ婚こんし──」

「いらないって、姫さまなんか」

「──ではなく、王子と結婚して同権君主となるのはどうか。ただ、我が子たる王子と姫は揃そろって魔王によって拐かどわかされ、魔王城に監かん禁きんされている。救い出してくれてからの話であるが」

「いらないって言ってるでしょ」

　だんだん声に怒ど気きがこもり始めた。

「そんなわけの解んない奴との結婚をチラつかされてあたしが喜ぶと思ってんだったら言っとくわ、あんたメッチャ間ま違ちがってる！　どれくらい間違っているかって言うとね、マークシートを一段ずらしで全部塗ぬっちゃってそのまま解答用紙を出しちゃうくらいの大間違いよ！　しかも模試じゃなくてホンチャンで！」

　ハルヒは語気荒あらく叫さけび終えると、俺の耳に口を寄せてきた。

「ねえキョン、このまま反乱起こして革命起こしてやんない？　剣けん突つきつけて脅おどせばこのおっさん、あっさり退位しそうな気がするわ。なんならあんたを王位につけてあげてもいいわよ」

　やるなら一人でやってくれ。俺は反乱にも革命にも王権にも興味はない。世界の片かた隅すみで平和な余生を送りたい。ハルヒ以外の仲間たちも同じことを考えているに違いないさ。

　というわけで、俺はハルヒの視線をかわすように反対側を向いた。そこにあったのは、俺が目に入れて飼えるなら痛いのも一週間は我が慢まんするだろうと思うくらいに愛らしい、朝比奈さんのきょとんとしたご尊顔である。

「あ」

　朝比奈さんは俺の視線に気づくと、それまでの戸と惑まどい顔を和なごやかに微笑ほほえませ、照れくさそうな仕草で両手を広げた。抱だきついてもいいですよというボディランゲージではなく、

「似合ってます？　これ」

　似合うも何も、朝比奈さんが着て似合わなかったらそれはモデルではなく衣装の責任だ。そんな衣類は寒い夜に山さん荘そうの暖だん炉ろにでもくべてやるがいい。

「完かん璧ぺきな魔ま法ほう使つかいですよ。他ほかの何にも見えません」

　賛美すべき言葉はシンプルにまとめるべきだと感じつつあるこの頃ごろなので、俺は万ばん感かんの思いをワンセンテンスに込こめて言った。伝わったに違いない。朝比奈さんはますます笑顔となって、

「キョンくんのも、お似合いですよ」

　それはそれは、と俺は何とか笑みをうかべつつも、実際にありがたいと思うべきかどうかははなはだ微び妙みような問題だった。趣しゆ味みにないコスプレが自分にマッチしていたとして何が楽しいことがあろう。俺が取り繕つくろい方を模も索さくしていると、おそらくハルヒとのやり取りに疲つかれたのだろう、ダイヤのキング氏が、

「戦士キョンよ」

　ついに俺にまで声をかけてきた。

「おぬしはどうか。世界を救い、我が姫を妃きさきとして次代の王の地位を保証してもよいが」

　──戦士。それが俺の役回りのようだった。鎧よろいを着て長剣まで腰こしに差しているんだから、そりゃあもう俺は戦士だろう。少なくとも格好だけは。ちなみに剣の心得は中学の時の体育の授業で竹刀しないを振り回したレベルだが、そんなのでもいいのかね。

「手前ミソになるが、姫は美しい」と陛下は親バカを発揮し始めた。「前年度の世界美少女百選で首席の地位に輝かがやいたのだ。魔王につれさられなければ今年も連れん覇ぱしていたであろう」

「そっすか」

　俺はそっけなく応こたえる。その姫君がどれほどのものかは一見の価値があるかもしれない。だが確実に言えることは、まだ見ぬ彼女は朝比奈さんより可愛かわいくもハルヒ以上の行動力も長門並に超ちよう便利でもありはしないに違いないということだった。もはやちょっとやそっとのことでは俺のハートマークは揺ゆらいだりしないのさ。

　大体、ここでうなずいたりしようものなら魔王より早く俺が勇者に成敗されてしまうだろう。そんな未来の光景がシャボン玉のように目の前十センチあたりに浮うかんで消えた。

「しつこい王さんねえ」

　ハルヒが何をゴネているのかと思ったら、

「旅の路銀がこれじゃあ全然足りないわ。成功報ほう酬しゆうなんてケチなこと言わないで、限度いっぱいまでくれたらいいじゃないの。そうね、９９９９９ゴールドくらい」

　紙し幣へいが開発されているならいいが、もし硬こう貨かだったとしたらとんでもない重量になりそうだが、宝箱を背負って歩くのは誰だれなんだ？　と口を挟はさむのもバカらしい。王おう冠かんでも貰もらっとけよ。どこかで換かん金きんしてくれるだろ。

　なおもハルヒは為替かわせの変動レートや金本位制の有う無むについて質問を飛ばしたあげく、騎き兵へい一万と歩兵五万からなる軍団を護衛につけろとかの、言ってもしょうのないことを言っては陛下と宰さい相しようの顔色を困こん惑わく色に染めていた。

　しばらくヒマになりそうだったので、この間を利用し残り二人の格好を簡潔に描びよう写しやしておこう。

　長門は盗とう賊ぞくで、古泉は竪たて琴ごと構えた吟ぎん遊ゆう詩人。終わり。それ以上説明しようもない。見たままだ。

　長門は動かない視線でひたすら真正面の石の壁かべを見つめ続けているし、古泉は空々しいまでの爽さわやかスマイルでハルヒのしゃべくりを静観していた。こいつの衣い装しようを俺が着るハメにならなくて胸をなで下ろすね。うっとうしいくらいに古泉には似合っていたが。

　パーティのメンツはこの五名、早い話がいつものメンバーだ。ただしハルヒの肩かた書がきは団長ではなく勇者で、俺はお供の戦士、魔法使い朝比奈さんに盗賊が長門、吟遊詩人に扮ふんするは古泉という、なんだか企き画かくの段階でうっかりキャラ設定を別の物語に間違って入れてしまったようなミスキャストぶりだった。

　だが、これで何とかするしかなさそうだ。

　ハルヒとダイヤ王陛下が間ま抜ぬけな押し問答をまだやってるおかげで、この世界が置かれている事情は解わかってきた。とにかく根元的に邪じや悪あくな魔王がいずこからともなく湧わいて出て、この国の支配階級にとってそいつはとんでもなく邪魔であり、おまけに誘ゆう拐かい犯でもあるため、お前らちょっと冒ぼう険けんついでにとっちめてこいって話である。要するにＲＰＧだ。しかも、かなり出来の悪そうな。

「さて」

　俺はそう呟つぶやいて腰の剣を持ち上げてみた。いったい何と戦うのかは知らないが、あまりこいつを使うような局面が訪おとずれては欲しくない。こちとら殺さつ伐ばつとしたシリアス系は苦手なのでね。







　長々とした交こう渉しようがやっと終しゆう了りようした。やっぱりだ。金貨がぎっしり詰つまった宝箱を背負って歩く俺、長門、古泉の姿はハタから見たら勇者一行でもなんでもなく、ただの図ずう々ずうしい物取りなのではないかと疑問を感じる余よ裕ゆうもなく重かった。荷物運び係には慣れているはずだったが、満まん載さいの金貨が詰まった木箱はさすがに最近背負ったどんなものよりも重く、ハルヒの体重以上はありそうで、重量で価値が決まるのならば文句なく宝箱の勝利である。

「出だしはまあまあね。この調子でラストまで行くわよ」

　先頭をずんずん進むハルヒの道程に従って、俺たちはひいひい言いながら後を追う。もっとも喘あえいでいるのは俺だけで、長門と古泉はけっこう余力をもって荷物を担かついでいるようだが、長門はともかく古泉にそれだけの腕わん力りよくがあるとは妙に気にくわない現象だった。ひそかに筋トレでもしてたのか、この野や郎ろう。俺も誘さそえよな。

　言うまでもなく朝比奈さんに余計な斤きん量りようは与あたえられていない。彼女が持っているのはネジくれた古木の棒であり、それが彼女の魔術的アイテムであるらしい。実はよく解らない。この朝比奈さんにどんな魔法が使えるというのか、疑問以前にミステリーの一種である。まさか美味おいしい新茶の淹いれ方とかいうような豆知識のことじゃないだろうが……。

「まずは腹ごしらえよ。好きなもんを注文しなさい。軍資金はたんまりせしめたし、景気づけにパアッとやりましょ」

　ハルヒが立ち止まったのは、ナントカ亭ていという木き彫ぼりの看板が店頭に掲かかげられた木造二階建てだった。道みち端ばたに何頭かの馬が紐ひもで繫つながれており、どこか疲つかれた目を俺たち五人に向けていたりする。生き馬の目を抜く世界観がここの標準であるらしい。

「しかし時代考証のよく解らない町並みだな」

　俺は鎧よろいをガチャつかせながら辺りを見回した。

　城を出てすぐの城下町は、文明レベルで言えば百年戦争当時のヨーロッパ大陸っぽい雰ふん囲い気きだが、もちろん俺が当時の習しゆ俗うぞくを詳くわしく知っているわけでもないので、結局よく解らんとしか言いようがない。道行く人々の格好はまさしくファンタジー系のロールプレイングゲームでしか見たことのないような衣装であり、手っ取り早く、いわゆる『剣けんと魔法』の世界を想起してみれば話は早い。そんな感じのものだと思ってくれれば余計な説明の手間も省けるから俺としてもかなりの部分で助かる。

　そうして俺が描写能力の限りを尽つくして風景説明をしているうちに、ハルヒはすったかと居酒屋らしき建物の扉とびらを開き、

「ハーイ！」

　上じよう機き嫌げんな声を発し、その店の客を残らず振ふり向かせた。客層はあまりよろしくなさそうである。どことなく荒あらくれ者の臭においがするブルーカラー的なおっさんが昼間からジョッキを傾かたむけているのだから、この国の就労事情の一いつ端たんがかいま見られる。俺が背負う宝箱に集中する視線もなかなか不ふ穏おん当とうであり、よほど長門の後ろに隠かくれようかと思ったくらいだった。

　だが、それも、

「今日のお客さんはラッキーよ！　飲み食いしたぶん、全部あたしが払はらってあげるから。奢おごりよ奢り。お金のことは気にしないでいいわ。王様負担だからさっ」

　と叫さけぶまでのことだった。怒ど号ごうみたいな歓かん声せいが安やす普ぶ請しんの木造壁へきを揺ゆるがしたかと思うと、居酒屋の中は宴えん会かいモードに突とつ入にゆうした。

「店の主人はどこ？　とりあえずメニューに載のってる料理と飲み物、端はしから順番に持ってきて！　五人前ね！」

　ハルヒはずかずか奥のテーブルまで進むと、出てきたヒゲ面づら親父おやじに豪ごう気きな注文をしてから、

「なにやってんのよ、キョン！　みんなも！　さっさとこっち来て座んなさい。前祝いよ、前祝い！」

　いったい何を事前に祝おうというのか。そんな俺の疑問に対する答えは、誰だれからも与えられることなく喧けん噪そうの中で空中分解するのであった。

「…………」

　立ちつくす俺の横を、盗とう賊ぞくに扮ふんする長門が沈ちん黙もくと宝箱を背負って通り過ぎ、

「わあ……。すごいいい匂においですね」

　朝比奈さんが形のいい鼻をくんくんさせながら続こうとして、

「わきゃっ」

　マントの裾すそをふんづけてすっころび、

「それにしても涼すず宮みやさんは気前がいい。ですが元は国庫ですから、こうして民衆に還かん元げんするのが一番なのかもしれませんね」

　古泉が朝比奈さんを助け起こして、俺に微笑ほほえみかけた。例によっての余裕をかましたニヤケ顔であり、長門の無表情も朝比奈さんのおとぼけさんぶりも部室で見るのと変化なし、ハルヒなんかは意味なし元気パワーをさらに加速させている感がある。何かに取り残されているように思っているのは俺だけで、全員この状じよう況きようにあっさり馴な染じんでいるようだ。

「わっ、これ美味おいしい！　何の肉？　マンモス？　今までに食べたことのない味がするわ。後で食材とレシピを教えてちょうだい」

　テーブルに次々運び込まれる料理の皿を前に、すでにハルヒは舌した鼓つづみを打っていた。

「あれのどこが勇者だって？」

　俺は宝箱を床ゆかに置いて呟いた。

　魔王退治の依い頼らいを受けて城を出るなり居酒屋に飛び込み、せっかくの軍資金を装備や道具に使うことなく無む駄だに消費しようとする、そんな勇者がどこにいる。

「キョン、早く来なさいよ！　この発はつ泡ぽう酒、アルコールきついけどけっこうイケるわよ！　早くしないと全部飲んじゃうから！」

　ハルヒが陶とう器き製のジョッキを振り回しながら俺を呼ぶ。しかたがない。あんな勇者でも俺たちのリーダーだ。革命のコマンドがないのと同じ理り屈くつで、しがない一戦士としてはここで離り反はんするわけにもいかない。一人では行く当てにも困ることだしさ。

　勇者一行が陣じん取どるテーブルへ、俺は歩き始めた。







　それからどのくらいの時間が経たったのか、時計がないのでよく解わからないものの、店中を巻き込んだどんちゃん騒さわぎは依然として続行中だった。

　どぶろくみたいな発泡酒をすっかりお気に召めしたハルヒは杯さかずきを空にするたびメートルをどんどん上げていき、隣となりのテーブルにいたおっさんと肩かたを組んで奇き怪かいな歌を合唱している。

　その横では長門が後から後から運ばれる名めい称しよう不明の料理を黙々かつ淡たん々たんと平らげ続けていた。この居酒屋の食材は無限かと思えるほどだったが、もっと無限を疑うべきは長門の胃い袋ぶくろである。あれだけの量が果たしてどこに収まっているんだ？
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　ぽろりろ、と弦げんを弾はじく音がした方を見ると、壁かべ際ぎわに椅い子すを移動させた古泉が竪たて琴ごとをつま弾びいて、何人もの町まち娘むすめたちに囲まれていた。その娘さんたちが古泉を見る目が、まるで地上に降りたアポロンを見つめる純真な乙女おとめのようでまったく俺は不ふ愉ゆ快かいだ。

　まあ別にいい、俺には朝比奈さんがいるしな、と自分を慰なぐさめようとしてみたが、朝比奈さんも俺のそばにいてくれたりはしていなかった。どこにいるかというと、

「お待たせしましたぁ。ご注文はこれでよかったですか？　あ、はぁい、ただいまお伺うかがいしまーす」

　なぜか店のウェイトレスとなって、テーブル間をいそがしそうに走り回っている。ハルヒの押しつけに従って一いつ杯ぱいひっかけてしまったのが悪かったらしい。ほんのりと頰ほおを染めつつ、嬉うれしそうに厨ちゆう房ぼうとテーブルを往復しているのだった。

「おい、古泉」

　さすがに黙だまって飯喰くうのも限界だ。とっくに腹一杯になっていたこともあって、俺は流しのミュージシャンのように竪琴で弾き語りをしている急造の吟ぎん遊ゆう詩人を呼び寄せた。

　古泉は町娘たちのうっとりした視線を背中に浴びながら、

「どうしました、戦士キョン。我々のこの状況に何か不満なことでも？」

　あたりまえだ。満足してる場合じゃないだろ。

「そうですね。一刻も早く魔王を倒たおさないといけないのでしたっけ。でも、一日二日遅おくれるくらいなら許容範はん囲いですよ」

　そうじゃねえ。魔王を倒す以前の問題があるだろう。

「ここはどこだ」と俺は言った。「このロープレみたいな世界は何なんだ。どうして俺たちはこんなところにいる。誰だれが連れて来やがった？」

　古泉は漂ひよう白はく洗せん剤ざいみたいに白い歯を見せて、

「実は僕にも解りません。たぶんあなたと同じで、ふと気がつけばいつの間にか王宮にいましたね。それ以前の記き憶おくが曖あい昧まいでして。あなたは覚えていますか？」

　それが思い出せないから不安になってるんだよ。王様の御ご前ぜんにいる自分を発見する前、俺はいったいどこで何をしていたっけな。

　竪琴片手に古泉は、

「気のせいかもしれませんが」とエクスキューズをしておいて、「部室でゲームをしていたような感覚があるんですよね。テーブルトークＲＰＧのようでもあり、パソコンを使ったオンラインゲームのようでもあり」

　俺は顔をしかめた。そう言われればそんな気もする。しかし実感はまったくない。ゲームをしてたはずが、そのままゲーム世界の中に飛び込んできた──なんて、そんなお手軽なシチュエーションを簡単に信じたくはないぞ。

「朝比奈さん」

　ぱたぱたとよく働くマント姿をした給仕少女を呼び止める。

「はーい」

　お盆ぼんを抱かかえて小走りで来た朝比奈さんは、

「ご注文は？」

　そうではなくてですね。あなたは魔法使いなのかメイドなのか、どっちのロールプレイをしているのかと訊ききたかったが、

「これはどういうことです」と俺は置いていた剣けんを拾い上げて、「ハルヒが勇者で、魔王を倒すだの何だのって、どういったわけで俺たちはこんなところにいるんです？」

「えっ？」

　朝比奈さんは愛くるしい目をぱっちりと開いた。

「これ、テーマパークのアトラクションじゃなかったんですか？」

　初耳です。

「えっと……。みんなで遊園地みたいなところに来て、館やかたみたいなところに入ったような気が……。確か役になりきって冒ぼう険けんするんじゃなかったでしたっけ？」

　俺は古泉にアドバイスを求めた。だが古泉もまた顎あごに指を当てて首をひねっている。

「その割にはリアル指向ですね。城やこの店が作り物で、ここにいる人々がエキストラのようには全然思えませんが。それに僕にはそんな記憶はまったくありませんよ」

　俺にもない。ゲームしてた記憶も遊園地に行った記憶も、同じくらいないぜ。

「あれ？」朝比奈さんはたおやかな手を頰に当て、「何だか最初から魔法使いだったような気も……。あれ？　変ですね……。ＳＯＳ団……涼宮さんは勇者で、キョンくんは戦士で……。あれれ？」

　俺は溜ため息いきを吐つく。ハルヒなんぞを勇者として頼たよりにしなければならない世界があったとしたら、そこは異常なまでの人材難だ。ハローワークで募ぼ集しゆうしたほうがまだマシな勇者が集まるだろう。

「朝比奈さん、魔法使えるんですか？」

　ためしに訊いてみたところ、朝比奈さんは自信ありげに、

「使えますよー。見せましょうか？　ほら、これが耳が大きくなる魔法で……」

　実演してくれた。

「これが百円玉にタバコを通す魔法です。えいっ、えいっ」

　目め頭がしらが熱くなってきた。違ちがいますよ朝比奈さん、それは魔法ではなく……。確かに英訳したらどっちもマジックですが。

「あれ、うまくいかないなぁ。あっ、練習ではちゃんと出来たんですよ。もう一回、」

　いや、もういいです。充じゆう分ぶん堪たん能のうしました。

　俺が額を押さえていると、どこかのテーブルから給仕を要求する声があがり、すかさず「あ、はい、はいっ」と手品使い師朝比奈さんは慌あわてた仕草で駆かけ寄ろうとした拍ひよう子しに、マントをふんづけて転んだ。

「ひゃあっ」

　もうこうなったら最終兵器を持ち出すしかあるまい。

「長門」

　頰ほおをぱんぱんにふくらませて料理を音もなく咀そ嚼しやくしていた小こ柄がらな盗とう賊ぞく姿は、俺の呼びかけにひっそりと立ち上がってやって来た。

　そして俺が口を開く前に、

「シミュレーション」

　と言って、俺の前にある食いかけの皿をじっと見つめた。

　シミュレーションだと？　この状じよう況きようはどう見てもＲＰＧだろう。

「…………」

　長門は言葉を探すような雰ふん囲い気きで立っていたが、やがて淡たん々たんとした声で、

「わたしにもよく理解できない。もっとも高い可能性は、ここがシミュレーション空間であるということ」

「それはつまり」と古泉が言った。「我々は何者かによる何らかの手段によって、現実とは切り離はなされた別の空間に放ほうり込まれているということでしょうか」

　長門はこくんとうなずいて、しかし目は皿の上に落としたままである。俺は手近の椅い子すを引き寄せて座るように促うながし、料理を長門のほうに押しやって言った。

「何者かによる何らかの手段って何だよ。こんな真ま似ねができるのは誰だれだ？」

「解わからない」

　長門は答えて、それがどうしたと言わんばかりに俺の食べかけを黙もく々もくと頰張った。そして食い終えてから、

「終しゆう了りよう条件が設定されているように感じる」

　憮ぶ然ぜんとした俺へのサービスのつもりか、考えるような顔つきでゆっくりと、

「状態を復帰させるトリガーが存在するはず」

　それは何か、と訊くまでもないな。今現在の立場として、俺たちがしなければならない任務とは、この場合……。

「魔王を倒たおせ、でしょうね」

　古泉が代わりに言って、優ゆう雅がに竪たて琴ごとをかき鳴らした。







　そんなわけで俺たちは魔王を倒さなければならない。これで問題の一つは片が付いた。とにかく目的だけは明確になったってわけだからな。後は手段を考えればいい。

「それはいいのだが……」

　俺はうんざりとした顔をハルヒに向けた。最大の問題が残っている。言うまでもない。いつだって問題を発生させるのは、この迷めい惑わくなＳＯＳ団団長だった。

「料理が足んなくなってきたわよ！　ほら、新しく来たお客さんにも駆けつけ三さん杯ばい！」

　宴えん会かいは三日目に突とつ入にゆうしていた。この間俺たちがしたことと言えば、宿屋と居酒屋の往復だけである。魔王の城がどこにあるかとか、レベル上げのためにモンスターと戦うとか、有益なアイテムを探すとか、いっさい何もやっていない。

　ハルヒは勇者などではなく単なる気前のよすぎるお大だい尽じんになってるし、朝比奈さんは運命のようにメイドと化し、古泉は日に日に上達する竪琴の腕うで前まえを観衆に披ひ露ろうしては女性たちの潤うるんだ目をひきつけ、長門は完全にフードファイターである。

　ひょっとしたら自分たちは勇者とその一行などではなく、偽にせ勇者とその一味なのかもしれないと思い始めている俺だった。この世のどこかに真しん剣けんに世界を憂うれう正義感溢あふれた善人パーティがいて、その名を騙かたる不届き者が俺たちの正体なのかもしれん。この間違いに王様が気づき、捕ほ縛ばくを命じられた衛兵がいつ店の扉とびらをぶち破って登場するかとヒヤヒヤものだ。まったく、誰かが入ってくるたびにギョッとする。食い過ぎたわけでもないのに胃が痛むのはそのせいで、その胃痛の原因がまた新たに軋きしむ扉を押し開いてやってきた。衛兵ではなさそうなので安あん堵どする。

　それは年ねん齢れい不ふ詳しようの爺じいさんだった。隠いん退たいした仙せん人にんのような白はく髥ぜん白はく眉びに皺しわ深い顔を持ち、今にもフォースの何たるかを教えてくれそうな気配を漂ただよわせている。その爺さんは何を思ったか、俺に鋭するどい眼光を向けてきた。

「……まだこんな所におったのか」

　そんな呆あきれたように苦言を呈ていされても、俺は腰こしを引かすくらいしかできないぜ。

　爺さんは木こ枯がらしめいた溜ため息いきをつくと、ハルヒが陣じん取どる奥の席へ向かった。

「勇者ハルヒよ」

「何か用？」

　酔すい漢かんたちと即そく席せきアームレスリング大会を開いていたハルヒは、胡う散さん臭くさそうに老人を見上げた。

「参加料は金貨一枚よ。優勝者の総捕どりってことでいいんなら、そっちのトーナメント表に名前を書き込んでちょうだい」

「愚おろか者」

　爺さんはあまりにも的確なことを言い、

「とっくに魔王城への道半ばと思いきや、未いまだにこの町を出ておらんとは何たることか。勇者ハルヒよ、破は滅めつの時はすぐそこに迫せまっておるのじゃ。その前に魔王を倒すのが己おのが使命であると思い知れ」

「誰、このお爺さん。やたら偉えらそうだけど」

「わしは」と爺さんは年とし甲が斐いもなくまっすぐな背筋をさらに伸のばして、

「森の賢けん者じやじゃ。おぬしたちに様々な情報を与あたえ、正しい道筋を辿たどらせるのがわしの役目なのじゃ」

　店内が静まりかえり、老賢者の渋しぶい声がますます響ひびき渡わたる。

「本来ならばおぬしたちが来るのを待つべきなのだが、いつまでたっても来ないものだからこうしてわしのほうから出向いてきたのじゃよ。よいか勇者ハルヒよ──」

「解ったわよ」

　何が解ったのか、ハルヒはいともあっさり立ち上がって笑えみを浮うかべた。

「そろそろこんなんが来る頃ころだと思ってたわ。ちょうどお金も使い果たしたみたいだし、場所替がえするのも悪くないかもね」

　確信犯的とは今のハルヒを表す言葉だろうな。しかし軍資金を残らず遊興費に使ってしまうとは、とんだ勇者様ご一行がいたもんだ。

「やれやれじゃ」

　森の賢者とやらが俺の心中を代弁し、

「さあ、ついて参れ。勇者ハルヒとその仲間たちよ。まずは第一関門におぬしらを案内せねばならぬ」

　やっとか。俺は首を振ふりながら腰を上げた。見ると古泉は名な残ごり惜おしげな町まち娘むすめたちと一人一人握あく手しゆをして別れを惜おしみ、朝比奈さんは店の主人からバイト代が入っているらしき小さな革かわ袋ぶくろを手渡されていて、長門は早くも店の外で俺たちを待っている。

「キョン、行きましょ」

　俺の腕うでを引き、戸口に向かう途と中ちゆうでハルヒは振り向いた。

「じゃっ、ちょっくら魔王倒たおしてくるわ。財宝ぶんどって来るからさ、そん時はまたみんなで宴会しましょ。きっとよ！」

　店の客たちの歓かん呼こが、俺とハルヒの背中を後押しした。







　城下町を出ると、そこは緑の平原だった。色の濃こいところが森で、薄うすいところが平野になっている。グラフィックをケチったみたいにシンプルな風景だ。

「よいか」と森の賢者は俺たちを先導して歩きながら、「まずはあれに見える森の最深部、そこに洞どう窟くつがある。なに、短い洞窟なので迷うことはなかろう。中に宝箱が一つあり、その中身は魔王城に入るための門の鍵かぎじゃ」

　それを取ってこい、というわけである。

「オッケー」

　ハルヒはうなずくや否いなや、

「さあみんな、ちゃっちゃと終わらせましょ。行くわよ！」

　やにわに走り出した。追いかける以外にないだろう。勇者一人を猪ちよ突とつ猛もう進しんさせるわけにはいかないからな。

　背後で老賢者が何か──「待て」とか「話はまだ」とか──言っていたような気がしたが、ハルヒのスピードに付き合っているおかげであっという間に遠ざかる。

　森の中のまっすぐな道を走って数分、突つき当たりに洞窟があった。なんか怪あやしい気配がする。いかにも凶きよう悪あくなモンスターが宝箱を守っていそうな……と誰だれしもが思うところだが、思わないのがハルヒである。そのままの勢いで洞窟に突とつ貫かんした俺たちは、五歩も進まないうちに立ち止まることになった。

「うわ」

　そこは巨きよ大だいなホール状になっている。何でか壁かべが薄く発光していて、まったくの暗くら闇やみではない。そのため見たくもないものが見えた。

「わあ、大きい……」

　朝比奈さんがそう言って息を吞のむ。

「確かに」古泉が首しゆ肯こうして、「どうやって倒たおしましょうね」

「…………」

　長門はただ見上げているだけだった。俺もそうである。言葉をなくして目の前にわだかまる巨大な影かげを凝ぎよう視しするのみだ。

「えーと」

　ハルヒはこりこりと頭を搔かいた。

「最初に出くわすモンスターがこれなわけ？　どっかおかしいんじゃないの？」

　頭のネジに故障を抱かかえるハルヒが疑問視するのも無理はない。

　そこにいたのは竜りゆうだった。バカみたいにデカくて、とてつもない威い圧あつ感で俺たちを睨にらんでいる。どうやらこいつが洞窟の主にして、宝箱の守護者らしかった。

　呆ぼう然ぜんと見ている中、巨竜はぱっくりと大口を開き──。

　どうしようもない。そいつのドラゴンブレス一発で、俺たちは全ぜん滅めつした。







「だから言ったじゃろう」

　森の賢者がしかめ面つらで言っている。

「最後まで話を聞くのじゃ。洞窟のガーディアンドラゴンは、今のおぬしたちのレベルで敵かなう相手ではない。戦わずして鍵の在処ありかまでたどり着かねばならぬのじゃ」

　森の入り口に俺たちはいる。全滅したはずなのに何故生きているのかと言うと、言うまでもなくここがセーブポイントだったからだ。それ以外に何かあるか？

「解わかったってば」

　ハルヒは不ふ機き嫌げんそうに言って老人の言葉を遮さえぎった。

「ようは鍵を取ってくれば文句ないんでしょ？　今度は上手うまくやるわよ」

「だからわしはその方法を教えようと──」

「いいから、もう黙だまっときなさい」

　ハルヒの瞳ひとみが爛らん々らんとしているのは、あのドラゴンへの復ふく讐しゆう心のためだろう。

「さっきは油断してたわ。不意を打たれたってやつよ。心構えさえしてたら、あんなのにやられることはなかったわよ。次はコテンパにしてやるからね！」

　そう言ってまた駆かけだした。ということは半強制的に俺たちも走り出すことになる。できれば別行動を取りたいのだが、そういった選せん択たく肢しはどこにもないようで、正直、どうにかして欲しい。

　そうやって再び洞窟に突入した我々は、再びドラゴンに直面することになり、ドラゴンブレスを浴びるところまで忠実に再現して、やっぱり全滅することになった。







「話を聞けと言うのに」

　森の賢けん者じやの声は疲つかれているようだったが、俺はもっと疲れている。朝比奈さんなんか、うんうん唸うなりながら地面に横たわっているほどだ。古泉のスマイルにもいつものキレがなく、表情に変化がないのは長門だけである。

「もう、腹が立つわねえ」

　ハルヒはイライラと爪つめを嚙かんでいた。ご立腹もやむなしと言えるだろう。

　俺たちの全滅は五回を数えていた。それもこれも、ハルヒが考えなしに突とつ撃げきを敢かん行こうするからである。洞どう窟くつ突入に続く対竜戦せん闘とう、ドラゴンブレス一いつ閃せん──というパターンが五回繰くり返され、結果も繰り返された。次も同じなら、俺たちは六度目の全滅を味わうことになるだろう。さすがに飽あきてきた。

「ハルヒ、ちょっと落ち着いて爺じいさんのアドバイスを聞こうぜ。このままじゃ、こっから永遠に動けないぞ」

　ハルヒはふんと鼻を鳴らし、どっかと胡座あぐらをかいて座った。賢者は安心したように、

「うむ。では教えよう。洞窟の竜を眠ねむらせることが先決じゃ。その隙すきに鍵かぎの場所までたどり着けばよい。竜を眠らせるには、」

　と、懐ふところから水すい晶しよう玉を取り出して、

「この『惰だ眠みんの玉』を使えばよい。じゃが、ただでくれてやるわけにはいかん。というのも、わしは年のせいかこのところ関節痛に悩なやまされておるのじゃ。東の地に生えているという『痛風一発草』なる草がよく効くといわれておる。それを取ってくるのじゃ、さすれば『惰眠の玉』はおぬしたちに──」

　森の賢者がセリフを止めたのは、素す早ばやく立ち上がって剣けんを抜ぬいたハルヒが切っ先を喉のど元もとに突つきつけたからである。

「回りくどいのはよしましょ」とハルヒは追い剝はぎのような笑えみを浮うかべて、「草っぱなら後で取ってきてあげるわよ。いいからその玉よこしなさい。いい？　あたしたちは子供のお使いやってんじゃないのよ。勇者と勇ゆう敢かんな仲間たちなの。世界を救うのが目的で、そのためには手段を選ぶヒマはないのよね」

　愕がく然ぜんと口を開ける哀あわれな老人に、ハルヒは不気味な声を投げかけた。

「ちょっとでも動くとスパッといっちゃうわよ。これでもあたしは敬老精神持ってるからね、心が痛むわ」

　森の賢者、口ぱくぱく。アイテムを強ごう奪だつしようとする勇者に世界も救われたくなかろう。

「さ、有ゆ希き。今のうちにかすめ取るのよ」

　盗とう賊ぞくだからな。だが、この状態の老賢者から玉の一つを取り上げるくらい、特別なスキルが必要とも思えない。

「…………」

　長門は急ぐふうでもなく、すたすたと賢者に近寄って、掲かかげられていた『惰眠の玉』とやらをひょいとつかんで、また元の位置に戻もどり無言の民たみとなった。

「世界の破は滅めつと爺さんのリウマチじゃ、申し訳ないけど優先順位が段だん違ちがいだもの。しょうがないわ」

　剣を納めてハルヒは会心の笑顔である。

「だって世界が破滅したら身体からだが痛いなんて言うまでもないもんね。命あっての物もの種だねってわけ。安心して、薬草のことはちゃんと覚えててあげるからさ」

　そして、片手を突き上げ天下に号令するごとき気勢を上げるのだった。

「行くわよ、キョン。みんな。眠らせた竜りゆうをタコ殴なぐりしにね！」

　そっちが目的かい。







　いくら攻こう撃げきしても竜は痛くも痒かゆくもないようで、まあ深い眠りについたまま目覚めもしなかったからよしとしよう。

　首しゆ尾びよく『魔ま城じよう門もんの鍵』を入手して出てきた俺たちを、森の賢者は懲こりずに待っていてくれた。ずいぶんと苦い顔つきになってはいたが。

「これでいいんでしょ？　それで、世界を支配したがっているなんていう考えなしの魔王はどこ？　教えなさい」

「あー」

　賢者は唇くちびるを舌で湿しめし、言いづらそうに、

「実はその鍵だけでは魔王の所まで行けないことになっておるのじゃ。魔王の城の奥深く、迷めい宮きゆうを抜けた所に立ちはだかるのは、その名も『幻げん夢むの扉とびら』……」

「鍵はどこよ？」と訊きくハルヒに、賢者はますます言いづらそうに、

「ここより北の位置に廃はい墟きよと化した街があり、その地下がダンジョンになっておる。魔王の忠実なる下僕、邪じや悪あくなる魔法使いが暗黒神を奉ほうじて立てこもる地下宮きゆう殿でんじゃ。そやつが持っている鍵こそ『幻夢の鍵』……。じゃが、彼かの地は暗黒神の影えいき響よう下にあるため、そのままでは侵しん入にゆうできん。迷宮に入る前に『聖別の玉』の光を浴びる必要があるのじゃ」

「ふうん」とハルヒは極ごく上じようの笑みを広げて話の続きを促うながした。

「……『聖別の玉』はわしが持っておるわけじゃが、いや……何というか、年のせいかのう、最近目がかすむようになっておってじゃな、この病には西の果ての地に生えておるという……」

　老人は寒々しい吐と息いきを漏もらした。

「……『眼がん精せい疲ひ労ろう瞬しゆん殺さつ草そう』が効くらしいのじゃ。採取してくれたら喜んで玉を差し出すつもりじゃが、どうであろうの……？」

　またもや強ごう盗とうに豹ひよう変へんするかと予想していたが、ハルヒは握にぎりかけていた剣の柄つかから手を放して、

「あんたさ、本当に正義側の人間なの？」

　じろりと老人の顔を眺ながめ、

「怪あやしいわね。今時『～じゃ』なんていうお爺じいさんがいるのもおかしいけど、なーんか、胡う散さん臭くさいのよね。案外、あなたがラスボスなんじゃないの？」

「な、何を言うか」

　慌あわてふためく森の賢けん者じやを睨にらみつけ、ハルヒは唇をひん曲げた。

「本物の賢者はとっくに殺されてたりしてさ、親切めかして鍵かぎやら玉やらの情報を教えてくれてるけど、本当はこれこそ魔王の、さらにバックにいるラスボスを解放する手段なんだったりして。魔王を倒たおしてやれやれ帰ろうとか思った瞬間に、『よくやってくれた、勇者たちよ。おかげで私を繫つなぎ止めていた楔くさびは解き放たれた。礼を言うぞ』とかなんとかどっかから聞こえてきて、ズゴゴゴゴコって登場する算段じゃないでしょうね？」

　森の賢者は救いを求めるような表情で俺を見た。肩かたをすくめるしかないな。もしハルヒの思いつきが真相なら、こんなドッチラケなシナリオもなかろうが。

「それはない……」

　老人の反論の弁べん舌ぜつは弱々しい。

「うむ、ないはずじゃ。そうだったかもしれぬが、いやいや……ないことになった。間違いない。魔王がラストで、その後はない。わしはただの親切な森の賢者じゃ」

　その言葉を証明するように、老人は懐ふところから水すい晶しよう玉を取り出した。

「眼精疲労は堪たえ忍しのべばよいだけじゃ。世界に比べれば何と言うこともない。ほら、『聖別の玉』じゃ、受け取るがいい、勇者ハルヒよ。それから」

　と、また別の玉を出してきた。

「これが『追つい儺なの玉』といい、魔王の動きを一時停止させる効果を発揮する。遥はるか南の地に生えていると伝えられる『万まん病びよう封ふう滅めつ草そう』などどうでもよい。世界のためじゃ、わしも繰くり言は言わぬこととしよう……」

「ありがと」

　ハルヒは何度もうなずきながら、しかし手を伸のばすことはなかった。

「でも、いらないわ、そんな玉。ややこしそうな鍵も必要ない。教えて欲しいのは一個だけよ」

　驚おどろき絶句する賢者に、ハルヒは輝かがやく瞳ひとみで問いかけた。

「魔王の城はどこ？　場所だけ教えてくれたら後はなんとかするわ。うん、もう面めん倒どうくさい遠回りはうんざりなのね。ようは魔王を倒せばいいわけでしょ？　ちゃんとそうして来てあげるから、城がどこにあるかを教えるの。さ、早く言ってよ」

「じゃが」と老人は啞あ然ぜんとしつつ、「どうするつもりじゃ。城に行けたとしても、このままでは……」

「いいの」

　ハルヒは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんで、俺たちに顔を向けた。俺、古泉、長門、朝比奈さんの順番に眺めやり、

「あたしにはこんなにスゴい仲間たちがいるんだもんね。こざかしいアイテムなんていらないわ。世界なんかいくらでも救ってあげるわよ。きっと、あたしたちには出来るもん」

　そしてハルヒは唐とう変へん木ぼくなまでに明るく笑うのだった。

「なぜなら、あたしがそう信じてるから」







　というわけで──。

　俺たちはやって来た。たぶん、色んな行くべき場所をすっ飛ばし、必要なアイテムも手に入れず、スタート地点からまるっきりレベルアップすることもなく、いきなりの最終地点に。

　そびえ立つ魔ま王おうの城が雷らい雲うんを背景にして圧あつ倒とう的な威い容ようを誇ほこっていた。邪悪な香かおりがぷんぷんする上に、見ているだけで精神に負ふ荷かがかかるような恐きよう怖ふの波動を立ち上らせているようにも思える。本能が接近を拒こばんでいた。もう一歩も進めやしない。

「どうすんだよ、ハルヒ」

　俺は富ふ士じ山さんでも眺めるように魔城を見上げている女勇者に、

「ろくすっぽ戦いもせずに来ちまったが、竜りゆうの時の二の舞まいになりそうだぞ。全ぜん滅めつ必至だ。たぶん何回やっても同じことだと思うぜ」

「僕もそう思いますね」

　珍めずらしく古泉が俺の肩かたを持つ。こいつはこいつで酒場で弾ひいてた以外何にも使用していない竪たて琴ごとを後生大事に抱かかえたままで、

「正面からの正せい攻こう法ほうが通用するような相手ではないと思われます。何と言っても魔王ですからね。おそらく城の内部は強力な怪かい物ぶつや罠わなで一いつ杯ぱいですよ。魔王の座まで辿たどり着けるかどうか」

「でしょうね」とハルヒ。まったく動じていない証しよう拠こに、微び笑しようはそのままだ。

「…………」

　長門は何も言わない。ぽつねんと立っている影かげの薄うすい姿は、いつものようにイエスもノーもなく一団の中に咲さく控ひかえ目な冬の花のようだった。

「平気よ」

　ハルヒは自信あり気に力強く答えて、さっきからぶるぶる震ふるえつつ縮こまっていたマント姿の上級生を引き寄せた。

「ここはみくるちゃんに何とかしてもらうから」

「ええっ？」

　のけぞって驚く朝比奈さんの肩に手を回して、ハルヒはセキセイインコに言葉を教えるような口調で、

「いい？　あなたは魔法使いなのよね。それも勇者グループに加えられるくらいだから、きっと世界の誰だれよりも強力な魔法が使えるに違ちがいないわ。確信してるの、あなたなら出来るってね。潜せん在ざい能力はピカイチのはずよ。後は覚かく醒せいすればいいだけのことだわ。さ、みくるちゃん、あなたの秘ひめられた潜在能力を今ここで解放しちゃいなさい。超ちよう強力なヤツを、どかんと遠えん慮りよなくあの薄うす汚ぎたない城にたたき込むのよ」

「で、でも……」

　朝比奈さんはおろおろと両手でマントを握にぎり、ハルヒと魔城を代わる代わる見つめる。

「あたし、あんまり魔法知らなくて……。せいぜい耳を大きくするくらいしか……」

「自分を信じなさい」

　時と場所を選びさえすれば非常にタメになるフレーズだが、時や場所なんかに配慮しないのがハルヒだから、これまたハルヒらしいと言えなくもない。

「みくるちゃんはやれる。あたしが選んだんだから絶対よ。あなたはスゴい娘なのよ。可愛かわいくて性格よくてちょっぴりドジな魔法使い、うん完かん璧ぺき」

　ピンと伸ばした指が魔城に向けられた。

「究極のみくるマジック、今こそ発揮の時が来たわ。覚かく悟ごはいいかしら？　さあ、みくるちゃん、何でもいいから魔法を使うの」

「は、はいっ……！」

　朝比奈さんは目を閉じてうつむき、なにやらモゴモゴと呪じゆ文もんらしき言葉を唱え始めた。ハルヒは子ヤギを見守る羊飼いのような目でそれを見守り、俺は普ふ段だんから朝比奈さんを見ては守っている。古泉がどんな目をしているのかはそっちを見ていないので解わからんが、ぼんやりしていた長門が不意に目を見開いたのだけは視界が捉とらえた。

　どうした？　と尋たずねる前に──。

　朝比奈さんによる超ちよう弩ど級きゆうの魔法が炸さく裂れつした。







「メテオバーストとデビルクエイク、その二つの魔法効力を同時発動したようですね」

　そう解説したのは古泉だった。

「酒場で聞いた噂うわさ話ばなしの中にありました。そういう伝説の魔法が神話にあったそうです。どちらも取得には失われた太古の知識と神クラスのマジックポイントがいるとのことでしたが、朝比奈さんはやすやすと限界を突とつ破ぱしてしまったようです」

　突破しすぎだ。ゲームバランスもへったくれもない。何もこう、一いち撃げきですべてを吹ふっ飛ばさなくてもいいじゃないか。

「いいじゃん」

　ハルヒだけはどこまでも脳天気だ。底そこ抜ぬけに明るく、任務達成を喜んでいるようである。
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「さっすが、みくるちゃんね。これくらいのことはすると……まぁ、うん、ちょっと予想外だったけど、嬉うれしい誤算ってやつだわ」

　賞賛されるままの朝比奈さんは、自分のしでかしたことに青くなって今にも卒そつ倒とうせんばかりである。

「あわわ……ひええ」

　俺たちは小高い丘おかの上にいた。さっきまでいた場所、というか魔ま王おうの城を含ふくめた大体半径三十キロ四方には何もなかった。きれいサッパリと巨きよ大だいなクレーターが口を開けている。

　恐おそるべきは究極の朝比奈魔法最終奥おう義ぎだ。そのままでは俺たちもまた原子の塵ちりとなっていたところだが、そこは長門が助けてくれた。何千発もの隕いん石せき群と直下型強力地じ震しんが魔城一帯に襲おそいかかる寸前、長門は猛もうスピードで俺たち全員を細ほそ腕うでで担かつぎ上げると、瞬しゆん間かん移動に限りなく近い速度で走り出し、この丘の頂上まで連れてきてくれたのだった。さすが盗とう賊ぞく、逃にげ足が速い……などと悠ゆう長ちように感心していていいものか。

「…………」

　長門は呼吸一つ乱さず、無感動な瞳ひとみで煙けむりと炎ほのおをあちこちから噴ふき出す矩く形けいの穴を見つめている。

　こうして魔王は根城ごと消し炭となった。めでたしめでたし……か？　何か忘れているような気がするが。

「さあ、帰りましょ」

　余よ韻いんも何もなくハルヒは成し遂とげた感溢あふれる笑え顔がおで、

「財宝は残念だったけど、吹き飛んじゃったもんはしょうがないしね。魔王を倒たおして世界はちゃんと救ったし、王様も満足でしょ。凱がい旋せん帰国よ。さっそく戦勝パーティの企き画かくをしなきゃ」

　そんなものは自分で企画するんじゃなくて開いてくれるのをさり気なく待っているものだ。場所も例の居酒屋ではなく、王宮の広間で大々的に──。

　いや、ちょっと待てよ。帰る場所はそこじゃないだろう。魔王は倒した。だったら、これで条件クリアだ。ＲＰＧならそろそろエンディングテーマが流れなくちゃおかしい。そして、俺たちも元の世界に戻もどらないとおかしいぞ。

「ミッションインコンプリート」

　長門が呟つぶやくように言って俺に顔を向けた。どういうこったと目を剝むく俺に長門は淡たん々たんと、

「ペナルティが科せられる模様」

　なおさら意味が解らず、俺が旗はた竿ざおのように立っていると、いきなり周囲の風景が劇的に変化し始めた。森や山々がぐずぐずと崩くずれていき、暗い夜空がとんでもない勢いで広がっていく。夜空？　それどころじゃないな。なんせ星が瞬またたいてないのにプラスして、三百六十度どこを見ても星だらけ。

「…………」と俺と長門と古泉と朝比奈さん。

　またしても言わねばならない。ファンタジー世界に紛まぎれ込んでしまった最初に感じたのと同じことを。

「なんだ、これ」

　ふと──こればっかりでイヤになるのだが他ほかに言いようもない──気づけば、俺たちは宇宙空間にいた。操そう縦じゆう桿かんみたいなものを握にぎっている自分を確かく認にんし、やっとの思いで視線を巡めぐらす。何とも言いかねるコスチュームをまとったハルヒと長門と朝比奈さんが目に留まる。やたらと肌はだを露ろ出しゆつした格好で三人娘むすめはそれぞれに魅み惑わく的なポーズを取っていた。

「おやおや」

　俺の横で吟ぎん遊ゆう詩人から宇宙船のパイロットに早変わりした古泉が含み笑いを漏もらしつつ、

「今度は宇宙パトロール隊に配属されてしまったようですね。第二ステージと言ったところでしょうか？」

　俺に聞くなよ、そんなもん。ミッションインコンプリートのペナルティがこれか？　今度は何をさせようと言うんだ。

『聞こえるか、広域銀河観察機構パトロール部隊所属のハルヒチーム』

　目の前のコンソールが渋しぶいおっさんの声で喋しやべり始めた。なんとなくあの王様の声に似ている感じがしてイヤな予感が走り抜ける。

『こちらは第五銀河分ぶん離り帝てい国こく、余がその皇帝である。とある悪逆なる宇宙海かい賊ぞくに我が王子と姫ひめがつれさられた。奴やつらは銀河の破は滅めつを望んでいる。頼たのむ。彼奴きやつらの野望を打ち砕くだき、我が子らを取り戻してはくれまいか』

「オッケー」

　と、ハルヒは即そく答とうした。

「宇宙海賊をやっつけるくらいはロハでいいわ。あたしたち銀河パトロールの仕事だもんね。お子さんのことも安心して大船に乗ってなさい。今度こそ、きっと助けてあげるから」

　なるほど、それを忘れていたな、それ故ゆえの、これが第二回戦ってわけか……なんてしみじみしている俺の肩かたを、ハルヒは盛せい大だいにどやしつけた。近所のどの星よりも明るい笑顔で、

「行くわよ、キョン。わっるい海賊を追って、宇宙の果てまでねっ！」

　しかたがない。行き先が宇宙の果てだろうとリングワールドだろうと、どうにも隊長の命令には逆らえそうにはないし、第一、さらわれ癖ぐせのある王子と姫様を救出しないと終しゆう了りよう条件が整わないらしいからな。

　だが、まさか第三面まで行きやしないよな？　次は西部劇でガンアクション──なんつうのは勘かん弁べんしてくれよ。

「エンジン全開、最大船速!!」

　ハルヒがそう叫さけぶのを聞きながら、俺はやけ気味に操縦桿を思いっきり押し込んだ。

　次にふと気づいたとき、部室でお茶でも飲んでいるシーンであることを祈いのりながら──。
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「起立」

　裏薔ば薇ら学園△年○組の教室に、学級委員長ヨハン・サンライズの声が響ひびき渡わたった。毎度のことだが、おとなしくその声に従う者もいれば、従わない者もいる。ヨハンはメタルフレームの眼鏡めがねの位置を右手の人差し指で直しながら、一度目よりも厳しい声こわ音ねで再び命じた。

「──起立ッ！」

　バラバラッ……と、ヨハンとしては我が慢まんしがたい不統一さで、しかしなんとか全員立ちあがった。

「礼ッ！」

「おざーす」「おはあ」「おっはよ」「はよございまーす」「はよーん」「Hiyas.」「おーん」「みよーん」「まいど」「はりはりはー」「おはようございます」「グドモーニーンミスタトクミツー」「古っ」「ぽんぴゅらぽりょーん」

　あまりにふざけた挨あい拶さつの数々にヨハンの血管が切れかけたが、△年○組の担任教きよう諭ゆは気にする様子もなく、ん、おはよう、と鷹おう揚ように応じて教きよう壇だんに向かった。そうした甘い態度が皆みなをつけあがらせるのだ。そうでなくとも、我が組は扱あつかいづらい問題児ばかりで、ヨハンはクラスの秩ちつ序じよを保つことに日々苦心惨さん憺たんしている。クラス担任なのだから、少しはそのあたりを考こう慮りよしてくれてもよさそうなものだが──無理、か。期待など。所しよ詮せん、おれがやるしかない。ヨハンはため息をこらえて命じた。

「着席」

　腹立たしいことに、座るときは一いつ斉せいだ。長身の担任はまだ眠ねむそうだが、後ろ頭をボリボリ搔かきながら出席簿ぼを開いて教室を見み渡わたした。

「あー……出席をとらんとな。見たかんじだと、またＳＩＸとジェイがいないみたいだが、連れん絡らくは……べつにきてないな。たぶん。誰だれか知らんか？　ボルフェンゲーテ、お前、あいつらと仲がいいだろう。何？　お互たがいに利用しあってるだけだと？　フム。とりあえず、途と中ちゆうで姿を見せたら、誰でもいいから俺のとこにくるように伝えておいてくれ。じゃあ、出席はこれでいいな。連絡事じ項こうは──何かあったような気もするが、思いだせんから、まあ、いいか。他ほかに何かあるか？」

「はい！」

　くすんだ金きん髪ぱつを顎あごのラインで切りそろえている女子生徒が挙手した。△年○組生活委員のベアトリーチェだ。担任が軽く顎をしゃくってみせると、彼女は勢いよく席を立って、机を両手でダンッと叩たたいた。

「トマトクン先生！　わたしから一つ提案があります！　その前に、見てください、この教室を！　どう思われますか！　率そつ直ちよくなご意見をおうかがいしたい！」

「む……？　どうって」

　トマトクンは口をへの字にひん曲げて片方の眉まゆを大おお仰ぎようにつりあげてみせた。

「そうだな。べつだんいつもと変わったところはないと思うが」

「たしかに、いつもどおりです！　いつもどおり、とても、非常にだらしがない……！」

　ヨハンは我が意を得たりとうなずいた。そのとおり。まったくそのとおりだ。当然、ヨハンも学級委員長としてこの状じよう況きようを座視しうるものではないが、事は慎しん重ちように運ぶ必要がある。ただこうしろああしろと指図するだけではクラスは収まらない。とくに、この△年○組は。とはいえ、他の者から何らかの動きが出ることは歓かん迎げいすべき事態だ。

「わたしは！」

　ベアトリーチェは声を荒あららげた。

「生活委員です！　クラスの風紀を正す義務が、わたしにはあります！」

「うむ。だが、まあ、そんなに堅かた苦くるしく考えなくてもいいんじゃないか。今のところ、何かまずいことが起こってるわけでもなさそうだし……」

「すでに不登校の生徒が何人かいます！」

「そうなのか？」

　トマトクンは不思議そうな表情でヨハンを見た。まったく、この人は。ヨハンは机の中から素す早ばやく黒くろ革かわの手帳をとりだしてページを繰くった。

「不登校と言うべきかどうかはわかりませんが、ＳＩＸ、ジェイ両名の出席率は四割程度です。それから、先ほどトマト先生は見み逃のがしたようですが、今日もまだ姿を見せていないアジアンの出席状況もかんばしくありません。彼の場合、登校しても授業には出ないことがじつに多い。これらの情報もふくめ、各種問題行動の記録については、すべて先生に提出しているはずですが。どうやら、ご確かく認にんいただけていないようですね」

「おお。そういえば、何かあったな。忘れてた」

「忘れてもらっては困ります」

「ふむ。悪かった。今度から気をつけよう。で、バリアトーチャン」

「わたしはベアトリーチェです！」

「ああ、すまん。それで、何だって？」

「ですから！　わたしには生活委員としてクラスの風紀を正す責任と義務が！」

「ほう」

「ほう、じゃなくて！　手始めに！　古来、服装の乱れは心の乱れといいます！　さいわい、我がクラスは朝の学活が短く、時間もあるので、これより服装検査を……！」

「「「「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ」」」」

　──本当に、こういうときだけだ。こういうときだけ、やたらと呼吸があう。ベアトリーチェは一いつ瞬しゆんたじろいだが、かえって闘とう志しに火がついたようだ。

「是ぜ非ひとも服装検査を行いたいのです！　先生！　どうか許可を！」

「俺はべつにかまわんが」

「「「「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ」」」」

「……みんなは反対みたいだな」

「それはつまり、やましいところがあるからではありませんか!?　校則に違い反はんしていなければ、服装検査を受けても堂々としていられるはずです！」

「そういうものか。ざっと見たかんじでは、そんなに問題はなさそうだが」

「ぱっと見たかんじで問題大ありです！」

　ベアトリーチェはダンダン机を叩いて、まず廊ろう下か側最後列の席の女子生徒を指さした。

「ナツコ！　スカート丈たけが短すぎる！　ブラウスをちゃんと着ろ！　素す肌はだにリボンをつけるな！　そんなに露ろ出しゆつしたいのなら外でやれ！　学校では決められた制服を定められたとおりに着るべきだ！」

「えー。でもぉ、今どきスカート膝ひざ下したなんてありえないってマジでぇ」

「そう思うなら一定数の署名を集めて生徒総会で校則の変へん更こうを提議すればいい！　それが校則だ！　ルールだ！」

　ベアトリーチェはつづけてほぼ中央あたりの席にいる男子（？）生徒を指さした。

「ファニー・フランク！　そこの鶏にわとり頭あたま！　お前だ、お前！　身体からだ中に羽をつけて登校するな！　邪じや魔まくさい！」

「なッ──ぶ、無礼なッ！　わ、私は断じて鶏などではない！　正統キング的英スイン国式グリツ英語シユ研究会〝創ジエ世ネシのスウ翼イング〟会長で……」

「誰だれが予算も出ない弱小同好会の話なんかしている！　わたしが問題にしているのはお前の恰かつ好こうだ！　ただちに改善しろ！　あと、髭ひげも剃それ！　学校だぞ！　学生らしくしろ！　それから、髭といえば、トワニング……！」

「ム？　拙せつ僧そうのことか？」

「そうだ、お前だ！　お前もずいぶん髭がのびているな！　剃れ！　今すぐ剃れ！　汚けがらわしい！」

「いや、だが、拙僧は仲間内で〝髭〟と呼ばれておるのだぞ。髭を剃ったらどうなるのだ。拙僧のアイデンティティは──」

「髭に頼たよらなければ、お前はお前として存在できないのか！　そんな自分ならやめてしまえ！　この弱虫！」

「よ、よわっ……」

「大だい丈じよう夫ぶやて、髭」

　隣となりの席から手をのばしてトワニングの肩かたをぽんと叩たたいたのは、どことなく魚類を想像させる顔がん貌ぼうの男子生徒だ。

「お前じぶんには、髭だけやない、その筋肉があるやないか。それにな。もしお前じぶんが髭を剃ったかて、わしらにとって髭は髭や。なあんも変わらへん。髭は永遠に不ふ滅めつや！」

「なるほど。言われてみれば、たしかに……そうだ！　健全なる精神は健全なる筋肉に宿る！　グワハハハハハハハハアァッ！」

「ええい、制服を脱ぬぐな！　そんな筋肉なんて見たくない！　──というか、リキエル！　貴様はなぜ脱ぐ以前に上半身裸はだかなんだ！　仮面をかぶって学校にくるやつがどこにいる！」

「これは俺のスタイルだ」

「落ちつき払はらって威い風ふう堂どう々どうと答えるな！　そんな変態的なスタイルは認められない！」

「……変態……俺の、スタイルが……変態……」

「それから、アドリアン！　貴様はとにかく酒さけ臭くさい！　あと、教室で煙草たばこをくわえるな、馬ば鹿か者もの！」

「おぁ？　いや、けどよ、一応、火ィつけてねえし……」

「そういう問題じゃない！　男だったら言い訳なんかするな！　みっともない！」

「へいへい……」

「──というように！」

　ベアトリーチェはまた机を叩いて教きよう壇だんに向きなおった。

「我がクラスは校則違反の総合商社です！　生活委員としてはとうてい見すごすことはできません！　先生！　服装検査のご許可を！　さあ！　さあ！」

「ふーむ」

　トマトクンは出席簿ぼを教壇の上に置いて顎あごを撫なでながら、ゆっくりと教室を見まわした。

「まあ、言われてみれば、ベアチャリーチョの意見も」

「わたしはベアトリーチェです！」

「うむ。ベアトリーチェの意見も、もっともだな。俺も一応授業を受け持ってるが、このクラスが一番目にやさしくない。いろんなやつがいておもしろいと言えなくもないが、ルールはルールだ。教師役の俺が無視するわけにもゆくまい。こうしてあらためて見てみると、制服以外の服を着てるやつまでいるみたいだしな」

　ざわめきが起こり、皆みんなの視線がある一点に集中した。窓側の後ろから二番目の席だ。出席番号20番。真しん紅くの髪かみだけでも十分目立つのに、鮮あざやかな橙だいだい色いろの目をしている。

「……な、何だよ」

　マリアローズは椅い子すの上で立てた片かた膝ひざを抱かかえるような姿勢をとっている。それでいて背筋はすっとのびていて、どこか品のよさを感じさせる部分もあるのだが、そんなことはどうでもいい。問題はその服装だ。弁解の余地はない。

　私服だ。

　思いっきり、私服だ。

　どこからどう見ても、私服としかいいようがない。

　たしかに、一部の女子生徒やファニー・フランクをはじめとする男子生徒は制服を不法に改変、または不要物を付着させて飾かざり立て、校則違い反はんを犯おかしている。また、髭を生やす、化け粧しようをする、装そう飾しよく品ひんを着ける等の行こう為いは学生らしくなく、これもまた校則に抵てい触しよくする。リキエルのように上着を着ないのもよくない。だが、マリアローズの違反はそれ以上あるいはそれ以下だ。何しろ、制服の断だん片ぺんさえも身につけていないのだ。まさしく言語道断。どう考えてもまず一番先に糾きゆう弾だんされるべきはマリアローズだ。ところが、肝かん心じんの生活委員が一つ咳せき払ばらいをして、あー、あー、と声の調子を整え、先ほどとは打って変わっておとなしめにトンッと机を叩いた。

「──ま、マリアローズは……いいんだ。問題ない」

「「「「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ」」」」

「いいんだ！」

　ベアトリーチェは机に両手を押しつけ、うつむいて叫さけんだ。その顔が真っ赤に染まっている。

「マリアローズには……その、事情があって！　それについての報告は、本人から受けているから！　わたしが、生活委員として、その権限によって許可しているから、まったく問題ない！」

「権限、ねぇ」

　焰ホムラが含ふくみ笑いをすると、クラスの何人かが囁ささやきあったり、いやらしい忍しのび笑いをもらしたりした。ベアトリーチェの顔が余計に赤くなった。からかう程度では満足できない者もいた。

「ちょい待ちいや！　生活委員ごときにそないな権限あるんかい！　そんなん教師に許可してもらわなあかんのとちゃうか！」

「そうだな。ある意味、これは拙せつ僧そうの髭ひげよりもタチが悪いぞ。なぜなら、髭は校則で明確に禁止されているわけではない！」

「……変態……俺のスタイルが……」

「そーよそーよぉ、そんなの許されるんだったらぁ、あたしだって許可欲しいもん」

「私とてッ！　紳しん士しのたしなみをッ！」

「酒煙草くらいよさそうなもんだよな」

「ええい、黙だまれ、有う象ぞう無む象ぞう！　こっちにだっていろいろあるんだ！　都合とか！　考えないといけないこととか！　あー！　なんでわたしが……！　もういい！　帰る！」

「あ！　ベアトリーチェ……！」

　マリアローズが席を立った。トマトクンはうなずいた。

「うむ。ベアリトーチョは早退か」

「バカ教師！　自分の生徒があんなふうに教室出て行ったのに、早退か、じゃないだろ！　一応、担任なんだから、追いかけるなり何なりしてよ！　無む駄だに身体からだでっかくて足とか速いんだからさ！」

「そういうものか。まあ、じゃあ、委員長、あとは頼たのむ」

「はい」

　ヨハンは一つ返事で請うけ合い、軽く息をついて教室を一いち瞥べつした。さて、この糞くそ五月蠅うるさい蛆うじ虫むしどもをどう統制してくれよう。いや、焦あせることはない。まずは一人一人丹たん念ねんに弱みを握にぎってゆき、各派は閥ばつに最低一名の間かん諜ちようを作る現在の作業を継けい続ぞくすべきだろう。ヨハンは右手の人差し指で眼鏡めがねの位置を直した。この学級に秩ちつ序じよを築く。それこそ、我が義。義の道を貫つらぬくためならば、おれはいかなる汚お名めいをも恐おそれない。だが、今はまだそのときではないのだ。
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　彼女のポケットには、いつも一通の手紙が入っている。誰だれかから受けとったものではない。彼女が書いた手紙だ。

「……はあ……」

　二十匹ぴきのメリクルたちがひしめく檻おりの前でため息をついた彼女の頭を、全身ふかふかした白い毛だらけの大きな生物がぽむぽむ撫なでた。

「……ありがとう……きゅー……」

「くう」

「でも……わたしは、大だい丈じよう夫ぶだから……あ、もうそろそろ……昼休みが……」

　サフィニアときゅーは△年○組の飼育係だ。昼休みにはクラスで飼っているメリクルたちに餌えさをやらなければならない。だが、このメリクルという動物には、もともと光に過か剰じよう反応して暴れる習性がある。飼育しているうちにだいぶ太陽光にも慣れてきたが、なかにはまだまだ凶きよう暴ぼうな子もいて、今も内側からさかんに檻を叩たたいているくらいだから、よくよく用心しなければならない。

「……アドゴニー……お願いだから、もう少し、おとなしくして……今度、散歩に連れて行ってあげるから……」

「アドゥゥォォグゥォニィィィダァァ！」

「……はいはい……わかったから……」

　サフィニアはきゅーに手伝ってもらってバケツに残っていた鶏とり肉にくを檻の中に投げこみ、ふぅ、と息をついた。昼休みは残り少ない。バケツを洗って教室に戻もどらないと。そう思ったのだが、いきなりきゅーがバケツを持ってテケテケ走りだした。

「……きゅー……!?」

　サフィニアは慌あわててきゅーを追おうとして、足が止まった。心臓も止まりかけた。なぜ？　校舎裏のメリクル檻なんかに、どうして？　あの人が──でも、いる。間ま違ちがいなく、あの人だ。しかも、その手に──ぶら下げている。お弁当箱が入った、紺こん色いろの巾きん着ちやくを。

「やっぱりここにいたな、サフィニア」

「……あ……は……はい……し、し、しっしいく……がかり、なっなの、で……」

「偉えらいな。おまえ、ぜんぜんさぼらないものな」

　さぼれるわけがない。だって、学級会で飼育係を決めるとき、誰も立候補する人がいなくて、誰かを推すい薦せんする人もいなくて、なかなか決まらず、時間だけがすぎて──先生が、すごく困った顔で。たまたま、目が、あって。サフィニアは思わず手をあげてしまったのだ。クラスの皆みんなが驚おどろいていた。サフィニア自身もびっくりした。

「いいのか？」

　先生にそう訊きかれた。サフィニアはうなずいた。もううなずくしかなかった。

「……ど、どうぶつ……す、す、す、すっ好き……なので……」

　好き、というとき、ものすごく緊きん張ちようした。

「メリクルあれは、動物といえるかどうか微び妙みようだがな……」

　先生はそれからサフィニアにやさしく笑いかけてくれた。

「まあ、おまえがそう言うならやってもらうか。そうだ、きゅー、動物の扱あつかいは得意だろう。一いつ緒しよにやってやれ。がんばれよ、二人とも」

　がんばれよ、と先生が言ってくれたのだ。さぼれるわけがない。でも、どうして……？

「これ」

　先生はサフィニアに近づいてきて、巾着をぶらぶらさせて見せた。

「おまえのだろう。うまかったぞ」

　うまかった……？

　──食べてくれたの……？

　わたしが、悩なやんで思い悩んで思いあまった末に、勢いで作って持ってきてしまったお弁当。でも、直接渡わたす勇気はなくて、早朝、職員室に忍しのびこんで、先生の机の上に置いておいた。きっと、捨てられる。それでもいい。自分のぶんはちゃんとある。どのみち捨てるしかない。食べて欲しいけれど。無理だろう。そう思いながらも、一いち縷るの望みを抱いだいて。

「毒味がてらちょっとつまんでみたら、やたらとうまかったんでな。すぐわかった。前、遠足のとき、おまえの料理を食わせてもらっただろう。それで味を覚えてたみたいだ」

　覚えてた……？

　──覚えててくれた……？

　サフィニアはくらくらして、心臓がばくばくして、もう死んでしまいそうだった。とてもではないけれど、先生の顔を見ることなんてできない。見たいけれど、見られない。うつむいて、立っているだけでやっとだ。

「だが──」

　苦笑い混じりの声だった。

「くれるなら、今度は直接くれ。見ただけだと誰だれが作った弁当かわからんし、やっぱり、あやしいからな」

　先生はサフィニアの手に空の弁当箱入りの巾着を持たせた。今度？　またお弁当を作ったら、食べてくれるの……？　それは──夢のような話で。嬉うれしくて。涙なみだが出そうで。ああ。でも、先生は、もう行ってしまう。サフィニアは巾着を左手で持ったまま、右手でスカートのポケットをまさぐった。手紙だ。何度も何度も書きなおして、ぐちゃぐちゃになっては、また書きなおした。いつか、渡そうと。

「せっ、先生……！」

「む？」

　いつか、渡そうと、思って。

　でも、振ふり返った先生の顔が、太陽みたいにまぶしくて。

「……な……何でも……ない、です……」

　先生は少しの間、訝いぶかしげに片方の眉まゆをつりあげていたけれど、やがて、そうか、と呟つぶやいて行ってしまった。

　サフィニアはポケットの中の手紙を握にぎりしめながら、いつまでもその背中を見つめていた。

　手紙は、また書きなおすことになるのだろう。
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　掃そう除じも終しゆう了りようした放課後、特別教室塔とうの廊ろう下かでコンラッド・アシャーとハインツ・クルエルフォートから極ごく秘ひレポート入りのディスクを受けとったヨハン・サンライズは、短く二人の労をねぎらった。

「ご苦労。引きつづき調査報告を頼たのむ」

「はい」

　明るい色の巻き毛がやわらかそうで、いかにも人がよさそうなコンラッド・アシャーは、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せて軽い足どりで去っていった。一方のハインツ・クルエルフォートは、癖くせのある銀色の髪かみを肩かたまで伸のばし、緑色の目にどこかよこしまな輝かがやきを宿していて、美男子だがいかにも腹黒そうな印象がある。隙すきを見せれば背中を刺さされるやもしれぬ。そのような男を、だが、意のままに使ってみせることくらいできなければ、学級に秩ちつ序じよを築くことなど夢のまた夢。ハインツ・クルエルフォートは去り際ぎわに耳打ちしてきた。

「ＳＩＸ、ジェイを中心に不ふ穏おんな動きがあります。他クラスの勢力を糾きゆう合ごうし、裏番長大連合を結成しようと画策しているとの噂うわさもあるようです」

「情報の出元は」

　ハインツ・クルエルフォートはヨハンの問いには答えずに薄うす笑わらいを浮うかべ、ご用心を、とだけ告げて離はなれてゆこうとした。ヨハンは呼び止めるともなくその背中に言った。

「そういえば、君の弟だがね。最近、どうもよからぬ噂を聞く。学園側に知れれば、君の経歴にも傷がつきかねない。それとなく注意しておいたほうがいい」

　ハインツ・クルエルフォートは足を止めかけて、しかし、立ち止まらなかった。彼の弟であるミカエル・クルエルフォートが、文化祭でキャバクラまがいの飲食店を営業しようとしているらしいとの話は、文化祭実行委員のレニィ・ブランディクから聞かされた。どうやら、その店の接客要員に同じ文化祭実行委員のコロナが勧かん誘ゆうされ、つい受じゆ諾だくしそうになったところに、レニィが割って入って拒きよ絶ぜつさせたという経けい緯いらしい。ミカエルはすでに数名の接客要員を確保しているとの情報もあるから、この件については今後も調査を継けい続ぞくする必要があるだろう。いずれにせよ、そのような不道徳で不ふ遜そんな計画は必ず潰つぶす。ただし、問題を表面化させず、静かに、エレガントに叩たたきつぶす。それがおれのやり方だ。おれの義の道だ。そんなことを考えながら歩いていると、あっという間に△年○組の教室にたどりついた。

　ドアを開けようとして、思いとどまった。

　教室の中から声が聞こえる。

「──今度の日曜日なんだけど……」

　釈シヤ拿クナの声だ。

「金こん剛ごう獅し子しスタジアムでＥリーグのサッカーの試合があって。羅ラ叉サ、スポーツ好きでしょ。たまたま、偶ぐう然ぜんなんだけど、チケットが手に入ったから、それで……」

「興味がない」

　つれない返事だった。だが、教室にいるのは二人だけではないようだ。

「まぁ、そう言うなよ、羅ラ叉サ。次の日曜は部活もねぇはずだ。お前だってサッカーは嫌きらいじゃねぇだろ。体育の授業でやったときは、マジになって何人か保健室送りにしてたじゃねぇか」

　焰ホムラ、か。そして──、

「そうよ。わたしも見ていたけど、すごく強ごう引いんなドリブルで、何人も吹ふき飛ばしていたじゃない。シュートもネットを突つき破って。それに、皆みんなで行けばきっと楽しいわ。ヨハンも誘さそうつもりだし……」

　琺フオ瑠ール。

　なるほど。そういうことか。

　羅ラ叉サ、焰ホムラ、琺フオ瑠ール、釈シヤ拿クナとヨハンは幼おさ馴なな染じみというやつで、もうずいぶん長いつきあいになる。ただ、姉妹である琺フオ瑠ール、釈シヤ拿クナと、羅ラ叉サ、焰ホムラの四人は二十番地にある同じ団地に住んでいて、ヨハンだけやや家が遠い。その事実が昔から微び妙みような溝みぞを作っていると思うのは、ヨハンの考えすぎだろうか。いや、考えすぎなどではあるまい。おれはあの四人の間には入りこめない。彼らの結びつきは、それほど強いのだ。

　だが、羅ラ叉サは偏へん屈くつな男だ。正直、何を考えているのか、ヨハンにも読めない。というか、今は総合格かく闘とう部のエースとして強くなること以外、何も考えていないのではないか。

　そんな羅ラ叉サに思し慕ぼの念を抱いだいているらしい釈シヤ拿クナの気持ちは理解しがたいが、焰ホムラがその釈シヤ拿クナを実の妹のようにかわいがっていることについては、まあ、わからなくもない。釈シヤ拿クナに対しては、ヨハンでさえ甘くなりがちだ。ただ、兄気どりの焰ホムラの横で、琺フオ瑠ールが「釈シヤ拿クナの姉」としての立場を貫つらぬいている姿を眺ながめていると、ヨハンは歯がゆくてたまらない。琺フオ瑠ール。君はそれでいいのか。本当にいいのか。しかし、もしヨハンがそう問えば、おそらく琺フオ瑠ールは内心でうなずきながら、すぐさま訊きき返してくるだろう。

「いいって、何が？」

　もっとも、誰だれの発案か知らないが、彼らは致ち命めい的な間ま違ちがいを犯おかした。よりにもよって、おれの名前を出すなど。案の定、羅ラ叉サは席を立ったようだ。

「日曜は自主練をする。試合を観みに行きたいのなら、貴様らだけで行け」

「おい、待てよ、羅ラ叉サ。お前、一人じゃやりすぎるからって、自主練はコーチに禁止されてるはずだろ」

「一人でなければ問題ない。誰か探す」

「お前につきあってくれる物好きがそうそういるものかよ。だいたい、誰か相方探すなんて真ま似ね、お前にできるのか。そんなに愛あい想そよくねぇだろうが」

「何とかする」

「あ……あの……」

　無理やりしぼりだしたような釈シヤ拿クナの声だった。当然、ドアの向こうにいるヨハンには見えないが、上うわ目め遣づかいの潤うるんだ瞳ひとみで羅ラ叉サを見つめている釈シヤ拿クナの姿が目に浮かぶようだ。あの大きな目でじっと見み据すえられて何か頼たのみ事をされると、なかなか拒きよ否ひしづらい。だから羅ラ叉サは釈シヤ拿クナと目をあわせようとしない。それはある意味、賢けん明めいかもしれないが。

「──あたしじゃ……だめ？」

「……何？」

　羅ラ叉サの声が揺ゆれている。動どう揺ようしているのだ。

「だから、自主練。あたしが手伝えば、一人じゃないことになるし、わざわざ誰か探す手間だって省けるし……」

「くだらん。貴様に何の手伝いができる」

「い、いろいろ、できるよ。あたし、こう見えても、運動神経悪くないし。ね、お姉ちゃん、あたし、女子のなかでは結構動けるほうでしょう？」

　それは事実だ。今でこそおしとやかだが、幼いころの釈シヤ拿クナは男顔負けの運動能力を誇ほこっていたし、去年の体育祭でもかなり優ゆう秀しゆうな成績を収めたはずだ。琺フオ瑠ールも同意してみせた。

「え、ええ、それは、たしかに。わたしより、むしろ釈シヤ拿クナのほうが」

「そういやぁ、釈シヤ拿クナはいいパンチ持ってんだよな。たまに食くらうと、痛いてぇのなんの」

「そ、そんな……それは、焰ホムラが変なことばかり言うから……手加減はちゃんとしてるし……」

「あ、あれで手加減してるのかよ」

「してるよ！　あたりまえだよ！　手加減しなかったら、怪け我がさせちゃうもん！」

「いや、言っとくが、怪我はもうしてるからな。この前なんか顎あご外れかけたぞ。釈シヤ拿クナ、お前、とりあえずふだんはあのアッパー封ふう印いんしとけ。マジで凶きよう器きだからよ。つーわけで、羅ラ叉サ、こいつ、鍛きたえたら意外といい練習相手になるかもしれねぇぞ？」

「……勝手にしろ」

　羅ラ叉サは根負けしたようだ。

「ほんとにいいの!?」

　すかさず釈シヤ拿クナが問い返した。返事はないが、前言をひるがえすのは羅ラ叉サの流りゆう儀ぎではあるまい。そのあたりは堅かたい男だ。

　ヨハンは足音を立てずに△年○組の教室から離はなれ、遠い場所にある手洗い場で丁てい寧ねいに手を洗い、ハンカチで水気を完かん璧ぺきにふきとって、真っ白いリネンのグラスクロスで丹たん念ねんに眼鏡めがねを磨みがいた。そうしてほんの少しだけ波立っていた気持ちを落ちつけて教室へ戻もどり、後方のドアを開けたところで、立ちすくんでしまった。

　まだいたのか、と言おうとして、口をつぐんだ。それではまるで、さっき教室をのぞいて立ち去ったことを白状するようなものだ。そもそも、べつに声をかける必要はない。

　ヨハンは無言で廊ろう下か側最前列のおのれの席まで歩いてゆき、一応、机の中を探さぐって何も入っていないことを確かく認にんしてから、鞄かばんを手にとった。彼女が椅い子すから立ちあがる音がした。思わず振ふり返りそうになった。こらえた。

「ヨハン」

　とはいえ、名を呼ばれて無視するとなると、かえって奇き妙みようだろう。ヨハンは彼女のほうを見ずに答えた。

「何だ」

「今、帰るところ？」

「ああ。見ればわかると思うがね。副委員長、用がないのなら、君も早く帰宅することだ。原則として、学校行事、部活動及および生徒会、委員会活動以外で、放課後、校内にとどまることは校則で禁じられている」

「そうね。そろそろ帰るつもり」

　こころなしか、声が湿しめり気を帯びている。

　ヨハンは前方のドアを開けて、教室から出ようとしたが、どういうわけか足が進まない。

　なぜだ。

　──どうして、おれの身体からだがおれの言うことを聞かない。

「一人なのか」

　あげく、この口まで。

「──釈シヤ拿クナは……妹は一いつ緒しよではないのか」

「羅ラ叉サと帰ったわ。といっても、二人きりじゃなくて、焰ホムラと三人で、だけど」

「君一人だけ残ったわけか」

「仕事があったのよ。まとめておかないといけない資料があって。家に持ちこむのもなんでしょう」

　教室に入った折に見たかぎりでは、彼女は椅子に腰こしかけてはいたものの、机の上には何もなかったし、何らかの作業をしていたようには見受けられなかった。だいたい、ヨハンが教室の前から離れて戻ってくるまで、経過した時間は十分足らずだ。彼女は焰ホムラの背中を見送ったあと、この教室で一人、ぽつんとただ座っていたのに違ちがいない。

　一人きりで。

「委員長と副委員長が、校則に違い反はんするわけにはゆかない」

　ヨハンは右手の人差し指で眼鏡の位置を直した。振り向くことはしなかった。

「帰ろう。どうせ、君とは途と中ちゆうまで同じ方向だ」

「そうね」

　琺フオ瑠ールの声は明るかった。彼女は微笑ほほえんでいるのか。だが、目にしてしまえば、きっと欲しくなって、手を伸のばしてしまいたくなる。おのれを止めるすべがなくなる。それがわかっているから、ヨハンはあえて確かめなかった。




　　　　４




「──でも、今日は僕のせいであんなかんじになっちゃって……なんか、ごめんね」

「とんでもない！」

　ベアトリーチェはぶんぶん首を横に振ってから、うなだれた。

「わたしこそ、取り乱してしまって……生活委員としての自覚が足りないんだ」

「や、ベアトリーチェはがんばってるよ。あのクラスで生活委員とか、ホント、たいへんだと思うし」

「がんばっても成果が出ないとな……」

「焦あせらないほうがいいんじゃない？　ゆっくりでいいと思うよ。できる範はん囲いでさ」

「けど、わたしにできることは、あまりにも少なすぎて──正直、自分の力不足が情けないし……もどかしい」

　夕暮れの帰り道だった。あくまで自分に厳しいベアトリーチェに、どう声をかけるべきか。てゆうか、いくら努力してもねえ。とにかくろくでもないやつが多すぎだし、無む駄だなような気も。ただ、そう忠告しても、ベアトリーチェはあきらめようとしないだろう。だから、無力な僕は、こんなことしか言ってあげられなくて。

「たいしたことはできないけど……僕は、応おう援えんしてるからさ」

「ありがとう」

　それでもベアトリーチェは微笑んでくれた。

「おまえだけだ。そんなふうに言ってくれるのは。わたしには、ゆっ、友人が──」

　なぜか、友人、と発音するところでつっかかった。

「少ない、からな……どうしてか、わからないが」

「あー……それは、さ。僕も、一緒だし。うん。友だちいないよ。ぜんぜん」

「似た者同士か」

「そうだね。あんまりいいことじゃないかもしれないけど」

「べつに悪くはないさ。おかげで、おまえと、こうして──仲よくなれたからな」

　ベアトリーチェの顔が少しだけ赤い。夕日のせいだろうか。でも、マリアローズはなんとなく目をそむけて、かすかに足を速めた。もう少しで分かれ道だ。早くそこにたどりつきたがっている自分がイヤになる。誰だれと一緒にいても、どこか気き詰づまりな自分が恨うらめしい。だけど、難しいよ。友だちって、難しい。どうすればいいか、わからないよ。マリアローズが言い訳するように胸の内でそう呟つぶやいたときだった。

　ベアトリーチェがいきなり振ふり返って、常に携けい帯たいしている木刀の柄つかに手をかけた──って、いっつもそんな物ぶつ騒そうなもの持ち歩いてるから、友だちできないんじゃ……。

「誰だ、そこの陰かげから様子をうかがっている者！　こそこそしていないで出てこい！」

「よく気づいたな」

　建物の陰から進み出てきたのは、かなり背が高い、ひょろ長い印象の男だった。髪かみを逆立ててセットして、黒い色サン眼グラ鏡スをかけている。同じ△年○組の生徒だ。

「荊ジン王ワン……わたしたちのあとをつけて、貴様、いったいなんのつもりだ！」

「生活委員。お前の歯に用はない」

「何だと……！　──は!?」

「見事な歯並びだ」

　荊ジン王ワンは色サン眼グラ鏡スのブリッヂを右手の中指で押しあげた。黒いレンズに遮さえぎられていても、わかる。見ている。見つめている。マリアローズを。

「お前は上玉だ」

「この──変態が……！」

「あ、待って、ベアトリーチェ！」

　マリアローズは駆かけだしたベアトリーチェを制止しようとしたが、間に合わなかった。ベアトリーチェは木刀を振りかざして荊ジン王ワンに襲おそいかかっていった。その打ちこみは鋭するどかった。しかし、荊ジン王ワンは腰の後ろから抜ぬいた双ぬん節ちや棍くでやすやすと木刀を破は壊かいしつつ、ベアトリーチェに足あし払ばらいをかけた。ベアトリーチェは宙に舞まって、地面に叩たたきつけられた。

「……くぅっ……わたしの……名めい匠しようダグラス・トゥースが霊れい木ぼくから削けずりだした神刀〝月火水木〟が……」

「ベアトリーチェ……そんなすごそう（？）なもの、いったいどこで……」

「て、テレフォン・ショッピングで……送料無料税込み９８００円だったから、つい、欲しくなって……」

「それ、偽にせ物ものだよ、たぶ──ぐ……！」

　後ろから何かが迫せまってきて、口を塞ふさがれ──はしなかった。そうではなくて、ぎゅっと抱だきすくめられた。マリアローズを抱きしめた何者かは、真しん紅くの頭とう髪はつに顔を突つっこんで、くんくんくんくんにおいをかいだ。

「ああ……マリア。マリア、マリア、マリア。なんてすばらしい。もう、かぐわしいなんてものじゃないネ。胸が一いつ杯ぱいだ。破は裂れつしそうだヨ、マイ・スウィーテスト」

「ちょっ──って、アジアン!?　なんできみが……てゆうか、放せ！　ばか変態鬼き畜ちく卑ひ劣れつ悪漢極ごく悪あく非道最低最悪凶きよう悪あく助平！　放せ放せ放せってば……！」

「そんなふうに嫌いやがってみせるのは、いかにも恥はずかしがりのキミらしい愛情表現だよネ。わかっているサ。キミのことなら全部。でも──と！」

　不意に、変態鬼畜野や郎ろうがマリアローズをきつく抱きしめたまま飛びすさった。荊ジン王ワンが双節棍を振りまわしながら、距きよ離りをつめてきたのだ。

「危ないじゃないか！　マリアにあたったらどうするつもりだヨ……！」

「そいつにはあてない。お前は安心して死ね」

「ハッ！　マリアと結けつ婚こんするまでは死ねないネ！」

「だ、だだだだだ誰がきみなんかと結婚するもんか！」

「そうだネ。べつに制度的なモノにこだわる必要はない。愛さえあれば！」

「ないから！　その愛ってのが、そもそも！」

「照れなくていいんだヨ、マリア？」

「照れてないし、こんなこと喋しやべってる場合じゃないし、きてるって、ほら！」

「フッ、無む駄だなことを……！」

　アジアンはマリアローズを抱かかえなおしてお姫ひめ様だっこに持ちこみ、荊ジン王ワンが立てつづけに繰くりだしてくる双節棍をヒョイヒョイよけた。すごい身のこなしだが、さっさと下ろして欲しい。てゆうか、下ろせ。そうは思うのだが、荊ジン王ワンはしつこく追つい撃げきしてくるし、両手が塞がっているアジアンはさすがに防戦一方だし、さすがに今、暴れるわけにもゆかない。マリアローズはじっとしているしかないのだが、なんだか変だ。

「──きみ、本気で逃にげてなくない……？」

「フフッ。誤解だヨ。このままこうしていればずっと永遠にキミをお姫様だっこしていられるなんてこと、ボクは決して考えてやしないサ。本当だヨ？」

「噓うそだ！　絶対、噓だ！」

「ボクがキミに噓をつくはずが──ハッ、後ろだと……!?」

　アジアンは横に大きく跳ちよう躍やくした。背後から殺気が迫せまってきたのだ。

「──ラアアァァァァァァ……ッ！」

　ドオオンと大きな音がして、アスファルトの破は片へんが飛び散った。

　うあー。もうやだ。馬ば鹿かだ。

　さらに馬鹿がきた。

　馬鹿ばっかりだ。

「キャハハハハッ！　ジン！　ナーンカ激おもろそーなことやっちゃってンなァ！　オレも入れろよ！　ダメッつっても勝手にやッけどなァ！　キャハハハハハ……！」

　そいつはかなり小こ柄がらだった。同級生だった。飛フエ燕イヤン。天性のバトル馬鹿だ。やつの登場にはアジアンも舌打ちをした。荊ジン王ワンもなぜか迷めい惑わくそうに小さくため息をついたが、いかにもしょうがなさそうに、好きにしろ、と答えた。ベアトリーチェがようやく起きあがり、すぐそばまで歩いてきて、これで数の上では三対二だが──実質、二対一だ。マリアローズと、木刀を失ったベアトリーチェは戦力にならないだろう。

「アジアン」

　ベアトリーチェが荊ジン王ワンと飛フエ燕イヤンを睨にらみつけながら言った。

「お前には生活委員として言いたいことが山ほどあるが、今は不問に付してやる。とりあえず、やつらを追い払はらえ。マリアローズは……命を懸かけて、わたしが守る」

「これくらいボク一人でどうとでもなるヨ」

「いいからマリアローズを下ろせ！」

「イ・ヤ・だ」

「下・ろ・せ！」

「あのう……」

「なんでボクがキミなんかの言うことを聞かなきゃならない？　冗じよう談だんじゃないネ」

「う、うるさい！　お前は存在自体がよこしまなんだ！　マリアローズの、ゆ、友人として、わたしは！」

「あのー」

「ヨコシマ？　ヨコシマだって？　ふざけてもらっては困るヨ。ボクは身も心も清らかな聖なる愛以上の愛にあふれている。もちろんこれはマリアへの愛だ。マリア、マリア、マリアだけに捧ささげる愛。極ラヴ限・マ愛ツクス。まあ、お子様度二百パーセントのキミにはわからないかな？」

「ば、馬鹿にするな！　あ、愛くらい、わたしにだって……！」

「わかるのかい？　それなら証しよう拠こを──」

「だから、当事者を無視するなっての！」「あぐっ」

　マリアローズはアジアンの顎あごに頭ず突つきをヒットさせ、やつが怯ひるんだ隙すきに腕うでから抜ぬけだして自分の足で地面に立った。ベアトリーチェはちょっと申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「すまない、お前を無視しようとか、そういうつもりはなかったんだけど……」

「や、主に僕の意思を無視してたのはこの鬼き畜ちく外道変態魔ま王おうだから。気にしなくていいよ」

「そ、そうか」

「フッ。ボクはキミの胸の奥底に隠かくされた真実の思いを掘ほりだしてそれに叶かなう行動をとっているだけなんだけどネ？」

「そんなアホなことぬかしてる暇ひまがあるなら、いっぺん死ねば？」

「キミを残しては死ねないヨ、マリア。ボクには愛の騎き士しとしての使命がある。キミを守らなければ」

　アジアンはマリアローズとベアトリーチェを守るように前に出た。荊ジン王ワンと飛フエ燕イヤンが前後から三人を挟はさむ形で距きよ離りを縮めてきたのだ。いや、それだけではなかった。荊ジン王ワンがピーッと指笛を鳴らすと、そこらじゅうから出てくるわ、出てくるわ。ぞろぞろとわいてきた。皆みんな、制服をだらしなく着き崩くずしていて、一目で不良生徒とわかる。

「フッ。キミらだけではボクに勝てそうもないと踏ふんで物量作戦かい？」

「何とでも言え。極ごく上じようの歯のためにより確実な手段を選ぶのが俺のやり方だ」

「でもよォジン、こんな雑ざ魚こどもいらねーッてジッサイ。つっまんねーよォ」

「だったらお前は帰れ」

「帰ッかよボケェ、帰らねーッつの」

「──いずれにせよ、浅はかとしか言いようがないネ。雑魚は百万匹びき集まっても雑魚だ。マリアには指一本ふれさせないヨ」

　アジアンはそう言うものの、不良生徒たちは十人や二十人ではきかない。五十人ほどもいる。見事なまでに多勢に無勢だ。やつらが徐じよ々じよに近づいてくる。いくらアジアンでも、これじゃあ。だいたい、こいつに頼たよらなきゃならないってシチュエーションがやだし。そんなことを考えている間にも、包囲の輪は狭せばまってきているし。こうなったら、しょうがないか。もう、あれを使うしか──と、マリアローズは襟えりぐりに手を突つっこんで首にかけていたチェーンを引っぱりだし、ペンダントヘッドを口にあてた。そして、思いっきり吹ふいた。

　ぴょろろろろろ～ぴょろろろろ～。

　彼は、すぐにやってきてくれた。

「うわ！」「ぐへ！」「ごあ！」「どば！」「ぼんばへっ！」

　不良生徒たちが崩くずれ立った。笛の音によって呼びだされた彼が、不良生徒たちを次々とぶっ倒たおしているのだ。

「おお……！」

　ベアトリーチェが彼を指さして叫さけんだ。

「あれは──あれは、我がクラスの……！」

　そう。

　試プロ作トタ型イプ超ちよう絶ぜつ戦せん闘とうサイボーグ──、

　沈黙サイレの暗ント・殺者キラー〝瑠ピン璃パ繁ー縷ネ号ル〟。

「そのまま敵を蹴け散ちらしちゃって、〝瑠ピン璃パ繁ー縷ネ号ル〟！」

「はイ」

〝瑠ピン璃パ繁ー縷ネ号ル〟は短く返事をしながらも、不良生徒たちを右に左にと殴なぐって蹴けって吹っ飛ばしている。これで不良生徒たちは完全に浮うき足立った。

「──ウォッ、スゲェ鬼おにスゲェ！　キャハハハハ！」

　そんななかで、飛フエ燕イヤンは嬉き々きとして〝瑠ピン璃パ繁ー縷ネ号ル〟に飛びかかってゆこうとしたが、その前に味方のはずの不良生徒たちをガンガン蹴っ飛ばしている。

「邪じや魔まくせェどけ！　死ねッ！」

　馬ば鹿かだ。やっぱり馬鹿だ。もはや、当初の目的を見失っていないのは、ただ一人──、

「歯ァァァァァァッ……！」

　荊ジン王ワンだ。マリアローズめがけて猛もう突とつ進しんしてくる荊ジン王ワンの行く手に、アジアンが立ちふさがった。

「歯、歯、歯！　キミの愛は狭せますぎて話にならないネ！　愛とは全体的なものだ！　ボクはマリアのすべてを愛している……！」

「愛は語るものじゃない、歯を抜ぬくものだ！」

「独自色が強すぎて理解不能だヨ！」

「理解など求めない！」

「一方的で押しつけがましい愛は迷めい惑わくでしかないことを知るがいいサ！」

「……や、それ、きみにも見事にあてはまってるから」

　マリアローズはそんなことを呟つぶやいてみたりしたが、呆あきれている場合ではなかった。

「──Ｋｕ・Ｋｕｋｕｋｕ……」

　この気色の悪い笑い声は。

「Ｈｉ・Ｈｙａｈａｈａｈａ！　何やら騒さわがしいと思ってきてみたら、アァァァジアァンはじめ我がクラッスメイトの諸君じゃないか。なんだかおもしろそうなことをやっているねえ。ンンン？　我わが輩はいも交ぜろよ。その楽しげなダァァンスにＹＹ！　Ｇｙａｈａ！」

「……ＳＩＸに、ジェイ……」

　ベアトリーチェの顔がゆがんだ。生活委員の彼女にとって、裏番長ＳＩＸとその右みぎ腕うでジェイは天敵といってもいい。学校には滅めつ多たにこないくせに、よりにもよって、なんでこんなときにだけ。

「ノンノンノォーン」

　ＳＩＸは指を左右に振ふった。

「事情があってねえ。期間限定で改名することにしたんだよ。というわけで、我輩はＳＩＸ改め！　ハァァァンドレーッドッ！　さあ、遊ぼうかァ？　激しく！　モア激しく！　美しく！　レッツプレェェイセクスィプレェェイＹｅａｈ！　Ｇｙａ・ＨａＨａＨａＨａＨａａａｈ！　行くぞ、ジェェイ！」

「はい、我マがイ裏・番ロー長ド」

　ジェイがどこからか釘くぎ型の暗器をとりだし、ＳＩＸ改めハンドレッドは変形制服を脱ぬいで裸はだかになろうとした。どうして脱ぐわけ……!?　だが、その途と中ちゆうだった。正確にいえば、上着を脱ぎ捨てたＳＩＸ改めハンドレッドがベルトを外して今まさにズボンを下ろそうとした、そのとき──ものすごい勢いで駆かけてきた小さな人ひと影かげが、何か棒状のものを鋭するどくかわいらしい気合いとともに突きだした。それは命中した。

「──Ｆｕ・Ｇｏ……！」

　ＳＩＸ改めハンドレッドの尻しりに。

　小さな人影は間かん髪はつを入れずに「破ぁっ！」とジェイの両足を払はらって転てん倒とうさせ、さらに近くにいた不良学生を「汰たぁぁぁっ！」と三、四人一いつ緒しよに薙なぎ払ってから、四つん這ばいの姿勢で苦しみ悶もだえているＳＩＸ改めハンドレッドの尻にもう一発きついのをぶちこんだ。「やあっ！」

「──Ｍｕ・Ｈｏ！　む、むしろ、Ｅィィィィィィ～……」

　そのとき、マリアローズは見た。彼女が手に持っているもの、それは──ほうきだ。学校などで床ゆか掃そう除じに使う、柄えの長い、自在ほうきというやつだ。

　その自在ほうきでＳＩＸ改めハンドレッドにとどめを刺さしてからも、彼女は止まらなかった。全開だった。彼女は不良生徒たちを薙ぎ倒たおしつつ、荊ジン王ワンとアジアンの間に割って入って二人を引き離はなし、流れるような動作で飛フエ燕イヤンの後頭部にポカリと一いち撃げき見み舞まったあと、〝瑠ピン璃パ繁ー縷ネ号ル〟の背中にあるスイッチを押して電源を切った。目にもとまらぬ早はや業わざでそれだけのことを成し遂とげた彼女は、マリアローズとベアトリーチェに近づいてきて、心配そうに眉まゆをひそめた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

「……あ、ああ、平気だ」とベアトリーチェ。

「う、うん」マリアローズもうなずいた。

「しょう。しょれならいいけど」

　同じ△年○組のユリカ・白雪は、見る者の目を眩くらませるような愛らしい微笑ほほえみを浮かべてみせた。だが、その灰色がかった青い瞳ひとみに一いつ瞬しゆんよぎったどこか悲痛な輝かがやきを、マリアローズは見み逃のがさなかった。

「ユリカ……」

「悪・即しよく・斬じやん」

　ユリカはかすかに首を振って、

「──しょれだけよ」

　それだけ言い残し、背中を向けて行ってしまった。

　マリアローズは、悶もん絶ぜつしているＳＩＸ改めハンドレッドや、それを介かい抱ほうしているジェイや、だらしなくのびている不良生徒たち、それから、夕ゆう陽ひに向かって歩いてゆく小さな後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめているアジアン、飛フエ燕イヤン、荊ジン王ワン、ついでに機能停止している〝瑠ピン璃パ繁ー縷ネ号ル〟を見まわした。裏薔ば薇ら学園で隠いん然ぜんたる勢力を持っている裏番長ＳＩＸ改めハンドレッドを、ユリカがやっつけた。これはきっと、たいへんなことになる──ような気が、なんとなくする。少なくとも、面めん目ぼく丸まる潰つぶれのＳＩＸ改めハンドレッドは、裏番長としてこのままやられっぱなしではいられないだろうから、何か仕し掛かけてくるだろう。そうしたら、おそらくうちの陰いん険けん委員長も黙だまってはいないはずだ。荒あれる。嵐あらしがくる。学園戦国時代が訪おとずれる──かもしれない。

「──てゆうか」

　ユリカ、なんでほうきなんか持って歩いてるんだろ……。
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　フランツはライフルの重みを、彼自身が生まれた意味を手に、考える。

　何がために、自分たちは戦い。

　そして、命を何に使うのだろうと。

　彼はまだその問いに答えられない。呼び声に導かれ、死地へ飛び込んだ仲間たちを、見送り続けただけだ。

　草笛に唇くちびるを寄せ、音を鳴らす。樹海に切り開かれた集落コロニーは攻こう撃げきに備えて忙いそがしい。低い響ひびきが騒さわがしい訓練の声で打ち消される。

「ヒヨッコども、小便ちびっても足は止めるな!!」

　訓練教官のミューラーが、地面に実じつ弾だんで土しぶきを上げさせた。泥どろまみれで走る学童兵たちが、昼食前の最後の踏ふん張りどころと、歯を食いしばっていた。

　集落コロニーは、アズテク連れん邦ぽうの衛星監かん視し網もうで常に見張られている。ここだけではない。監視から逃のがれているものは、この惑わく星せいエリオの地上に一つもない。明日は、ここが戦場になる可能性もあるのだ。

　強い風が吹ふいた。

　赤い、毛糸の帽ぼう子しが転がってきた。

　帽子を落としたのは少女で、丸まる刈がりの頭にまだ手術痕こんを残していた。

　フランツは足元に落ちていたそれを拾うと、土ぼこりをはたいてやった。尻しりもちをついたまま、少女が泣き始めた。

「……まいったな」

　彼が困り切っていると、アンネがやって来て、白い手で少女に帽子をかぶらせた。

「ほら、顔を上げて。あなたが最初に受けた訓練は、自分の足で立って、歩くことでしょ」

　集落コロニーの指揮官候補でもある彼女は、学童兵にも人望が厚い。

「……は、はい！　リディア・ロッツ初年兵、歩きます！」

　少女はしばし、アンネの、きれいなウェーブのかかった栗くり色いろの髪かみに見とれていた。やわらかな頰ほおを染め、少女が立ち上がって気をつけする。そして、また泣きそうな顔を向けてきた。

「わたしは、どこへ歩けばいいのでしょうか……」

　不安げなその目は、まるで赤ん坊ぼうだ。

「フランツ、どこへ行かせればいいの？」

「初年兵の担当は、シャロンだよ」

　アンネがため息をつく。意志の強さが一目でバレる太い眉まゆも、への字になった。

「……それじゃ、シャロンは？」

　フランツも、今日は彼女を見ていない。集落コロニーは狭せまい上に見晴らしがいい。誰だれかのテントにシケこんでるのでなければ、答えは一つだ。

「森に出てるかもな」

「いくらなんでも、それはないでしょ」

　アンネが断言する。そのくらい危険な場所なのだ。

　──五七年前、アズテク連邦がやって来るまで、全土に広がる森林は豊かな恵めぐみの象しよう徴ちようだった。

　八〇〇年も昔の契けい約やくを盾たてに、大国アズテクが、強ごう引いんに大規模な資源採さい掘くつを開始したのだ。惑テ星ラ改フオ造ーマ者ーだった先祖の造り上げた自然が破は壊かいされようとしたとき、全人口の九〇％を占しめる開かい拓たく者しやたちは蜂ほう起きした。

　彼らは首都へ迫せまり、開国派はアズテク連邦に助けを求める。そして、大国の軍事介かい入にゆうにより、エリオ軍は壊かい滅めつ。飛行場・生産拠きよ点てん・基地・幹線道路をすべて失った人々は森へ逃にげ、フランツのようなゲリラとなったのだ。

「じゃあ、この真っ昼間から、テントの中か」

　ひとつひとつ覗のぞくのはうんざりだが、それでも捜そう索さく隊を出すよりはマシだ。彼らを追い立てるため、樹海には、連邦が放った機械兵が徘はい徊かいしているのだ。

「リディア・ロッツ初年兵、テントに入ります！」

　少女兵が、手近なテントの垂れ幕を上げる。と、同時に、怒ど鳴なり声で出で迎むかえられ、下着を投げつけられた。

「……怒おこられました。サー」

　アンネが、ため息をつきながら、少女の頭から派手な布きれを取って、テントへ投げ入れた。

「リディア！　どこへ行ってたの？」

　血相変えて走ってきたのは、シャロンではなく、小こ柄がらな三年度の学童兵だった。

「帽子のおねえちゃん！」

　やってきた彼女を、リディアが笑え顔がおで出迎える。

　集落コロニーには、生まれたばかりの少女へ、先せん輩ぱいが色いろ鮮あざやかな帽子をやる伝統がある。髪の毛が伸のびるまで、初年兵の女の子はたいてい、頭を隠かくすため帽子をかぶって離はなさない。

「サー。この人が、わたしに帽子をくれた、おねえちゃんです」

　本当にうれしそうに、リディアがフランツたちを見上げた。

　右も左も分からない初年兵になつかれて、日焼けで火照ほてった少女兵の顔が、もっと赤くなった。今はボブカットの毛先を気にしている彼女も、以前は帽子を目ま深ぶかにかぶっていたのだ。

「すみません。この子、階級章もなんだか分かってないみたいで……」

　集落には、軍事集団としての機能があるから、階級がある。生まれてから八年間は学童兵であり、生後何年目かが階級章に刻まれている。この教育期間を生き残って、はじめてフランツたちのような正式な兵になるのだ。

「いいの。初年の間は、みんなそうなんだから」

　フランツもアンネも、敬礼されるのが苦手だ。

　ぺこりと一礼すると、後こう輩はいの手を引いて少女兵が去っていく。

「君も、帽子はとってる？」

「やめてよ。あんまり思い出したくないんだから」

　アンネは艶つややかな髪に、指で触ふれた。

「補ほ充じゆう計画だとこの集落の今年の増員は一四人だって。何人生き残るかは、私たちにかかってるんだよね……」

　フランツたちは顔を見合わせた。

「頼たよりにしてるよ、指コマ揮ンダ官ー」

「わたしは、司令部詰づめだから……。大変なのは、前線だよ」

　ゲリラが戦場で失った人員を、工場生産して補充するようになり五〇年が経たつ。人間は要求数だけ作られ、肉体年ねん齢れいにして一五歳までわずか二ヶ月で急速成長させられる。足りない知識経験は、擬ぎ似じ神経を脳に埋うめ込んで補う、即そく席せき兵士として。

　アズテクでは、フランツたちのようなゲリラ兵を『ハンバーガー・ソルジャー』と呼んでいるらしい。注文すればすぐできあがる、安い命。

「ねえ、あれ見て」

　アンネが指さした方へ目を向ける。

　訓練の昼休みなのだろう。日ひ陰かげのドラム缶かんに腰こし掛かけて、ひとりの少年兵が穏おだやかにまぶたを閉じていた。

　その脇わきでは同じく、目をつぶった少年が、風に合わせて体を揺ゆらしていた。

　ふたりの首の差込口ジヤツクには記き憶おく中ちゆう継けいタップが刺ささっていた。擬似神経の制せい御ぎよシステムに、新兵器の扱あつかい方などデータを追記するとき使われるものだ。

　少年が、自分のタップを引き抜ぬいて、友達に投げ渡わたした。

「変わらないな、こういうのは」

　フランツたちも、やった遊びだ。

　受け取った方は自分の差込口ジヤツクに中継タップを差し込み、そこの余よじ剰ようメモリにメッセージを吹ふき込む。そして、また相手へ放ほうり返す。誰にも盗ぬすみ聞きされない、記憶のキャッチボール。少年たちはときどき、肩かたを震ふるわせて笑っていた。

「がんばらなきゃね」

　彼女の指が、フランツの手にからんだ。

　誰だれもが初めは、身の回りにあふれる悲ひ惨さんさを、知識でしか知らない。あの中継タップの吹き込み機能は普ふ通つう、兵士が遺ゆい言ごんをのこすため使うものなのだ。

「……そうだな」

　フランツは、この少年兵や帽ぼう子しの彼女たちを、せめて、長く生きさせてやりたいと思う。それが幸せかどうかは、分からないのだけれど。

「そういえば、サツキの娘むすめのエリカちゃん、受じゆ精せい卵らんを預けてきたって」

「早いな。工場から出て二年だろ」

　彼は、母親ゆずりの黒くろ髪かみをした少女を思い出す。若いゲリラ兵は急ぎ足で生きる。育てられるかを考えず、親になる者も多い。

「サツキも、一〇歳でおばあちゃんって呼ばれるのはイヤだって、わめいてた」

「冷静に見えて、変わってないよ。あれで、母親どころか、今度はおばあちゃんだからな」

「生まれてから、粉パ末ウ糧ダ食ーを水で溶とかすより複雑な料理、したことないって言ってたし。エリカの独立が早くても、仕方ないかもね」

「アンネだって、人のことは言えないだろ。子どもに似られたら、散らかす速度が二倍になるんじゃないか？」

　彼女の住居テントは、コンピュータ端たん末まつの故障が心配になるくらい、ひどい。

「もう……。わたし、そろそろ帰るよ。仕事がたまってるから」

　アンネはコロニー司令部の方に行ってしまった。彼女は最近、子どもの話をしかけては、フランツから逃にげてしまう。

　ため息をついた彼の、肩を叩たたく者があった。

　振ふり向くと、同期の悪友ミューラーが、にやにやしていた。

「分隊長。未来の指コマ揮ンダ官ーと何の相談だ？」

「……見てたなら、わざわざ聞くな」

「今さら、照れるもんでもないだろうに」

　ミューラーの投げた煙草たばこに火をつけると、フランツは分隊長の顔に戻もどった。

「訓練は？」

「今年の八年次はダメだ。前線に出たら、初回で挽肉ミンチだな」

　八年の教育を終えて正式配属され、フランツもミューラーも、まだ二年にしかならない。そんな年代が主力になってしまうほど、今の集落コロニーは人材の層が薄うすい。

「前線なんて、そんなものだろ」

「やさぐれちゃって、かわいいねえ」

「おまえも帰れ！」
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　西にし隣どなりの集落コロニーが、アズテクの機械兵の攻こう撃げきを受けていると聞いたのは、夕刻だった。

　日の入り直前を狙ねらって襲おそってきて、戦せん況きようは劣れつ勢せいらしい。

　敵戦力は最低でも三機の機械兵と、五機以上の飛ひ翔しよう体だという。対するセレンガティ第六コロニーの戦力は、学童兵を入れて四三〇人。おそらく、夜明けまでは保もたないだろう。これから援えん軍ぐんを出しても間に合わない。地の利のない場所へ駆かけつけても、死体の数を増やすだけだとわかりきっていた。

　追撃不能なもの以外の生存者をすべて処理した後、機械兵は昼前に、フランツたちのエリアへ入るはずだ。

「呼集まで、各自待機とする」

　彼の父であるヘルゼン指揮官が短い指示を出し、集落コロニーの防衛コンディションは２に上がった。

　集落コロニーのそこかしこで、二人連れが語り合っている。

　恐きよう怖ふを押し殺すため、戦せん闘とう直前はいつも、祭りの前のように陽気になる。

　アンネは今ごろ司令部で、戦闘のプランを立てているだろう。方針が固まり、呼集がかかるまで、おそらく四時間ほどある。

　フランツはそぞろ歩きしながら、どこかの馬ば鹿か騒さわぎに参加しようかと考え、結局ベッドを選んだ。

　横になったとき、黒い森の向こう側で、遠く爆ばく発はつ音が響ひびいた。脂あぶ汗らあせが、にじんだ。

　毛布を引っ張り上げて、何も考えないようにと心の中で唱えながら、目を閉じた。




　──外に出たのは、たぶん暑かったからだ。

　集落コロニーが、燃えていた。

　怒ど号ごうが飛び交かっていた。

　フランツは、呆ぼう然ぜんと、それを見ていた。

　そして、機械兵がいた。

　いつものように、銃じゆうを撃うって、人間を挽肉ミンチにしていた。

　応戦する兵士の中に、フランツは、遺伝上の母の姿を見た気がした。あり得ない。彼に生きる痛みを教えたのは、生まれて初めて見た、あの死体なのだ。

　テントを、機械兵が機き関かん砲ほうで引き裂さいた。ぺしゃんこになった布地の下から、赤黒い液体がにじんだ。入り口の垂れ幕に落書きがある。それは、フランツが生まれて四年間、コロニー指揮官である父と過ごした住居テントだった。

　訓練不足で脳内に書き込まれた戦闘技術を活用しきれない初年兵たちを、機械兵が射的の的のように倒たおしてゆく。帽ぼう子しをかぶったままの坊ぼう主ず頭あたまを、丁てい寧ねいに、一発ずつ撃って止とどめを刺さす。

　まるで、悪あく趣しゆ味みな記き憶おくの大行進パレードだ。とっくに殺されたはずの人間が、視界に現れては、また死体になって倒れる。

　守らなければ、大切なものは全すべて失われる。分かっているのに、彼は動けなかった。

　何かがおかしいと思った。フランツは、彼に答えを教えてくれそうな人間を捜さがし、アンネを見つけた。

　彼女はいつも通り、彼を見つけると少しうつむいて、笑った。ここは、戦場なのに。

　銃じゆう声せいが響いた。

　アンネの体は、跳はね上がり、膝ひざから崩くずれ落ちた。まるで、操あやつり糸の切れた人形のようだ。

　フランツの世界から、音が消えた。

　たったひとつだけ、脈打っているものがあった。彼自身の心臓だった。足が、動かなかった。

　ようやく、失ったものの大きさを、心が理解し始めた。

　低い場所にある滝たき壺つぼへと川の水が落ちるように、暗く望みのないその一点へ、砕くだけた心が吸い込まれていく。

　その恐怖から這はい上がろうと、必死でもがいた。のどから、呻うめきが漏もれる。もっと大きな声を出せと、フランツに残った『生きる意志』がせき立てる。声が、悲鳴に変わる。

　──そして、フランツは目を覚ました。

　脂汗の浮うかんだ顔を覆おおって、知った。フランツは、泣いていた。

「……アンネ」

　暗い幻まぼろしから逃にげ出して、フランツが戻もどって来たのは、孤こ独どくな寝ね床どこだった。

　テントの垂れ幕から見える夜は、もう静まり返っていた。

　あの光景は、今ごろ、隣となりのコロニーで繰くり広げられている現実そのものだ。そう思うと、震ふるえが止まらなかった。

　機械兵さえいなければ、彼らには、もっと違ちがう生き方があった。

　先せん輩ぱい兵士や友達の最さい期ごを、フランツの目はこの一〇年で、イヤと言うほど焼き付けてきた。もっと勉強したいと夢を語ったシャーロッタは、煮に崩くずれた角切り肉みたいにとろけて死んだ。戦いが早く終わればいいと、一いつ緒しよに釣つり糸を川に垂れたテイラーは、榴りゆう弾だんで体を一四分割されて吹ふっ飛んだ。

　ただ、機械兵だけが現実だった。近しい人が何百人も、肉の壁かべとして戦場に投入され、壊こわれたオモチャのように死んだ。

　人生の終わりとはつまり、撃たれることだ。人間についてフランツが知っているのは、それだけだ。明日、彼らが負けたら、すべてが踏ふみ散らされる。悪夢は、現実になるのだ。

　目を閉じると、またアンネの死に顔が浮かんだ。

　夢を見るのが怖こわくて、暗い天てん井じようを虚うつろにながめた。

　疲つかれ切って意識が途と切ぎれるまで、ずっとそうしていた。
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　肩かたを揺ゆすられて、目を開けるとアンネがいた。

「起きた？　ねぼすけ」

　鳥のさえずりが、夜明けを告げていた。テントの中は、薄うす暗ぐらかった。

「もう、時間か……」

　今日のアンネはめずらしく、化け粧しようをしていた。

　冴さえた空気はきっと心ここ地ちよいだろうから、汗あせくさい毛布をはだけた。

　大きく、息を吸い込む。

「おはよう、フランツ」

　昨晩の夢が、まだ胸に重いしこりを残していた。アンネの方へ伸のばしたフランツの手が、ひんやりした指の感かん触しよくに捕つかまった。

「お・は・よ・う！」

「……おはよう」

　仕方なく、手て探さぐりで身み支じ度たくを整える。

「忙いそがしいのに、こんなところにいていいのか？」

「うん。ちょっと、……なんとなく」

　振ふり返ると目が合って、勢いをつけるようにアンネが大きく息を吸った。

「……絶対、帰って来てよ」

「好きこのんで、死ぬわけないだろ」

　フランツの軽口が、触ふれたら弾はじけそうな緊きん張ちよう感かんの中で、凍こおった。

　学童兵の頃ころ、約束をするときしていたように、アンネが小指を差し出していた。

「この化粧品、泣いたら崩れちゃって、恥はずかしいんだから……。私に恥はじかかせないでよね」

「アンネ？」

「約束して」

　小指が、からみ合う。弱音を吐はいたことのない彼女が、震えていた。

「……今回は、やばいのか？」

　アンネが、ぎこちなくうなずいた。フランツは、彼女の化粧が、半分は顔色を隠かくすためだと知った。

「ほとんど無傷のＵＸ－51と、ＬＧ－Ａ４が一機。飛ひ翔しよう体が最低五機残ってる。セレンガティは、たぶん全ぜん滅めつだと思う」

　ＵＸ－51型は、ゲリラがまだ有効な対処法も見つけていない最新型だ。現在算出されているゲリラ兵との損害比は、一機に対して四〇〇人。つまりコロニーの全戦力三二一人を振り向けても、まだ分が悪い。

「……ごめん。出しゆつ撃げき前に、嫌いやなこと話して」

「嫌な話じゃない。……これが、俺たちの現実だよ」

　二人とも、うつむいてしまった。

　もしも、彼らがゲリラに生まれていなかったら？　この意味のない仮定を何度でもくり返してしまう。

　アズテク連れん邦ぽうも、ゲリラたちに降こう伏ふくを呼びかけている。『戦力の差は明らかなのだから、しかるべき条件で講和への道を探るべきだ』と。だが、それは裏を返せば、『力で劣おとる者は、強者の言葉に従え』ということだ。だから、ゲリラは戦いを止やめない。命を捨てても、捨ててはならない誇ほこりがあると主張して。

　彼にも、勇ましい言葉で人間を戦場に叩たたき込む論理の薄うすっぺらさは理解できる。だが、フランツは集落コロニーの外の世界を知らない。いつか迎むかえるなら親しい皆みんなのたどった死がいいから、彼はゲリラの生を全まつとうする。

「フランツ、寝ねぐせついてる」

　アンネが、明るい口調を装よそおって言った。

「これでいいんだ。こんなときカッコつけても仕方ないよ」

　いつも通りにしていた方が、いつも通り戻って来られるような気がした。

「こんなときだから、分隊長がだらしないと、士気に響ひびくでしょ」

　勝手知ったる彼女が、放ほうり出してあった無む臭しゆうのジェルを、てのひらで薄くのばす。

「ほら、こっち向いて」

　優やさしく、手ぐしで、フランツの髪かみをなでつける。アンネが微笑ほほえんでいるから、文句も言えなかった。

「そうだ。ひげも剃そらないと。不ぶ精しようひげ、すごいよ」

　自分でやるからと、彼女を制止して、フランツはシェーバーを手に取る。アンネがスタンド式の鏡を持っていてくれた。

　フランツのくすんだ金きん髪ぱつは、オールバックになっていた。

　何も言えず、ふたりは向かい合っていた。シェーバーが体毛を刈かり込む、ジジジという音だけが、リズミカルに響いていた。

　心地よく温かい沈ちん黙もく。

　触れて壊こわれるのが怖こわくて、つるつるに顎あごを剃り終えても、まだシェーバーで輪りん郭かくをなぞっていた。

「うん。……格好よくなった」

　学童兵の頃から変わらない、満足げな表情。

　これで最後かもしれないから、彼女を抱だきしめた。

「帰って来る」

「信じてる」

　名残なごりを振り切るように、アンネは身を離はなした。

「それじゃ、また夕方ね」

　彼女が行ってしまっても、柑かん橘きつ系の香こう水すいの匂においは、鼻先にまだ残っていた。

「また、夕方か……」

　胸の奥で、何度も繰くり返す。その言葉が現実になるよう祈いのる。フランツたちは死ぬために行くのではない。生き延びるため、あの殺人機械どもをぶっ壊すのだ。




　外に出ると、日の出の空は明るく、色いろ褪あせていた。

　そぐそばのテントの、垂れ幕を上げた学童兵と目があった。遅おくれて、制服を着き崩くずしたシャロンが現れる。

「ペナルティであれだけ配給点数を減らされて、まだ懲こりないか？」

　昨日、シャロンは、夕方のミーティングで吊つるし上げを食くらったのだ。同時に、襲しゆう撃げき報告が入ったのが、間が悪かった。

「ああ、やだやだ。こんなちっぽけな集落コロニーで、幸せそうにさ。あんたも、あの澄まし屋アンネも、見ててイライラするんだよ！」

　地面につばを吐いて、シャロンが土を蹴けりかぶせる。

「まわりをどうこう言う前に、信しん頼らいできるところを見せろよ。おまえ、前線でも浮ういてるぞ」

「はっ。あたしは次から、後列に配はい置ち換がえさ」

　彼女の、深しん紅くの唇くちびるが、よこしまに吊つり上がる。

「頑がん張ばって生き延びな。いつか、あんたも後ろから機コール械ドヘ頭ツドと一いつ緒しよに、吹ふっ飛ばしてやるからさ」

　ゲリラといえど、生身の人間の集団だ。そりの合わない者もいる。

「分隊長！　フランツ分隊、全員集合しました」

　狙そ撃げき手しゆのナインハルトが、彼に報告した。見ると、副長のミューラーが、整列した分隊の前で、何かジェスチャアをしていた。九人が、どっと笑った。

「何でしょう、分隊長？」

「……どうせロクな話じゃない」

　聞かなくても分かる。フランツとアンネの観察日記は、ミューラーの持ちネタだ。

「気を抜ぬくなよ！　副長のバカ話の続きが聞きたかったら、夕方まで生き残れ」

　アイアイサー！　と、分隊全員が合唱した。




　暗く足場の悪い森の、斜しや面めんを歩く。

　ビームのように木こ漏もれ日が、森の天てん蓋がいを貫つらぬいていた。

　五メートル間かん隔かくで列を組む隊員の誰だれの顔にも、常緑樹の影かげが落ちて、まだらになっている。

　小さな澄すんだ破は裂れつ音が響いた。雲さえない高空に、薄うす赤あか色をした巨きよ大だいな半球型の映像が投とう影えいされる。半径五キロの範はん囲いを、衛星の監かん視しからこの射うち上げ式の投影機が三時間だけ解放してくれるのだ。

〈飛ひ翔しよう体の走査、開始しました。現在の予測では、機械兵の侵しん入にゆうは西側の尾お根ねからです。注意して下さい〉

　無線タップが頭ず蓋がい骨こつを振しん動どうさせ、通信が聞こえる。両手で銃じゆうを持ったまま無線で話ができる優すぐれものだが、いきなり耳元にしゃべりかけられる感覚は、慣れても気味が悪い。

「フランツ分隊、配置完かん了りようした」

　額の汗あせは流れるにまかせ、フランツは上を見上げた。森の木は、平均して高さ五メートル、太さも直径一メートルを超こえる。樹じゆ齢れい四〇〇年以上の大木が群生する樹林は、惑テ星ラ改フオ造ーマ者ーだった先祖たちの遺のこした芸術品だ。

「隊長、あそこに見えるあれ、飛翔体じゃないスか？」

　擲てき弾だん手しゆのシモンズが、彼に声をかけた。

　フランツが目をこらしても、何も見つからない。無線でコロニー司令部に問い合わせても、反応はなかった。
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「絶対に何かいますよ。探知に失敗しただけじゃないスか」

　シモンズが食い下がる。

　機械兵との戦せん闘とう時、ゲリラはまず上空に隠かくれている飛翔体を探す。これを目のかわりに使って、機械兵が超ちよう遠えん距きよ離りから狙撃をしてくるからだ。衛星と飛翔体の対策をしなければ、好き放題に狩かられてしまう。

「黙だまれ。銃声で配置をバラしたいのか」

　周囲を警けい戒かいしながらオットーが低い声で言う。

　音を立てて、前方の藪やぶが揺ゆれた。フランツと同い年のマデナだった。彼女たちは、すぐ近くの窪くぼ地ちで待ち伏ぶせしているらしい。

　マデナが、彼に小さなものを投げた。記憶中継タップだ。

「アンネからメッセージだよ」

　いぶかしみながら、フランツは顎あごの付け根の差込口ジヤツクに差し込む。

　──脳のう裏りに、彼女の姿が浮かんだ。

『あの、今朝の約束だけど、場所を決めてなかったよね。わたしのテントの前で、どうかな……？』

　そして、記録は終しゆう了りようした。フランツは、いつも通り一方的なアンネを、懐なつかしく思った。

　副隊長のミューラーがまた、にやにや笑っていた。

「ようやく二人暮らし用に、住居の拡張許可ってわけだな。いや、すぐ三人用か」

「アンネには、私からも言っとくから」

　黒い肌はだにマデナの白い歯が、美しく映はえる。

「ミューラー。おまえ、年々口が軽くなるな」

　フランツは中継タップを、心臓の上のポケットに入れた。小さな支えひとつぶんだけ、心が強くなった気がした。

「口が軽くなったんじゃない。胸にしまうことと、広めた方がいいことの区別が付くようになったのさ」

　そのとき、遠くで一二ミリ砲ほうの発射音が響ひびいた。

　空気が変わった。敵の機械兵は、滅めつ多たなことで攻こう撃げきを外さない。だからこれは、誰かが死んだことを意味する。

　それが、戦闘開始の号令だった。

「フランツより小隊指コマ揮ンダ官ー。射撃位置を特定できますか？　どうぞ」

　無線に向かって問い合わせている間にも、森の空気を銃声と爆ばく発はつ音が揺すぶった。

　分隊の部下たちが、彼の指示を待っていた。マデナも、自分の隊に戻もどっていた。

　落ちつかず足あし踏ぶみしていると、グチュ、と音を立てて、フランツの軍ぐん靴かの下で何か潰つぶれた。見ると、一いつ匹ぴきのトカゲを踏ふんでいた。嫌いやな気分がした。

　通信タップから、クリアな音質で、情報が流れてくる。

〈フランツ分隊は、配置を現状のまま維い持じ。エリア基準点から半径一キロ以内に、光学迷めい彩さい装備のＵＸ－51型が侵入しています。標準一時方向は沈ちん黙もくしました〉

　彼の胃の腑ふを、氷のような恐きよう怖ふが締しめ付けた。ストレスで腸がごろごろ鳴り始める。フランツは、震ふるえる手でホルモン制せい御ぎよ剤ざいを口に入れ、嚙かみ砕くだいた。

　標準一時方向は沈黙した。展開していた三個分隊、三三名が全ぜん滅めつした。この、短時間で。ひとつは、あの慎しん重ちようだったサツキの分隊だ。

　エリカの娘むすめは永遠に、サツキの手に抱だかれることはない。

〈……世はすべて事もなし。交Ｅ・信Ｏ終・了Ｃ〉

　通信が切れたと同時に、フランツは命令した。

「オットー、ミリア！　機械兵の接近に備えて警戒しろ。他ほかの者は、飛翔体を探せ！」

　部下たちの、緊きん張ちように固まっていた汗まみれの顔が、後ろ向きな歓かん喜きにゆがむ。機械兵と違ちがって、飛翔体相手なら見つければ人間の方が強い。

〈基準点より、Ｎ５００・Ｗ３４００・Ｈ６７に飛翔体を感知しました〉

　司令部からの無線は、アンネの声だった。サツキの顔を、思い出す。

　視線を走らせた瞬しゆん間かん、木こ漏もれ日の向こう側で、小型の飛行機械が空に突とつ然ぜん現れ、黒こく煙えんをあげた。光を歪ゆがめて姿を透とう明めいにする光学迷彩が、解けたのだ。銃声は、遠くから、遅おくれて響いた。

　先を越こされたフランツたちは、憎にくしみを込こめて引き金を絞しぼる。飛翔体が爆散する。木の葉が、涙なみだのように、落ちた。

　銃の撃うち方は、生まれたとき脳に埋うめ込まれた昔の兵士の記き憶おくが、教えてくれた。民族の尊厳と歴史を伝えたのは、先せん輩ぱいのゲリラ兵たちだ。だが、恐怖と怒いかりを、彼らの奥深くに刻み込んだのは、他の何者でもない。

「隊長、機械兵です！」

　ナインハルトが叫さけんだ。

　分隊の全員が、訓練された動きで木の幹に隠かくれる。

　同時に、ミリアの体が、宙にはね飛ばされた。苔こけむした地面に落ちると同時に、豊かな胸ごと胸きよう郭かくが踏みつぶされた。

　機械兵の脅きよう威いの第一は、視し認にんが難しいことだ。

　障害物の多い場所では、同じ人間の動きですら容易には追いきれないものだ。ＵＸ－51型は、それを遥はるかに超こえる時速八〇キロで森を駆かける。しかも、光学迷彩まで装備して、計算しつくされた動きで迫せまってくるのだ。

　──人間の目で、まともに見えるはずがない。

　フランツには足音が、四方八方から押し寄せて来るように聞こえた。

「畜ちく生しようっ！」

　パニックに陥おちいり、ユーリが立ち上がってグレネードを乱射する。その頭が破は裂れつして、ドサリと、大の字に倒たおれた。フランツの顔にまで、脳が飛び散った。血臭に吐はき気がして、地面に顔を押し付ける。荒あらい息にあおられて、枯かれ葉はが舞まう。

　体を起こすと、よじれた木の枝は、複雑に色合いを変える緑葉の冠かんむりをいただき、青い空からの光を透すかしていた。地面を滑すべるように、涼すずしい風が抜ぬける。

　この惑テ星ラ改フオ造ーマ者ーだった先祖たちが、丹たん誠せい込めた自然の中で死ねることを、誇ほこりに思えた。

　勇気を、振ふり絞れた。

「撃ち方やめ！　音を聞いて、敵の方向を割り出せ」

　フランツの号令で、隊からの銃じゆう声せいは止やんだ。

　ミリアの死し骸がいから続く血染めの足あし跡あとの上を、何かが走り過ぎる。同時に、ナインハルトの対戦車ライフルが火を噴ふいた。

「隊列の左から順次、遮蔽カバーをとれ」

　機械兵が応射する。照準が着ちや弾くだんの衝しよう撃げきでズレて、危あやういところでフランツの部下たちをかすめる。

　順番に、兵士たちは手近な木の背後に隠れ、また別の樹じゆ幹かんの陰かげに移動する。

「機械兵を、ポケットに縫ぬい込んだ。六時方向の部隊、フタをしてくれ」

　興奮を抑おさえて、フランツは無線に告げた。

　機械兵は、ゲリラを殺すようプログラムされた自動機械だ。だからゲリラは、それを逆さか手てにとって、自らをオトリにしながら、敵を包囲してゆく。

　人間が走り回りながら撃てる武器で、機械兵に致ち命めい傷しようを与あたえるのは難しい。けれど、小さな打撃でも一時的に動きは止められる。完全に足止めできれば、あとは遠くから装そう甲こうを貫かん通つうできる重火器を撃てば、確実に仕留められるのだ。

〈シャロン分隊、目標地点まで残り三〇〇〉

〈エリック分隊、あと一〇〇メートルだ。逃にがすなよ〉

　続々と、フランツの無線に、仲間の声が届く。

　彼はカラカラに渇かわいた喉のどに、つばを送り込んだ。舌にも鼻にも、鉄と硝しよう煙えんと血が染しみ付いていた。

〈機械兵を確認。リー分隊、攻こう撃げきに移る〉

　無線の報告に続いて、森の中から援えん軍ぐんの一いつ斉せい射撃が機械兵の側面を襲おそう。薄うすぼんやりした機械兵の影かげが、大型の工作機械に巻き込まれたように、火の粉を飛ばしガリガリと細かく震えた。

〈司令部から全部隊へ通達。エリア内の飛ひ翔しよう体を全機撃げき墜つい！　マーカーへの電波ジヤ阻害ミン要因グの消しよう滅めつを確認。可能な武器はマーカー照準に切り替かえること。くり返す。可能な武器は、マーカー照準に切り替えること〉

「来た来たっ！　ようやくかよ」

　ミューラーが、多目的擲シユ弾ータ筒ーにマーカーを装そう塡てんする。機械兵を包囲している三個分隊から、一斉に特とく殊しゆ弾だんが放たれた。

〈三個のマーカーの作動を確認。チャンネルそれぞれ、ＹＫ５４、ＹＲ３２、ＩＪ９０〉

「悪いな、俺だけラクさせてもらって」

　ミューラーが、大樹の裏側から砲ほう身しんだけを出して、引き金を引いた。マーカーの電波によって無線誘ゆう導どうされた小型ロケットは、しかし機械兵に迎げい撃げきされる。

　武器を放ほうり出し伏ふせたミューラーの、頭のすぐ上を機械兵の一二ミリ弾がかすった。仲間の死体からライフルを借りて、また攻撃に加わる。

　バチッ……と派手な音を立て、空中を青白いスパークが、走る。

　イオン化した空気の臭においに、フランツの腕うでは粟あわ立だった。

　装甲にダメージを受けすぎて、機械兵の光学迷めい彩さいが停止したのだ。

　敵の姿が見えた。その装甲には、すでに誰だれかの血と骨こつ片へんが付着していた。

　それが、自分たちの運命を、暗示しているように思えた。

　シモンズが立ち上がり、一二日前、母親になったばかりのエリーが援えん護ごした。

「モーターぶちまけろ！」

　勝ち誇ほこった声をあげ、背中を向けていた機械兵へ手しゆ榴りゆう弾だんを投げようとする。

　その一いつ瞬しゆん、赤い血の霧きりが弾はじけた。エリーとシモンズの肉片が、混じり合って青草に散らばった。下半身は遅おくれて、ふたり同時に倒れた。
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　遅れて炸さく裂れつした手榴弾が、ふたつの死体をきれいに吹ふき飛ばした。

「死にたくないなら、新型の射界に二秒以上いるな！」

　ＵＸ－51型は、認識－照準－射撃のステップを、最短で〇・〇一秒、最長でも二・五秒で終えて、撃うってくる。だからフランツたちは、射撃の一瞬だけ木の陰かげから出て、すぐ遮カ蔽バ物ーの背後に逃げ込まねばならない。

　──風の臭いが変わった。

　爆ばく音おんと共に、熱風が腐くさった木の葉を巻き上げる。重量五トンを超こえる機械兵の体が、宙に浮ういた。

〈ホバーダッシュ来るぞ。エリック隊、ラス隊、進路ふさげ！〉

　小隊長のフェリペから指示が飛ぶ。高速でホバー移動する機械兵は、それ自体が巨きよ大だいな砲弾だ。スピードに乗られたら、止められない。包囲を突とつ破ぱされたら、次に捕とらえるまでどれほど被ひ害がいを受けるか予想もつかない。

　進路正面にいたラス隊が、立ち上がった。それが何を意味するか分かっていながら。フランツは、目を見開きそれを見届けた。自分の方でなくてよかったと、思ってしまったことを恥はじながら。

「栄光あれ！　エリオの大地！」

　血走った目の兵士が、口から泡あわを飛ばしながら絶ぜつ叫きようした。疾しつ走そうする機械兵と真っ向から撃ち合った八人は、たった五秒で全員、血の海に倒たおれた。

　彼らが稼かせいだ貴重な時間で、斜しや面めんを上り横合いに回り込んだ部隊が、ホバーの噴ふん出しゆつ口付近へ集中砲火をかける。

　機械兵は衝しよう撃げきでふらつき、木に激げき突とつしかけて制動をかけた。

　そこへ両手に手榴弾を握にぎり、突つっ込んだのは、まだ教育も修しゆう了りようしていない五年次の学童兵だった。高速弾が少女兵を蜂はちの巣にする。だが、腹に大穴をあけながら、彼女は摂せつ氏し四〇〇度近い高温の噴出口へ、抱だきついた。

　肉の焼ける不快な音に、手榴弾の炸裂音が続いた。白はく煙えんが晴れたとき、機械兵の下半身にはべっとり血の跡あとが付き、ホバーは停止していた。

　凄せい惨さんな光景に、誰も嗚お咽えつを漏もらさなかった。フランツの隠かくれたブナの根本を、澄すんだ水が流れていた。手を浸ひたしても、痺しびれるような狂きよう気きの熱は下がらなかった。

　鎮ちん魂こん歌かは、銃じゆう弾だんで奏かなでた。高こう邁まいな自己犠ぎ牲せいを前に、自分たちも何かせねばならないと感じていた。

〈よくやった。さっさと下がれ！　中列からマスチフ飛ばすぞ！〉

　南側斜面に展開する重火器小隊からの荒あらっぽい報告に、前線兵士が後退する。

　常緑の網あみを突き破って、斜ななめ上に噴ふき上がるロケット弾の噴ふん煙えんが、彼の目にも見えた。合計一〇本の火線が、マーカーの電波に誘導されて直角にコースを曲げる。

　その瞬間、機械兵士が高速ミ飛翔サイ体ルへ向け、機関砲を乱射した。

　まっ白な爆ばく炎えんが、地面を焦こがす。熱風の圧力が、フランツを木の幹に叩たたきつけた。

　意識が朦もう朧ろうとしている。

「分隊、無事か！」

　叫さけんだつもりが、自分の声も聞こえなかった。耳鳴りがする。

　ここから離はなれなければならないと、それだけを念じて、体を引きずった。

　陽炎かげろうの向こうに、『それ』の影かげがゆらめいていた。フランツたちの徒労を、嘲あざ笑わらうようだ。魂たましいを灼やかれるような恐きよう怖ふに、首を引っ込めた瞬間、一二ミリ弾が固い樹皮と彼の頰ほお肉にくをえぐった。

「分隊、下がれ！　やつは無傷だ!!」

　フランツは、ライフルの重みにすがる。

　今のうちに、遺ゆい言ごんを吹き込んでおこうと考えた。彼は制服のポケットをまさぐり、肝かん心じんな記き憶おく中ちゆ継うけいタップをテントに置き忘れたことを知った。

　思い出した。中継タップなら、ひとつある。胸ポケットのタップを引っぱり出した。これをマデナから受け取ったのが、もう何日も前のことのようだ。アンネとの『約束』が浮かんだ。小さな部品を握りしめたフランツの手は、小指まで血と泥どろと汗あせで汚よごれていた。

　結果的に、彼の命を救ったのは、この迷いだった。

　数じゆ珠ず繫つなぎに爆ばく発はつが起こり、地じ響ひびきが尻しりを震ふるわすまで、何が起こったか分からなかった。

　吹き飛ばされた藪やぶの、木の葉を顔からぬぐったとき、人間の破片と血ち糊のりが、雨のように降った。

　あの新型が、切り札のインフェルノを発射したのだ。合計二〇〇発の超ちよう小こ型がたミサイルを同時発射し、狙ねらった複数エリアの戦力を一撃でなぎ倒す、悪あく趣しゆ味みな兵器だ。

　先刻のロケット弾を発射した斜面側から、白煙が昇のぼっていた。

　南側の重火器小隊は、まず全ぜん滅めつ。前線の兵士も、何人殺やられたか数えていられないだろう。

　右みぎ腕うでにからみつく誰だれかの腸を振ふりほどき、点呼を取ろうとした彼の声は、乱射にかき消された。

　誰もが我を忘れて、撃うちまくっていた。隠れた方がよいのは常識だ。だが、遮しや蔽へいの後ろに入ってしまったら、もう二度と敵の前に立つ勇気が出ないように感じるのだろうと、彼は思った。

　まるで巨大な生き物の腹の中に吞のみ込まれたみたいだ。そのくらい、どこを見ても、血と内臓だらけだ。

　無線タップ越ごしに、悲鳴が飛び込んできた。

〈助けて下さい！　司令部、おねがいします〉

　超小型ミサイルで吹っ飛ばされたのは、学童兵が多い部隊だった。それも、生まれて二、三年しか経たたない初等課程の。でなければ、対象不特定の無線で泣き言を流すようなマネはしない。

〈シンシアが、死にそうなんです！　破は片へんがおなかに刺ささって、……救助してくださ……〉

　そして、殴なぐられたような鈍にぶい音を最後に、無線は沈ちん黙もくした。

　これは、この星のどこでも起こっていることなのかもしれない。けれど、ありふれた悲劇など、この世にはない。怒いかりもやるせなさも、それを眼前にした人間にとっては唯ゆい一いつ無む二にで、いつも苦しいくらい鮮せん烈れつだ。

「足を止めるな、遮蔽カバーを取れ！」

　指揮系統の混乱をおさめようと、フランツは叫んだ。しかし、彼らが態勢を立て直すより前に、正確な射しや撃げきが、一発ずつで、確実に兵士の命を摘つみ取ってゆく。

　フランツは、疲つかれで棒のようになった足で、立ち上がる。ぬるぬるしたものに足をとられた。感かん触しよくで、何を踏ふんだか分かるから、下は見なかった。

「どいつもこいつも、『呼び声』に引っぱられやがって」

　鼓こ膜まくをねじ切る銃声の嵐あらしが止やんだとき、足元で、いまいましげな声が聞こえた。

　名前は思い出せなかったが、フランツたちのコロニーの最古参兵だ。

「負傷か？　済まないが、自力で離り脱だつしてくれ」

「気を遣つかうこたぁない。その時が来たら向こうへ行くし、でなきゃ、今度も生き残る」

　フランツが口元に耳を寄せると、苦しい息の下で古参兵は言った。手で押さえている腹の傷から、体液を吸った制服がみるみる黒ずんでゆく。

　血ち煙けむりを吸わずに、息をすることもできない。

「あたしが隠かくれろって言ったら、隠れるんだよ！」

　金切り声をあげて、シャロンが部下を遮蔽カバーに引きずり込もうとした。一いつし瞬ゆん遅おそく、彼女の前で掃そう射しやに巻き込まれ、肉につ塊かいと死にきれない内臓の混合物になった。

　機械兵はただ、新米も熟練兵も等しく挽肉ミンチにするだけだ。

〈……フランツ。まだ、……生きてるかい？〉

　無線に入った、シャロンの声は、弱々しかった。

「なんだ？　おまえまでシケたことを言い出すつもりか」

〈右腕がさ、……ないんだよ。クソ〉

　彼女の泣き声を、彼は初めて聞いた。

〈あたしのかわりに、フリッツを殺やったやつを、スクラップにしてくれよ……〉

　フランツは今もシャロンが嫌きらいだ。けれど、喪うしなうことのつらさはよく分かるから、彼女の哀かなしみがやるせなくて仕方ない。機械兵も飛ひ翔しよう体も無人兵器だから、破は壊かいされてもアズテクでは誰も傷つかないのだろうが。

「司令部。ここのエリアの前線は、今、何人残ってる！」

　フランツは無線に向かって吠ほえた。

〈二四人です。内訳はフランツ隊五名、シャロン隊二、エリック隊四、ジョージ隊六、フェリペ隊七。リー隊、ラス隊、ウィリアム隊、カール隊、サツキ隊、いずれも全滅。死亡したフェリペ小隊長のかわりに、フランツ分隊長が指揮をとって下さい〉

　一一〇人が残り二四人。損そん耗もう率りつは、すでに七五％を超こえた。彼自身も含ふくめ、兵士の疲れは激しい。包囲を維い持じできないのは明白だった。

　胸むな板いたで石榴ざくろの実を弾はじけさせたようなリーの死体から、二パイプ切カツトり・カ砲ノンをもぎ取った。人間に撃うてるギリギリの威い力りよくの火か器きの、砲身を詰つめて軽くしただけの、バカげた武器だ。重すぎて立ち上がらないと撃てない上、命中しないときている。

　砲身の持ち手を、人の脂あぶらでぬるぬるする左手で、引っ張り上げた。肩かた紐ひもをかけると、拷ごう問もんじみた重量で筋肉に食い込む。

「直撃すりゃ、ただじゃすまねえぜ」と、豪ごう快かいに笑って射撃訓練をこなしていたリーは今、肉塊となって、白く濁にごった瞳ひとみを空に向けている。

「借りるぞ、リー」

　視界の端はしをよぎった影かげに向けて、三〇ミリ弾だんをぶっ放す。緩かん衝しよう機構で殺しきれなかった反動が、フランツの踏ん張った右足と腰こしを麻ま痺ひさせた。

「フランツ！　フランツ、直撃だ！」

　森がどよめき、何十もの火線が、シャワーのようにほとばしった。機械兵の体が、着弾のたびに、ガキィ、と耳みみ障ざわりな音をたてて、はねる。

　彼は身を低くして、走った。鋼鉄の山のような機械兵へ向けて。数メートル歩いては二切りパイプカツト・砲カノンを撃つ。砲の駐ちゆう退たい機きの電磁レールを、反動で砲身ごと薬チヤ室ンバーがスライドする。武器の重心の移動によろめき、前進しては、また撃った。

　こんな武器の撃ち方すら、擬ぎ似じ神経に書き込まれていたから身についている。

　彼は歩兵だから、あの人ミン間チ挽メ肉ー機カーに近づくため、自分の足を動かすのだ。

〈もういい、フランツ！　またインフェルノが来るぞ！〉

　無線で、ミューラーが彼を呼び止めた。フランツは自問した。「どうして俺は、わざわざ死にに行くのだろう」と。アンネの顔が浮うかぶはずだった。なのにただ、一歩目を踏みだしてしまったから、二歩目三歩目と進んでしまったような気がした。

「俺たちは、勝たなきゃならない。そうだろ？」

　フランツだけではない。誰だれの体力も、もう限界だ。今、射界から逃にがしたら、もう次はない。

〈ふざけるな！　それじゃ、おまえは、帰れんだろ〉

　後方からの射撃の衝しよう撃げきで機械兵の狙ねらいはズレ、散弾が彼の行く手の樹皮をえぐった。

「済まない」

　無線タップを捨て、フランツはひとりになる。ザッと、自分の足音が聞こえた。決定的な死へ向けて歩く彼の感覚は、不思議なほどに研とぎ澄すまされていた。

　逃げ遅おくれたリスが、枝を走るのが見えた。人間と誤ご認にんされ撃たれた猿さるの死し骸がいが、藪やぶに引っかかっていた。

　撃つ。──当たる。

　フランツの体を動かして、チップに託たくした誰かの技術が、機械兵を破壊していく。

「先グラン祖・パは俺たちに、生まれてきたお祝いに銃じゆうを握にぎらせ、扱あつかい方を教えてくれた。おまえはどうだ？」

　物言わぬ殺人機械が、同類のように思えて、彼は語りかけていた。彼らはどちらも、銃を撃うつために、作られたオモチャの兵隊だ。

　オモチャ同士がいくら壊こわし合っても、何も変わらない。だが、それならフランツたちが、挽肉ミンチにされる役を押しつけられたのは何な故ぜだ。すぐそばに迫せまった血ち塗まみれの機械を透すかして、彼のことなど知らない誰かにたずねた。

「俺を殺すのは、本当は誰なんだ？」

　空くう虚きよな悟さとりを得て、彼は嗤わらった。倒たおれて奈な落らくに掃はき捨てられるボーリングのピンが、恨うらむのは誰だ？　舞ぶ台たいを用意した球エ技リ場オか、鉄球を投げた遊戯者アズテクか？

　脈打つ渇かわきが命ずるままに、彼は三〇ミリ高速弾を、鋼鉄人形の正面装そう甲こうへ撃ち込む。セレン兵に同じ傷を刻んでやりたかったのだ、本当の敵は戦場から離はなれた安全な場所にいるのに。

　機械兵のひしゃげていた腰よう部ぶ装そう甲こうが、ついに弾けた。フランツはスパークする電気系統を正確に撃ち抜ぬいた。

　──腐ふ葉よう土どの地面が揺ゆれた。

　擱かく座ざし、膝ひざをついた機械兵の無表情な目が、彼を見ていた。

　向こう側に見える物は何もない。身長三メートルの、この巨きよ大だいな鉄の塊かたまりが、自分の終着点だと直感した。

　おのが二本の足で歩いた、処しよ刑けい台だいまでの十数歩を、振ふり返る勇気はなかった。

　機械兵にとどめを刺さすため撃たれた多た弾だん頭とうミサイルの分ぶん離り音が聞こえる。ＵＸ－51は、対たい抗こう策さくなしとして迎げい撃げきをあきらめた。赤熱した銃身が、フランツに向く。

「……死に方、間ま違ちがえたか」

　彼にも恐おそろしいのか悲しいのか、分からなかった。薄うすい光の向こうに、汗あせと泥どろによごれた何万、何億もの人ひと影かげを見た。同どう胞ほうたちはみんな歩いていた。どこかへ向かって。呼び声に、導かれるように。

　棒立ちの彼を守ろうと、援えん護ごの砲ほう火かが機械兵を痙けい攣れんさせる。ミューラーの叫さけびも聞こえた。だが、重心が低くなり安定した殺人機械は、サーボモーターを軋きしませ、一いつ瞬しゆんで狙いを修正する。

　銃声は、半径一〇メートルを焦しよう土どにする、味方のミサイルの轟ごう音おんにかき消された。




　　　　４




【フランツ・ゲーベル。共用暦れき一一二一年六月製チヤ児ンバ莢ーにて出生。出生時肉体年ねん齢れい一四歳。同年同月ガンビア第六集落コロニーに配属。一一二九年七月兵科前線課程修しゆう了りよう。一一三一年九月ヘルバオ鉱山南地区にて戦死。生後一〇年】




　そうしてヘルゼンは、簡潔な死亡記録を打ち込むと、目頭を押さえた。

　戦せん闘とうは昼前に終しゆう了りようし、司令部のテントに残るのは彼ひとりだ。

　今日、三二一人いた集落コロニーのうち、二二一人が死んだ。テントの三分の二が、空き家になった。身よりのある死体は家族の住居へ運ばれ、そうでないものは、仮設の霊れい安あん所しよに転がっている。

　生き残った者たちは今、夜闇やみの中で休息をとっているのだろう。

　集落コロニーの指コマ揮ンダ官ーであるヘルゼンの前には、血のこびりついた一組の制せい御ぎよチップがあった。彼の息むす子こで、前線の分隊長でもあったフランツの脳から、摘てき出しゆつしたものだ。

　ヘルゼンは、机の引き出しに隠かくしておいたラム酒の瓶びんを取り出した。グラスを探して、半分だけ注そそぐ。

「エリオの大地のために」

　それ以外の何に乾かん杯ぱいしても反逆的になるから、暗いテントの中、グラスを上げた。

　暑さで腐くさらないよう冷れい却きやく剤ざいを抱だかされたフランツは、何も語らない。ただ、目を閉じていた。眠ねむっているのではない。まぶたの下の淀よどんだ瞳ひとみを見れば、薄っぺらな幻げん想そうなど雲うん散さん霧む消しようする。彼の息子は、死んだのだ。

　この日がいつか来ると、覚かく悟ごはしていた。こんな、人数で押し包むような戦い方でしか、ゲリラは勝てないのだから。

　ヘルゼンは空のグラスを息子の脇わきに置いた。息子の胸ポケットに入っていた記き憶おく中ちゆう継けいタップを、明かりに透すかす。この遺品はアンネに、返すべきなのかもしれない。どうやってこれを渡わたそうと考え、ヘルゼンはまた、酒を注いだ。

「……だから、おまえは死んだのだ」

　震ふるえる指が、小さな部品を取り落とした。防水布を敷しいただけの暗い床ゆかを転がり、手術台の向こうの暗がりへ、消える。

　密林の幽ゆう鬼きのように、その少女は佇たたずんでいた。

「……ごめんなさい、兄さん。また間に合わなかった」

　落ちた部品を差し出した手は、開かい拓たく民みんの末まつ裔えいらしくない、繊せん細さいな指をしていた。

「もう、終わった、フリーダ。何もかも、すっかり終わった」

　彼の妹、フリーダが、集落コロニーに足を踏ふみ入れるのは三年ぶりになる。フランツも、彼女に会うことを楽しみにしていたというのに。

「セレンガティ６シツクスが攻こう撃げきを受けていると聞いて、すぐ飛んできたの」

　彼女が悔くやしそうに、拳こぶしを握った。向かい合うと父と娘むすめにしか見えないが、フリーダは彼と二歳しか違ちがわない。異常なのは、一五歳まで成長した体で生まれるヘルゼンたちだ。フリーダは成長を加速せず、様々な技術をじっくり叩たたき込まれた特注のオモチャだ。ゲリラは、戦争継けい続ぞくに必要なカネとコネを得るため、非合法活動の請うけ負おいにも手を広げている。

「お帰り。自分を責めなくていい。来てくれただけで十分だ」

　少女は、無言で首を横に振った。

　ヘルゼンは、優やさしさを捨てきれない彼女に、その手を血で汚よごす仕事は、向いていないと思う。この訪問も、厳しいペナルティを覚悟の上での独断なのだろう。

「見てやってくれ。フランツが……きれいな顔をしているんだ」

　捧ささげられた花束のように、薄うす緑みどりの不織素材にくるまれた遺体には、胸から下がない。まるで眠る兵士の姿を刻んだ、胸像トルソのように。

　死体のカバーをとったフリーダが、肺から真っ二つにちぎれた傷口を見て、祈るように目を閉じた。

「どんなふうだったの？」

　問われて、彼は擬ぎ似じ神経の制御チップから分ぶん析せきした戦せん況きようを思い出す。もし、あの二パイプ切カツトり・カ砲ノンが当たらなければ、敵の新型の足を止められなかった。誰だれかが勇ゆう敢かんさを示さなければ、組織だった戦闘は再開できなかった。
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「フランツは一番的確に、やるべき仕事をしたよ」

　ヘルゼンは、歯を食いしばった。声にすると、なぜか熱く、目の前が潤うるむのだ。

「……この子がまだ頭の毛も生えないうちに集落コロニーに来たとき、私は九歳だった。この子の、変なくせがあった銃じゆうの撃うち方を直したわ」

　彼女がつぶやいた。彼のまぶたの裏にも、フランツより背の低い少女がお姉さんぶっていた、微笑ほほえましい過去がよみがえる。

「義姉ねえさんが死んだとき、兄さんは集落コロニー指揮官で忙いそがしかったから。私がフランツと、何通もメッセージを送り合ったの」

　あの驟しゆう雨うの夜も、エージェントとして働き始めていた少女は、泣かなかった。ただ、深く静かに息をつき、何時間も死者の前から去らなかった。一二歳のフリーダが初めて人を殺した直後だったのだと、ヘルゼンが知ったのは随ずい分ぶん後のことだ。

　彼女のことを、ヘルゼンが理解できなくなっていったのは、いつ頃ごろからだろう。

「兄さん。フランツのチップを、統合司令部に持って行こうと思うの。今は、新型に対たい抗こうするため、少しでも勝ち戦いくさのデータが欲しいから」

「もう、その話か？　ゲリラの大義に死んだ男に、おまえは、まだ働けとせき立てるのか」

　だが、ヘルゼンを見すえたフリーダの視線は、動かし難い決意を伝えていた。

「兵士の一人よ。私も、兄さんも、昨日のセレンガティの四三〇人も、今日の二二一人も」

　ヘルゼンのため息が、テントを満たした。

「……いつまで、我々はこんなことをくり返さなければならない？」

　答えが欲しかったわけではない。

「兄さん。言いたくないけど、嫌いやなら抵てい抗こうをやめるしかないの。アズテクは財力と技術があるから、国民を死なせないため機械兵を送り込むだけ。私たちにはないから、安い人間を大量生産する。アズテクを泥どろ沼ぬまに引きずり込んだのは、私たちの方」

　派エー遣ジ工エ作ン員トとして広い世界を見てきた彼女の正論が、癇かんに障さわった。

「おまえは、私の知らない答えをたくさん持っているのだな」

　ヘルゼンは吐はき捨てた。

　きっと、冷静な判断より、今は女め々めしい泣き言を聞きたかったのだ。そうすれば、弱いのは自分だけでないと思えるから。

　彼らゲリラの戦いは、無知から始まった。

　五七年前、宇宙の孤こ島とうだった惑わく星せいエリオへ、相転移航法の航路発見によりアズテク連邦がやって来た。首都ペンロープの議会は、喜んで国交を結んだ。

　──土テラ地フオ改ーミ造ングの成功後に国交を結び、同盟国として戦時は資源を本国だけに売る。

　八〇〇年前に地球を捨てた先祖が、世代宇宙船を手に入れるため契けい約やくを結んだ本国は、破産して契約自体を資産として売り渡していた。当時は共存のためだったという背景など、それを買ったアズテクには関係なく、契約は一方的な収しゆう奪だつの道具として利用された。エリオ側に公平な意志決定の権利を保障する契約買収の公式文書は、当時は航路がなかったため地球から通信ビームとして発信され、エリオまであと一〇〇年の場所を飛んでいた。相転移航法の航路発見が相次いだこの時代、急拡大した人類世界の辺境ではそういう星間法の穴をついたペテンが横行していた。

　国交締てい結けつと同時に、多くの特権が『本国』となったアズテク連邦に与あたえられた。鉱山業者が、大地を掘ほり返し始めた。新しい『本国』で同盟国であるアズテクは『戦争中』で、契約には本国の戦時には資源の採さい掘くつ権を与えるとも明記されていたからだ。

　そして、開かい拓たく会議議長ジャン・ダーウィッシュは首都へ迫せまり、大国の軍事力に、なすすべなく敗北する。首都ペンロープに開国派政府がアズテク支援のもと建てられ、構図は表向き内戦になった。

　戦いは愚ぐ鈍どんさから始まり、視野の狭せまさゆえ止やむことを知らず、今また、ひとりの兵士が死んだ。もしも利口に生きられていたら、どれほど多くの者が救われ、そして彼らは代だい償しようとして何を失ったのだろう？

「私に、兄さんを騙だませって言うの？　耳あたりのいいウソなら、誰でも教えてくれる。けど、私は──」

「私は──どうだというんだ？　これがウソなら、どれほど救われる？　知れば何かよくなるなら、エリオは五〇年前から、どうしてこの状じよう況きようを抜ぬけ出せない？」

　初めて会った頃ころ、七歳のフリーダは、彼の腰こしくらいまでしかない、本当の子供だった。二四歳の体をした彼に、ちいさかったフリーダは父親に甘えるように触ふれた。それが今は、ヘルゼンの方が、まるで駄だ々だをこねる訳の分からない子供だ。これが外の世界の目だと思うと、こんなふうに見られているのだと思うと、救われない、やりきれない。

「……でも、何もしないまま終わるなんて、私は、嫌。『命は何より尊い』。それが、ここ以外の世界の常識なの。私たちの、ハンバーガーみたいな安さで工場生産された『尊い命』に、兄さんなら、どんな価値を与える？」

　夜闇やみのように深いフリーダの瞳ひとみが、彼を落ちつかなくさせる。

「価値など問題ではない。命は、生きるためのものだ。少なくとも、この星ではな」

　重過ぎる、妹の問いから、逃にげているのは分かっていた。彼の、この小さな世界は、しあわせではないのだろう。けれど、ヘルゼンは狭い視野しか持たない未開人であることに、充じゆう足そくしている。愚おろかであることは、機械兵に蹂じゆう躙りんされねばならないほど、罪深いのか？

「『平和』も『命の尊さ』も、理想家の夢に過ぎない。だが、この星で二〇年戦ってきて、これだけは、はっきり言える。……憎にくしみは、生命そのものだ」

「だったら標的を指示して。『誰だれが悪い』かを教えてくれれば、私が殺すから」

　フリーダが、歪ゆがんでしまった優やさしさで言った。

　そしてふたりを、理解と、寂さびしい微笑みが包んだ。

　誰にも聞かせられないことだから、ヘルゼンは掌てのひらの中で生暖かくなったタップを、自分の首の差込口ジヤツクに挿さした。

　──脳のう裏りに、はにかむアンネが浮うかんだ。

『あの、今朝の約束だけど、場所を決めてなかったよね。わたしのテントの前で、どうかな……？』

　息をするたび膨ふくれ上がる激情に、目の裏が熱くなった。なぜ、アンネは夜が更ふけても、フランツの死体を引き取りに来ない？　約束通り、待っているのだ。帰らぬことを知りながら、テントの前で。

　誰を殺しても、アンネのように悲しむ者を出す。ヘルゼンは、フリーダは本当にやるだろうと思った。だから彼は、肉親に汚よごれ仕事を指示できず、かわりに夢想じみた願いを吹ふき込んだ。

　タップを手て渡わたしたとき懐なつかしいぬくもりを感じたから、ヘルゼンは、気持ちが妹に伝わると確信した。

「何年かかるか、私ひとりで終わるか、分からないけど……」

　首筋のタップに手を添そえ、彼女が嚙かみしめる。まるで、神聖な誓ちかいをなすかのように。

　この無関心な世界へ意思を伝えるため彼らは作られ、歩む道も分かれた。ヘルゼンたちゲリラは不服従を、フリーダは、怒いかりを。

　だが、ヘルゼンは機械ではないから、目的のため道具のように生きるのが苦しくてたまらない。もしも、フリーダをなくしたら、彼は泣くだろうと思った。彼女は、家族だから。

「フリーダ。せめておまえは、私より先に死ぬな」

　残ざん酷こくな歴史へ捧ささげられた供く物もつのように、フランツは横たわっていた。ヘルゼンの大それた望みが、万が一、実現したとしても、息むす子こは帰って来ない。

「必ず、叶かなえるから。フランツのことも、絶対、無む駄だにしないから。……兄さん。それまで、私をひとりにしないで」

　青ざめた死者の頰ほおを、フリーダがなぞった。ただ、じっと、肉親の土気色の唇くちびるに指で触ふれる。まるで、奪うばわれたことの痛みを、身中に溜ため込もうとするかのように。

　ヘルゼンは、フリーダに感謝した。こんなにも惜おしんでもらえるなら、息子の人生に、何かの報むくいにはなろうから。

　おそらくアンネは、まだ息子を待っているのだろう。昨日の今ごろなら、フランツは安らかに寝ね息いきを立て、ヘルゼンが同じテントにいると知れば鬱うつ陶とうしがりもした。

「かけがえのない昨日と、エリオの明日あしたのために」

　ひとつしかないグラスを上げた彼を、フリーダが、すがるように見た。

「過去を断たち切ることは、できないの？」

「……それは無理だ。フランツが生きていた昨日を、忘れることなどできない」

　そして、彼女も閉じた瞼まぶたを震ふるわせ、ヘルゼンの乾かん杯ぱいの言葉に唱和した。




　集落コロニーにも、朝がまた来た。

　動ける者は歯を食いしばり、濃こい影かげを引きずり、総出でテントを片付けている。まずは生きている者たちの仕事を、片付けなければならないからだ。

　ヘルゼンたちは、合同葬そう儀ぎが終われば、すぐここから逃げねばならない。遠からず、壊こわれた機械兵の体を回収するため、アズテク連れん邦ぽうの部隊が来る。今の集落コロニーに、それを迎むかえ撃うつ力はない。

　各々が分担して、住居テントをひとつずつ小さく畳たたんでゆく。集落コロニーに二台しかない歩行トラックは、もう積せき載さい過多になりつつあった。

　世話役をなくした初年度兵が、そこかしこで泣いていた。少女たちはもらったばかりの帽ぼう子しを握にぎりしめていた。丸まる刈がりの少年たちは、生後一四日にして思い知らされた現実を前に、呆ぼう然ぜんとしている。

　集落コロニー中が彼を責めているように思えた。本来は戦せん闘とうに参加させない初等課程の学童兵まで駆かり出し、総力戦をさせたのはヘルゼンなのだ。

　帽子を握りしめ、丸まる坊ぼう主ずの初年兵が大声で泣きじゃくっていた。その脇わきに、本来ならいるはずの学童兵たちの姿はない。

　かわりに、ひとりの女性兵士が、図ずう体たいばかり大きいその少女兵に肩かたを貸してやっていた。

　アンネだった。

「葬儀は一時間後に開始する予定です」

　ヘルゼンに気づいて、彼女が冷静に告げた。結局、アンネは昨晩、フランツの元に現れなかった。

「ありがとう。……息子は、幸せだった」

　彼を見上げたアンネは、目に力を込こめて涙なみだをこらえていた。

「わたしもです。指揮官サー」

　それでも彼女は毅き然ぜんとして、胸を張っていた。

「フランツは生きています。わたしが、ここにいますから」

　晴れやかにアンネは言った。この一言に達するまで、昨夜、彼女はどれほど涙を流したのだろう。

　医い療りようテントからは、傷を負った者たちのうめきが聞こえる。幸い、今は生き延びているが、彼らの未来は明るくない。十分な治ち療りようを受けられないまま、苦しみ抜ぬいて死ぬことも多いのだ。

　ヘルゼンはいつしか、集落コロニーの中心の広場に歩き着いていた。地面には、棺かん桶おけがわりの死体袋ぶくろが並んでいる。

　もうすぐ始まる合同葬儀のため、仕事を終えた者たちが、集まり始めていた。

　息子の友人だったミューラーという男が、煙草たばこを吸っていた。首に、記きお憶くち中ゆう継けいタップを差したままで。

「指コマ揮ンダ官ー。次の戦いは、いつなんです？」

　飄ひよう然ぜんと、兵士が言った。ヘルゼンは耳を疑った。

「君は、あそこから、生せい還かんしたばかりではないか」

「理り屈くつじゃないんですよ。……俺じゃ、うまく言えませんがね」

　ズボンに右手を突つっ込んで、ミューラーが送られる者の列へ歩いた。自分の首から記憶中継タップを引き抜いて、フランツの袋に触ふれる。眠ねむる息子の差込口ジヤツクには、すでに誰だれかが同じタップを、メッセージを挿そう入にゆうしていた。

　ヘルゼンはその瞬しゆん間かん、男が満ち足りたように笑ったのを見た。

　雲が、彼らの上を流れた。兵士は喧けん噪そうの向こうへ去った。もう、振ふり返ろうともせず。

　広場のそこかしこで、コロニーの同どう胞ほうたちが、故人に最後の別れを告げている。

　知らず、ヘルゼンは敬礼していた。彼の姿に気づいた人々も、直立して敬礼を返した。彼の胸は詰つまった。

　雄お々おしく戦った兵士たちがいたから、彼らが今、生きている。ヘルゼンたちは守られたのだ。戦争がどれほど無益だったとしても、これを無にしてはならないと思った。

　この安価で、尊い命を何に使うか。ヘルゼンは答えを持たない。だが、彼の息むす子こは、小さな世界の、栄光ある殉じゆん教きよう者しやの一団に加わったのだと信じた。

　式典は始まり、ヘルゼンは演えん壇だんに登る。

　二二一人の死体を埋うめる穴は、もう掘ほられていた。

　フランツは、この星に生まれたから銃じゆうをとった。だが、最後に敢あえて、勝てない敵に立ち向かったのは彼の意思だ。ヘルゼンは息子の不ふ屈くつの魂たましいを、誇ほこりに思った。涙より強く。

　だから、ヘルゼンは空へ拳こぶしを突き上げ、叫さけんだ。

「さあ、我々は生きよう、戦うために。我々の誇りと、子孫へ語り継つぐ歴史を守るために！」

　すすり泣いていたコロニーの同胞が、おう、とこたえた。

　彼らの顔は、敗北者のそれではなかった。

　そしてそのとき、ヘルゼンも確かに、呼び声を聞いたのだ。


































　怪かい造ぞう学がくは魔ま法ほうじゃないから、恋こいの問題ナヤミは解決できない。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　目には見えない、匂においも嗅かげない、限りなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ。その虚界アンダカに手を伸のばし、怪モン造ス生タ物ーと呼ばれる生物を召しよう喚かんする技術を一いつ般ぱん的に虚界アンダカの怪造学という。

　この物語は、怪造学を専せん攻こうし研究する学者……怪モン造ステ学イス者トを目指す少女、空すか井いい伊い依よりの極きわめて平へい凡ぼんでなんでもない汗あせと涙なみだと努力の物語──の、はずである。

「──虚界アンダカの闇やみに歩を進め」

　学校の屋上だった。風が渦うずを巻いている。四月の気流に桜の花弁がひらひらと校舎の隙すき間まを泳いでいた。太陽は遥はるか西の空に赤みを帯びて沈しずみかけ、黄昏たそがれ色の世界を陰いん影えいの鳥が鳴きながら通過している。

　時刻は夕方の六時。放課後で、怪造学教育の聖地と謳うたわれる古こ頃ころ怪かい造ぞう高こう等とう学がつ校こうは静まりかえっていた。校舎に比べて広すぎる校庭では運動部が活動をしているようだが、走りながら輪投げをしたり延々と玉乗りをしていたりといまいち何の競技だかわからない。怪造学校にまともな部活などないのだった。

　その真上、教室棟とうと呼ばれる縦に長い校舎に一人、泣きそうな顔で少女が立っている。

「──死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越こえて、剣つるぎの山をかきわけつ」

　長く伸びたツインテイルの髪かみ。特とく徴ちよう的なその髪を元気よく揺ゆらし、古頃怪造高等学校の制服を着たその少女は涙ぐみながら周囲を警けい戒かいしている。強い意志を秘ひめた真っ黒な瞳ひとみ。胸むな元もとには髑どく髏ろの首くび飾かざり。怪造学に必要不可欠な《門ＧＡＴＥ》と呼ばれる白い腕うで輪わも嵌はめている。

　髪型以外にはさして特徴のない、平均よりも背の低い彼女の名前は空井伊依。三年前、怪造学の歴史に残る事故で死亡した偉い大だいなる怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、空すか井いい滅めつ作さくの唯ゆい一いつの娘むすめにして怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グである。

「墨すみを塗ぬりこむ小川を歩き、砂じや利りの重なる渚なぎさを走り──」

　ぐん、と重みをもった動きで伊依の背後、高速で回転する球体が彼女の背中を狙ねらう。伊依はとっさに跳とびのいて、その直ちよ撃くげきすれば只ただではすまない一撃を避よけた。

　放課後、いつものように苦労しながら授業をこなし、さぁ今日はもう帰ろうと思った瞬しゆん間かんに襲おそわれた。この球体──正体不明だが、何な故ぜだか伊依をしつこくしつこく追ってくる。他ほかのひとを巻きこむわけにはいかないので屋上まで逃にげてきたが、あまり運動が得意ではない伊依は手足の疲ひ労ろうと恐きよう怖ふに泣きそうになっている。

　しかし泣かない。負けるわけにはいかないのだ。ここで死んじゃうのは駄だ目めなのだ。夢のために。空井伊依の他人に誇ほこれる輝かがやかしい夢のために、伊依は最後の最後のそのまた最後まで諦あきらめることを許されない。

　だから伊依は戦うことに決めた。

「氷の国の三番地、凍いてつき乾かわいた大樹のほとり、白く輝く初雪の上──」

　怪造学に必要なものは主に三つあって、一つは伊依が両手首につけた《門ＧＡＴＥ》と呼ばれる腕輪──残り二つが呪じゆ文もんに呪じゆ印いんである。呪文とは伊依が口にしている虚界アンダカの地名のことだし、呪印とは呪文に合わせて伊依が動かす手や指の動きである。これらの鍵かぎを的確に使用し、虚界アンダカの錠じようを解き放つのが怪造と呼ばれる技術だった。

　襲いくる球体を前転してかわし、伊依は最後の呪文を口にする。

「《雪クールキ童ユーテイ》、怪造ッ！」

　瞬間、伊依の手先で火花が弾はじけ、雪の童女が怪造される。

「──くるさだんちゅら！」

　それは少女。伊依の膝ひざくらいしかない背せ丈たけ。不思議に白い髪とほぼ同色の振ふり袖そで。人間に酷こく似じした──しかし人間とは根本的な部分で別の存在、《雪クールキ童ユーテイ》と呼ばれる怪モン造ス生タ物ーは怪造されると同時に手に持つ扇せん子すを球体に向けた。

「くるさだんちゅら！」

　放たれるのは人語ではない奇き妙みような擬ぎ音おんと、冷気──。集中し爆ばく裂れつした冷気は球体をあっさりと貫つらぬき、かちんこちんに凍こおらせると屋上の床ゆかに落とした。

　その直前、凍りついた球体が粉々に砕くだけようとした瞬間。

「──《突チヨーク星テイチヤー》、怪かい消しよう！」

　声が響ひびき、光に包まれた球体は虚界アンダカへと追放された。

　球体は怪モン造ス生タ物ーだったのだ。

　伊依はぞっとした。あのままでは、自分は怪モン造ス生タ物ーを殺していたかもしれない。伊依にとって怪モン造ス生タ物ーは友達だ。殺したり殺されたりするのは堪たまらなく嫌いやだった。

　いったい誰だれが──視線を向ける。屋上の入り口。怪モン造ス生タ物ーはそれを怪造した怪モン造ステ学イス者トにしか怪消──虚界アンダカへの強制送そう還かん──はできない。つまり、声を発したその人物こそが伊依を球体で狙った張本人──。

「古頃怪造高等学校一年星組出席番号十四番」

　そいつは──彼は、特に隠かくれようともせず堂々と姿を現した。

「名前は魑ち魅み寺でら屍かば丸まるという──あぁ、警戒しないでくれないかね」

　どこか古風な、無理してつくったような偉えらそうな口調だった。伊依は警戒して身体からだを強こわばらせ、足あし下もとに立つ《雪クールキ童ユーテイ》に静かな声を投げかける。

「──桃もも子こちゃん、あたしが良いいって言うまで攻こう撃げきしちゃ駄目だからね」

「くるさだんちゅら」

　桃子と名づけられた彼女、下級二位の怪造生物《雪クールキ童ユーテイ》は真しん剣けんな顔で頷うなずいた。しかし彼女は伊依の身が危険に晒さらされれば簡単に相手を攻撃するだろう。さっきだって、伊依も球体に攻撃しろと命じたわけではないのだ。

　怪モン造ス生タ物ーは機械じゃないから、必ずしも思いどおりに動いてくれるわけではない。特にこの桃子は、可愛かわいい顔に似合わずけっこう好戦的なところがあるので厄やつ介かいだった。

「うむ？　あぁ──攻撃しないでくれると私も有あり難がたいね」

　少年──魑魅寺屍丸という偉そうなのか阿あ呆ほうなのかわからない名前の彼は悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてくる。古頃怪造高等学校の男子制服。華か美びに改造されたその制服には禍まが々まがしい装そう飾しよくが光っている。耳には月と花を模したピアス。整った顔つきだが、どこか他人を見下した感じがするというか漫まん画がなら主人公のライバルにはなれてもラスボスにはなれない風ふう貌ぼうをしていた。

　彼のことを、伊依は知っていた。

「──魑魅寺くん」

　伊依の中学校時代からの親友、魅み神かみ香か美みに喧けん嘩かをふっかけてボコボコにされたクラスメイトだ。このクラスで最も優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トを決めておこうではないか、とか主張し、それなりに強力な怪モン造ス生タ物ーを怪造したものの寝ねぼけた香美にあっさり負けた。

　そんな彼が──どうして自分に。伊依は考えて、すぐに思い至る。まさか意い趣しゆ返がえしか。香美に負けた腹いせに、その親友である伊依をこてんぱんにしちゃうつもりなのか。

　考えると怖こわくなって、伊依はちょっとだけあとずさった。

「なんで──何か、用？」

「えっ、あ、いや──その」

　いきなり屍丸は偉そうな態度を崩くずし、どうしたものかと思案する顔になった。彼、基本は高貴な感じなのだが、ところどころ阿呆っぽさが見えて、そこが可愛いといえば可愛い？

「…………まさか、あっさり《突チヨーク星テイチヤー》を倒たおしてのけるとはな」

「なんて？」

　小声で聞こえない。屍丸は大げさに慌あわて、ごふんごふんとわざとらしい咳せき払ばらいをするとこちらに近づいてきた。そんな彼を睨にらみつけ、桃子が鋭するどい声で威い嚇かくする。

「くるさだんちゅら！」

「…………」

　屍丸は桃子を見る。ただじっと、じっくりと見る。そして囁ささやいた。これまでほとんど誰も言ってくれなかった嬉うれしい言葉を。

「良い──怪モン造ス生タ物ーだな」

「えっ……」

　伊依は意外に思って彼を見つめる。桃子は下級二位、一いつ般ぱん的な怪造学の見地から見ると下げの下にすぎない怪モン造ス生タ物ーである。そんな彼女を認めてくれるひとはほとんどいない。レベルの低い桃子も、そんな彼女を大切にする伊依も、まとめて落ちこぼれと断定し否定するだけだ。

　そんな桃子を──彼は、褒ほめてくれた。

　伊依は弾はじけるように笑った。

「えへっ、わかる？　そうでしょ、桃子ちゃんはあたしの最高の友達なんだから！」

「う──うむ」

　屍丸は伊依の顔にか、声にか、なんだかわからないが反応して顔を紅潮させた。そして調子を合わせて高らかに笑うのだ。

「そ──そうだな。私も最高だと思う！　えぇと、可愛い怪モン造ス生タ物ーだよな！　絹のような肌はだに、愛らしい瞳ひとみ、おまけにこの声──うむ、素す晴ばらしい！」

　まくしたてるように、意地になったように屍丸は言う。そんなふうに褒められたのは初めてだったので、伊依は嬉しくなってしまう。なんだ、悪いひとじゃない、と伊依は思う。桃子を認めてくれた。褒めてくれた。それだけで──彼が聖人のように見えてしまう。

　伊依はまだ警けい戒かいしているのか目つきが怖い桃子を抱だいて、屍丸に向き直る。

「桃子ちゃんはね、あ、このコ桃子ちゃんっていうんだけど、ずっと前からあたしのそばにいてくれて、あたしが危険になったら守ってくれているの。あたしの最高の友達。ありがとう──魑魅寺くん、桃子ちゃんのこと褒めてくれて」

「う、うむ！」

　屍丸はこちらを見ない。ただ赤い顔で桃子のことを見つめている。何か変だな、と伊依は思う。よくわからないが、屍丸の態度はちょっと普ふ通つうじゃないような気もする。気のせいだろうか。
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「わ、私は、このような怪モン造ス生タ物ーは嫌きらいじゃないぞ。むしろ──なんていうか、じゃなくて、それは置いといてだな」

　うむうむ、と頷き、沈ちん黙もくし、屍丸は──。

　意を決したように、桃子を見つめたまま告げた。

「私は君のことが好きだ」

「………………………………………ふぇ？」

　それは──つまり、なんというか、話の展開的に。

「好きなんだ。君のことが」

　屍丸は桃子を見つめて再度、言った。

　桃子が。桃子が──同級生の男の子に告白されてしまった！

　伊依は徐じよ々じよに赤くなり、それから徐々に青くなって。

「だ、だ、駄だ目めぇ────ッ！　桃子ちゃんは駄目なんだから────ッ！」

　ぶっ叫さけんで、桃子を抱かかえると屍丸を置いて脱だつ兎とのごとく逃とう亡ぼうした。
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「──んーで、すったかたーと逃にげちゃったわけだべか？」

　次の日、真っ青な顔で登校した伊い依よりはクラスの友達に事情を話した。屍かば丸まるはまだ登校していない。彼が執しゆう念ねんで桃子を怪かい造ぞうしたら困るので、伊依は昨日から桃子を怪かい消しようせずに膝ひざの上に載のせている。その顔は幽ゆう霊れいのように暗あん澹たんとしていた。

「ぅぅう、そうなんだよハナちゃん……ねぇどうしたらいいと思う？　あたしどうしたらいいと思う？　そりゃ告白されたのは桃子ちゃんなんだから桃子ちゃんの好きにしたらいいと思うけど、人間と怪モン造ス生タ物ーだよ？　そういうの──どうなんだろ」

「問題なのは」

　桃もも色いろの髪かみに、桃色の瞳、綺き麗れいに咲さいた花のように艶つややかな少女、クラスメイトの美み咲さき次じ郎ろう花はなは『２』というシールが貼はりつけられた頰ほおを膨ふくらませて顔をしかめた。

「ちみっちゃい桃子ちゃんを好きになる、もう熱ねつ烈れつに愛しちゃう、ってのが明確にロリコンってことだべさ」

「ろりこん？」

　なんだそれ。不思議な顔をする伊依に、次郎花は外見に似合わない訛なまった口調で言う。

「幼女を好きになる特とく殊しゆな性せい癖へきってことだべな。ある意味では犯罪でしょや。桃子ちゃんは外見的に三歳児くらいか、もっと下か、そんなんだべ？　それを好きになって告白までしちゃうってのはかなりの勢いで病やんでるべや」

「そもそも怪モン造ス生タ物ーを好きになる？　普通──」

　眠ねむたそうな顔で、青い髪をした魅み神かみ香か美みが机に突つっ伏ぷしたままつぶやいた。

「──そこからしてけっこうやばいと思う。伊依、悪いこと言わないからその誰だれだっけ？　あぁカベマルくんは遠ざけといたほうがいいと思うのだわ。桃子ちゃんを大切に思うならね──ふぁ、眠い……うん、まぁ一いつ般ぱん常識に従って」

　香美はいつも眠っているのにまだ眠りたりないらしい。嘆たん息そくし、伊依は桃子を抱だきしめると顔を俯うつむかせた。

「……やっぱり、そうだよね」

　そうなのだ。これは仕方ないことなのだ。けれど──たとえ相手が怪モン造ス生タ物ーでも、好きだという気持ちを否定されるのは苦しいのではないか。

　伊依にはよくわかる。自分だって、怪モン造ス生タ物ーのことを愛する気持ちをいつだって否定されてきた。もちろんその愛は屍丸の愛とは方ベク向トルの違ちがうものなのだが──。

　桃子を見る。

「……桃子ちゃん、あなたはどう思う？」

「くるさだんちゅら？」

　可か憐れんな雪の怪モン造ス生タ物ーは、何も理解していない顔できょとんと首を傾かしげた。

「──伊依さん！」

　瞬しゆん間かん。

　すっごい音がして扉とびらが開き、派手な服装の魑ち魅み寺でら屍かば丸まるが現れた。そういえば同じクラスだった。伊依は緊きん張ちようして身を強こわばらせ、香美と次郎花もそちらを見た。

　屍丸は悠ゆう然ぜんとこちらに歩み寄り、あくまで紳しん士し的に。

「あぁ今日も美しい」

　溢あふれんばかりに幸せそうな笑えみで。

「可愛かわいらしい──あぁ、私は君を心から愛いとしいと思う。君のことを考えるだけで胸が裂さけてしまいそうだ。わかってくれるかね？　この私の愛を。私は、こうまで熱烈に他人を愛したことはない。君が初めてだ──」

　桃子を抱いた伊依の前で、優ゆう雅がに両手を広げた。

「昨日は驚おどろかせてしまったみたいだね。すまない──しかし、私は君のことを諦あきらめるつもりはない。聞かせて欲しいんだ。答えを」

　じっとこちらを見つめて、真しん剣けんな顔で告げる。

「私は君を愛している」

「おぉ……」

　隣となりの席の次郎花が顔を赤くしてつぶやいた。

「変態もここまで突き抜ぬければ立派なもんだべや……」

「えっ、あのっ、そのっ！」

　大だい胆たんというか恥はじ知しらずというか、ある意味では真っ直すぐな屍丸の台詞せりふに伊依は意味もなく赤面してしまう。そんな自分の表情の変化をどう解かい釈しやくしたのか、屍丸は満足そうに頷うなずくと一方的に告げた。

「……今日の放課後、昨日と同じ場所で待っている」

　不思議そうな桃子と、口をぱくぱくさせるだけの伊依。二人に優雅な一礼をして、魑魅寺屍丸はこちらに背を向けた。

「そこで、答えを聞かせてくれ。待っている」

　そしてずかずかと歩き、教室を出て行ってしまう。どうも恥はずかしかったらしい。当然だ。そもそも告白というのは隠かくれてするものだろう。見せびらかすものではない。それほど愛しているというのか。他人の視線など気にならないくらい、桃子のことを愛しているというのか。

「どうしよう……」

　伊依はつぶやいて、縋すがりつくように友人たちを見た。

「…………」

「──あれ、これ、もしかして良い暇ヒマ潰つぶしになるんじゃない？」

「てゆーか困りまくってる伊依ちゃんが可愛くて仕方ないだべさー」

　……あ、いかん、こいつら他人ひと事ごとだと思って楽しむつもりだよ？
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　一方、変態呼ばわりの魑ち魅み寺でら屍かば丸まるはというと、これから授業にでるのも阿あ呆ほらしいということで廊ろう下かを歩いていた。古頃怪造高等学校教室棟とうは都合により廊下が短い。屍丸は特に目的地も設定せず、熱を孕はらんだ歩調でゆらゆらと歩いている。

「告白──してしまったなぁ」

　つぶやく。それは先ほどまでの偉えらそうなものではない、どこか自信なげな少年の声。本来、屍丸は引っこみ思案で大人しい少年だった。変わろうと思ったのはこの高校に入学してからだ。自分の得意な怪造学の専門学校で、これまでの目立たなかった己おのれを変え、新しい日々をすごしていこうと心に決めた四月。

　そして力の使い方がわからず、先日、魅み神かみ香か美みと怪モン造ス生タ物ーで喧けん嘩かをしてしまった。自分の力を誇こ示じしたかった。ただそれだけの、子供みたいな理由。

　そんな自分を必死な顔で止めてくれた女の子がいる。

　他ほかの誰もが香美に敗北し、床ゆかに這はいつくばる情けない自分を冷めた目で見ていたとき、彼女は本気で心配そうに自分を保健室まで運んでくれた。そして傷の手当てをして、優やさしく微笑ほほえんでくれた。

　本当に子供みたいだと思う。

　それだけの、たったそれだけの何気ない微笑みで、魑魅寺屍丸は彼女を好きになってしまったのだから。

「……伊依さん、なんて答えてくれるかなぁ」

　つぶやいて、屍丸は空すか井いい伊い依よりの顔を幻げん視ししながら校舎を歩きつづける。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




「というわけでっ！」

「第一回っ！」

「魅み神かみ香か美みと美み咲さき次じ郎ろう花はなの恋れん愛あい相談室の開かい催さいでぇす！」

「ぱちぱちぱちぱちぱち！」

「…………」

　なんなのだろうこのテンション。伊依は嘆たん息そくし、明らかに伊依を心配するというよりは楽しんでいる二人の友達を見た。場所は古頃怪造高等学校一年星組教室。ちなみに授業中なのだが、二人にとって授業よりも目の前の娯ご楽らくを貪むさぼることのほうが大切らしい。

　ちなみに今日の授業、《怪造理論》の担当教師は然ぜん慈じ堂どう喜き塊かいというロボットみたいに冷静で動じない教師である。彼ならきっと教室が空くう爆ばくされて生徒が全員消し炭になっても表情を変えず授業をつづけることだろう。

　伊依はひとまず意味のないジェスチャーだが、自分は真ま面じ目めに授業を受けてますよ話を聞いていますよと主張するように黒板の文字を写している。

「伊依ちゃん反応が薄うすいだべやー」

　そんな伊依のほっぺたを次郎花がむにょーと伸のばす。香美も偉そうにふんぞりかえって、必死で笑いを嚙かみ殺すような顔をつくると静かに言った。

「そうなのだわ。これは、あちきら怪モン造ステ学イス者トがいつか直面しなくてはならない重大な問題なのよ。いいこと伊依、おたくの大切な大切な怪モン造ス生タ物ーである桃子ちゃんが告白された。おたくはどう思ってるか知らないけれど、人間と怪モン造ス生タ物ーは明確に別種でしょ、その恋こいは異常、愛は異物、あってはならないものなのだわ」

「うん──」

　伊依もそう思う。たしかに桃子は人間に似ているが、根本的なところで人間ではないのだ。

　それに、まだこんなに小さな女の子なのである。

「でも、最後に決めるのは桃子ちゃんだし」

　伊依はつぶやく。そうだ。怪モン造ス生タ物ーは人間の奴ど隷れいでも道具でもない。きちんと考えて悩なやみながら生きている存在なのだ。これは駄だ目め、あのひとは駄目と、近づくものを制限するのは間ま違ちがっているんじゃないかと思う。

　香美はむっすりと顔をしかめた。

「だーっ、このわからんちん。これを言うと絶対に伊依は反発すると思うけど、あの──えぇっと、カブマルとかいうのは他人ひとの飼い犬に本気で愛の告白をしたようなもんなのよ？　そんな特とく殊しゆな趣しゆ味みの男にうちの大事な桃子ちゃんはあげられません！　ってぇのが普ふ通つうの考えでしょう？」

「飼い犬って」

　桃子は犬じゃない。

　さすがにムッときて、反論しようとした伊依に、和なごやかな顔つきで次郎花が笑った。

「まぁそのへんの論争は後にすべや。それはともかく、あいつがおかしな男だっちゅうのはだいたい共通の意見だと思うべさ。そんなのに桃子を預けられるかや？　伊依ちゃん──よく考えて」

「…………」

　伊依は桃子を見る。腕うでの中で、無む邪じや気きな《雪クールキ童ユーテイ》は午前中の陽気に微睡まどろんでいる。うとうとして、伊依に体重を預けるようにもたれかかってきている。

　伊依の大切な友達。

　ずっとずっと小さなころからそばにいてくれた怪モン造ス生タ物ー。

　魑ち魅み寺でら屍かば丸まるという少年のことを思いだす。あろうことか、《突チヨーク星テイチヤー》という怪モン造ス生タ物ーで自分たちを襲おそい、その直後に桃子へ告白するという謎なぞな行動をした少年。信用できるわけがない。考えてみれば簡単なことだった。

　あんなひとに。怪モン造ス生タ物ーで誰だれかを攻こう撃げきするようなひとに、大事な桃子は渡わたせない。

「……そうだね」

　伊依は真っ直すぐな表情で頷うなずいた。

「魑魅寺くんには悪いけど、やっぱりお断りさせてもらおう」

　それでいいよね、と桃子の額をつつく。彼女は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように目を見開いたが、やはり眠ねむいのかゆっくりと目ま蓋ぶたを閉じていく。何もわからない、何も知らない彼女を屍丸のような人間の好きにはさせない。伊依はそう思う。いつも桃子には守ってもらっているのだ。こんなときくらい彼女を守れないでどうする。

　伊依がそんな決意をしていると。

　示しあわせたように二人の友人が笑いあった。

「そうすると、問題なのはどうやって断るかよね」

「だべな。あぁいう変態はしつこいものと相場が決まっているから、断ったってロリコンからストーカーに変態属性がシフトしちゃうだけだべさ」

　よくわからない。

　再三くりかえすようだが、伊依は恋愛話こういうのに疎うといのだ。

「……どういうこと？」

「だから、未練を残さないようにフッてあげるのが一番ってこと」

　香美は腕を組んで、楽しそうな顔をすると伊依をじろじろ見つめた。

「そうね──あの、なんだっけ名前？……カビマル？」

「いや、いい加減に名前覚えてあげようよ」

　香美は興味ないことについての物覚えが悪すぎる。こないだ電車の乗り方を忘れていることが判明して伊依は彼女の常識を疑った。

「魑魅寺くんがなんだって？」

「うん。そのチミドロくんもね、相手が桃子──ほとんど幼児くらいの知性しかない彼女が相手だからって強ごう引いんに話を進めたがってる気がするの。強く圧おせばどうにでもなるって思ってるんじゃないかしら。だからあの態度。堂々として高飛車な感じ」

　たしかに、そんな感じはした。

　だからこそ伊依は彼の告白を断っておかなければならないと思う。桃子は何も知らないし、何もわからないのだ。そんな彼女をあの変なひとに任せるわけにはいかない。

　なんだか燃えてきた。

　なんだそれ。桃子をなんだと思っているんだ。伊依は憤ふん慨がいし、なんとしてでも屍丸の想おもいを阻そ止ししようと瞳ひとみに火を宿した。伊依はたいてい内気だがいっぺんアクセルがかかると止まらなくなる悪あく癖へきがある。エンジンがどれだけ熱を帯びても空井伊依は止まらない。

「つまり──どうすればいいのかな？」

「簡単よ」

　伊依の疑問に香美は笑った。

「チビ寺くんの告白を理性的に断れる相手──つまり人間の女の子に、彼を惚ほれさせればいいんじゃないの？　怪モン造ス生タ物ーへの恋こい心ごころなんてしょせんは錯さつ覚かくに違いないんだから、意外にあっさり心移りをすると思うのだわ」

「あぁ──」

　なるほど。そうだ、最終的に彼が桃子を諦あきらめるように仕向ければいいのだ。それなら彼の恋心を他ほかのひとに向けるというのが最も手っ取り早い。向けられたひとは災難だが。

「──すごい、すごいよカービィちゃん。うん、それでいこう！」

　なんだかものすごい名案に思えたのだ。だから興奮してそう叫さけんだのだが──。

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき」

　いつもの台詞せりふを口にして、香美は伊依の肩かたをがっしり摑つかんだ。そして伊依の髪かみ留どめを外して長い髪の毛をしゃわしゃわと解き放つ。

「え、え──え？　カービィちゃん？」

　伊依は戸と惑まどい、流れてくる前髪を指先でのける。

「何を……？」

　当然のように香美は、酷ひどく意地の悪い笑みを浮うかべて言った。

「もちろん、生いけ贄にえになるのは伊依で決定よね？　大切な桃子ちゃんのためだもの、一ひと肌はだでも二肌でもちゃきちゃき脱ぬいじゃいなさい」

「え、ふぇっ？　ちょっと待って、ちょっと待とうよカービィちゃんっ？　どうしてそういう結論になるのさっ？　異議あり！　異議ありぃ！」

「却きや下つか」

　異議は認められず、授業中だというのに叫び暴れる伊依をこういうときだけ強い力で押さえつけ、香美は何やらどこから出したのか怪あやしげな衣い装しようを伊依に着せてくる。どこかで見たような──見覚えのないような、この衣装は。

　ていうか。違う違う。そんなことを考えている場合じゃない。伊依は涙なみだ目めになって、暴走を始めた友人に必死な声をあげる。

「駄だ目め！　駄目って！　あたし駄目なんだってそういうの！　好きとか嫌きらいとか恋れん愛あいだとか全然だめって聞いてないし────ッ！」
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「るんるん♪　こんなこともあろうかと前もって用意しといて良かったわ。さぁ伊依、その細っこい腕うでで抵てい抗こうなんかしても無駄なんだから大人しくせんかい。ほりほり」

「やめっ。やめてっ。カービィちゃん授業中だって！　きゃあぁ変質者ぁ！」

　脱がされていく伊依。そしてどこで身につけた技術か伊依をどんどん着き替がえさせる香美。クラスのみんなも教師も別世界のように自分たちを無視しているのが不可解だった。人間不信になりそうだ。試ためしに近くにいたクラスメイトに助けを求めてみたものの、香美の一ひと睨にらみで小こ柄がらなその女子は青ざめて視線を逸そらした。どうして!?

　香美は止まらずに何か怖こわいことをつぶやく。

「うっふっふ。触さわらぬ香カ美ミに祟たたりなしってね。うん、っていうか、こないだ魑魅寺くんと喧けん嘩かしてこてんぱんに負かしたせいであちき怖がられてるっぽい」

　そういえば伊依は見慣れていたので特に気にならなかったが、あのとき香美が怪造したのは中級一位の怪モン造ス生タ物ーだった。桁けた違ちがいに強大な怪モン造ス生タ物ーを操あやつる香美を前に彼らが怖おじ気けづくのも仕方ない。教師はアレだし。

　──ではなくて。そんなことではなくて。

　このままでは本当に、伊依があまり歓かん迎げいしたくない展開に追いこまれてしまう。

「ちょ──やっぱ止やめ！　中止！　この作戦の中止を提言します！　ほら、あたしほら女の子としての魅みり力よくなんかないし！　魑魅寺くんもあたしなんか──って、聞いてよ!?」

「伊依って前から思ってたけど髪が綺き麗れいよねぇ。うっとり。うん、今はちょっと結び癖ぐせがついてるから湿しめらせて櫛くしで梳すいて──」

　駄目だ。普ふ段だんは何事にもやる気がない香美だが、いったん集中してしまうと誰だれにも止められない。伊依は目にも留まらぬ動きで強制変革されていく自分を放置したまま、そうだ次郎花ならともう一人の友達を思いだし──。

「うっし、化け粧しようはあちゃしに任せるべさ！　美咲三姉し妹まいが末っ子、美咲次郎花が姉さま直伝のメイクアップ・アートで──」

　駄目だ。駄目駄目だ。神も仏もあるもんか。伊依は泣いた。香美に服を着替えさせられ、次郎花に化粧をされながら命とか人生の意味について考えた。

「うぅ──」

　やがて全すべてが面めん倒どうになり、伊依は極きわめて珍めずらしく投げやりに怒ど鳴なった。

「くっそう、もうどうにでもなれぇ─────ッ！」
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　五分後。伊い依よりはその発言を後こう悔かいしていた。

　古頃怪造高等学校の踊おどり場ば、悪あく趣しゆ味みな装そう飾しよくが施ほどこされた全身鏡に映る自分の姿を見る。

「え──」

　見る。じっと見る。凝ぎよう視しする。

「──これって」

　そこに映っている自分の姿は──なんだろう、ものすごく見慣れたような、それでいて深い部分で違い和わ感かんをおぼえる奇き妙みようなものだった。

　そんな伊依の背後、満足そうな顔で香か美みが笑う。

「うふふ。どう伊依──この格好なら、魑ち魅み寺でらくんの心を摑つかむことができると思わない？」

「…………」

　どうだろう。理り屈くつはわからないでもない。わからないでもないのだが──。

　伊依は青い顔をして、次じ郎ろう花はなと香美を振ふり返った。

「で、でも、本当に大だい丈じよう夫ぶかなぁ？　なんだかものすごく間ま違ちがっているような気がするんだけどなぁ？」

「大丈夫大丈夫」

「…………」

　根こん拠きよのない発言に眉まゆをひそめる伊依は再び鏡に映る自分を凝視した。

　そこに映っていたのは──。

　純白のカツラ。ほぼ同色の振り袖そで。手には鴉からすの羽のような扇せん子す──あろうことか、桃子の服装をしていた。

　そうだ。屍かば丸まるが恋こいをしている相手、桃子の外見を模せば彼もちょっとくらいは心が動かされるのではないか──。そんなわけないじゃんと思いながらも、伊依は他ほかに有効な手段を思いつくことができない。

　それに──これは桃子のためなのだ。恥はずかしいとか馬ば鹿からしいとか言っていられない。そうだ。伊依は瞳ひとみに炎ほのおを宿らせる。

「うん。とりあえず、難しいことは考えない！　この格好で魑魅寺くんに会いにいくよ！」

「あぁ──違う違う。伊依、桃子ちゃんはそんな喋しやべり方しないでしょ」

　笑いを堪こらえるような顔の香美に一いつ瞬しゆんだけ考えて、伊依はふと気づくと爆ばく発はつするみたいに真っ赤になった。にやにやと笑う香美。読めない微び笑しようの次郎花。伊依は深く──深く悩なやみ、やがて真っ直すぐな顔つきで全てを振り払はらうと扇子を振りあげて叫さけんだ。

「く、くるさだんちゅら！」
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　放課後。古頃怪造高等学校の屋上で一人、魑ち魅み寺でら屍かば丸まるは遠くのほうの景色を眺ながめていた。この町は西に大おお海うな原ばらを望む。夕焼けを吸いこみ、紅あかく染まった水面みなもはいくつもの影かげを曖あい昧まいに溶とかしていた。

　ロマンチックな舞ぶ台たいは完かん璧ぺき。服装も──。

「うむ」

　──まぁ、問題ないだろう。あれから着き替がえたわけではないが、時間ばかりが余っていたのでたっぷり髪かみ型がたなどを整えられた。あとは空すか井いい伊い依よりをただ落ちついて待つだけだ。

「伊依さん……」

　魑魅寺屍丸は、空井伊依のことが好きである。それはもう熱ねつ烈れつに恋してしまっている。彼女のことを想おもうだけで胸の高鳴りを抑おさえきれないくらいだ。普ふ段だんのどこか抜ぬけている和なごやかな顔も、ふとしたときに見せる凜り々りしい顔も──全て、伊依の全てを、屍丸は愛してしまっていた。

　それに気づくともう止まらなかった。いてもたってもいられなくなり、屍丸は行動を開始してしまった。予定では、自ら怪造した《突チヨーク星テイチヤー》の魔の手から伊依を救い、彼女に感謝され親密になるという感じだったのだが、落ちこぼれと呼ばれているはずの彼女はあっさりとあの怪モン造ス生タ物ーを撃げき退たいしてしまった。

　慌あわてて《突チヨーク星テイチヤー》を怪かい消しようしたが、もう遅おそい。彼女は屍丸の思おも惑わくに気づいただろう。しかし──それでも、屍丸は彼女に思いの丈たけをぶつけていた。彼女のそばにいて、彼女の声を聞いていたら、ふと意識が途と絶だえ、気づけば彼女に愛を告白していたのだ。

　伊依は──自分を受けいれてくれるだろうか。

　確率としては、悪くないだろうと屍丸は自負している。

　彼女が桃子と呼ばれる《雪クールキ童ユーテイ》を大切にしているのは知っていた。故ゆえに、桃子を見つめ、ひたすらに褒ほめるだけで伊依は嬉うれしそうな顔になってくれた。あれは──理解者を見つけた顔だった。屍丸はそう思う。怪モン造ス生タ物ーを友達と呼んで変人扱あつかいされている彼女は孤こ独どくで、いつでも自分を理解してくれる存在を求めていたはずだ。

　自分が、それになる。

　怪モン造ス生タ物ーを友達とも思おう。

　それで伊依が振り向いてくれるなら──。

　きい、と背後で屋上の扉とびらが開いた。

　きた──！

　屍丸の心臓が跳はねあがる。きた。伊依がきた。フェンスに指先を絡からませ、景色を眺めていた屍丸は深く深呼吸をする。

　落ちつけ──。

　内心の焦しよう燥そうや緊きん張ちようを押し殺して屍丸は悠ゆう然ぜんと振り向きながら微び笑しようした。

「──きてくれたんだね、伊依さん」

　その視線の先。

「…………」

　あれ、と屍丸は思った。

「……………んちゅら」

　目をぱちくりとさせ、こめかみを指で圧おし、屍丸は予想外の光景にでくわして混乱する心を落ちつかせる。

　なにこれ？　否いな──落ちつけ、よく考えろ、間違いは許されない。

　しかし──なんだこれ？

　伊依は。

「──るさだんちゅら」

　空井伊依はまさに桃子のような、一いつ般ぱん的な《雪クールキ童ユーテイ》の衣い装しように酷こく似じした服装をしていた。純白の髪かみはカツラだろうか。手には扇おうぎを、足には紅い花はな緒おの下げ駄たを──って。

　なにこれ。なんだこれ!?

　理解できない。戸と惑まどいながら、屍丸は微び妙みように引きつった顔で首を傾かしげる。

「い──伊依さん、あの……」

「くるさだんちゅら！」

　伊依は──叫んだ。

　空気が凍こおり、屍丸も黙だまり、遠くで鴉からすが間ま抜ぬけに鳴いた。

「…………」

「…………」

　伊依も最後の気力すら失ったのか、沈ちん黙もくしたまま湯気をぶしゅーと真っ赤な顔から昇のぼらせている。耳まで紅潮し、ふるふると震ふるえる伊依を屍丸は可愛かわいいと思った。

　でなくて。

「ん──と」

　屍丸はコリコリと頰ほおを搔かいて、硬こう直ちよくしてしまった伊依に静かな口調で尋たずねる。

「伊依さん……それはいったい何を？」

「え、えーっと」

　伊依は何かもう泣きそうな顔をしている。

「く、くるさだんちゅらー、みたいなっ。えっと、だ、駄だ目め？　や──やっぱり、駄目？」

「う、うーむ……すまないが」

　屍丸は当とう惑わくした顔のまま、そんな伊依へ無情に告げた。

「意味がわからん」

「────」

　伊依は震え、それはもう、マグニチュード８くらいの勢いで震え。

「──う、うぅ、ううぅぅ」

　唸うなり、一いつ瞬しゆんにして身を翻ひるがえすと屍丸の前から逃にげだした。

「うわぁぁああん！　やっぱり駄目じゃんかぁ！　うわぁんカービィちゃんの馬ば鹿か馬鹿馬鹿ハナちゃんの噓うそつきぃ──ッ！　わかってたけどね！　本当はずっと前からこうなるってわかってたんだもんねぇぇうわぁ恥はずかしいよう穴があったら入りたいよう！」

　その背後、隠かくれていたのか二人の女子が腹を抱かかえて大笑いしている。

「あはは！　まさか本当にやるとは思わなかったのだわっ！」

「そんなお馬鹿な伊依ちゃんが好き──ッ！」

「…………」

　よくわからないが、伊依はどうもこの二人に騙だまされてあのような行動にでたらしい。おのれ魅み神かみ香か美み──無む邪じや気きな伊依にいったい何を吹ふきこんだんだと屍丸は怒いかりをおぼえたが、今は伊依を追いかけることが先決だと遠ざかっていく伊依へ向かう。

　何がなんだかわからないが、まだ──自分は伊依の答えを聞いていない。とりあえず、すっぽかされたわけではないが、このまま彼女を逃がすと明日あしたから顔をあわせてくれないような気もする。

　幸いにして屍丸は足に自信がある。放課後の、疎まばらに歩く生徒の横を大おお股またで駆かける。伊依はそんな屍丸に気づいてぎょっとしたのか、びくんと背筋を緊張させて振ふり返り──。

　慣れない下駄が災いしたのか。興奮していて足がもつれたのか。

　高い高い階段の上、伊依はバランスを崩くずしてぐらり、と揺ゆれた。

「──ッ伊依さん！」

　考えている余よ裕ゆうなどなかった。刹せつ那なのうちに、屍丸は驚おどろいた顔で落ちていく伊依に手を伸のばしている。

　届け。届け！──今はこの腕うでが伸びないことが恨うらめしい。

　歯は軋ぎしりし、屍丸は自分のことを何も考えず伊依を抱だきとめると階下へ身を躍おどらせた。

「────魑魅寺くん!?」

　呆あつ気けにとられたような伊依の声。

　その声に屍丸が気にするなとか愛ゆえにとか、格好良く告げようとした次の瞬間、背中から固い廊ろう下かに叩たたきつけられ、屍丸は背中と後頭部に痛みが弾はじけるのを知った。

「……ぐう」

　肺が空気を吐はきだして、呼吸が止まった。

「魑魅寺くん！」

　無傷だったのか、カツラの取れた伊依がこちらを青ざめた顔で見ている。運が良かったのか自分の怪け我がは大したことないと思う。せいぜいが打ち身か擦すり傷きずかといったところだろう。けれど──彼女は本当に、世にも哀かなしそうな顔でこちらを見ているのだ。

「魑魅寺くん！　魑魅寺くん！」

「伊依さん……」

　それでこそ、そんな優やさしい心をもっている少女だからこそ、屍丸は彼女が愛いとしいと思う。どことなく幸せな感覚をおぼえて、屍丸は彼女の黒く澄すんだ瞳ひとみを見つめて告げた。

「伊依さん──私は君が好きだ」

「え……？」

　なんだろう意識がぼやけていてよくわからないが、伊依は意外なことでも聞いたような顔で目を丸くした。きっと気のせいだろう。昨日から何度も何度もくりかえしていることだし。屍丸は嚙かみしめるように言う。

「今、心からそう思った。私は君が好きだ。伊依さん──」

「…………」

　沈ちん黙もくが満ちる。激しい物音に気づいたのか、教師や生徒が近づいてくる気配がある。そんなものは知らない──と屍丸は思う。ここは屍丸と伊依だけがいる世界。二人だけの世界。そんな感じがした。

　そして長い、永い、果てしなく思える静せい寂じやくの末。

「────あれっ」

　伊依は、なんだか気が抜ぬける声をあげた。

「なんだ、作戦成功してるじゃん」

「は……？」

　わけがわからない。しかし──何か得体の知れない嫌いやな予感がする。

「伊依さん？」

　空井伊依は呆気なく、そんな屍丸に引導を渡わたした。

「あ、ごめんなさい。あたし、あなたとは付きあえません」

　それは何度も何度も練習したかのように滑なめらかな言葉。伊依は何か間ま違ちがってるかな、間違ってないよねと自問自答して、にっこり笑うと和なごやかに立ちあがった。

「よっしゃ！　一件落着！」

　落着してない。ぜんぜん落着してないから。屍丸はさっきから置いてきぼりだ。そう言いたかったが、伊依は二人に謝らなくちゃなぁ、ちゃんと成功したじゃんとか口の中でつぶやいて、最後に屍丸を見ると素す敵てきな笑え顔がおで言ってくれた。

「それじゃ──ありがとう、助けてくれて。あと……ごめんね？」

　そうして。

　魑魅寺屍丸は失恋した。

























　　　大無法。




　ギターを背負った渡わたり鳥の群れが、辺境の港町に冬の訪おとずれを告げる。

「もうそんな季節になったんだねえ」

「今年は、いつもより数が多いような気がしませんか、お爺じいさん」

　波は止と場ばの繫けい留りゆうポストに片足を乗っけて、思い思いに恰かつ好こうをつけている渡り鳥たちの横を、散歩中の爺さんと婆ばあさんが、のんびりと通りすぎて行った。

　ここは船乗りと演歌の町、カールビンソン。

　海から吹ふきつける風が「北へ帰れ」と叫さけび、岩がん礁しように打ち寄せる波は、東とう映えいのオープニングを真ま似ねしている。

　この町で、コロナたちはエイハブ沖おき田たという人物と出会い、共に白はく鯨げい（実は無人の原子力潜せん水すい艦かん）と闘たたかうことになるのだが、それは番外編でのお話。本ほん篇ぺんでは、また別の物語が、コロナたちを待ち受けていた。

　しかし、肝かん心じんのコロナたちは、どこで道草を食っているのか、しめ切りも迫せまっているというのに、まだカールビンソンに到とう着ちやくしていなかったのだ！

　着いているのは、こんなこともあろうかと思って先回りをしていた、風かざ車ぐるまの甚じん八ぱちひとりだけであった。

『♪は～るばる来たぜ、函はこ館だて～』

　甚八は、何の違い和わ感もなく渡り鳥たちに溶とけ込んでいた。

　繫留ポストに足を乗せるポーズも堂に入ったものだ。

「おおっと。だからと言って、おいらに惚ほれちゃあいけねーよ」

　甚八は、片かた頰ほおをゆがめて、にやりと笑ってみせた。

　深い意味はない。

　言ってみたかっただけのことだ。

　そして、一時間。

　顔面の筋肉がぴくぴく痙けい攣れんを始める頃ころになって、ようやく甚八は我に返った。

　仕事を思い出したのだ。

「いかんいかん。さすがに片頰ばっかゆがめてると、顔が攣つりそうになる」

　甚八は、下した顎あごに左手を添そえて、マッサージするみたいに動かしながら、言った。

　──この次は、左右交こう互ごにゆがめることにしよう！

　馬ば鹿かな決意を胸に、甚八は、波止場を後にした。コロナたちが着く前に、旅館の天てん井じよう裏うらに潜ひそんでいなくてはならないからだ。

　カールビンソンの町には、大小合わせて二十軒けんほどの旅館が存在している。その中の一軒を、正確に予想して忍しのび込むのである。楽な商売ではない。（果たして、これが商売と言えるかどうかは疑問だが）

「しかし、ご隠いん居きよ……いや、コロナさんたち、やけに遅おそいなあ。どこで何やってんだろ。この前みたいに、天井裏で一週間も待つのはイヤだなあ」

　まだまだ修しゆ行ぎようの足りない甚八が、そんなことを呟つぶやいている、ちょうどその頃。

　カールビンソン郊外の海岸で、コロナたちは、半口を開けて、茫ぼう然ぜんとある物体を見上げていた。もちろん、傾かたむいた〈自由の女め神がみ像〉なんかではない。それは……。

「カニの殻からだ……」

「ねえ。これって、あのカニよね？」

　シャラが、あたりをはばかるみたいな声で、言った。

　無言でうなずくスリムの顔色も、どこか冴さえない。

　当然だろう。

〈パンタグリュエル〉の、あの圧あつ倒とう的な火力をもってしても、傷ひとつ付けられなかった化け物みたいなカニだ。それが、今こうして、硬かたい殻だけを残して、中身はきれいになくなっているのである。

　横からヤマトが言った。

「脱だつ皮ぴ……ってことは考えられませんか？」

「違ちがうな。蛇へびと違って、カニは脱皮した殻をそのまま残したりはしねえ。手て前めえで食っちまうんだ」

「じゃあ……？」

「こいつは、誰かが殺して食ったんだ。……見なよ。甲こう羅らを貫つらぬいてる、あのデカい穴を」

「ああ。それも、たったの一いち撃げきだ」

　武芸者としての本能がそうさせるのだろう。

　コロナの眼光が自然と鋭するどくなった。……いったい、どうやったら、こんな化け物を、ただの一ひと太た刀ちで斬きり伏ふせることが可能なのか？

　コロナの脳のう裏りに、エルブランカでの一シーンが甦よみがえる。……巨きよ大だいなカニフォークを、槍やりか長なぎ刀なたのように構えたガルディーン。……あの闘いが、あのまま続いていたとしたら、おれたちは勝てただろうか？

　コロナは、ふと顔を上げて、ガルディーンの姿を目で探した。

　ガルディーンは、カニの殻にかんかんのうを踊おどらせていた。

「何をやっている？」

『え？』

「何をやっていると聞いてるんだ！」

『いや、手持ちぶさただったもんですから、つい……』

　期待を裏切らない間ま抜ぬけっぷり。

　コロナは、思わずため息をついた。

　すると、通りすがりのいかりや長ちよう介すけが、ひと言。

「ダメだ、こりゃ」

　──なぜ、いかりや？

　けげんな顔で、その後ろ姿を見送るコロナに、ゲルナーが近づいて来て、言った。

「出発の準備が整いやした」

　ゲルナーの後方では、エルブランカからカールビンソンまで、道中の護衛を買って出た近辺の暴走族たちが、とぐろを巻いている。

　その数も、最初は百名足らずだったものが、途と中ちゆうの村や町を通過するたびにコロナの心フ酔ア者ンが増えて行き、今や総勢一千名近い大所帯と化していた。中には装輪装そう甲こう車しやのルーフに、ちゃぶ台を始めとする家財道具一式を満まん載さいして、親子で参加している者さえいた。

　もちろん、セクシャルバイオレット１号も健在だ。

「ここまで来たら、カールビンソンはもう目と鼻の先っすね」

　ゲルナーの声は、ちょっぴり残念そうだった。

　見送りはカールビンソンまで。その後は、エルブランカに帰って堅かた気ぎの生活に戻もどると、コロナに約束させられていたからだ。

「それにしても」

　と、小山のようなカニの殻を、あらためて見上げながら、ゲルナーは言った。

「誰だれがやったのかは知らねーが、これだけのカニを完食するとは大した胃い袋ぶくろだ。一度会って、勝負がしてみたいもんだぜ」




　　　　＊




　その日の夕刻。

「へい、いらっしゃい」

　小太りの店の親おや爺じが、カウンターの向こう側から、人のよさそうな笑えみを浮うかべて、言った。

　波は止と場ば近くの洋食屋だ。

　入って来た客は、姉し妹まいと思おぼしき二人連れ。年かさの方の娘むすめは、細長い白い布の包みを背中に背負っている。

　親爺は、二人の前に水の入ったコップを置きながら、言った。

「ご注文は何にしましょう？」

「カニ以外」

「へっ？」

「カニ以外のもんなら何でもええから、適当に見つくろって」

　娘──バニラは、うんざりしたような表情で、言った。

「もうカニは当分顔も見とうないわ」

「せやから、無理に食べることないって言うたのに」

「うるさいなあ」

　バニラは、白い布包みの上から、フランベルジュを握にぎりしめた。

「くっそ～。あいつが絶対破は壊かい神しんや思たんやけど……」

「ただのカニやったな」

　ファッジが、あっさりと言った。

　エルブランカの城門前で感じた波動は、たしかに、バニラたちゼネラル・ジェノミクス社製の〈神殺し〉が追い求める〈破壊神〉のそれだった。そして、そんなバニラの目に、一番に飛び込んで来たのが、巨大なハサミを振ふり回すカニの姿だったのである。──いや。カニ以外の存在は、まるで目に入らなかったと言った方が正しいだろう。それぐらい、カニの質量は圧あつ倒とう的だった。

　バニラは、直感した。

　──こいつや！

「あーゆー状じよう況きようなら、誰かてそう思うやん」

　と、バニラは、ちょっと弱気な声で言い訳した。

　そして、カニを倒たおした後で間ま違ちがいに気づいたバニラは、悔くやしさを食欲で紛まぎらわせることに決めたのだった。

　完食まで三日かかった。

　それは、徒労という名の巨きよ大だいなかき氷を、端はしからスプーンですくって食べて行くような作業だった。しかも、そのスプーンは、底が抜けているのだ。

　舟ふな幽ゆう霊れいの気持ちが、少しだけわかったバニラである。

「で？」

　運ばれてきたオムライスに、さっそく舌した鼓つづみを打ちながら、ファッジが言った。

「これからどうすんの？」

「カニと一いつ緒しよに、見なれん形の機動兵器がおったやろ。──覚えとるか？」

「う～ん」

　と、ファッジは生返事をした。

　記き憶おくを探さぐるよりも、オムライスを口に運ぶことの方が忙いそがしいようだった。

　──子供。

　バニラは微笑わらった。年長者の余よ裕ゆうというやつだ。

　──故く郷にのお好み焼きが食べたいなあ。

　スプーンを動かしながら、バニラは、ふと窓の外に目をやった。

　夕ゆう陽ひが泣いている波止場の水兵さん（←演歌調）。

　茜あか色ねいろの逆光に、シルエットとなって浮かび上がる、巨大な黒い影かげ。

　それは、繫けい留りゆうポストに足を乗せて、渡わたり鳥ポーズを気取っている、お調子者の〈完全兵器〉の姿だった。

『♪夜よーるが、ま～た来る～』

　バニラの手からスプーンが滑すべり落ち、オムライスの皿に当たって、涼すずしげな音をたてた。

　ちーん。（鐘かねひとつ）




　　　　＊




「カニってやつぁ、横に這はうもんだとばかり思ってたけど、こいつは縦に這ってるぜ？　って言うと、カニがこっちを見て、『ええ、少ぅし酔よってますから』……」

　鳥ちよう葬そうにお誂あつらえむきの陰いん気きな声で、キリーが爆笑小話を読み上げると、ヴァルマー宮きゆう殿でんは、水を打ったように静まり返った。

　暗雲が帝てい都とアルタームの空を覆おおい、鳥は落ち、花は枯かれ、墓場で死者が甦よみがえる。

　そして、ベリアルが、ため息をついた。

[image: ]

　ここしばらく出番がなかったせいで、ベリアルは、連日、『毒』としか形容のしようがないキリーの爆ばく笑しよう小話を聞かされ続け、頭の痛い日々を送っていたのだ。

　執しつ務む室しつに垂れ込める、どんよりとした沈ちん黙もくに気づいて、キリーが言った。

「どうしたんだ、ベリアル。──ターミネーターが、犬のウンコ踏ふんづけたみたいな顔して」

　キリーの表情は、自分の爆笑小話を聞いて爆笑せずにいられる人間が、この世の中にいるはずがないという、根こん拠きよのない自信に満ちあふれていた。

「可お笑かしかったら、遠えん慮りよなく笑ってもいいんだぞ？」

「はは、は……（はあ）」

　ベリアルの作り笑いは、しかし、すぐに力なく失速した。

　キリーは、けげんそうに眉まゆをひそめ、

「顔色が冴さえんようだな？　体調でも悪いのか？」

　──誰だれのせいで、そうなったと思ってるんだ！

　喉のど元もとまで出かかった叫さけびを押し隠かくして、ベリアルは、冷静に答えた。

「いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

「ほんとか～？」

　キリーは、疑り深い。

「トロルキン博士に頼たのんで、どこか錆さびてないか、よーく調べてもらった方が、いいんじゃないのか？」

「いえっ！　そっ、そんなことは、ありません……！」

　ベリアルは、あわてて頭かぶりを振ふった。

　ベリアルの改造度は現在17％。

　あの博士と関かかわり合いになって、これ以上、体の機械化が進むのは、何としても避さけたいところである。

　──別の話題。別の話題。

　そうだ。

　ベリアルは、昨夜遅おそく手元に届いた、コロナ・フレイヤーに関する最新レポートのことを思い出した。

「カールビンソン？」

〈陰いん険けん王おう〉キリーの眼めが陰険に光った。

　ベリアルは、言った。

「親しん征せい軍の〈パンタグリュエル〉は、修理のため、カルバラクラブまで引き返しております。つまり、あの地域で現在動けるのは、情報部うちのＳＯＦ（特とく殊しゆ作戦軍）だけというわけです。──人知れずコロナを抹まつ殺さつするには、ちょうどよい機会かと」

「仇かたきがいなくなれば、仇かた討きうちは出来ない」

　ひとり言のように呟つぶやいて、キリーはベリアルに視線を向けた。

　そして、こうつけ加えた。

「永久に」

　ベリアルは、うなずいて、言った。

「トロイ殿でん下かがアルタームに凱がい旋せんされるのは、ずいぶんと先のことになるでしょうな」

　キリーとベリアルは、どこかの悪代官と廻かい船せん問屋みたいに、互たがいに顔を見合わせて、ぐふぐふ笑った。（お約束）




　数刻の後。

　情報部に直属する４機のラリアントⅡ型が、秘ひ密みつ裡りにアルタームの基地を飛び立った。

　編隊はカルバラクラブを避け、〈骨の砂さ漠ばく〉上空で、ＳＯＦの支し援えん機きから空中給油を受けた後、針路を南へと転じ、カールビンソンを目指した。




　　　　＊




「どないしたん？」

　突とつ然ぜん、席を蹴けって立ち上がったバニラを、けげんそうに見上げながら、ファッジが言った。

　バニラは、視線を窓の外に固定したまま、手さぐりでフランベルジュを引き寄せた。

　バニラの唇くちびるが、かすかに動いた。

「み……」

「み？」

「見つけた！」

「あっ。姉ちゃん！」

　ファッジの声が耳に届くよりも早く、バニラは表へ飛び出していた。

　目の前に〈破は壊かい神しん〉の背中が見える。

　距きよ離りにして三十歩。

　そこをバニラは二十歩で駆かけ抜ぬけた。

　フランベルジュの長大な刀身が、爆発的に輝かがやきを増す。

　あの巨きよ大だいなカニを一いち撃げきで倒たおした〈神殺しの剣つるぎ〉だ。

　一方、小こ林ばやし旭あきらを気取る〈破壊神〉の歌は（あきれたことに、先月号から）まだ続いていた。

『♪旅の灯あかりが～、遠く、遠く……』

　バニラは勝利を確信した。

〈破壊神〉は完全に油断している！

　──その首！

　フランベルジュを大上段に振りかぶって、バニラは、天高く宙に舞まった。

「もらったあっ!!」

　神速の斬ざん撃げきが〈破壊神〉の首筋に落下する。

　まさに、その瞬しゆん間かん。

「い・つ・ま・で・歌ってやがる！　このロボット三等兵が！」

　横から出てきた誰かさんが、バニラの目の前で、あっさり〈破壊神〉を海に蹴り落とした。

　白い水しぶきが盛せい大だいに上がり〈破壊神〉の姿は波間に消えた。

　ぶくぶくぶく。

「何やってんの～、コロナ～。──お店、見つかったわよ～」

「いま行く」

　オフシーンからの声に応こたえて、その人物は、現場からすたすたと歩み去った。後も見ずに。

　そして、バニラが飛び出して来た食堂の、二軒けん隣となりにある建物に入って行った。

　廻船問屋〈アルカディ屋〉。

　古ぼけた看板の文字は、そう読めた。

　──アルカディ屋……。

　どれくらいの時間、そうしていたのだろう？

　フランベルジュを振り上げたまま、固まってしまったバニラの周囲を、ひゅるる～っと北風が吹ふき抜けて行った。

　バニラの頭の中で、うら寂さびしい演歌のイントロ（ホ短調）が流れ始めた。

　その時。

　口のまわりをケチャップだらけにしたファッジが、バニラのスカートを引っ張った。

「で？」

　と、ファッジは言った。

「見つけたって、何を？」




　　　　＊




　建物はショボいが、歴史は古い。

　アルカディ屋は、そんな店だった。

　港に面した、あまり清潔とは言えない土間には、正体のわからない薦こも包づつみが乱雑に積み上げられ、帳場の後ろには、片方の目に黒い眼帯をかけた、頰ほおに傷のある、精せい悍かんな男の肖しよう像ぞう画がが飾かざられていた。

「あれは？」

　と、コロナが訊たずねた。

　屋号入りの前まえ掛かけがよく似合う、物もの腰ごしの柔やわらかい中年男──アルカディ屋の主人、ベンジャミン伊い藤とう（49歳）は、肩かたごしに、ちらりと絵を見上げて、微笑ほほえんだ。

「わたしの曾そう祖そ父ふです。──この店の、と言うより、この町の創始者で、若い頃ころには、七つの海を股またにかけて、ずいぶん無茶なこともやったそうですが……」

　コロナは、うなずいた。

　たしかに、そう言われて見れば、前掛けよりも、髑どく髏ろの旗の方が似合いそうな面つら構がまえだ。──ここへ来る途と中ちゆうの街で聞いたあの噂も、まんざらデタラメというわけではないらしい。

　通行人Ａの証言。『ああ、それなら、昔、アルカディ屋のひい爺じいさんが、一度だけ、近くまで行ったことがあるそうだぜ？』

　通行人Ｂの証言。『まあ、本当かどうかは知らねーけどよ。──ただ、あそこの爺さまが、伝説的な船乗りだったってのは、これは確かな話だ』

　伝説的な船乗りの子孫──ベンジャミンは、ほんの一ひと時とき、昔を懐なつかしむような目で肖像画を見つめていたが、すぐに元の商売人の顔に戻もどって、言った。

「ところで、本日のご用向きは、どのような……？」

　コロナは、ズバリと用件を切り出した。

「滝たきへ行く船を探している」

「滝……？」

　ベンジャミンは、一瞬、考え込む様子だったが、やがて遅おそい理解に達して、目を見開いた。

「滝って、あの滝のことですか？」

（あの滝……？）

　コロナとベンジャミンのやりとりを、傍かたわらで聞いていたヤマトが、スリムを振ふり返った。

　しかし、スリムは、自分の考え事に夢中で（山吹色をした楕円形の物体が入っている菓か子し折おりは、いったいどこにあるんだろう？）、ヤマトの、物問いたげな視線には、気づいていないようだった。

　代わってシャラがヤマトの疑問に答えた。

（海の端はしっこから落ちてる滝よ）

（海の……、端っこ？）

　地上でただひとりの一いつ般ぱん人じん、ヤマトは知っている。──世界は平らではなく、海の端っこが、滝となって流れ落ちたりはしていないことを。

　だが、それをコロナたちに、どう説明すればよいのか？

　ヤマトが困こん惑わくしている間にも、話は勝手に進んで行く。

　ベンジャミンは言った。

「ですから、わたくしどもの船は、陸おかに沿って、港から港へ荷を運ぶだけのものでして、外そと海うみを長く航海するようには出来ておらんのです。ましてや、滝へ行くなど……」

「不可能だと言うのか？」

「はい。残念ながら……」

「お前の曾祖父が聞いても、同じ返事をするのか？」

　コロナは、それだけ言い捨てると、シャラたちを振り返った。

「行こう」

「行こうって？」

「他ほかの船を探す」

「え？　だけど……」

　シャラは、とまどったような顔で、コロナとベンジャミンを見比べた。

　コロナは、さっさと背中を向けて、店を出ようとしている。

　すると、それまで、じっとうつむいたまま、何事か考え込んでいたベンジャミンが、きっぱりと顔を上げた。──商売人の顔ではなく、船乗りの顔になっていた。

「お待ち下さい」

　と、ベンジャミンは、言った。

「先ほども申し上げましたように、普ふ通つうの船では絶対に無理です。──しかし、〈アルカディ屋号〉ならば、あるいは……」

「アルカディ屋号？」

「ええ。アルカディ屋号です」

　と、ベンジャミンは、うなずいた。

「かつて、曾祖父が、世界の涯はてを目指して航海した時に乗っていた船です。──冒ぼう険けんと挫ざ折せつ。遠い昔の熱い思い出が、いっぱいに詰つまっているあの船のことを、曾祖父は、いつもこう呼んでいました。──我が青春のアルカディ屋号と！」

「どっかで聞いたことのある名前だな」

　スリムが、首をひねった。

「で？」

　と、シャラが訊たずねた。

「そのアルカディ屋号とやらは、どこにあるの？　見たところ、港には、それらしい船は停とまっていなかったようだけど？」

「そ、それは……」

　ベンジャミンが、口を開きかけた時。

「大てー変へんだ！　大てー変へんだ！」

　銭ぜに形がた平へい次じに急を告げる八はち五ご郎ろうみたいな勢いで、男が一人、泡あわを食って駆かけ込んで来た。顔に見覚えがあった。ゲルナーと共に帝てい国こく軍を脱だつ走そうした、コロナ・ファンクラブの一メン員バーである。会員番号はカステラ１番。筋金入りだ。

　誰だれかから「どうした？」と質問される前に、男は店の表を指差して叫さけんだ。

「ゲルナーの兄貴がっ！」

　それだけで十分だった。

　銃じゆう声せいが聞こえてきたからだ。

　真っ先に反応したコロナがアルカディ屋を飛び出すと、カールビンソンの城門付近で、黒こく煙えんが上がるのが見えた。

　炎えん上じようしているのは、セクシャル・バイオレット２号機だ。

　その周囲では、生命いのち知らずの暴走族たちが、上空を機動旋せん回かいする黒い機き影えいに対して、果か敢かんに応戦している様子も見て取れたが、シャコ短タンの改造マシンと軍用の制式兵器とでは、どだい勝負にはならない。カローラでＦ１に参加するようなものだ。次々と撃げき破はされていく。

「くそ！」

　コロナの身体からだが震ふるえた。

　怒いかりで視界までもが血の色に染まる。

　脳のう裏りに浮うかぶ光景は、コロナの目の前で息を引き取った、ドアルスウッドの山さん賊ぞく、ツーバンの最さい期ごの姿だ。

　また、あれと同じ事が起きるのか？

　起きてしまうのか？

『何度でも起こる。──お前が戦うことをやめぬ限りは』

　唇くちびるを真一文字に引き結んだコロナの頭の中で、誰かが答えた。──その声は、亡なきフレイヤー王のようでもあり、真っ二つになって死んだ〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーのようでもあった。声は、こう続けた。

『わかるか？　これが王たる者の宿命さだめなのだ。お前を慕したう者たちが、戦いの中で死んでいく姿を、お前はこれからも、その目で、繰くり返し見ることになるだろう。──それでもなお、前へと進み続ける覚かく悟ごが、お前にあるか！』

「やかましい！」

　説教くさい亡ぼう霊れいの声を、コロナは、ただのひと言で沈ちん黙もくさせた。

　仲間が血を流している時に、宿命もへったくれもあるか！

　本人がそれと自覚するよりも早く、コロナの身体は戦場に向かって走り始めていた。右手には大だい刀とうムラマサ。世界中の光を凝ぎよう縮しゆくして造りあげられたような鋼はがねの刃やいばが、黄昏たそがれに白く煌きらめいた。

　その時。

「ちょっと待たんかい、こら」

　何気なく振ふり下ろされた剣けんの切っ先を、コロナは、片かた膝ひざを沈しずめながら、頭の上で横にかざしたムラマサの棟むねで、とっさに受け止めた。

　見なれぬ形をした両りよう刃ばの長剣（２メートル近い刀身の、先せん端たんから三分の一ほどが、波打つような独特の形状をしている）と、見なれぬ異国の装しよう束ぞくを身につけた、その持ち主。

　コロナは、両者を等分に見比べ（殺気はない）、それから、腕うでに力を込こめて相手の剣──フランベルジュをはね返した。

　コロナとバニラ。

　富ふ士じ山さん麓ろく、青あお木きヶが原はら樹海におけるゴジラとキングコングの出会いにも似た、これが二人の、初めての邂かい逅こうであった。

　まさに歴史的瞬しゆん間かん。──無言で対たい峙じする二人の頭上を、４機編隊のラリアントが超ちよう低空で通過して行き、カールビンソンの中心街に対地ロケットを叩たたき込んだ。

　どど～ん！




『機長機から各機へ。──どうだ？　フレイヤー家の機動兵器は、まだ見えんか？』

『４番機。ネガティブ』

『３番機。ネガティブです』

「妙みようだな。──これだけの騒さわぎを起こせば、あの娘むすめのことだ。黙だまって引っ込んでいられるわけがない。必ず出て来るはずだが……」

　重じゆう装そう甲こうで覆おおわれたラリアントのコクピットで、ベリアルは呟つぶやいた。

　実を言うと、ベリアルにとって、コロナの生死は、あまり重要ではなかった。キリーから出撃許可を得るための方便にすぎなかったからだ。

　──肝かん心じんなのは、〈がるでぃーん〉とかいう、あの謎なぞの機動兵器を、情報部の管理下に置くこと。

　その時、レシーバーから声が聞こえた。

『こちら２番機です。少しよう佐さ』

『どうした、ハイシンガー』

『機を地上戦モードにスイッチして、下を探してみますか？』

『敵の性能が未知数だ。もう少し上で様子を見る。──が、とりあえず街は邪じや魔まだ。徹てつ底てい的に破は壊かいしろ』

『了りよう解かい。──駐ちゆう車しや場じようみたいに、真っ平らにしてみせます』

　４機のラリアントは、上空で再び散ブレ開ークした。




　燃え上がる街並を背景バツクに、コロナは、あらためてバニラを見つめた。

　──小麦色の肌はだ。シルバー・ブロンド。関西弁。そしてフランベルジュ。──あの波形の刃は、斬きりつけた相手のダメージを倍加させるための工夫だ。また、槍やりのような使い方をすれば、引き抜ぬく時に、あの刃が内臓を引き裂さき致ち命めい傷しようとなる。

「そんな物で、ひとを呼び止めやがって……」

　コロナは、低く唸うなるような声で言った。

「いったい、どういうつもりだ」

「それは、こっちのセリフや。──ひとの獲え物ものを横取りしといて」

「獲物？」

　コロナには、バニラが何を言ってるのか、わからなかった。ほんの数分前に、バニラの目の前で、ガルディーンを岸がん壁ぺきから海へ蹴けり落としたことなど、すっかり忘れていたからだ。

「とぼけてもムダや」

　と、バニラは決めつけた。

「まさか、私うちら以外にも、この地上に、まだ〈神殺し〉が残っとったとはな。──たまげたで」

　──何を勘かん違ちがいしてるんだ、こいつ？

　コロナは、決して油断していたわけではない。

　ただ、その後のバニラの行動が、あまりにも意味不明で唐とう突とつだったのだ。

「おまえ、どこの製も品んや！　商し標りを見せい！」

　そう言うなり、バニラはフランベルジュを投げ捨てて飛びかかって来た。

　二人は、からみあって地面に倒たおれた。

　バニラの狙ねらいは、コロナが身につけている野戦服だった。
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　あっと言う間に、ズボンのベルトに手がかかり、コロナの白はく桃とうみたいなお尻しりが、むき出しになった。戦せん塵じんにまみれ、表だか裏だかわからない恰かつ好こうをしているコロナの、その部分だけが、やけに白く見える。

　悪いことに、上空を旋せん回かいするラリアントが、照しよう明めい弾だんを打ち上げた。

「ばっ、馬ば鹿か野や郎ろう！　何をしやがる！」

　コロナは、手足をじたばた動かした。

　密着したバニラの身体からだを押しのけようとしながら、同時に、ズボンも引き上げようとしているらしいのだが、成果はあまり上がっていないようだ。バニラの着衣も乱れまくり、思わぬ位置に、バニラの太ももが見えた。手を動かすと、これまた別の思わぬ位置に、バニラの胸の谷間があった。

「すけべっ。どこ触さわっとんねん！」

「うるせえ！　おれは女だ！」

「なら、よけー性た質ち悪いやんか」

「てめーこそ、みょーなとこに息を吹ふきかけるんじゃねえ！」

「おっかしいなあ」

　バニラは、コロナのつるんとしたお尻をしみじみと見つめながら、首をひねった。

「普ふ通つうなら、ここんとこにバーコードがあるはずなんやけど……」

「どこに話しかけてるんだ、てめー」

　コロナは、暴れ出した。

「離はなせ！　おれには、こんなことをしてる時間はねーんだ！」

　コロナの言う通り。

　二人の周囲では、カールビンソンの街が、港が、そして船が、次々と破壊されているのだ。アルカディ屋があった場所も、今は、瓦が礫れきの山と化している。小麦色をしたフェロモン系の美少女と、じゃれあっている場合ではない。ましてや、コロナにはそっちの趣しゆ味みはないのだから、なおさらだ。

　コロナの脳のう裏りに、ふと、旅の途と中ちゆうで出会った娘むすめ──タイスの面おも影かげが浮うかんだ。

（おねーさま♡）

　ぞわわっ。

　背中を這はい上がって来る寒気を、コロナは、頭を振ふって追い払はらった。

　その時、至し近きん距きよ離りで対地ロケットが爆ばく発はつした。

「なんやねんな、あいつら」

　初めて気がついたみたいな顔で、バニラが、上空を振り仰あおいだ。

　可ベク変タ排ー気ドノズルを下向きにした一機のラリアントが、そこに空ホバ中ー停リン止グしていた。

　不可解なことに、コロナが目を向けると、ラリアントは突然バランスを崩くずして、墜つい落らくした。

　石いし畳だたみが砕くだけ、土つち煙けむりが盛せい大だいに舞まい上がった。

　コロナとバニラは、期せずして互たがいに顔を見合わせ、首をかしげた。

「なんなんだ……？」

「空中で、一いつ瞬しゆんずっこけたように見えたけど……」

　二人は、自分たちが、今、どんな恰好をしているのか、まったく自覚していなかったのである。




　　　　＊




　厳密には、それは〈硬着陸〉と呼ばれるものだった。

　もともと、造りの頑がん丈じようなことでは定評のあるラリアントだ。落下した距離も短く、機体への損傷は最小限（主しゆ脚きやくの油圧系にトラブルが発生したことを示す警告灯が、いくつか点てん滅めつした程度）ですんだ。

　パイロットも、ほぼ無傷。

　ただ、精神に受けた衝ダメ撃ージは、相当大きかったものと思われる。

『しょ、少しよう佐さっ！』

　いきなり声が裏返っていた。

『こっ、こちら、３番機のオニールです』

『どうした？　中ちゆう尉い』

『たっ、たっ、たった今、しっ、信じられないものを、発見しました』

『信じられないもの？』

　無線から返ってくるベリアルの声は、いつも通り冷静そのものだ。

　もちろんオニールは、冷静でなどいられなかった。

　極きよく端たんに反レス応ポンスが悪くなった機体を、どうにか動かして、自らが地面に開けた大穴からの脱だつ出しゆつを試みる。と、さっきと同じ場所に、同じ光景が、はっきりくっきりしっかり見えた。

　──やはり、幻まぼろしではなかったのだ！

　オニールの指先が無意識のうちに動いて、ラリアントが装備しているガン・カメラのズーム・ボタンを、思いっきり押してしまったとしても、それは無理からぬ話と言えよう。

『はっ、半はん裸らの娘が、ナイスバディで、その上、フッ、フレイヤーのお尻しりが、こうぷりんとですね……』

　最大倍率でズームアップされた光景を目の前に、オニールは、うわずった声で、わけのわからない実じつ況きよう中ちゆう継けいを始めた。




　──何を言ってるんだ？

　ベリアルは、顔をしかめた。

　シェル・ショック（戦争神しん経けい症しよう）による錯さく乱らん？

　そんな馬ば鹿かな。

　部下は慎しん重ちように選んで連れて来てあったはずだ。

『ハイシンガー。ノースマン』

　ベリアルは、他の２機を呼び出した。

『オニールの様子が変だ。ちょっと見てきてくれ』

『……（しーん）』

　なぜ返事がないのか？

　なぜいつまで待っても、誰だれも応答しないのか？

　ベリアルには、その理由が、まったくわからなかった。

　これは、ベリアルの身体からだが、トロルキン博士の手によって（勝手に）改造されていることと、無関係ではないのかもしれない。

　と言うのも、オニールの実況中継が始まったとたん、ハイシンガーもノースマンも、その現場をひと目見ようと、フル・アフターバーナーですっ飛んで行ってしまい、とても、ベリアルの呼びかけに応こたえられる状況ではなかったからである。

　──なぜ応えられないのかについては、不ぶ粋すいな説明は無用であろう。

「いったい、どうなってる？」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、ベリアルは、ラリアントの重い機首を巡めぐらせ、スロットル・レバーを押し込んだ。

　僚りよう機きの座標は、フロント・パネル上に、各種の戦術情報と合わせて、記号の形で投とう影えい表示されている。どうやら、３機とも同じ場所に集まっているようだ。

　そこに何があるというのか？

　ベリアルが真相に気づくまで、そう長くはかからなかった。
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「なんで攻こう撃げきしてこねーんだろう？」

　降ってわいたみたいに現れた、新手の２機のラリアントに警けい戒かいの目を向けながら、コロナは考えを口にした。

「なんで商標しるしがどこにもないんやろ？」

　コロナのお尻には、商標もバーコードも蒙もう古こ斑はんもないことがわかったので、そこ以外の場所を捜さがすことにしたバニラ。──そのおかげで、今や、コロナは、どこに出しても恥はずかしくないほど、全裸に近い恰かつ好こうをしていた。

　胸に巻いた晒布さらしが、きゅうくつそうだ。

　コロナは、普ふ通つうとはちょっと違ちがう育てられ方をしたため、羞しゆう恥ち心しんに関しても、普通とはちょっと違う考え方を持っている。だから、たとえどんな恰好をしていても、それが気になるということはない。これは、亡なき父親──ガイ・フレイヤーの、いつも正しい教育のたまものである。（ひとを外見で判断してはいけない）

　しかし、合計３台のガン・カメラが、ズームしまくる気配を鋭えい敏びんに察してか、さすがのコロナも、むっとした表情を浮うかべた。何かいや～な感じがしたものと思われる。




『も、もうちょっと……！』

　狭せまいコクピットのシートの上で、オニールは身体をねじった。

　インド人もびっくりするほど不自然な姿勢ポーズ。それは、前方のスクリーンに映る光景を、何とか別の角度から覗のぞき込もうという、涙なみだぐましい努力の結果である。

　そして、ついにオニールは叫さけんだ。

『うわ～っ。あ、足が攣つった～っ！』（馬鹿）

　似たような叫びは、他のラリアントからも続々と聞こえてきた。

『くっ、首が……！』

『わっ、脇わき腹ばらが……っ！』

『あ痛たたたたたたた！』

　その時。

『馬鹿者～っ!!』

　全チャンネルを通じて、ベリアルの叱しつ責せきが響ひびき渡わたった。




　　　大だい煩ぼん悩のう。




　戦場では無防備すぎる恰好。

　いや。何も戦場だけに限ったことではないが。

　モニターに映るコロナのその姿を、ひと目見たとたん、ベリアルは、部下たちがなぜ動きを止めたのか、完かん璧ぺきに理解した。

　──上から８９、６２、８８。

　ベリアルの右目に内蔵されたレンジ・ファインダーが、目ター標ゲツトまでの距きよ離り、風向き、風速、大気密度、スリーサイズといった射撃管制データを、瞬しゆん時じにデジタル表示してみせる。おまけに、

　──今週のラッキーアイテムは日本刀。

「なんだこりゃ……？」

　ベリアルは首をひねった。

　以前は、こんな機能は、付いていなかったはずだ。

　試ためしに、自分のこめかみを手のひらで、二、三度、叩たたいてみると、視界の中に、また別のメッセージが現れて、赤く点てん滅めつした。

　──むやみと叩くな。こら！

「あんのクソ爺じじぃ」

　ベリアルの脳のう裏りに、絶対的な確信を伴ともなって、トロルキン博士の顔が浮かんだ。

「また人の体に、わけのわからん機能を、勝手に付け加えやがって……！」

　拳こぶしを作って歯ぎしりするベリアルの、ちょうど耳の下、強く嚙かみしめた奥歯のあたりで、その時、カチッと小さな音がした。

　アルタームに帰ったら、断固、抗こう議ぎしてやる！
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「抗議？　抗議とは何のことかな？」

「いや、だから、本人に何の断りもなく、人の体を勝手に改造するのは……」

　うわ～～っ！

　ベリアルは、その場から思いっきり飛び退のいて、背中を壁かべにめりこませた。

　人の形をした穴の深さは、およそ30センチ。

　荒あらい息を吐はきながら、目ん玉が落っこちそうな顔で、鼻先に突とつ如じよ出現したトロルキン博士を凝ぎよう視ししている。

　まるで、白昼、女装したジャイアント馬ば場ばの幽ゆう霊れいに出くわしたような。──その驚きよう愕がくっぷりは、傍はた目めにも気の毒なくらいだった。

「なんて声を出すんだ」

　トロルキンは、少し気分を害したような口調で、言った。

「そんなにわしの顔が珍めずらしいか？」

「い、いえ……」

　ベリアルは、表情筋をひきつらせながら、せわしなく眼球を動かして、あたりを見回した。

　見覚えのある部屋。見覚えのあるベッド。見覚えのある油圧ジャッキ。

　まちがいなく、ここはアルタームの帝てい国こく陸軍病院（機械科）。──それも、ベリアルが、ごく最近まで入院生活を送っていた、おなじみの病室だ。

　ベリアルの頭は混乱した。

　ほんの一瞬前には、この手でたしかにラリアントの操そう縦じゆう桿かんを握にぎっていたはずなのに、これはいったいどういうことなのか？

「じっと手を見る」

　すかさず、トロルキンが、横からナレーションをつけた。

　ベリアルが訝いぶかしげな視線を向ける中、トロルキンのナレーションは、さらにこう続いた。

「裏声で悲鳴をあげながら壁を駆かけ登ると、天てん井じようで３秒間静止した後のちに、背中からぼたっと落ちてきて、ゴキブリのように手足を縮めて、ひくひくと……」

「そんなことはしてません！」

「おや。そうだったかね？」

「……」

　ベリアルは、大きく息を吐き出すと、トロルキンの顔を正面から見み据すえ、言葉に力を込こめた。

「博士」

「なんぢゃ？」

「お聞きしたいことがあります」

「苦しゅうない。言うてみたまい」

「ひょっとして、私の知らない間に、私の体に、また何か……」

「心配するな。えっちなことはしとらん」

「いや、だから、そういうことを言ってるんじゃなくて！」

　思わずベリアルが声を張り上げた。

　その時。

「渡わたり鳥は、冬になると、どうして南に飛んで行くのか？」

　病室のドアが開いて、〈陰いん険けん王おう〉キリーが姿を現した。

「歩いて行くと時間がかかるから」

　わははははは。

　自分のセリフに自分でオチをつけて、キリーが笑う。（そして、周囲を重苦しい沈ちん黙もくで圧あつ倒とうする）

　毎度おなじみの光景だ。

　毎度おなじみの光景に、しかし、今回はひとつだけまちがいがあった。

　キリーの小話が、キリー以外の人物に、ウケていたのである。

「まちがいとは何だ、まちがいとは！」

　むっとした表情をみせるキリーの後ろで、腹を抱かかえて笑い転げている少女。

　ベリアルは、思わず目を疑った。

　信じ難がたいことに、その娘は、急所に当たったら死ぬとまで言われているキリーの小話を、心の底から楽しんでいる様子なのだ！

「わしの小話がウケたのが、そんなに不思議か？」

　どうやら、多少は傷ついているらしい。〈陰険王〉キリーは、哀あわれっぽい声で、誰だれにともなく、そう呟つぶやいた。

　すると、件くだんの娘むすめが、キリーの肩かたを気安く叩たたきながら、言った。

「いや～、顔に似合わず、ほんま愉ゆ快かいなおっちゃんやで」

「ゆ、愉快……？」

　耳慣れないセリフに、キリーは思わず感動の涙なみだを流し（愉快！）、ベリアルは無言で頭かぶりを振ふった。

　──いったい、どーゆー神経をしてるんだ？

　いや。そんなことよりも……。

　ベリアルは、笑いすぎて涙を拭ぬぐっている娘の姿を、じっと見つめた。

　異国の装しよう束ぞくに波なみ刃ばの長ちよう剣けん。

「ちょっと待て」

　と、ベリアルは呟いた。

「その顔、たしかどこかで……」

　あ～～っ！

「またか」

　トロルキンが、うんざりしたような口調で、言った。

「今度は何だ？」

「そっ、そっ、その娘っ！」

　ベリアルは、思い出したのだ。

　すでに全ぜん裸らに近かったコロナと、互たがいに着衣の奪うばい合いを演じていた、もう一人の全裸娘を。

　ベリアルの身体からだの17％を占しめる機械の部分を制せい御ぎよしている補助電子脳が、ベリアルの網もう膜まくに、ありありとそのシーンを再生してみせた。ストップモーション。しかもソフトフォーカス。

「うおおおおぉっ！　おっ、お前は、たしかにあの時の……っ!?」

　あの時の……？

　ベリアルの表情が、突とつ然ぜん、凍こおりついた。

　映像は再生できるのに、そこから先の記き憶おくは、完全に途と切ぎれている。

　──どういうことだ？

「それについては、ちょっとした手て違ちがいがあってな」

　トロルキンが、さりげない口調で、不ふ吉きつなことを言い始めた。

「実は、君の改造度だが、17％じゃないんだ」

「なんですって？」

「そ～なんだ」

　トロルキンは、おかしくてたまらないという風に、くすくす笑いながら、細かくうなずいてみせた。

「君が、自分のロケットパンチで気絶してる間に、あれこれ新しい機能をつけ加えてたら、知らない間に40％を越こえておってな」

「40％……！」

「まあ、正確には42％と言ったあたりじゃが」

「42％！」

「なあ、少しよう佐さ。……そんな風に、いちいちわしのセリフを、大声で復ふく誦しようしなきゃいけない理由が、何かあるのかね？」

「42!!」

　と、ベリアルは叫さけんだ。

　目つきが尋じん常じようではなかった。

　トロルキンは、小さく肩をすくめ、話を進めることにした。

「とにかく、そんなわけで、君の右の奥歯には、今、加速装置のスイッチが付いておる」

「加速装置？」

「そして、左の奥歯には、減速装置のスイッチがある」

「げ、減速装置？」

「そう。──加速装置のスイッチを入れると、つまり、右の奥歯のことじゃが、君のまわりで世界が静止して見えるほど、君の身体は加速される。電子的にな。──で、その反対に、減速装置のスイッチを入れると」

「入れると？」

「君が、静止する」

「……」

　ベリアルは、軽いめまいを感じて、後ろによろめいた。──脳内貧ひん血けつの兆候である。

　このまま放置すれば意識を失う。──生理パラメータの変化から、そう判断した補助電子脳が、即そく座ざに対たい抗こう措そ置ちをとった。ベリアルの内ない分ぶん泌ぴつ系を刺し激げきして、血液中にノルアドレナリンを大量に放出させ、覚かく醒せいレベルを急激に引き上げたのだ。

　おかげで、ベリアルは、はっと我に返った。

　そして、トロルキンに食ってかかった。

「そんなしょーもない機能が、戦場で、いったい何の役に立つんですかっ!?」

「いいところに気がついた」

　できのよい教え子を見るような目で、トロルキンはベリアルを見つめ、満足げにうなずいた。

　うなずいただけ。

　答えは無し。

　──さては、何も考えてなかったな。このクソじじい！

　こみ上げる憤いきどおりのせいで、ベリアルが、ついうっかり奥歯をかみしめてしまったとしても（カチッ）、それを誰が責められよう？

「困った男だな～、君も」

　と、もちろん、トロルキンはベリアルを責めた。

「わしの話を聞いてなかったのか、少佐？　加速装置は右だ、右！　左は減速装置だと言ったろう。何度まちがえれば気がすむ？　知らないのなら教えてやってもいいが、右というのは、お箸はしを持つ手の方だ。お茶ちや碗わんじゃない。──わかったかね？」

「……」

　当然のことながら、減速中のベリアルに、外部からの声は届かない。

　いや、たとえ届いたとしても、極きよく端たんに流れの遅おそい時間の中にいるベリアルが、その意味を理解し、応こたえるのは、早くても三年後になる。そういう計算だ。

「で？」

　彫ちよう像ぞうのように固まってしまったベリアルの顔に、さっそく落書きを始めたバニラ（わーい♥）を横目に見ながら、キリーが、トゲのある口調で言った。

「この馬ば鹿かたれは、いつになったら、元に戻もどるのですかな、博士？」

「右と左をまちがえたことに気づけば、すぐにでも」

「だから、それはいつかと、お訊たずねしている」

「さあ？」

　トロルキンは、無責任に首をひねった。

「五年かかるか、十年かかるか」

「博士」

「二十年かかるか、三十年かかるか」

「博士！」

「百年かかるか、千年かかるか……」

　遠い時空の彼方かなたを、はるかに見つめながら、トロルキンは静かにこう呟つぶやいた。

「五十六億七千万年後に、ベリアルは弥み勒ろくになるのかもしれない」
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　弥勒になったベリアル。（想像図）

「えっ？」
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　──このすっとこじじいが～。

　キリーは、トロルキンの空っとぼけた顔を、無言で睨にらみつけた。

　その目つきの陰いん険けんさは、トロルキンの頭の上に、今すぐ『１５０ｔ』と書かれた巨きよ大だいな鉄の錘おもりが落っこちて来ないのが、不思議なほどだった。

　すると、突とつ然ぜん。

「失礼します！」

　当直の近衛このえ兵へいが二人。ご飯と味み噌そ汁しると玉子焼きと香こうの物を載のせたちゃぶ台を運んで来て、キリーの前にセットし始めた。いかにも軍人らしく、事務的で、てきぱきとした作業の進め方だ。物もの陰かげから見守る明あき子こねーちゃんもスタンバイ。

　キリーは、用意されたちゃぶ台を、おもむろに両手でひっくり返すと、のどちんこも折れよとばかりに絶ぜつ叫きようした。

「そんなに待ってられるかあっ！」

　ごもっとも。

　トロルキンは、ベリアルの減速装置を『耳の穴から手ぇ突つっ込んで、奥歯がたがた言わせたろーかい』などと呟きながら、あっさり解除してみせた。

「あれ？」

　夢から覚めたような顔で、ぼーっとあたりを見回すベリアルに、誰だれかが気を利きかせて鏡を手て渡わたした。

　ほっぺたに、バカボンのような、ぐるぐるの渦うず巻まき。

「なっ、なんじゃ、こりゃあ松まつ田だ優ゆう作さく！」

　そんなベリアルの肩かたを、トロルキンが、ぽんと叩たたいて、言った。

「弥勒になりそこなったな。少しよう佐さ」

「弥勒？　何の話です。──いや、それより、誰がこんなことを……（はっ）」

　ベリアルは、反射的にバニラの姿を探して、左右に視線を走らせた。

　──居ない！　さては逃にげやがったな！

「あの女～っ！」

「待つんだ。少佐」

「閣下……？」

「言っておくが、あの娘むすめに手を出してはならん」

「どういうことです？　あの女は、カールビンソンで、コロナと一いつ緒しよにいるところを、私がこの目ではっきりと……」

「わかっている」

　キリーは、浅あさ瀬せでのんきに泳いでいる人間を見つけたワニみたいな微笑ほほえみを浮うかべて、言った。

「あの娘──バニラは、コロナを倒たおし、アルタミラを屈くつ服ぷくさせ、やがて世界を我が手に握にぎるために必要な切り札なのだ。それに、ユーモアのセンスも大したものだ。なにしろ、わしの小話を理解できるんだからな」

「たしかに普ふ通つうの人間じゃあない」

　横で、トロルキンが、しみじみとうなずいた。うなずくポイントが違ちがってるような気もしたが。

　ベリアルは、言った。

「博士は、ご存知だったんですか？」

「知っておるとも。──あれは、ゼネラル・ジェノミクス社製の生体兵器じゃ。もうとっくに絶ぜつ滅めつしたものと思うとった」

「生体兵器？」

「人工的に造り上げられた〈天敵〉じゃよ」

「天敵？　いったい何の？」

　ベリアルの問いかけに、トロルキンの眼めが、ぎらりと光った。

　トロルキンは、わずか一言で答えた。

「〈神〉」

　と。
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「あんな話を信じるのですか。閣下」

　トロルキンが退室してから、ベリアルは、キリーに疑問をぶつけた。

「いや、それよりも、あのような得体の知れぬ小こ娘むすめを宮中に入れるのは、保安上も問題があるのでは？　フレイヤー家の残党ではないという保証は、どこにもないのですぞ？」

「残党」

「そうです」

「保証」

「そうです」

「ううむ。保証……」

　キリーの眉み間けんのしわが、一段と深くなった。

「保証。ほしょう……。ほしょうで繁はん盛じよう記き、ってのはどうかな？」

「閣下！」

　ベリアルは、泣かんばかりの声で言った。

「こんな時にダジャレを、それも、そんな深刻な顔をして考えるのは、おやめください！」

「なんだ。このシャレがわからんのか？　しょうのない奴やつだ。よし。説明してやろう。これは、かつて『細ほそうで繁はん盛じよう記き』という伝説的なＴＶドラマがあってだなあ、その『細ほそ』と『ほしょう』を……」

「それぐらい、説明していただかなくても、わかります！」

「わかるんなら、なぜ笑わん？」

「今は、それどころではないからです！　あのバニラという娘。本当に信用できるのですか？」

「心配するな。わしは誰も信用しない。──もちろん、お前も含ふくめてな」

　キリーは、薄うすい唇くちびるの端はしをゆがめて、陰いん険けんに笑ってみせた。さすが〈陰険王〉の名に恥はじぬ陰険さだ。

　ベリアルは、ひやりとした。

　──そうだ。忘れてはいけない。目の前にいるこの男は、必要が無くなれば誰であれ、冷れい酷こくに切り捨てることができる。そういう男なのだ。そして、そういう男が天下を握れば、真っ先に切り捨てられるのは、いったい誰だれなのか？

　ベリアルは、切り捨てられるつもりはなかった。

「ご立派な心がけです」

　内心の想おもいを見事に押し隠かくして、ベリアルは、平然と頭を下げた。

「帝てい国こくの主あるじたる御お方かたは、そうでなくては」

「主。あるじ……」

「あるじ（ある日）突とつ然ぜん」

「……」

　キリーは、表情ひとつ変えなかった。

　そして、何も言わず、ただベリアルの顔を見つめ続けた。

　気まずい沈ちん黙もく。

　気まずい視線。

　照れ隠しの、ひきつったような笑えみを口元に浮かべて、ベリアルは言った。

「なんちゃって」

　百年も経たったかと思う頃ころになって、ようやく、重いため息が返って来た。

「ベリアルよ」

「はい」

「今は、そんなことを言ってる時か？」

「申し訳ありません」

「今、お前が一番にやらなきゃいけないことは、何だ？」

　しばらく考えて、ベリアルは答えた。

「コロナの行方ゆくえを突つき止めること……でしょうか？」

「ちがうな」

「ちがいますか」

「全然ちがう。──いいか？　お前が、今、一番にやらなきゃいけないことは」

「何でしょう？」

「黙だまって次の章を読むことだ」




　　　　＊




　それは、破は壊かいされたラリアントの機体から回収された交戦記録だった。

　操縦者はハイシンガー大たい尉い。

　交信相手は、４番機のノースマン中尉である。




「少しよう佐さ！　少佐!!　応こたえてください！」

『ダメです、大尉。こちらからの呼びかけにも、全く応答がありません』

「マシントラブルか？」

『わかりません。少佐のラリアントは、完全に停止しているように見えます』

「なんてことだ！」

『どうしますか、大尉。……少佐との連れん絡らくが取れない以上、ここでは、あなたが最先任士官ということになります。どうかご指示を！』

　ハイシンガーは、わずかにためらった。

　少佐の身も気がかりだったが、かといって、コロナを倒たおす絶好の機会を、みすみす失うわけにもいかない。ましてや、今のコロナは、これ以上はないというぐらい無防備な状態なのだ。

　コロナにくっついている、民間人らしき娘の存在が、やや目ざわりな気もしたが、ハイシンガーは無視することに決めた。

「俺は、とにかく、少佐の様子を確かめに行く。──君とオニールは、コロナから目を離はなすな」

『絶対離しません！』

　やけに力の入った、いいお返事に、チームでは唯ゆい一いつの妻子持ち、ハイシンガーは、思わず苦笑いを浮うかべた。

　ハイシンガーは、マシンのスラスト・レバーを微び妙みようにコントロールしながら、ベリアルが乗るラリアントのすぐ側そばに、自らの乗機をぴたりと着地させた。

　外見からは、機体にダメージを受けたような痕こん跡せきは、どこにも見受けられなかった。

　となれば、ハイシンガーが機外に出て、直接、自分の目で確かめてみるしかない。

　ハイシンガーは、コクピットの左奥にある、アクセス・ハッチの開放レバーに手を伸のばした。

　まさに、その瞬しゆん間かんである。

『大尉！』

　ノースマンの切せつ迫ぱくした声が、危険を告げた。

　後方監かん視しモニターの中で、異常な事態が起こっていた。

　コロナの足元近くの地面──それは、ちょうど、アルカディ屋が建っていた場所でもあった──が、広こう範はん囲いにわたって、突然、隆りゆう起きし始めたのだ。

　地鳴りと、金属を引きちぎるような音。

　そして、ラリアントに乗っていても感じられるほどの強い震しん動どうが、まるで、カールビンソンの町全体を揺ゆり動かすかのように、地の底から湧わき上がってくる。

「なんだ、あれは！」

『かっ、壁かべです！　壁が生えて来てる……っ!?』

　ノースマンの声は、絶ぜつ叫きように近かった。

　地面の下から迫せり上がって来る、巨きよ大だいな黒い壁。

　たしかに、そう見えた。

「いや。違ちがう」

　と、ハイシンガーは、言った。

「ありゃあ、船だ」

『船？　でも、どうして船が地面の下から……？』

「いかん！」

　ハイシンガーは、直感した。

　コロナが逃にげる！

　あの船は、そのための手段だ。間違いない！

　ハイシンガーは、とっさに叫さけんでいた。

「撃うて！　ノースマン！」

　言われるままに、ノースマンの指先が反応した。

　照準は、あらかじめロックしてあった。

　あとは、トリガーを引くだけだった。

　使用する武器は、ラリアントが標準装備する、三砲ほう身しんのチェーンガン。

　発射速度は、毎分６０００発。

　その射しや撃げき音は、猛たけり狂くるう雄お牛うしの咆ほう哮こうに喩たとえられる。

　次の瞬間。

　コロナの周囲で、文字通り地面が『沸ふつ騰とう』した。

　すさまじい量の土つち煙けむりと、微み塵じんに砕くだけ散った石いし畳だたみが、天高く吹ふき上がる。

　ラリアントには、可視光線、赤外線、そして、霧きりや煙えん幕まくに対する透とう過か性に優すぐれた周波数帯のレーザーを使った、つごう三種類の視覚センサーが装備されていたが、それでも、映像が戻もどるまで、しばらく待たされた。

　やがて、クレーター状にえぐられた地面が、ゆっくりと見えてきた。

　穴の半径は、３メートルほど。

　その外ふ周ちの部分は、着ちやく弾だんのエネルギーを吸収したせいで、熱を帯び、今も赤く光っていた。

　そして……。

「馬ば鹿かな！」

　ハイシンガーは、思わず操縦席から腰こしを浮かせかけた。

　クレーターの中心部分は、まるで無傷だとわかったからだ。

　コロナも、そして、もう一人の娘むすめ──バニラも。

　バニラが持つ剣けんから突とつ如じよとして輝かがやき出た、不思議な光の盾たて（○マルにＧの紋もん章しよう）に護まもられて、傷ひとつ受けていなかった。

　ホログラフを思わせる淡あわい光の盾。──それは、フランベルジュの持ち主が攻こう撃げきを受けた時にだけ、瞬間的に顕在化する、ゼネラル・ジェノミクス社製のフォース・シールドだと、後にハイシンガーたちも知ることになるのだが、今はただ、あり得ない光景を目まの当たりにして、茫ぼう然ぜんとするのみであった。

　そして、交戦記録の最後は、バニラのドスの利きいた声で終わっていた。

「なんや。私うちにケンカ売ろーっちゅんかい。──おもしろい！」

　この直後、機体の不可逆的損傷によって、記録は終しゆう了りようしている。

「つまり、機体が完全に破は壊かいされたってことですね？」

「そうだ」

「わからないことが、ひとつあります」

「何だ」

「コロナたちは、あの、地面の下から出てきた船に乗って？」

「逃げた」

「ええ。それはわかります。わからないのは、その間、私の部下たちは、どうしてその船を撃げき沈ちんしなかったのか、ということです。ラリアントの火力をもってすれば、どれだけ大きくても民間の船など……」

「撃沈する暇ひまはなかったそうだ」

「なぜです？」

「なぜならば」

　と、キリーは声を張り上げた。

「燃える機体の中から、ぴくりとも動かないお前を助け出すだけで、手て一いつ杯ぱいだったからだ！」

「ああ……」

　ベリアルは、口を開け、そして閉じた。

　何か適当なセリフを見つけようとして、ベッドの下や、ゴミ箱の中を探してみたが、その試みはことごとく失敗に終わった。

　そこで、すっかり暗くなった窓の外に目を向けて、お天気の話を始めた。

「どうやら、雨になりそうですね」

「知らん顔してんじゃない！」

　キリーは、ベリアルを、油圧ジャッキで張り倒たおした。




　　　　＊




「いや～、しかし。──血ち湧わき肉にく躍おどる『地底からの緊きん急きゆう大発進』を、ゆっくりとお見せできなかったのが、いささか心残りです」

　地上に姿を現すのは六十年ぶりだという〈我が青春のアルカディ屋号〉の艦ブリ橋ツジで、ベンジャミン伊藤は、機き嫌げんよく笑ってみせた。肩かたには、いつの間に持ち出してきたのか、ひい爺じいさんの形見だとかいう黒いマントが、風もないのに、なぜかへんぽんと翻ひるがえっていた。裏地の赤い色が、目にも鮮あざやかだ。

　スリムが、言った。

「それにしても、町の地下に、こんなでかい船が隠かくしてあったとはな」

「いえ。隠してあったというより、船の上に町ができてしまったんです。だから、最初、あなたたちがおいでになって、船を出せと言われた時は弱りました」

「ああ。それで、あたしが船のありかを訊たずねた時、あんな変な顔をしてたのね」

　と、シャラが言った。

　スリムもうなずきながら、

「町が乗ってたんじゃ、無理矢理、船を出すってわけにも、いかねえもんなあ」

「はい。──しかし、町がああなってしまった以上、〈アルカディ屋号〉を動かすのに、何の問題もありませんから」

「帝てい国こく軍のおかげってわけだ」

「あとは、このまま、あの滝を目指して進むだけね♥」

「あのお。その滝のことなんですけど……」

　ヤマトが、言い出しにくそうな顔で、ためらいがちに口を開いた。

「みなさんに、特にコロナさんには、ぜひ聞いていただきたいお話があるんですが」

「あら？　そう言えば、コロナは？」

「ケガ人たちの様子を見るとか言って、下へ行ったと思ったけど……？」

　スリムの言葉が、終わるか終わらないかのうちに、船のどこか底の方から、原始人がヤリ持ってマンモスを追っかけてるみたいな蛮ばん声せいが、かすかに聞こえてきた。

『うわ～っ！　うわ～っ！　うわ～～っ！』

「あの声には聞き覚えがあるよ」

　と、シャラが、確信ありげに、うなずいてみせた。

「あれは、コロナの『おりゃーネズミが大っ嫌きれぇなんだ！』っていう声だ」

「だんだん近づいて来るぜ？」

　次の瞬しゆん間かん。

　スチール製のドアを蹴け破やぶりかねない勢いで、コロナが艦橋に飛び込んで来た。

「ネ、ネズミがっ……！」

　シャラは、ため息まじりの口調で、諭さとすようにして言った。

「いい子だから、ネズミの一匹ぴきや二匹で、そんな大おお騒さわぎしないの」

「一匹や二匹どころじゃねえ！」

　コロナは、自分の後ろを指差しながら、大声で叫さけんだ。

「船中のネズミが、みんな出てきやがった！」

　それを聞いて、シャラは、ふとある言い伝えを思い出した。──船とネズミに関する、古い言い伝えだ。

　同じことを、ベンジャミンも、スリムも、ヤマトも、思いついたらしい。

　四人は、まるで打ち合わせたみたいに、一いつ斉せいに窓辺へと駆かけ寄った。

　艦橋から下を覗のぞいてみると、たしかに、無数のネズミが、我先に船から逃にげ出しているではないか。

　誰だれにともなく、スリムが呟つぶやいた。

「船が沈ちん没ぼつする前に、船中のネズミがいなくなるって、よく聞くけど……？」

「あれは迷めい信しんでしょ？」

「そう、迷信迷信」

「迷信ですよねー」

「なーんだ。迷信か」

　スリムたちは、笑え顔がおでうなずき合った。──お互たがいが、お互いの目の中に、漠ばく然ぜんとした不安の色があることを確かく認にんしながら。




　　　　＊




　その頃ころ、〈アルカディ屋号〉の針路上、数百キロの海域では……。

　何も知らない氷山が、のんきにぷかぷか浮うかんでいた。

　めでたし、めでたし。




　　　次回予告




　ついに舞ぶ台たいは海へ！




　あの滝を目指してひたすら突つき進む、科学的知識とは無む縁えんのコロナたち。

　彼らを待ち受けているものは、いったい何か？　次の三つの中から、正しいものにマルをつけなさい。

（１）ゴジラ

（２）マンダ

（３）氷山




　一方。〈アルカディ屋号〉が姿を見せた時から、ずーっと舳へ先さきに立って『タイタニック』のパロディをやってたのに、最後まで、誰にも気づいてもらえなかったガルディーンは、今度こそ活かつ躍やくできるのか？




　次回、『燃える男の赤い宇宙船』。

　連れん絡らくは電子メールでお願いします。







　　　大イクラ丼どん。




「見ろ！　あれがその滝だ！」

　アルカディ屋号の舳先で仁に王おう立だち。

　コロナが指差す方向に、たしかにその滝はあった。

　世界の涯はてから無限の深しん淵えんに向かって、轟ごう々ごうと流れ落ちる大だい瀑ばく布ふ。

「いかん！　船が吸い込まれる！」

「後進一いつ杯ぱい！」

　にわかに慌あわただしさを増したブリッジにあって、ヤマトは、ひとり茫ぼう然ぜんと呟いた。

「そんな馬ば鹿かな……」

「滝の向こう側に、何か動いてる物が見えるぞ！」

「灰色で細長くて巨きよ大だいな……」

「あれは、世界を支えてる象の鼻だ！」

「じゃあ、あれがダララッタの塔とうなのか？」

「形は塔のようにも見えるけどなあ」

「最初から、〈塔〉じゃなくて〈象〉だったんじゃないか？」

「つまり、ダララッタの象？」

「それは違ちがうと思う」

　いつものことながら、ヤマトの発言に耳を貸す者はいなかった。

　誰かが言った。

「しかし、どうやってあそこまで行くんだ？」

　すると、舳先から駆け戻もどって来たコロナが、きっぱりはっきり元気よく答えた。

「勢いをつけて飛び移る！」

「なるほど！」

「走り幅はば跳とびの要領っすね！」

「そいつは妙みよう案あんだ」

「とゆーわけで、まずヤマトから飛んでみせてもらおーか」

「えっ？」

　ブリッジにいる全員の視線が、ヤマトに集まった。

　ヤマトは、後ずさりして逃げ出そうとしたが、どういうわけか足が一歩も動かなかった。

　スリムが、ニヤニヤ笑いながら近づいて来て、言った。

「宇宙飛行士なんだろ？　飛ぶのは慣れてるよなあ？」

「そうそう。あれくらいの距きよ離り、軽いもんよね？」

　シャラ。コロナ。ベンジャミン伊藤。そして、ガルディーンまでが、ヤマトに迫せまって来る。

『心配いりませんよ、ヤマトさん。──いざとなったら私が投げてあげますから。そうだ。今、投げてあげましょう』

　ガルディーンにわし摑づかみにされたヤマトは、じたばたもがきながら、遠ざかる意識の片かた隅すみで、必死でこう思い込もうとした。

　──これは夢だ。

　夢だった。

「やっと目が覚めたか」

　真上に、コロナの顔があった。

　まぶしい朝の光と、さわやかな潮風。

　君がいて、僕がいる。

　浜はま辺べに打ち寄せる波の音も、耳に心ここ地ちよい。

　ヤマトは、砂の上に半身を起こすと、あたりをぼんやり見回しながら、言った。

「ここは、どこですか？」

　コロナの答えは、非常にわかりやすかった。

「知らん！」

　どうやら、ご機き嫌げんななめらしい。

　あまり知られていないことだが、ヤマトにも、多少の学習能力はある。

　こういう時、コロナに話しかけるのは、賢けん明めいなやり方じゃない。

　ヤマトは、口を閉じて、自分の記き憶おくを探さぐることに専念した。

　──そうだ。船が氷山にぶつかって、それから……？

　嵐あらし！

　漂ひよう流りゆう！

　無人島！

　人生の走そう馬ま燈とうが、ヤマトの頭の中で、ヤケクソみたいな速さでぐるぐる回り、そして、止まった。

「たっ、大変だ！」

　今さらのように、ヤマトは、あわて始めた。やみくもに手足をばたつかせながら、ヤマトは、言った。

「ほ、他ほかの人たちはどこです？　ス、スリムさんや、シャラさんたちは、無事だったんですか？　も、もしかして、二人とも、海の藻も屑くずに……？」

　とたんに、シャラがヤマトを後ろから蹴けり倒たおした。

「他人ひとを簡単に酢すの物の一種にするんじゃない！」

「そりゃーモズクだろって」

　スリムが笑いながら、お約束を言う。

　その隣となりでは、ベンジャミン伊藤が、目の上に右手をかざして、水平線の彼方かなたを見つめながら、

「どうやら、ずいぶん南に流されてしまったようですね～」

　ヤマトは、地べたに開いた穴から、砂まみれの顔を引っこ抜ぬいて、言った。

「みなさん、無事だったんですか……」

「他に誰だれか、流れ着いてる奴やつがいねーか、その辺を探してたんだ。──無む駄だ足あしだったけどな」

「どこか別の島に漂ひよう着ちやくしてるのかもしれません。このあたりの海域には、似たような小さな島が、いくつもありますから」

「ああ。運がよけりゃーな」

　ベンジャミンの言葉にうなずくスリムの口調は、いつものように無責任そのものだ。

　スリムは、脱ぬいだ靴くつを逆さまにして、中の水を捨てながら、言った。

「それより、腹がへったと思わないか？」




　　　　＊




『名物！　ウニ料理』

　店の入口に掛かけられた暖の簾れんの文字は、たしかにそう読めた。

「カニの次はウニかい！」

「誰だよ。無人島なんて言ってた奴は？」

「いや、僕はてっきり、シチュエーション的にですね……」

「いいから、入ろうぜ」

　コロナは、あまり細かいことを気にするタイプではない。

　しかし、店の暖簾をくぐったとたん、そんなコロナの足が、凍こおりついたみたいに、ぴたりと止まった。

　先客がいたのである。

「ウニ料理屋にウニ丼どんがないってのは、いったいどういう了りよう見けんなんだ？」

　ぶつくさ文句を言いながら、それでも、丼どんぶりに顔を突つっ込むようにして、休みなく箸はしを動かし続けている、その男。

　その男の後ろ姿に、コロナは見覚えがあった。

　いや。コロナだけではない。

「なんだ。どっかで見たことのある奴だと思ったら、おめー、風車の甚八じゃねーか」

　細かいことを気にしないことにかけては、コロナのさらに上を行くスリムが、気安く甚八の肩かたを叩たたいて、言った。

「なんで、こんなとこにいるんだ？」

「あっ。これは、スリムさん。──いえね。今日あたり、コロナ様の乗った船が氷山にぶつかって沈ちん没ぼつして、この島に流れ着く頃ころじゃないかと思いまして」

「思うな～っ！」

　怒いかり狂くるって刀を振ふり回すコロナを、シャラが、半笑いの表情で後ろから抱だき止めながら、言った。

「まあまあ。──甚八君も、悪気があってやってんじゃないんだから。ね？」

「そうですとも。あっしはただ、姫ひめ様さまの身が心配なだけで」

「心配するな～っ！」

　コロナは、よけいに暴れ始めた。

「今度、心配しやがったら、ただじゃおかねえ！　その首、叩っ斬きってやるから、そう思え！」

「じゃあ、あっしはこれで」

　手の込こんだ先回りを演じてみせたわりには、格別の用事もなかったらしい。

　甚八は、そそくさと店を後にした。

「何しに出て来やがったんだ、あいつ」

　さすがのスリムも、あきれ顔で呟つぶやいた。

　すると、甚八が戻もどって来た。
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「うっかり忘れてました。ここは、南ペルークって島で、ウニが名産なんですが、今、島にウニはひとっかけらもありません。──どうか、お気をつけなすって」

　そう言い残すと、甚八は、再び姿を消した。

　今度こそ、永遠に。

　スリムたちは、お互たがいの鼻の頭をぼんやりと見つめ合いながら、言った。

「聞いたかい？　ウニがないんだってさ」

「ウニがないとは知らなかったなあ」

「ウニがないのに、うっかりウニを注文するところだったわ。──気をつけなきゃ」

「あぶない、あぶない」

「じゃあ、何ならあるんだろう？」

「あいにくと、イクラ丼しかお出しできないんですが……」

　いつの間にやら現れた店の主人が、申し訳なさそうな顔で、言った。

「イクラ丼？　上等じゃない」

　シャラの声が急に明るくなった。

　イクラは大好物だ。

　しかし、南ペルーク島のイクラが、一ひと粒つぶ40センチほどもある巨きよ大だいな物だと知っていたら、決して『大盛り』を頼たのんだりはしなかっただろう。

「なに、これ？」

　丼の上で、ぷよんぷよん揺ゆれている、濃こいオレンジ色をした半はん透とう明めいの球。

　つややかな表面に映る自分の顔が、世にも間ま抜ぬけな表情を浮うかべていることを、シャラは自覚していなかった。

「どうやって食えばいいんだ？」

　シャラの隣となりで首をひねっていたコロナが、よせばいいのに、箸の先でイクラを突っついたからたまらない。薄うすくて透明な皮はあっけなく破れ、オレンジ色のどろりとした液体が、テーブルの上にまであふれ出した。

「うわあ！」

「ははは。君たちゃー何にも知らないね。このイクラは、こうやって食うんだ」

　得意げに笑って、スリムが取り出してみせたのは、一本のストローだった。

　スリムは、巨大なイクラのてっぺんに、慎しん重ちようにストローを突つき刺さすと、その内容物（テーブルにあふれたのと同じもの）を、ひと息で『ちゅうううう～』っと……。

「ダメだ～っ！」

　スリムは挫ざ折せつした。

　肺活量に問題があったようだ。

　激しく咳せきこむスリムの、目と口と鼻の穴から、オレンジ色のイクラ汁じるが、滂ぼう沱だと流れ落ちている。

　実にいやな光景だ。

　スリムは、今にも死にそうな顔色をしてるくせに、なおも虚きよ勢せいを張って、言った。

「イクラはロシア語なんだぜー。知ってたかー？」

（げほげほげほげほげほ……）

　一方、早くも、すっかり食しよく欲よくをなくした様子のシャラは、うんざりした顔つきで、直径40センチのイクラを横目にしながら、こう力説した。

「だいたいねー、イクラって、口の中でぷちぷちっと潰つぶれる、あの食感が美味おいしいのよ。大きけりゃいいってもんじゃないと、あたしは思うわけ！」

「ごもっともです」

　店の主人は、深々と頭を下げた。

　ヤマトが横から声をかけた。

「しかし、イクラがこれだけ大きいってことは、鮭さけもずいぶん巨大なんでしょうね～」

「毎年、鮭が川を遡さかのぼる季節になると、大変です」

　主人は、真しん剣けんな顔をしてうなずいた。

　どうやら本当に大変らしい。

　シャラが、言った。

「ひょっとしてウニもデカいわけ？」

「ええ。──でも、決して大味ということはございません。かつて、皇こう帝てい陛下に献けん上じようした折には、『天下絶佳』との御お墨すみ付つきを賜たまわったほどのウニですから。どうか、ご安心を」

「安心も何も、肝かん心じんのウニがねーんじゃあ、話にもならねえだろ」

「南ペルーク産のウニの評判は、私も何度か耳にしたことがあります。その価値は、同じ重さの金に匹ひつ敵てきするとか」

　スリムを制して、そう言ったのは、ベンジャミンだ。ベンジャミンは、首を傾かしげながら言葉を継ついで、

「しかし、ウニ料理屋でウニ丼どんも出せないとは。──今年は、それほど不漁だったのですか？」

「とんでもない。その逆です。今年は、まれにみる豊漁で、ウニの出来も最高でした。──あの連中さえ現れなければ」

「あの連中？」

「密漁者です」
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「だからってさー、なんで俺たちが、いきなり密漁者退治に出かけちゃってるわけ？」

　大漁旗をはためかせて進む漁船の上で、スリムが、あきれ返ったみたいな声を張り上げた。

　船の名前は〈五ご郎ろ八はち丸まる〉。

　別名は〈浮かぶ奇き跡せき〉。

　地元の漁師から借りてきた物だが、いつ沈しずんでもおかしくないほど古かった。

　排はい水すい量はたったの０．８トン。

　行く先はもちろん、密漁者の一味がアジトにしていると聞く、北ペルーク島である。

　船底からの漏ろう水すいを、ひっきりなしに柄ひ杓しやくで汲くみ出しながら（汲み出してないと沈む）、シャラが言った。

「しょーがないでしょ。特上ウニ丼の食べ放題券もらっちゃったんだから。特上よ特上。並じゃないのよ？」

　シャラは、やけに『特上』というところを強調してみせた。

「特上じゃあ仕方ないですよね～」

　と、ヤマトも軽けい薄はくにうなずいた。

　──こいつ、本当にわかってんのかな？

　スリムは、首をひねった。

　その時、船の舵かじを握にぎっていたベンジャミンが、前方を指差しながら言った。

「島が見えてきました。あれが北ペルーク島でしょう」

「大きさは淡あわ路じ島しまぐらいか？」

　と、スリムが、すかさずわけのわからないことを口走った。

「あそこの砂すな浜はまに着けましょう」

　ベンジャミンは、器用に舵を操あやつって、船を浅あさ瀬せへと誘ゆう導どうした。

〈五郎八丸〉の舳へ先さきに座り込んで、黙もく々もくと櫂かいを削けずっていたコロナが、真っ先に船から飛び降りた。

「小次郎、敗れたり！」

　何か勘かん違ちがいしているようだった。

　続いて上陸してきたスリムが、のんびりとあたりを見回しながら、言った。

「さて。密漁者の諸君はどこかな？」

「意外と大きな島のようですから、探すのは時間がかかりそうですね」

　と、ベンジャミンは言った。

　しかし、シャラの意見は違っていた。

「そうでもないみたいよ？」

　シャラが見つめる視線の先──松と灌かん木ぼくの林の陰かげから、武装した男たちが現れたのである。その数、二十名ほど。

　それぞれが手にしているのは、通つう称しようブランダーバスと呼ばれる、先さき込ごめ式のパワー・ブラスターだ。単たん発ぱつ銃じゆうのため連射はできないが、口径が大きく、近きん距きよ離りの敵には絶大な威い力りよくを発揮する。

「おやおや」

　と、スリムは、眉まゆを片っぽ吊つり上げながら、言った。

「こいつはまた、盛せい大だいなお出で迎むかえだな。──誰だれか有名人でも来るのかい？」

「どうやら、話し合う気はないみたいね」

「話し合った方が、身のためだと思うけどなあ」

　スリムは、しみじみと呟つぶやいた。隣となりにいるコロナが、とっくに戦せん闘とうモードに入っていることを知っていたからだ。

　じりじりと包囲の輪を狭せばめて来る男たち。

　その動きが、次の瞬しゆん間かん、不意に止まった。

　男たちの顔に浮うかんでいるのは、一様に驚きよう愕がくの表情だった。──まるで、目の前の海から、ゴジラが突とつ然ぜん現れたみたいな顔。しかも、そのゴジラは、口をきくのだ。

『いやー。やっと追いつきましたよ』

　アルカディ屋号が沈ちん没ぼつして以来、ずーっと海の底を歩き続けてきたガルディーンが、その巨きよ体たいから大量の水しぶきをまき散らしながら、ずかずか上陸して来たのである。

『海底が、あんなに歩きにくいものだとは知りませんでした。途と中ちゆうで知り合った、触しよく手しゆと目玉がいっぱいある、妙みような生き物に道を聞いて、何とか辿たどり着けましたけどね』

　ガルディーンは、凍こおっているコロナたちを順番に見回すと、愛想あいそよく訊たずねた。

『で、今日は何の集まりですか？』
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「これにて一件落着！」

　砂浜にずらりと並んで、平へい伏ふくしてる男たちを見み渡わたしながら、スリムは、頭上に掲かかげた日の丸の扇せん子すを、景気よくパッと広げてみせた。（これにて一件落着のポーズ）

　そして、言った。

「お前たちも、これに懲こりたら、二度と密みつ猟りようなどという不ふ埒らちな振ふる舞まいは致いたすでないぞ。よいな？」

「何にもしてないくせに、偉えらそうにしてんじゃないわよっ！」

　シャラが、容よう赦しやなくスリムを後ろから蹴けり倒たおした。

「そう言うおめーだって、何にもしてねーじゃねーか」

　砂にめり込んだ顔の下から聞こえてくる、スリムの弱々しい抗こう議ぎの声は無視して、シャラは、ガルディーンを見上げ、にっこりと微笑ほほえみかけた。

「ナイスなタイミングだったわ。──おかげで、特上のウニ丼どんが食べ放題よ」

『いや～』

　と、ガルディーンは、後ろ頭に手を当てながら、まんざらでもなさそうな声で、こう言った。

『多かぁ（大岡）食わねえ、たった一膳ぜん（越前）』

「そこで、わけのわからんオチをつけてんじゃねえ。このロボット三等兵が！」

「まあまあ」

　激げつ昂こうして暴れるコロナを笑え顔がおで取り押さえながら、シャラは、平伏してる男たちの方を、期待に満ち満ちた目で振ふり返った。

「で？」

　と、シャラは、勢い込んで訊ねた。

「ウニはどこ？」

　ウニ！　ウニ！　ウニ！

　妖あやしげに輝かがやくシャラの瞳ひとみ。──その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされたみたいに、男の一人が、やや後ずさりながら、顔をひきつらせて、言った。

「そ、それが、そのお……」

「まさか、もう全部食べちゃったって言うんじゃないでしょうね？」

「滅めつ相そうもない。──そんなことをしたら、ウニ王さまに、どんなお叱しかりを受けるか」

「ウニ王？」

　シャラは、思わずコロナと顔を見合わせた。コロナも暴れるのをやめ、シャラを見つめ返す。それから、微び妙みような間があって、二人は、あわてて離はなれた。

　コロナが、言った。

「何だ、そのウニ王ってのは？」

「へえ。わしらは、元々、この島で、のん気に畑を耕して暮らしておったのですが、ある日、突然、空から巨大な……」

「靴くつ下したが」

　すかさず茶々を入れようとしたスリムの頭を、シャラが力いっぱい踏ふんづけた。そして、何事もなかったような顔で、言った。

「それで？　空から、何？」

「ええ。空から巨大な、火の玉が落ちて来まして」

　村は潰かい滅めつ。畑は全滅。

　途方にくれる村人たちの前に、どこからともなく現れたのが……。

「ウニ王ってわけね？」

「そうです」

　男の話によると、ウニ王は、魔ま法ほうとしか思えないような高度の技術力（百円ライターとゴムひも）を誇こ示じして人心を掌しよう握あくすると、たちまちのうちに北ペルーク島の各部族を統一し、ここに強大な密漁国家を建設するに至ったのだとか。

「百円ライターとゴムひも」

　シャラは、頭が痛くなってきた。

『木をこすり合わせなくても火がっ！』

『なんと、伸のび縮みするひもがっ！！』

『おおっ！　まるで魔法じゃっ！』

　ウニ王とやらが、純じゆん朴ぼくな北ペルーク島の住民を、どうやってだまくらかしたのか。シャラには、手に取るようにわかった。コロナと出会う前、スリムと二人で、同じようなことを、さんざんやっていたからだ。もちろん、いつも成功するとは限らなかったが。

　シャラの脳のう裏りに、かつて辺境の小さな村で味わった挫ざ折せつが、ありありと甦よみがえってきた。

『見ろ！　今からこのスリム様が、太陽を消してみせる！』

　スリムが、もったいぶった顔つきで、欠け始めた太陽を指差すと、村人たちは、さも馬ば鹿かにしたように言ったものだ。

『ありゃーただの日食だべ』

『おっ月さんの影かげに、太陽が入って見えなくなるだけだあ』

『おめーら、そったらことも知らねえのか？』

『とても文明人とは言えねえな』

「……」

　シャラは、ため息をついた。

　表情は苦い。

　シャラは、過去の忌いまわしい記き憶おくを断たち切るかのように、スリムの頭を踏んづけたまま、強い口調で言った。

「ＯＫ。──とにかく、そのウニ王とかいう奴やつに、直接会って話をつけましょ」

「でも、どんな人物なんでしょう、ウニ王って」

　ヤマトの何気ない呟つぶやきに、シャラは鋭するどく振り返って、言った。

「どんな奴だろうと、あたしのウニ丼を横取りするなんて許せない！」

　固く握にぎりしめた右の拳こぶしが、「絶対に思い知らせてやる！」という、不退転の決意を物語っていた。

　ヤマトは、ひそかにウニ王に同情した。

　しかし、すぐにそんな悠ゆう長ちようなことは言っていられなくなった。

　男たちの案内で、島の奥へと向かう途と中ちゆう。完全に壊かい滅めつした集落の側そばを通った時のことである。

「火の玉は、いくつもの破は片へんに分解して落ちて来ました」

　と、男たちの一人が説明した。

「ここは、その中のひとつに、直ちよく撃げきを受けたのです」

「やれやれ。とんだ災難だな」

　周囲を見回しながら、スリムが、あまり深刻さの感じられない声で言った。そして、ふと気づいた。ヤマトの様子が尋じん常じようでないことに。

　ヤマトは、焼け焦こげた巨きよ大だいな金属板の前で、石化していた。

　一面の瓦が礫れきの野に立つ不ふ吉きつなモノリス。

「まるで壁かべだな。──こいつが落ちて来たのか」

　並んで同じ金属板を見上げながら、コロナがあきれたような声を出した。

　わずかに湾わん曲きよくしているその表面には、かろうじて読みとれる文字が、四つ並んでいた。

〈ゆうばり〉

　ヤマトの顎あごが落っこちる音は、海を越こえて、遠くカルバラクラブまで届いたに違ちがいない。
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　カルバラクラブ。

　ここには、現在、〈パンタグリュエル〉が、修理のため入港中である。

「ん？」

「どうかしましたか、レーベンブロイさん」

「いや。空耳だろう」

　レーベンブロイは苦く笑しようして、再び視線を将しよう棋ぎ盤ばんの上に落とした。

　あぐらをかいたレーベンブロイの横には、例によって一いつ升しよう瓶びん。

　将棋盤の向こう側には、次期皇こう帝てい候補のトロイが、ちんまりと正座して、レーベンブロイが次に指す一手を待っている。

　何とも、心なごむ光景だ。

　アルタミラを始めとして、〈パンタグリュエル〉の乗組員は皆みな、艦かんの修復と補給に忙いそがしく、暇ひまを持て余しているのは、レーベンブロイとトロイの二人だけだった。

「だからと言って、戦せん闘とう甲かん板ぱんに縁えん台だいを持ち出して、のんきに将棋なんか指してるんじゃないっ！」

　通りすがりのアルタミラが、レーベンブロイの後頭部に蹴けりを入れて、風のように去って行った。

「ああ。忙しい。忙しい」

「俺の頭を、サッカーボールか何かと勘かん違ちがいしてるんじゃないか」

　アルタミラの後ろ姿を涙なみだ目めで見送りながら、レーベンブロイは、ぶつくさ呟いた。

　トロイが、申し訳なさそうに言った。

「すいません。艦の修理が、予定よりだいぶ遅おくれてるから、ちょっと気が立ってるみたいで……」

「予定としめ切りは遅れるもんだ」

　他人ひと事ごとのようにそう言い放つと、レーベンブロイは、盤上の駒こまをひとつ動かして、得意げに胸を張ってみせた。

「さあ、これでどうだ！」

「いいんですか？　王様もらっちゃいますよ？」

「えっ？　あっ！　ちょ、ちょっと待った！」

　レーベンブロイは、あわてて駒を元に戻もどすと、腰こしを据すえて長考の構えに入った。

　またしばらく待たされそうだ。

　トロイは何となく空を見上げた。

　空には雲が浮うかんでいる。

　トロイが、コロナと最初に出会った時も、同じような雲が浮かんでいた。

　トロイは、ふとため息をついた。

　──今いま頃ごろ、コロナさん、どうしてるんだろう？
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「おい。しっかりしろ！」

　コロナに横っ面つらをイヤってほど殴なぐられて、ヤマトは、ようやく我に返った。

　シャラが、けげんそうな顔を覗のぞかせて、言った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「奥歯が折れました」

「そんなこと聞いてんじゃなくて！　あんた、幽ゆう霊れいみたいな顔色してるわよ？」

「ぼくは、もうダメです」

　と、ヤマトは言った。

　まるでうわ言のような声で、視線を宙にさまよわせながら、

「これでもう、ぼくの人生は、すちゃらかぴーのすっとこぴょーなんですぅ」

　泣き出した。

「わけのわかんねーこと言いやがって」

「まだちょっと混乱してるようだから、コロナちゃんに、もう一発殴ってもらうと、直るんじゃないかな？」

　スリムが提案した。

　誰だれもが、いい考えだと思った。

　ヤマトだけが違った。

　ヤマトは言った。

「いえ！　もう大丈夫です」

「あんまり大丈夫って顔でもなさそうだけど？」

「いったい、どうしたってんだ？」

「これは」と、焼け残った金属板を悲しげに見つめながら、ヤマトは、沈しずんだ声で言った。「ぼくが乗って来た、連れん邦ぽう航空宇宙軍の巡じゆん洋よう艦かんです」

「はあ？」

「艦の名前は〈ゆうばり〉。──ぼくを含ふくめて、百十四人の仲間が乗っていました」

「……」

　コロナたちは、お互たがいに顔を見合わせた。

　シャラが、声をひそめて言った。

（つまり、どういうこと？）

（つまり、お迎むかえの船は来ないってことさ）

　スリムは、〈パンタグリュエル〉の営倉で、ヤマトから聞かされた話を、かいつまんで皆に伝えた。その口調の裏には、予定していた金かね儲もうけがふいになったことへの失望感が、そこはかとなく隠かくされていた。

　シャラが、ヤマトの方を、ちらりと振ふり返って言った。

（海岸で自由の女め神がみを見つけたチャールトン・ヘストンみたいに驚おどろいてたのは、そういう理由わけだったのね。なるほど～）

（だけど、わからねえ。──帰りたきゃ、船なんか他ほかにいくらでもあるだろう。さっきの〈五郎八丸〉とかじゃダメなのか？）

（俺もよくは知らないけど、ああいう船とは違う種類の船らしいんだ）

（ふーん）

　要領を得ない顔つきのまま、コロナは、悄しよう然ぜんと立ちつくすヤマトの後ろ姿に目を向けた。

　巡洋艦〈ゆうばり〉の、ただ一人の生き残り。

　帰る手段すべを持たない、永遠の異い邦ほう人じん。

　その孤こ独どくな背中を、思いきりどやしつけて、コロナは言った。

「くよくよするな。何とかなる！」

　コロナの言葉には、もちろん、何の根こん拠きよもなかったが、それを補ってあまりある無む垢くな善意にあふれていた。

「コ、コロナさん……！」

　目に涙なみだをてんこ盛りにしながら、ヤマトが思わずコロナに抱だきつこうとした、その時。

「何だ、あの声は？」

　突とつ然ぜん、コロナが戦せん闘とうモードに入った。

　直前で身をかわされた恰かつ好こうのヤマトは、両りよう腕うでを大きく広げたまま、顔から地面に激突した。

　集落を取り囲む森の奥から聞こえてくる、不気味な咆ほう哮こう。

　シャラは、漫まん然ぜんとそちらに顔を向けながら、当てずっぽうを言った。

「狼おおかみか何かの遠とお吠ぼえじゃないの？」

　何かの方だった。

　案内役を務めていた男たちの顔色が、さっと青ざめ、中の一人がこう叫さけんだのだ。

「ウニ王様！」




　　　　＊




「ウニ王？」

「そうです。私がウニ王です」

「わあっ！」

　スリムが、道みち端ばたで犬のウンコ踏ふんづけたみたいな声を出した。

　どこか見覚えのある制服を身につけた、等身大の犬の着ぐるみが、スリムのすぐ真後ろに立っていたのである。

　ウニ王は言った。

「諸君は完全に包囲されている。武器を捨てて降こう伏ふくしたまえ」

「よくできたＣＧだな。本当に犬が喋しやべってるように見えるぜ」

「降伏するのは、あんたの方よ。──これが目に入らないの？」

　シャラが肩かたごしに、ガルディーン（ガッツポーズ中）を指差してみせた。

　ウニ王は鼻で笑った。

「そっちこそ、あれが目に入らないのか？」

　と同時に、森の中から、揃そろいの法はつ被ぴを着た一群の男たちが、バカでかいお祭りの山車だしのようなものを引いて現れた。山車は車輪も含めてオール木製で、その荷台の上に、途と方ほうもなく巨きよ大だいなあれが、危なっかしい恰好で乗っかっていた。

　直径が人の背せ丈たけほどもある筒つつ状じようの物体。──どこかから、無理矢理引きちぎって持って来た物らしく、大小のパイプやコードの類たぐいが、乱雑に垂れ下がっている。

「何、あれ？」

「さあ？」

「大たい砲ほうのようにも見えるけど……」

　首をひねるコロナたちの中で、その正体を、正確に見み抜ぬくことが出来たのは、ヤマトひとりだけだった。

「あ、あれは、まさか……」

　ヤマトの素すっ頓とん狂きような声が、北ペルーク島の全土に響ひびき渡わたった。

「じゅ、巡じゆん洋よう艦かん〈ゆうばり〉の……。しゅっ、主砲っ!?」

　そう。それはまさしく、墜つい落らくした〈ゆうばり〉の残ざん骸がいから、奇き跡せき的にただ一基回収された、ＰＢＷ（粒りゆ子うしビーム砲）の主メインユニットであった。

　しかし、本来、大たい気き圏けん外での使用を前提として設計された、大出力のそんな兵器を、地上でぶっ放したら（それも、こんな近きん距きよ離りで）、いったいどういう結果になるのか？

　ヤマトには想像もつかなかった。

　──下手をしたら、島ごと消えてなくなるんじゃあ？

　ヤマトの膝ひざは震ふるえた。

　一方、コロナは、やる気満々だった。

「おーし。勝負してやろうじゃねーか」

　撃うてるもんなら撃ってみろと言わんばかりに、巨大な砲門を真正面から睨にらんで、堂々仁に王おう立だち。口元には笑えみさえ浮うかんでいる。

　日本刀一本で、巡洋艦の主砲と渡り合うつもりなのだ。

　あきれた無む謀ぼうっぷりである。

　その向こうっ気の強さに、一いつ時とき、虚きよを突つかれたような表情を見せたウニ王だったが、次の瞬しゆん間かんには、哄こう笑しようを爆ばく発はつさせて言った。

「いい度胸だ。気に入ったぞ」

　体を揺ゆすり、小気味よさげに笑いながら、ウニ王は言葉を続けた。

「どうだ。わしと手を組まんか。──好きなだけウニが食える。悪い話ではあるまい」

「あ。それって♡」

「笑止！」

　シャラお得意のおちゃらけを、一刀両断にする勢いで、コロナが即そく答とうした。即答とは、即座に答えることである。

「結構いいかも～って……。言おうと、思ったん、だけど……」

　シャラは、気合いの入りまくったコロナの横顔に向かって、どこか中途半はん端ぱな表情で「あはは」と笑いかけた。もちろん、コロナの集中は小こ揺ゆるぎもしない。

　シャラは、ため息と共に、こう言って引き下がるしかなかった。

「どうぞ。──ご存分に」

「ふん。そういうことなら仕方がない。──覚かく悟ごはいいか、小こ僧ぞう！」

「来い！」

　ウニ王とコロナの気き迫はくが、空中でぶつかり合って、風を起こし雲を呼び、雷らい鳴めいが轟とどろき、やがて、あたり一面、凄すさまじいばかりの豪ごう雨うとなった。

　──ダ、ダメだ。どっちも、やる気だ。

　貧ひん血けつ一歩手前の脳ミソで、ヤマトは必死に考えた。

　──二人とも、あれがどんな兵器か、わかってないんだ！

「コロナさん！」

「邪じや魔まするな、ヤマト！」

「いいえ、聞いてください！」

　ヤマトも命がけである。

　コロナに蹴けっ飛ばされたぐらいで、引き下がってはいられない。懸けん命めいの早口で、身み振ぶり手振りを交えながら、

「あれはＰＢＷと言って、対艦攻こう撃げきに用いる宇宙戦せん闘とう用の兵器なんです。地上で使うには威い力りよくが大きすぎて、撃った方も撃たれた方も、ただじゃすみません。つまり、その、たとえて言えば、台所のネズミを退治するのに、１０００ポンド爆ばく弾だんを落っことすようなもんで、ネズミも死ぬけど台所もなくなると言うような……」

「おれの前で」

　と、コロナは、いきなりヤマトの胸むなぐらをつかんで引き寄せた。そして、凄すごんだ。

「ネズミの話を、するんじゃないっ！」

「あ。いや、そうじゃなくて、つまり……」

　ヤマトは言葉に窮きゆうした。

　いったい何と言って説明すれば、わかってもらえるのだろう？

　激しい焦しよう燥そう感に駆かられ、髪かみの毛をかきむしるヤマトの肩かたを、その時、誰かが叩たたいた。

　犬頭のウニ王だった。

　立派な犬歯をむき出しながら（どうやら笑ったらしい）、ウニ王は言った。

「何だ。やっぱり、君だったのか、ヤマト──どうも、どこかで見たことのある顔だと思ってたが」

　と、やけに親しげな口ぶりだ。

　事の成り行きが理解できず、ただ茫ぼう然ぜんと半口を開けて突っ立っているヤマトに、コロナが横から小声で訊たずねた。

「知り合いか？」

　ヤマトは、首をぶんぶん振った。

　とたんに、ウニ王がヤマトを一いつ喝かつした。

「馬ば鹿か者もの！　上官の顔を見忘れるとは何事だ!!」

「じょ、上官……？」

「まだ、わからんのか？」

　困った奴やつだ。ウニ王は、懐ふところから金の縁ふち飾かざりのついたキャプテン帽ぼうを取り出し、自分（犬）の頭に載のせた。

　──まさか！

　ヤマトは、その言葉を、心の中で５万回くり返してから（まさか。まさか。まさか。まさか。まさか……）叫さけんだ。

「神じん宮ぐう司じ艦かん長ちよう！」

「やっと気がついたか」

「いっ、いつ犬になったんです!?」

「犬ではない！　狼おおかみだ！」

　北ペルーク島のウニ王こと、元ゆうばり艦長──ゲルハルト〈シークレットブーツ〉神宮司（54歳）は、憮ぶ然ぜんとして言った。

「だいたい、最初に注目すべき点は、そこじゃないだろう。──よくぞご無事でとか何とか、もっと他ほかに言うことはないのか？」

「よくぞご無事で」

　と、ヤマトは言った。

　言ってから、ふと。──半ば無意識に、ヤマトは、焼けただれた〈ゆうばり〉の残ざん骸がいを振り返った。

　そして再び、視線を神宮司に戻もどすと、こうつけ加えた。

「でも、なんで無事なんですか？」

「無事で悪いか！」

　気は短くて力持ち。

　神宮司は、ヤマトを張り倒たおした。

　今はなき艦の、元艦長と元乗組員。

　感動的な再会を果たした二人の姿を、コロナたちは、離はなれた場所から温かく見守ることにした。

「見守ってないで何とかしてくださいよぉ」

　目のまわりに痣あざをこしらえたヤマトが、情けない声で助けを求めたところで、全員がどっと笑って、以下次号。

『って。──これはまるで、あのパターンですね』

　ガルディーンが知った風な口を叩くと、スリムも負けじとヤマトの背中を叩いた。

「よっ。うっかり八はち兵べ衛え」

　スリムは陽気に言った。

「今日も、ちゃんとうっかりしてたか？」







　　　大宇宙。




　五層七階、鯱しやちほこつきの天守閣を有するその建物を、神宮司はこう言って紹しよう介かいした。

「質しつ実じつ大だい剛ごう健けん城へようこそ」

「おー。立派な城じゃねーか」

「ウニの密漁って、よっぽど儲もうかるのねー」

「でも、立派すぎて、あんまり質実剛健って感じはしませんね」

「そーだよなー。それも、ただの質実剛健じゃねえ。質実大剛健と来てるからなー」

「心配するな。あの天守閣は看板だ。──裏へ回って見ればわかる」

　神宮司の言葉に噓うそはなかった。

　立派なのは看板だけで、その裏手にある質実大剛健城の本体は、たしかに質実大剛健そのものだったのだ。

「ねえ、これって、ふつーの建売住宅じゃないの？」

　シャラの指し摘てきに対し、神宮司は、あくまでも『城』だと言い張った。

「ふつーの建売住宅などではない！　よく見ろ。──篭ろう城じよう戦に備えて、壁かべに干し魚と煎いり豆が塗ぬり込んであるのだ」

「見えないっつーの」

「しかもこの看板、立てかけてあるだけだぜ？」

「こら。手を触ふれるんじゃない。天守閣が倒れる」

　シャラとスリムは、思わず顔を見合わせた。

　そしてシャラが、ため息まじりの声で言った。

「ウニの密漁って、案外儲からないのねー」

「馬鹿を言ってもらっちゃ困る。儲かって儲かってしょうがないぐらいだ」

「え、だって……」

「今はまだ、他に金のかかることがあって、入れ物にまで手が回らんだけだ。──いずれは、この看板通りの城にしてみせる！」

　そう言って、神宮司は胸を張った。たいそうな鼻息である。

（他に金のかかること……）

　シャラが、スリムを目で振ふり返った。

（って何？）

（女だ。女に決まってる。──ハレムに美女を百人集めて、美女百人に聞きましたごっこをやろうってんだぜ、きっと）

「何をごちゃごちゃ言っとるか」

「いえ。こっちの話で」

　スリムは、「えっへっへ」と笑った。

　その時、ヤマトが、神宮司の前に進み出て、生き真ま面じ目めに言った。

「艦かん長ちよう。お聞きしたいことがあります」

「何だ、改まって」

　ヤマトは、大きく深呼吸すると、まずは背せ伸のびの運動から……。

「じゃなくて！」

　腹の中に溜たまっていた全すべての疑問を、矢や継つぎ早ばやに神宮司に浴びせかけた。

「いったい、〈ゆうばり〉に何が起こったんですか？　他の乗組員たちは、どうなったんですか？　どうして艦長ともあろう人が、こんなとこで、ウニの密漁なんかやってるんですか？　だいたい、なんでそんな変なマスクをかぶってるんですか？　さっきは本当に撃うつつもりだったんですか？　艦長なら、主しゆ砲ほうの威い力りよくはご存知でしょう？　撃った後、どうなるか考えなかったんですか？　植民星ほんごくとの連れん絡らくはどうなってるんですか？　救きゆう援えん部隊は出発してるんですか？　今夜の晩メシにウニは出ますか？」

「……」

　息を切らし、「すいません。水を一いつ杯ぱい」とか言ってるヤマトを、神宮司は、黙だまって見つめている。

　やがて、静かに口を開くと、ヤマトの質問に一言で答えた。

「ウニは出る」

「やったー。ウニだウニだ。宴えん会かいだ♪」

　シャラたちが、そろって歓かん声せいを上げた。

　ヤマト以外のメンバーにとって、重要なのは、その一点だけだったからだ。──何よりもウニ！

　納まらないのはヤマトである。

　ヤマトは、神宮司に食い下がった。

「艦長！　ちょっと待ってくださいよ、艦長！」

「うるさい奴やつだな、君も。──こまかいことを一々一々」

「こっ、こまかいこと!?」

「大声を出すな。人を帝たい釈しやく様みたいな目で睨にらむな」

「だって、艦長！」

「まあ、いいから。今夜は飲め。──君の生せい還かん祝いなんだぞ？」

「はあ。しかし……」

　煮にえ切らない表情のヤマトを、シャラとスリムが、にぎやかに挟はさみ撃ちにした。ヤマトの首に腕うでを回しながら、

「なに辛しん気きくさい顔してんのよ、ヤマト！　ほら、あんたが歌う番よ！」

「そうそう。いっちょ、ぶわ～っと行こうぜ。ぶわ～っと！」

「ああっ。もう酔よっぱらってる！」

「酒だ！」

「カラオケだ！」

「軍艦巻きだ！」

　宴会は秒速で盛り上がり、テンションを１ミリも下げることなく深夜まで続いた。

　そして、明け方。

　ヤマトは、猛もう烈れつな喉のどの渇かわきを覚えて、目を覚ました。

　質実大剛健城の中は、酔いつぶれた連中がマグロのように転がっていて、足の踏ふみ場もない状態だった。

「えーと、台所はこっちかな？」

　半ばもーろーとして進むヤマトの耳に、その時、どこかから神宮司の遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

　──ベランダ？

　ヤマトは、ふらつく足を踏みしめながら、階段を上った。

　西の空に沈しずみかける白い月を睨んで何を想おもうのか、神宮司は腕組みをして、じっと佇たたずんでいた。ヤマトが近づいても、振り返ろうとさえしない。

「艦長……」

「ウニは美味うまかったか？」

「は？」

「美味かっただろう？」

「え、ええ。はい。非常に」

　神宮司は、視線を月に固定したまま、かすかにうなずいた。微笑わらったのかもしれない。神宮司は、言った。

「おかげで、いい稼かせぎになる。──計画に必要な資金集めも、考えていたよりずっと早く終わりそうだ」

「計画？」

　ヤマトは、すぐに思い当たった。

「ああ。天守閣の……」

「天守閣のことではない！」

　打てば響ひびくように、神宮司が切り返した。

　ヤマトの胸むなぐらをつかんで、鼻と鼻がくっつかんばかりに引き寄せると、神宮司は、目をギラつかせながら、言った。

「リベンジだ」

「リベンジ？」

「そんなことも知らんのか？　リベンジというのは、英語で、復ふく讐しゆうとか仕返しという意味だ」

「いや、そうじゃなくて。──だから、誰だれに対するリベンジかって訊きいてるんですよ」

「誰？」

　とたんに神宮司の顔つきが変わった。

　ヤマトは、思わずその場から逃にげ出しそうになった。神宮司に食い殺されるのではないかと、一いつ瞬しゆん、本気で疑ったからだ。

　神宮司は、鋭するどい牙きばを一本残らず剝むき出しにして、吼ほえた。

「わしの艦ふねを撃げき沈ちんした奴だ！　〈ゆうばり〉乗組員、百十二名の死に責任のある奴だ！　そいつが何者だろうと、どこにいようと、必ず見つけ出して、思い知らせてやる！」

「なるほど。それで、ウニの密漁なんかを……」

　と、ヤマトは呟つぶやいた。

「しかし、〈ゆうばり〉に何があったにせよ、連れん邦ぽう政府の調査も待たずに、勝手に報復攻こう撃げきを行えば、それは違い法ほうな……」

「ヤマト！」

　神宮司の右腕が稲いな妻ずまの速さで動き、ヤマトの首筋を強い力で鷲わし摑づかみにした。

　息が詰つまった。

（かっ、艦かん長ちよう!?）

　神宮司は、指先に込こめた力を僅わずかにゆるめながら、囁ささやくような声でヤマトの名を続けた。

「──マーベリック、一等宙ちゆう尉い」

（はっ、はいっ）

「よく聞け？　──こいつは、わしの！　この神宮司の、個人的な戦争だ。連邦政府なんか関係ない！」

（わ、わかりましたっ。わかりましたから、てっ、手を。手を離はなして、くだ……）

　ヤマトは、必死でじたばたしてみたが、とっくにイッちゃってる神宮司には、気づいてもらえなかった。

「見ろ！　質実大剛健城の真の姿を！」

　神宮司は、大盛り上がりに盛り上がって、ひとり叫さけんだ。

「これこそが、燃える男の赤い宇宙戦艦！　疾しつ風ぷう大だい怒ど濤とう号（建造中）だっ!!」

『だっ!!』とか言われましても……。

　酸欠で失神寸前のヤマトにとっては、それどころではなかった。

「水線長２５６メートル。最大幅はば３８・９メートル。基準排はい水すい量６万５０００トン。口径４６センチの主しゆ砲ほうが３基９門。──いやー。ここまで造るのには苦労をしたぞ。うん。ほんとに苦労した」

　神宮司は、しみじみとうなずいた。

　それから、ふと何かを思い出した口調で、首を傾かしげながら、

「ただ、ここは妙みような惑星ほしでな。──金さえ出せば、たいていの物が揃そろう。量子エンジンの細かい部品はもちろん、見たこともないような高度な工作機械まで。しかも、通販だ。──ところが、地元の連中は、それが何なのかすら、わかっていない。実に不可解だ。理解に苦しむ」

　なあ。そうは思わんか？

　同意を求めて振ふり返った神宮司が見たもの。それは、白目をむいて、ぐったりしているヤマトの姿だった。






　　　　＊




　明けて翌朝。

「庭先に、こんな大きな戦艦ふねが置いてあったのに、どうして今まで誰も気がつかなかったのかしら？」

　白日の下もとに、堂々たるその偉い容ようを現した〈疾風大怒濤号〉の前で、シャラが、言わずもがなの疑問をふと洩もらした。

　スリムが、軽い調子で応こたえた。

「でっかい緑色の風ふ呂ろ敷しきをかぶせて、隠かくしてあったんじゃねーの？」

「でっかい緑色の風呂敷をかぶせて、隠してあったのだ」

　と、神宮司が、くそ重々しくうなずいた。

『眉み間けんのタテ皺じわ』と書いて『しりあす』と読む。

　シャラは、神宮司の暑っ苦しいマジ顔に背中を向け、ため息まじりの声で呟いた。

「とーぜん予想しておくべきだったわね」

　コロナが、言った。

「なあ、犬のおっさん」

「犬ではない！　狼おおかみだ、狼！」

「今朝、人間になりました」

　例によってスリムが、横からわけのわからないことを口走ったが、これまた例によって、気にとめる者は誰だれもいなかった。

　──孤こ独どく。

　朝っぱらから黄昏たそがれているスリムは放置しておいて……。

　コロナは、〈疾風大怒濤号〉をしみじみと見上げながら、言った。

「この戦艦ふね、動くのか？」

「動くのか……だと？」

　神宮司が、目ん玉をギラつかせた。

　次の瞬しゆん間かん。

〈疾風大怒濤号〉の主メイン艦・ブリ橋ツジに、神宮司の気張った声が、ひときわ高く響ひびき渡わたった。

「疾風大怒濤号！　発進!!」

　量子タービン・エンジンの唸うなりが、パワーの頂点めざして、一気に駆かけ上がる。

　未いまだ全すべての艤ぎ装そうを終えていない『燃える男の赤い宇宙戦艦』は、艦体のあちこちから、竹で組んだ足場だの、ペンキ塗ぬりたて注意の貼はり紙だの、建て付けの悪い雨戸だの、仕し舞まい忘れた風ふう鈴りんだの、作業中の乗組員だのを派手にばらまきながら、ゆっくりと浮ふ上じようした。

　──おお。ほんとに飛んだ。

　と、神宮司は思ったが、もちろん口には出さなかった。

「わははは。どうだ、見たか小こ僧ぞう」

　神宮司は、得意げにコロナを振り返った。

　そして、コロナは……？

　そしてコロナは、生まれて初めて、地球を宇宙そとから見たのである。





（つづく）　　
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